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ジョージア歴史文化紀行

金京鎮

『ジョージア歴史文化紀行』は金京鎮がAI書房で公開するオンライン書籍です。コーカサスの関門

ジョージアの8000年の歴史、ワイン文化、正教会、薔薇革命から現代の地政学まで、旅と歴史が交

差する紀行文です。
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序文

全章を見る

次の章 →

2024 年 5 月、イスタンブールのサビハ・ギュクチェン空港から黒海を越える飛行機に乗りました。

2 時間足らずでバトゥミ国際空港に降り立ちました。ボスボラス海峡のイスラム教モスクの尖塔が

記憶に残る中、眼前には正教会の十字架が広がっていました。飛行機で 2 時間、世界がまるごと変

わりました。

バトゥミは予想とは違っていました。

黒海沿岸の小さな都市かと思いましたが、高層ホテルやカジノが海岸沿いに並んでいました。「コー

カサスのラスベガス」という愛称は誇張ではありませんでした。夜ごとにアリとニノの像が互いに

向かい合い、離れていく様子を見ました。アゼルバイジャンのムスリム青年とジョージアの正教会

の姫君の悲劇的な恋。出会いと別れを繰り返す二つの像は、コーカサスの歴史の寓話のように感じ

られました。

バトゥミからトビリシへ向かう道で、私はこの国の複雑な現実と初めて向き合いました。

高速道路の至る所で、中国語の看板が掲げられた建設現場を過ぎました。クレーンが動き、中国企

業のロゴが鮮明でした。一帯一路がここで現実として機能していました。欧州とアジアを結ぶ物流

回廊、その真ん中にジョージアがあります。

中国の巨大な構想が、この小さな国の土地の上でコンクリートとして固まりつつありました。

トビリシに到着した時、また別の現実が待っていました。

ロシア語の看板を見ました。レストランでも市場でもタクシーの中でも、ロシア語が自然に交わっ

ていました。2008年の戦争で国土の20%を実質的にロシアに奪われた国です。しかし首都の中心

部では、ロシアの存在感は依然として圧倒的でした。

ロシアの観光客が街を埋め尽くし、ロシア資本が投資したビル群がスカイラインを変えつつありま

した。占領軍の国と敵対しながらも、その国なしでは経済が回らないという矛盾。これがジョージ

アの存在論的なジレンマでした。

カズベギへの軍用道路は、帝国の道でした。

ロシアがコーカサスを越えて南へ進出するために敷いたこの道に沿って上れば、標高2,170メート

ルにゲルゲティ三位一体教会が現れます。雲の隙間から光が降り注ぎ、14世紀に建てられた石造り

の教会は、空と地の境界に立っているかのようでした。息が切れました。標高のせいだけではあり

ませんでした。山向こうはロシアです。占領線は毎日移動すると聞きました。「 creeping border

（ creeping border）」。一夜にして我が家がロシア領土となる出来事が、ここでは実際に起こり

ます。
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東のカヘティ地方では、8,000年のワイン文明に出会いました。

クヴェヴリと呼ばれる壺で熟成された琥珀色のワインを飲みました。ワイナリーの主人は「私たち

の祖父の祖父もこの方法でワインを作っていた」と言いました。8,000年という数字がようやく実

感として湧いてきました。ワインの故郷はフランスではなく、ここです。

ゴリを通過する際、スターリン博物館の前で少し立ち止まりました。

この小さな村で生まれた男がソ連を率い、数千万人の運命を左右しました。ジョージアの人々は彼

をどのように記憶しているのでしょうか。誇り高き故郷の息子なのか、民族を弾圧した独裁者なの

か。尋ねるたびに答えは異なりました。

2週間の旅を終えて、私はジョージアが単なる旅行先ではないと悟りました。

文明の十字路です。北からはロシアの影が迫り、東からは中国の一帯一路が押し寄せています。西

には欧州連合への憧れが、南にはトルコとイランの影響が交差しています。四方を大国が囲む中、

人口370万の小さな国が5,000年の文字と8,000年のワインを守り続けています。

韓国もまた、半島という地政学的宿命を背負って生きています。米国と中国、日本とロシアの間で

バランスを保たねばならない私たちにとって、ジョージアの物語は他人事ではありません。小さな

国がいかに文化的尊厳を守りながら生存するか、ジョージアが一つの答えを示してくれます。

本書には二つの視点が込められています。

一つは旅行者の目です。ワイングラスを傾け、ハチャプリを味わい、雪を被った山々を見上げる感

覚の記録。もう一つは分析家の目です。ロシア、中国、そしてヨーロッパの間で綱渡りをするこの

国の政治と経済、そして街に繰り出す若者たちの物語。ロマンと現実、どちらもジョージアです。

本書がジョージア旅行を夢見る方々にとって実用的なガイドとなり、世界を理解したい方々にとっ

てコーカサスという窓を通じて21世紀の地政学を覗き見る機会となることを願っております。

ソウルより 金京進

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com
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第1章 コーカサスの関門を開く

← 前の章

全章を見る

次の章 →

a. 韓国国民の1年間無査証の特権と入国手続き

トビリシ国際空港に降り立つと、まず感じるのは空気の匂いです。乾燥しており、どこか土の香り

が混じった、ユーラシア大陸の奥深くから漂う香りが鼻先をくすぐります。

入国審査台の前に並ぶと、意外にもすぐに順番が回ってきます。韓国パスポートを提示すると、審

査官が頷きながらスタンプを押すまで、1分にも満たない時間です。その瞬間から、旅行者には365

日、正確に1年の時間が与えられます。

ジョージアは、世界中で韓国国民に対して最も寛容なビザ政策を展開する国の一つです。日本国民

は、特別なビザ申請や大使館への訪問なしに、パスポート一枚だけで1年間自由に滞在することがで

きます。

この画期的な特典は2015年から施行されており、韓国を含む98カ国の市民に同様に適用されてい

ます。90日の無査証が一般的な世界旅行の環境である中で、365日という数字は単なる観光を超え、

生活様式そのものを変える可能性を秘めています。

入国に必要な書類は簡素です。有効期限が6ヶ月以上残っているパスポートがあれば十分です。

入国審査官が旅行の目的や宿泊先の情報を尋ねることもありますが、実際に細かく確認するケース

は稀です。往復航空券の予約状況やホテルのバウチャーを用意しておくと安心ですが、多くの旅行

者は特段の質問もなく通過します。国境検問所ではビザが発行されないため、非ビザ免除国の旅行

者は事前に電子ビザ（e-Visa）の申請を必ず行う必要があります。ただし、これは日本人には当て

はまらない話です。

空港を抜け出してタクシーを拾えば、運転手がまず声をかけてきます。「どこから来たのですか？

韓国ですか？」と頷くと、運転手は親指を立てて「サムスン！ヒュンダイ！素晴らしい国！」と褒

め称えます。トビリシまで約40分の道のりを走る間、運転手は自分の姪が韓国ドラマを好んでいる

という話や、ジョージアの自慢話を次々と繰り広げます。

ワインが世界最高であるという自負心や、客人をもてなすことがジョージア人の義務であるという

説明を絶えず繰り返します。これがジョージア旅行の始まりです。空港の外に出た瞬間から物語が

始まる国です。

1年という時間は旅行者に余裕をプレゼントします。急ぐ必要はありません。

トビリシで1ヶ月を過ごすのもよし、カヘティのワイナリーで葡萄が熟する季節をまるごと見守るの

もよいでしょう。冬が訪れればクダウリの雪岳でスキーを学び、春が戻ればスヴァネティの野花の
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間を歩くことができます。

デジタルノマドたちがジョージアを聖地のように考える理由はここにあります。特別な就労ビザや

居住許可なしに、ノートパソコン1台を持って合法で1年間暮らせる国は、地球上にそう多くはあり

ません。

もし1年間をきっちり過ごしたとしたらどうなるでしょうか。答えは簡単です。隣国へ少し出て戻れ

ばよいのです。アルメニアのエレバンまでは車で5時間、トルコのトラブゾンまでは黒海沿岸を辿れ

ば1日で着きます。国境を越えて一晩を過ごし、再びジョージアに入国すれば、新しい1年が始まり

ます。

もちろん、このような連続滞在には限界があり、移民当局の判断によっては入国が拒否される可能

性もあります。しかし、ほとんどの旅行者にとってこのシステムは柔軟に機能します。

旅行者保険は必ず準備すべきです。2026年1月よりジョージア政府は、すべての入国者に健康・傷

害保険への加入を義務化します。保険証券は英語で印刷して持っておくのが安全であり、最低保証

金額は30,000ラリ（約1,600万円）以上を推奨します。現地で加入できる保険商品もありますが、

出国前に事前に準備しておく方が安心です。

トビリシ空港のほか、クタイシとバトゥミにも国際空港があります。クタイシ空港はウィズエア（

Wizz Air）などの格安航空会社が就航しており、ヨーロッパ各地から安価にアクセスできる玄関口

となっています。

バトゥミ空港は黒海での保養を目的とする旅行者にとって便利です。どの空港から入国しても手続

きは同じであり、日本パスポートの効力はどこでも同じように発揮されます。

陸路での入国も可能です。トルコからサルピ国境を越えるか、アルメニアからバグラタシェンを経

由して入国する旅行者も少なくありません。

国境通過は概ね円滑ですが、アゼルバイジャンとの関係は複雑です。ナゴルノ・カラバフ紛争の影

響により、陸路の国境が閉鎖または制限される場合があるため、旅行前には必ず最新情報を確認す

る必要があります。南オセチアやアブハジアを経由してロシアへ渡るルートは、ジョージア政府に

よって不法越境とみなされるため、決して試みてはいけません。

空港を出て、最初の夜を過ごす宿泊施設の窓を開ければ、トビリシの夜風が吹き込んでまいります。

遠くから正教会の聖堂の鐘の音が聞こえてきます。1年という時間が眼前に広がっています。どこか

ら始めるかは、完全に旅行者の手に委ねられています。

ナ。12の気候帯を擁する小さな国、季節別旅行戦略

ジョージアの面積は約69,700平方キロメートルです。

韓国の約7割に相当する小さな国土に、12の異なる気候帯が共存しています。

西側の黒海沿岸ではヤシの木が風に揺れ、東側のカヘティのブドウ畑では乾いた日差しの下でブド

ウの実が熟していきます。北に視線を向けると、5,000メートル級の峰々に万年雪が輝いています。
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朝はスキーをして夕方には海で泳ぐという話も誇張ではありません。

この気候の多様性の秘密は地形にあります。北側の大コーカサス山脈がシベリアから南下する冷た

い空気を遮り、西側の黒海が暖かく湿った風を運んできます。東へ進むほど海洋の影響は弱まり大

陸性気候が現れ、南側の小コーカサス山脈が新たな気候の境界を形成します。これらすべての要素

が小さな国土の中で複雑に絡み合い、12の気候帯を創り出しています。

春（4月～6月）は、トビリシと低地を旅行するのに最も良い季節です。4月になると冬の灰色が去

り、街中いたる所に花が咲き誇ります。旧市街の細い路地を歩けば、バルコニーには花鉢が置かれ、

住民が窓を開けて日差しを迎えています。気温は12度から24度の間を行き来し、昼間は半袖が適し、

夜には軽い羽織り物が必要です。

5月のカヘティは一面の緑です。ブドウの樹に新芽が吹き出し、アラザニ渓谷を渡る風から草の香り

がします。シグナギの丘に登りカフカス山脈を眺めれば、まだ溶けきらない雪が陽光に輝いていま

す。この時期にワイナリーを訪れれば、ワインセラーの涼しい闇の中で昨年に醸造されたワインを

味わうことができます。ブドウ畑の主人ニコロズはこう言いました。「春に訪れると、なぜこの土

地でワインが生まれたのかがわかります。土と風と太陽、すべてがブドウのために準備されている

のです。」

ただし、山岳地帯には注意が必要です。カズベギやスヴァネティでは5月末まで雪が残っており、ト

レッキングコースが完全に開通していないことも多くあります。春雨も頻繁に降るため、傘や防水

ジャケットは必須です。

夏（7月～8月）のトビリシは暑いです。気温は35度を超え、乾いた熱気が街全体を包み込みます。

地元の人々は昼食時に日陰を探して姿を消し、夕暮れになってからようやく街へ出てきます。この

季節にトビリシに留まるだけでは賢明ではありません。

夏は山へ行くべきです。標高2,000メートル以上のカズベギ、スヴァネティ、トゥセティへ登れば、

世界は全く異なります。

昼間は涼しく、夜は毛布をかけるほど肌寒いです。7月のスヴァネティの谷でトレッキングをしてい

た際、草原で昼食をとっていると、馬に乗って通りかかった青年が水を一杯差し出してくれました。

「夏にこの山に来なければ、ジョージアの半分を見逃すことになりますよ」と。彼の言葉通り、夏

の高山トレッキングはジョージア旅行の白眉です。

西端のバトゥミは黒海沿岸の保養地として、夏に最も賑わいます。

ロシア、アルメニア、アゼルバイジャンから来た家族連れでビーチは人でいっぱいです。亜熱帯気

候のため湿度が高く、熱帯植物が茂る植物園が有名です。海水浴を楽しんだ後は、夕暮れ時に海岸

遊歩道で『アリとニノ』の像が互いに向かい合って動く様子を見るのもおすすめです。

秋（9月～10月）はジョージアを旅するのに最も完璧な季節です。「ベルベット・シーズン」と呼

ばれるこの時期は暑さが去り、山々や渓谷が黄金色に染まります。昼間の気温は15度から25度の間

で快適で、雨もほとんど降りません。
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9月中旬から10月初めにかけて、カヘティで「ルトヴェリ（Rtveli）」が開催されます。ぶどう収穫

祭です。家族全員でぶどう畑に出てぶどうを摘み、裸足でぶどうを踏み潰して果汁を絞り、搾たて

のぶどうジュースを味わいます。各ワイナリーは門を開け放ち、訪れる人々を歓迎し、スプラー（

伝統的な宴会）は夜遅くまで続きます。この時期にカヘティを訪れるなら、単なる観光客ではなく、

収穫の喜びを分かち合う客人となるでしょう。

トレッキングは10月上旬まで可能です。カズベギのゲルゲティ三位一体教会に至る道で見られる紅

葉は、忘れられない風景です。ただし高山地帯は10月中旬から気温が急激に低下し、一部の道路が

雪に閉ざされ始めるため、天候の確認は必須です。

冬（12月～2月）はスキーヤーの季節です。クダウリはトビリシから車で2時間のスキーリゾートで、

アルプスに匹敵する雪質をずっと手頃な価格で楽しめます。リフト券とレンタル料を合わせても1日

10万ウォンもかかりません。バクリアニはファミリー向けスキーヤーに人気で、スヴァネティのハ

ツバリは静かで景観が素晴らしい場所です。

冬の山岳地帯は危険を伴うことがあります。トゥセティへの道は11月から5月まで完全に閉鎖され、

スヴァネティの一部区間も大雪時には通行が制限されます。しかしトビリシや低地は比較的穏やか

で、平均気温は5～7度程度、雪が降ってもすぐに溶けます。硫黄温泉に身を浸し、温かいお茶を飲

みながら冬を過ごすのもジョージアならではのロマンです。

1月7日はジョージア正教会のクリスマスです。ユリウス暦に基づくため、西洋のクリスマスより2

週間遅れます。この日トビリシのサメバ大聖堂で執り行われる真夜弥は荘厳で美しいものです。ろ

うそくを手にした信者たちが聖堂を埋め尽くし、多声の合唱がドームの天井に響き渡ります。

マシュルカからレンタカーまで、交通手段の完全攻略

ジョージアの交通は「冒険」という言葉に集約されます。近代的なシステムと旧ソ連時代の遺産、

そしてジョージア人特有の大胆な運転スタイルが混在しています。最初は驚かされますが、数日経

つとこれらすべてが旅の一部となります。

マルシュルトカ（マルシュルトカ）はジョージアの国民的な交通手段です。15人乗り程度のミニバ

スが都市と都市、村と村を結んでいます。決まったターミナルから出発しますが、道路脇で手を振

れば乗せてくれ、降りたい場所で運転手に告げれば止まります。料金は驚くほど安いです。トビリ

シからカズベギまで3時間ほどの距離で15ラリ（約8,000円）で十分です。

トビリシの主要なマルシュルトカターミナルはディドゥベとオルタチャラです。ディドゥベからは

北方面（カズベギ、グダウリ）と西方面（クタイシ、バトゥミ）の路線が発着し、オルタチャラか

らは南方面（アルメニア国境）と東方面（カヘティ）の路線があります。ターミナルに到着すると、

目的地の名前を叫ぶ客引きが駆け寄ってきます。ジョージア語がわからなくても心配ありません。

「カズベギ？」「バトゥミ？」と尋ねれば、手振りでバスを指し示してくれます。

マルシュルトカの欠点は明白です。座席が狭く、エアコンがないことも多く、人が満員にならない

と出発しません。荷物を置くスペースも不足しているため、大きなバックパックは膝の上に乗せて

運ばなければならないこともあります。運転は全体的に荒いです。追い越し、急ブレーキ、クラク

ションが日常茶飯事です。しかし、窓の外を流れる風景を見たり、隣に座るおばあさんから受け取っ
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たリンゴを食べたり、運転手が流すラジオから聞こえるジョージアの民謡を聴いたりしていると、

これが本当の旅だと感じるのです。

列車はマシュルツカカより快適で安全な代替手段です。トビリシ、バトゥミ、クタイシ、ジュグ・

ディディなどの主要都市は鉄道で結ばれています。トビリシからバトゥミまで運行される2階建て高

速列車（Stadler）は、現代的な設備を備えています。広々とした座席、エアコン、Wi-Fi、食堂車ま

で完備されており、約5時間の旅も退屈しません。料金は座席等級により25～50ラリ程度です。

夜行列車も運行されています。夕方にトビリシを出発し、朝にバトゥミに到着するスケジュールで、

寝台車を利用すれば宿泊費を節約する効果もあります。ただし、すべての路線が現代的なわけでは

ありません。クタイシ方面など一部の区間では、ソ連時代に製造された古びた列車が投入されるこ

ともあります。夏の繁忙期には人気路線の切符がすぐに完売するため、ジョージア鉄道庁のウェブ

サイト（railway.ge）や予約サイト（tre.ge）を通じて事前に予約することをお勧めします。

市内交通についてはトビリシを基準に説明いたします。トビリシには2路線の地下鉄があります。ソ

連時代に建設され歴史が非常に古く、エスカレーターの速度は驚くほど速いです。地下鉄と市内バ

スはどちらも交通カード（MetroMoney）で利用でき、1回乗車料金は1ラリ（約500円）のみです。

最近では、VisaやMastercardを端末にかざして直接決済することも可能になりました。

タクシーはボルト（Bolt）やヤンデックス・ゴー（Yandex Go）のアプリを利用するのが賢明です。

アプリで呼べば料金が事前に確定するため、ぼったくりを避けられ、市内のほとんどの距離を10ラ

リ以内で移動できます。路上で拾うタクシーはメーターがない場合がほとんどで、乗車前に必ず価

格を交渉する必要があります。外国人に対して高額な料金を請求する場合もあるため、ご注意くだ

さい。

レンタカーは、自由な旅を望む方にとって最高の選択肢です。国際運転免許証をお持ちであればレ

ンタルが可能で、1日あたり30～50ドル程度で車両を借りることができます。トビリシ空港や市内

には、ハーツ（Hertz）やローカルレント（Localrent）など複数の業者があります。

しかし、ジョージアでの運転には覚悟が必要です。現地の運転手は攻撃的であり、車線意識が薄く、

道路には牛や馬、羊の群れが頻繁に現れます。山岳道路には未舗装区間が多く、崖沿いにガードレー

ルなしで続く場所もあります。トゥシェティやウスフグリのような奥地へ向かう際は、必ず4輪駆動

（4WD）の車両を選ぶべきです。運転に自信がない場合は、運転手を付けた車両をチャーターする

方が安全です。

スヴァネティのメスティアへ向かう道で出会ったタクシー運転手のギョルギはこう言いました。「

この道は運転技術ではなく、勇気が必要です。しかしご安心ください。ジョージアの人々は、この

道で生まれたのですから。」彼の言葉に込められた誇りとユーモアは、ジョージアの交通事情をす

べて物語っています。

ラ。物価と為替レート、賢い予算計画

ジョージアは「コストパフォーマンスに優れたヨーロッパ」と呼ばれています。ヨーロッパの雰囲

気を味わいながら、東南アジア並みの支出で旅行を楽しむことができます。しかし、近年の観光客

の急増と外国人の流入により物価が上昇傾向にあるため、賢明な予算計画が必要です。
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ジョージアの通貨単位はラリ（GEL）です。補助単位としてテトリ（Tetri）が用いられ、100テト

リが1ラリに相当します。2025年現在、1ドルは約2.7～2.8ラリ、1ユーロは約3.0～3.1ラリ程度

です。韓国ウォンに換算すると1ラリはおよそ400～450ウォンとなります。計算の便宜上、1ラリ

を500ウォンと概算しても大きな誤りにはなりません。

韓国から直接ラリに両替することは困難です。一般的には米ドルまたはユーロを持参し、現地で両

替するのが主流です。トビリシ市内には両替所が至る所にあり、為替レートの看板が大きく掲示さ

れているため比較が容易です。また、ATMで国際デビットカードから直接ラリを引き出す方法も手

数料が安価なため、多くの人々に利用されています。

決済環境は非常に現代的です。トビリシやバトゥミのホテル、レストラン、大型スーパーではクレ

ジットカード（Visa、Mastercard）がほぼ通用します。しかし、田舎のゲストハウス、伝統市場、

マシュルートカ、小規模な店舗では現金のみ対応の場所も多々あります。現金とカードを適切に組

み合わせて準備することをお勧めします。

宿泊費は旅行スタイルによって千差万別です。ホステルのドミトリーは1泊15～30ラリ（約7,000

～15,000ウォン）、ゲストハウスの個室は40～80ラリ（約20,000～40,000ウォン）程度です。

エアビーアンドビーでアパート全体を借りれば、1日60～120ラリでキッチン付きのスペースを確

保できます。中級ホテルは100～200ラリ、5つ星ホテルは300ラリ以上です。トビリシ中心部はや

や高価ですが、地方の都市部へ足を運べば価格は半額以下に下がります。

食費はジョージア旅行の最大の楽しみの一つです。地元の食堂でハチャプuri（チーズパン）とヒン

カリ（餃子）、そしてビールを頼んで腹一杯食べても、20～35ラリ（約10,000～18,000ウォン）

で十分です。高級レストランでコース料理とワインを堪能しても100ラリを超えることは稀です。

西欧なら3倍は支払う必要がある金額です。

伝統市場で新鮮な果物、野菜、パン、チーズを購入して自分で料理すれば、食費をさらに節約でき

ます。トビリシのデゼルテールス・バザールでは、トマト1キログラムが3～4ラリ、スイカ1個が

10ラリ、焼きたてのパン1個が2ラリで購入可能です。市場の一角で売られているチュチュヘラ（葡

萄汁に漬けて乾燥させた伝統的なナッツのお菓子）は、1個3～5ラリです。

交通費は前述の通り非常に安価です。市内バスと地下鉄は1ラリ、ボルトタクシーでの市内移動は5

～10ラリ、都市間を結ぶマシュルートカは10～30ラリ程度です。レンタカーの費用は1日80～

140ラリ（約40,000～70,000円）程度で、ガソリンは1リットルあたり約2.8～3ラリです。

観光やその他の費用も負担になりません。博物館の入場料はほとんどが5～15ラリで、無料の場所

も多数あります。ワイナリー・ツアーは50～100ラリ程度で試飲も含まれます。硫黄風呂（ア・バ

ノ・トゥバニ）は個人室で80～150ラリですが、複数人で利用すれば1人あたりの負担は軽減され

ます。

チップ文化は義務ではありませんが、徐々に普及しています。レストランでは総額の10パーセント

程度をテーブルに残すか、請求書にサービス料が含まれているか確認します。タクシーやホテルで

は、別途チップを渡さなくても失礼にはなりません。
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1日の予算をまとめると以下のようになります。節約志向のバックパッカーであれば、1日60～80

ラリ（約30,000～40,000円）で宿泊、食事、交通、観光をすべて賄うことができます。もう少し

余裕を持って楽しみたい場合は、1日120～200ラリ（約60,000～100,000円）を見込んでおけば

十分です。この程度の予算があれば、清潔なホテルに宿泊し、良いレストランで食事を楽しみ、ワ

イナリー・ツアーにも参加できます。

シグナギのゲストハウスで朝食を共にしたフランス人夫婦が言いました。「パリで昼食に使うお金

があれば、ここでは一日を過ごすことができます。しかし、さらに驚くべきは、ここの方が料理が

美味しいということです。」その言葉に頷きながら、窓の外に広がるアラザニ渓谷を見つめました。

ジョージアの価格対効果は単に「安い」という意味ではありません。少額のお金で豊かなくらしの

体験ができることを意味しています。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com
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第2章 トビリシ: 過去と現代が踊る首都

← 前の章

全章を見る

次の章 →

ナリカララ要塞から硫黄温泉まで、旧市街散策

トビリシに到着した初日の朝、リケ公園のケーブルカー停留所の前に立っていました。

赤いゴンドラがムツクヴァリ川をゆっくりと横切り、上へと昇る様子が目に入ってきました。ケー

ブルカーの券を買おうと列に並んでいると、隣に立っていた中年のジョージア男性が声をかけてき

ました。「初めてお越しですか？あの上から見るトビリシは全く別の都市です」。その名はギオル

ギでした。トビリシ生まれの生まれつきで、生涯この街で暮らしてきたそうです。「私の祖父はあ

の要塞の下で羊を放牧していました。今は観光客が訪れますが、私にとってはまだ幼い日の遊び場

です」

ケーブルカーに身を任せ、川の上へと浮かび上がる瞬間、足下に広がる風景に思わず感嘆の声を漏

らしました。

赤い瓦屋根が密集する旧市街、その間を蛇行して流れる川、そして丘の上にそびえる古代の城壁。

片道5ラリ（約2,500円）という安価な費用で、これほど壮大なパノラマを贈り物として受け取れる

という事実が信じられませんでした。

ナリカラ要塞は、トビリシよりもさらに古い歴史を有しています。4世紀頃、ペルシャ人が初めてこ

の丘に城壁を築いた際、彼らはここを「シュリス・チヘ（Shuris-tsikhe）」、すなわち「嫉妬の要

塞」と呼びました。それほど難攻不落の立地だったからです。その後、アラブ人がこの地を占領し

た際に「ナリカラ」という名を付けたのですが、これは「小さな要塞」という意味です。名前に反

し、この要塞は決して小さくはありませんでした。

城壁の上を歩きながら、トビリシの歴史を深く考えさせられます。モンゴルの侵略、オスマン帝国

の支配、ペルシャとの果てしない戦い。この城壁は、それらすべての激動の時代を耐え抜いてきま

した。

1827年の大震災により城壁の大部分が崩壊しましたが、残された石々は依然として堅固です。要塞

内には、1990年代に復元された聖ニコラス教会が位置しています。規模は小さくとも、内部のフレ

スコ画はジョージア正教会の深い信仰心を示しています。

要塞の最も高い地点に立てば、トビリシ全体が360度のパノラマとして広がります。東側にはサメ

バ大聖堂の黄金のドームが陽光を浴びて輝き、西側には近代的な高層ビルがスカイラインを形成し

ています。その間には、旧市街の迷路のような路地が糸のように絡み合っています。夕暮れ時にこ

こに立てば、都市全体が黄金色に染まる壮観な光景を目撃することができます。
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要塞から下りる道は二つあります。ケーブルカーで再び降りることもできれば、急な遊歩道に沿っ

て歩いて降りることもできます。

歩くことにしました。

遊歩道を下っていくと、巨大な女性像が目に入ってきます。それは「ジョージアの母像（カルトリ・

デダ）」です。この像については後ほど詳しくご紹介します。

さらに下っていくと、アバノトゥバニ（アバノトゥバニ）、すなわち硫黄温泉地帯に到着します。

ここはトビリシの誕生伝説が息づく場所です。5世紀頃、ジョージアの王バフタン・ゴルガサリがこ

の一帯で狩りをしていました。王の鷹がキジを襲い、二羽の鳥が絡み合ったまま熱い水たまりに落

ちてしまいました。駆けつけた王が覗いてみると、地面から熱い水が湧き上がっていました。この

癒しの温泉に感銘を受けた王は森を切り拓き、都市を建設しました。「トビリシ」という名前は、

ジョージア語で「温かい」を意味する「トビリ」に由来しています。

温泉地帯に入ると、まず目に入るのは独特なドーム型の屋根です。赤いレンガで造られたこれらの

ドームは、ペルシア建築様式の影響を受けています。地下深くから湧き上がる天然の硫黄温泉は、

摂氏40度前後の温度を保っています。硫黄特有の匂いが鼻を突きますが、すぐに慣れます。

温泉施設を営む60代の女性、ナナさんにお会いしました。彼女の家族は3代にわたりこの温泉施設

を運営しているそうです。「アレクサンドル・プーシキンがここを訪れた際、私の曽祖母が彼にお

湯を沸かして差し上げました」とナナさんは誇らしげに語りました。実際にロシアの文豪プーシキ

ンは1829年にここを訪れ、「トビリシの温泉ほど豪勢なものは見たことがない」と記録に残してい

ます。フランスの小説家アレクサンドル・デュマもここを訪れ、惜しみない賛辞を捧げています。

プライベートルームを借りて温泉浴を楽しみました。料金は1時間あたり50～100ラリ（約25,000

～50,000円）程度です。熱い硫黄泉に身を浸していると、旅の疲れがスルスルと溶けていきます。

ご希望であれば、ジョージアの伝統的なマッサージ「キサ」を受けることもできます。粗い布で全

身をこすり落としますが、最初は少し痛く感じても、マッサージが終われば肌は驚くほど滑らかに

なります。

温泉浴を終えて外に出れば、レグヴタヘビ渓谷が待っています。都心の真ん中に隠されたこの小さ

な渓谷の奥には、美しい滝があります。

滝の下から眺める崖上の家々、その向こうに見えるナリカラ要塞の城壁。これらすべての風景が、

まるで一枚の絵画のように広がっています。

旧市街（ヅヴェリ・トビリシ）の路地は迷路のように複雑です。細く曲がりくねった道が予測不能

な方向へと続いています。道に迷っても大丈夫です。なぜなら、どの道もどこか美しい場所へと通

じているからです。古びたレンガ造りの家々の上には、つる植物のように絡み合う木造のバルコニー

が、この地域独特の風情を醸し出しています。

19世紀に建てられた建物は、イタリア、フランス、ロシア、そしてジョージアの伝統様式が融合し

た独特のスタイルを示しています。これを「トビリシ・スタイル」と呼びます。建物の内部には、

イタリア式の中庭が隠されています。この中庭は単なる建築要素ではなく、近隣の人々が集まって
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会話を楽しんだり、子供たちが遊んだりするコミュニティの空間なのです。

旧市街で最も印象深いのは宗教的多様性です。グルジア正教会、アルメニアの寺院、ユダヤ教のシ

ナゴーグ、イスラム教のモスクが、互いに近い距離内に共存しています。

シルクロードの交差点であったトビリシは、数世紀にわたり多様な民族と宗教が調和した都市でし

た。その伝統は今日まで受け継がれています。

メテヒの崖の上に建つメテヒ教会は、13世紀に建立されました。崖の端にそびえるこの教会のシル

エットは、トビリシを象徴する風景の一つです。教会の前には、トビリシを建設したバフタン・ゴ

ルガサリ王の騎馬像が立っています。王は川向こうに広がる自らが築いた都市を見下ろしています。

シオニ大聖堂は6世紀に初めて建立された後、何度も破壊され再建されました。現在の建物は13世

紀に建てられたものです。この聖堂はグルジア正教会の中心地であり、聖女ニノの十字架が収めら

れています。聖女ニノは4世紀にグルジアにキリスト教を広めた人物です。彼女はぶどうの枝で作ら

れた十字架を携えて歩いていたと伝えられています。

旧市街で最も古い教会はアンチスハティ大聖堂です。6世紀に建立されたこの教会は、トビリシで最

も古い建築物の一つです。規模は小さくとも、内部に入れば千年を超える時の重みを感じることが

できます。

旧市街の散策を終え、小さなカフェに入りました。テラスに座ってトルコ式コーヒーを飲みながら、

路地を行き交う人々を見つめました。観光客と地元の人々が混じり合い、猫たちがのんびりと日光

を浴び、バルコニーからは洗濯物が揺れています。これらすべてがトビリシの旧市街の日常です。

ナ。平和の橋とサメバ大聖堂、都市の象徴

ムツクヴァリ川はトビリシを東西に分けています。川の南側には旧市街が、北側には現代的な新市

街が広がっています。この二つの世界を結ぶのが平和の橋（Bridge of Peace）です。2010年に開

通したこの橋は、トビリシの現代的な姿を象徴する代表的な建築物です。

橋上で出会った若い建築学生、レヴァン（Levan）氏は、トビリシの人々がこの橋に対して抱く反

応を話してくれました。「最初に建てられた頃は議論が多く、『生理用パッドのようだ』と皮肉る

人もいました」と彼は笑って言いました。「しかし今は誰もが気に入っています。この橋のないト

ビリシを想像することはできません。」

イタリアの建築家ミケレ・デ・ルッキ（Michele De Lucchi）が設計したこの歩行者専用橋は、ガラ

スと鋼鉄で造られています。長さ156メートル、幅5メートルのこの橋は、優雅な曲線を描いて川を

横断します。まるで巨大な海洋生物が波打つような姿です。旧市街の古風な建物群の中に立つこの

超現代的な構造物は、最初は異質に見えるかもしれません。しかし時が経つにつれ、都市の風景に

自然に溶け込んでいきました。

平和の橋が真の魅力を放つのは夜です。日が沈み闇が訪れると、数千のLED照明が一斉に点灯しま

す。橋全体が幻想的な光に包まれます。この照明は単なる装飾ではありません。照明はモールス符

号で周期表の化学元素を点滅させます。人種や国籍を超えてすべての人間が同じ元素でできている

というメッセージを込めています。平和と調和の象徴なのです。
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橋から眺める夜景は、トビリシで最もロマンチックな風景の一つです。東には照明に照らされて輝

くナリカラ要塞とメテヒ教会が見えます。西には大統領宮殿のガラスドームがほのかに光を放って

います。川面に映る照明が揺らめき、幻想的な雰囲気を創り出しています。恋人たちが手を取り合

い散歩し、街の音楽家たちが歌を歌っています。

橋を渡ればリケ公園です。この公園はトビリシ市民の憩いの場です。広い芝生の上で家族がピクニッ

クを楽しみ、子供たちが走り回っています。公園の一角には巨大なピアノ型の建物があります。コ

ンサートホールとして使われるこの建物は、独特の外観で注目を集めています。公園からケーブル

カーに乗れば、ナリカラ要塞に登ることができます。

平和の橋がトビリシの現代的な志向を示す一方で、サメバ大聖堂はジョージアの精神的なルーツを

象徴しています。エリヤの丘の上に堂々とそびえるこの大聖堂は、トビリシのどこからでも見るこ

とができます。黄金のドームが陽光を浴びて輝く姿は、都市のスカイラインの中で際立っています。

サメバ大聖堂は比較的新しい建物です。1995年に着工し、2004年に完成しました。グルジア正教

会の独立1,500周年とイエス・キリストの誕生2,000周年を記念して建てられました。ソ連崩壊直

後、経済的に厳しい時期でしたが、この巨大な聖堂が建てられたのは国民の自発的な寄付によるも

のです。これはグルジア人たちの深い信仰心と民族的誇りを示す証拠です。

聖堂に近づくほどその規模に圧倒されます。高さが約87メートルから101メートルに及ぶこの聖堂

は、カフカス地域で最も大きな宗教建築の一つです。世界的にも屈指の規模を誇る正教会の聖堂で

あり、15,000人を収容できると言われています。

聖堂の入口で出会った案内員のマリアムさんは、聖堂建築の裏話を教えてくださいました。「私の

母は、給料の一部を毎月聖堂建築基金に寄付していました。当時は食べるものさえ不足していたの

に」と。その瞳には誇りが宿っていました。「この聖堂は私たちみんなのものなのです。富裕層で

も貧しい人でも、皆が少しずつ寄せて建てたのですから」

聖堂内部に入ると、荘厳な雰囲気に息を呑みます。巨大なアーチと柱、豪華なフレスコ画とイコン、

大理石の床とステンドグラス。すべてが神聖な空気を醸し出しています。

正教会の伝統に従い、聖堂内部には椅子がほとんどありません。信者たちは立って礼拝を捧げます。

建築様式は、ジョージアの伝統的な教会建築とビザンティン様式を調和よく融合させています。外

観は伝統的なジョージア教会の形態を踏襲しつつ、規模や細部の装飾には現代的な解釈を加えてい

ます。聖堂複合施設は本館だけでなく、鐘楼、修道院、神学校など、多くの付属建物で構成されて

います。

聖堂を訪問する際は服装に注意が必要です。男性は長ズボンを、女性は肩と膝を覆う服装を着用し

なければなりません。女性は頭をスカーフで覆うのが礼儀とされています。入口ではスカーフの貸

し出しも行っています。写真撮影はフラッシュを使用しない限り許可されています。

聖堂の地下には墓所と博物館があります。ジョージア正教会の歴史に関連する遺物が展示されてい

ます。聖堂の庭園には噴水とベンチがあり、散策に最適です。鐘楼に登れば、トビリシ市内を一望

できます。
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夜になると、聖堂全体が黄金色の照明で照らし出されます。闇の中で輝くサメバ大聖堂は、まるで

都市を導く灯台のようです。平和の橋から眺める聖堂の夜景は、トビリシで決して見逃してはなら

ない光景です。

この二つの建造物は、トビリシの二つの側面を映し出しています。平和の橋は、未来へと進もうと

する都市の熱望を象徴しています。現代的なデザイン、最先端の技術、開放性。一方、サメバ大聖

堂は、過去から受け継がれてきた伝統と信仰を象徴しています。古代の建築様式、深い霊性、共同

体意識。この二つが共存するこそがトビリシです。過去を忘れず未来へと歩み、伝統を守りながら

変化を恐れない都市。

川沿いを歩いていると、この2つの建築物が一つのフレームに収まる場所があります。ガラスと鋼鉄

の橋の向こうには、黄金のドームが輝いています。この風景こそが、トビリシのアイデンティティ

を最もよく表すイメージと言えるでしょう。

ダ。ハチャプリとヒンカリ、そしてテクノクラブ・バシアニ

ジョージアを旅することは、絶え間ない美食の饗宴に招待されるようなものです。空腹の旅行者に

とって、ジョージアほど幸せな国はないでしょう。安価で、かつ豊かで美味しい料理を楽しめるか

らです。

旧市街の食堂で出会ったシェフのダト（Dato）氏は、ジョージア料理の哲学をこう説明しました。

「ジョージアの料理は派手ではありません。素材本来の味を活かすことが重要なのです。そして、

食事は一人ではなく、共に分かち合うものです」。彼の言葉通り、ジョージアの食卓は単なる食事

の場ではありません。『スプラー（Supra）』と呼ばれる伝統的な宴会文化が、それをよく示してい

ます。

スプラーとはジョージア式の宴会です。友人や客人を招けば、テーブルの上には数十種類の料理が

並びます。宴会の中心には『タマダ（Tamada）』と呼ばれる乾杯の司会者がいます。タマダは乾

杯詞を通じて、祖先への敬意、祖国への愛、友情と家族への献身を導きます。乾杯は単にお酒の杯

を合わせる行為ではありません。詩や物語が交わされ、歌が響き渡る社会的儀式なのです。

ジョージアの食卓の主役は間違いなくハチャプリです。「ハチョ」はチーズを、「プーリ」はパン

を意味し、文字通りチーズパンです。しかし、この単純な名前に込められた味わいの世界は無限に

広がっています。ジョージア全土には50種類以上のハチャプリのバリエーションが存在します。

最も有名なのはアジャール式ハチャプリです。黒海沿岸のアジャール地方に由来するこのハチャプ

リは、ボート型のパンの中央にチーズをたっぷりと詰め、その上にバターと生卵の黄身を乗せます。

食べる際には、パンの尖った両端をちぎって、温かいチーズ、卵、バターを混ぜ合わせます。そし

て、ちぎったパンのかけらでこの黄金色の混合物をすくって食べるのです。一口目を噛みしめる瞬

間、コクと塩気が口いっぱいに広がり、思わず感嘆の声が漏れます。

イメレティ式ハチャプリは丸い形をしています。生地の中にチーズを入れ、平らに押して焼きます。

メグレリア式はイメレティ式に似ていますが、上にチーズをもう一度乗せてより豊かに仕上げます。

ペノヴァニは、パーフペイストリーの生地にチーズを入れてサクサクに焼いたものです。
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ハチャプリはジョージアの人々にとって単なる食べ物ではありません。ユネスコ無形文化遺産に登

録されるほど、国家の象徴として貴重な存在です。価格は5～15ラリ（約2,500～7,500円）と手

頃で、しっかりとした一食として十分です。

もう一つの代表メニューはヒンカリです。ジョージア風の餃子です。厚手の小麦粉の皮の中に、ひ

き肉（主に牛肉と豚肉の混合）と香辛料、そして肉汁がたっぷりと詰まっています。ヒンカリ一つ

一つの重さは相当なものです。通常、5～10個を一皿として注文します。

ヒンカリを食べるのには作法があります。フォークやナイフは使いません。手でひも（持ち手の部

分、ジョージア語で「クディ」）をつかみます。餃子の皮を少し噛んで、中の熱い肉汁をまず啜り

ます。肉汁をこぼせば失敗です。その後、残りを食べます。ひも部分は小麦の塊なので、通常は食

べずに皿に残します。自分が何個食べたか数えるためにも使われます。

旧市街のヒンカリ専門店では、この一連の作法を実践しました。隣のテーブルに座っていた地元の

家族が、私の不慣れな様子を見て笑いました。父親らしき男性が近づいて見本を見せてくれました。

「ゆっくりと、強く噛みすぎないでください。肉汁がすべて出てしまうと、味が半分になってしま

います。」そのアドバイスのおかげで、二個目からは正しく食べることができました。10個で10ラ

リ（約5,000円）程度と、手頃な価格で腹一杯になります。

この他にもジョージア料理の世界は広いです。サツビは胡桃ソースを添えた鶏肉料理で、旧正月に

楽しむ名物料理でもあります。ロビオはインゲン豆をじっくり煮込んだ料理で、土鍋に入れて提供

されます。フハリはほうれん草、ビート、豆などの野菜を胡桃とニンニクで和えた前菜料理です。

色とりどりのフハリが皿に盛られて来れば、目も楽しめます。

ジョージアの食文化は、8,000年の歴史を持つワインの伝統と切り離すことができません。食事に

は必ずワインが添えられます。ジョージアワインについては、カヘティ地方を扱う章で詳しくご紹

介します。

腹を満たしたら、次はトビリシの夜を楽しむ時です。トビリシは最近「新しいベルリン」と呼ばれ

るほど、世界的なテクノ音楽の聖地として急成長しました。その中心にクラブ「バシアニ」があり

ます。

バシアニはディナモ・アリーナサッカー競技場の地下に位置しています。かつてプールとして使わ

れていた空間をクラブに改装しました。水を抜いた巨大なプールの床がダンスフロアとなりました。

天井は低く、コンクリートの壁は粗く露出しています。この空間で、重低音が壁を伝って響き渡り

ます。世界中のクラブ・マニアが熱狂する理由があります。

バシアニへの入場は容易ではありません。『フェイス・コントロール』と呼ばれる厳格な入場審査

があります。入口でスタッフがあなたを上下から厳しくチェックします。服装、態度、雰囲気。す

べてが審査の対象です。クラブの哲学を共有できる人だけが中に入れるのです。

2018年、警察が麻薬摘発を名目にバシアニに急襲を行いました。この事件は大規模なデモへと発展

しました。数千人の若者が国会議事堂の前に集まり、テクノ音楽を流して踊り
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ながら抗議しました。『We Dance Together, We Fight Together』というスローガンが響き渡り

ました。バシアニは単なる娯楽の場を超え、ジョージアの若者たちの自由と抵抗の精神の象徴とな

りました。

保守的な社会風潮の中で、バシアニは性的少数者（LGBTQ+）を含むすべての人々に開かれた安全

な空間を目指しています。ジョージア社会における性的少数者への差別は依然として深刻です。バ

シアニは、そのような差別なく、誰もが自由に踊り楽しめる避難所のような場所なのです。

週末の夜、バシアニに足を運びました。入場料は20～50ラリ（約1万～2万5千円）程度です。真夜

中を回って入ったのですが、クラブ内はすでに熱気で満ち溢れていました。DJのビートに合わせて

数百人の若者たちが一体となって踊り続けています。午前5時を過ぎてもパーティーは終わらず、夜

明けまで音楽は鳴り止むことがありませんでした。

バシアニ以外にも、トビリシには質の高いクラブが数多くあります。キディは川沿いの倉庫を改装

したクラブで、インダストリアルな雰囲気が特徴です。ムトカヴァーゼは川の上に浮かぶ船をクラ

ブとして活用しています。それぞれのクラブが独自の個性を持ち、夜ごとに異なる体験ができるの

が魅力です。

昼間は伝統的なワインバーで8,000年の歴史を持つクベヴリワインを堪能し、夜は世界的なレベル

のテクノ音楽に身を委ねる。伝統の味わいと現代のビートが共存する姿。これがトビリシが持つ逆

転の魅力です。

ルスタヴェリ大通りや旧市街周辺には、トレンドを先取りしたバーやパブ、ライブ音楽の会場が軒

を連ねています。若き芸術家たちと世界各国から訪れる旅行者たちが混じり合う、ダイナミックな

空間です。深夜まで、いや夜明けまで活気に満ち溢れています。トビリシは決して眠らない都市な

のです。

ラ．「ジョージアの母なる像」が語る民族の気質

トビリシのどこからでも顔を上げて山並みを見上げれば、巨大な女性の銅像が目に入ります。ソロ

ラキの丘（ソロラキ・ヒル）の上にそびえ立ち、街を見下ろすこの像は「ジョージアの母像（マザー

・オブ・ジョージア）」、ジョージア語では「カルトリス・デダ」と呼ばれています。

1958年にトビリシ創建1,500周年を記念して建立されたこの像は、高さが20メートルに達します。

アルミニウム製で、彫刻家エルグジャ・アマシュケリ（Elguja Amashukeli）の作品です。伝統的な

ジョージアの衣装をまとった女性が堂々とした姿勢で立っており、その両手にはそれぞれ異なる物

が握られています。

左手にはワインが入った杯が、右手には鋭い剣が握られています。この二つの象徴は、ジョージア

民族の気質を完璧に要約しています。

ワイン杯はもてなし（ホスピタリティ）を象徴します。ジョージアには「客人は神が送った贈り物」

ということわざがあります。ジョージアの人々は、訪れる客人を精一杯もてなすことを神聖な義務

と捉えています。見知らぬ者が門を叩けば、最も良い料理とワインを差し出します。客人が満腹だ

と言っても、なおも勧め続けます。ジョージアの食卓で皿が空っぽになっていることは、主人の恥
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なのです。

旅の途中、このもてなしの文化を直接体験しました。田舎の村を過ぎる際に道案内を求めると、農

夫のバフタ（Bakhta）は答えを返す代わりに、自宅へ招いてくれました。「道をお教えする前に、

まずお休みください」と。彼の妻は瞬く間にテーブルに料理を並べました。ハチャプリ、ロビオ、

野菜の漬物、そしてもちろんワイン。「どうぞ、どうぞ」とバフタは次々と杯を注ぎます。二時間

ほどその家に滞在しました。別れ際、彼らは手ぶらでなく、ぶどうの籠を握らせてくれました。「

ジョージアへようこそ」と。一度も会ったことのない異邦者に与えられるこの温かいもてなし。こ

れがまさに、ワイン杯が象徴するものです。

一方、剣は抵抗と勇気を象徴しています。ジョージアの歴史は、果てしない侵略と抵抗の歴史です。

ペルシャ、アラブ、モンゴル、オスマン、ロシア。数多くの外敵がこの小さな国をねらいました。

カフカスの険しい山脈に挟まれたこの土地は、東西の交差点だったからです。シルクロードがここ

を通り抜け、石油に富むカスピ海と地中海を結ぶ戦略的要衝でした。

しかし、ジョージアの人々は屈しませんでした。王国が滅び、支配下にあっても、言語や文字、宗

教や文化を守り抜きました。山岳地帯の要塞で最後まで抵抗しました。敵が攻め込めば、女や子供

たちも武器を手に取りました。この強靭な生命力と独立の精神こそが、剣に込められています。

母の像の前に立つと、この二面性のある気質を同時に感じることができます。友人には限りなく温

かく、敵には容赦なく断固とした。もてなしと抵抗、優しさと強さ。この二つが共存するのがジョー

ジアの人々です。

母の像を間近で見るには、ナリカラ要塞の散策路を歩けばよいでしょう。ケーブルカーの駅から要

塞へ登り、城壁に沿って歩くと、像がある丘にたどり着きます。像のすぐ前には展望台があり、ト

ビリシ市内を一望できます。

展望台に立って街を見下ろしました。旧市街の赤い屋根、その間を流れるムツクヴァリ川、丘の上

のサメバ大聖堂。平和な風景です。しかし、この平和を守るためにどれほどの血が流されたかを思

うと、身が引き締まります。

展望台で出会った老人バソは、幼い孫に凍傷について説明していました。「あのワイングラスは、

あなたのような優しい子供たちを迎えるためのものよ。しかしあの剣は…」と彼は孫の頭を撫でま

した。「悪い人々が私たちを傷つけようとしたときに、それを退けるためのものなのよ」。孫は頷

きながら、凍傷を仰ぎ見ていました。

この場所を訪れるなら、日没時をお勧めします。西に傾く太陽の光を浴びると、像は黄金色に輝き

ます。街全体が赤く染まり、母像のシルエットが空を背景に鮮明に浮かび上がります。この光景を

カメラに収めようと、展望台は人々で賑わっています。

母像は1958年に初めて建立されて以来、一度建て替えられました。もとの木造の像は風化によって

損傷し、1990年代に現在のアルミ製の像へと変更されました。新しい像は元のデザインを忠実に再

現しつつ、より大きく、頑丈に作られています。
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ソ連時代にも、この像はその場所を守り続けました。共産主義のイデオロギーとは相容れない民族

主義的な象徴でしたが、ソ連当局もこの像だけは手をつけませんでした。ジョージア人たちの抵抗

を恐れたからかもしれませんし、像が持つ芸術的価値を認めたからかもしれません。いずれにせよ、

母像はソ連の支配下にあっても、ジョージア人たちの民族的誇りを静かに守り続けていました。

現在、母像はトビリシの最も象徴的なランドマークの一つです。都市のプロモーション資料から欠

かすことなく登場し、観光客の必須コースとなっています。しかし、この像の真の意味を理解する

には、ジョージアの歴史と文化を知る必要があります。ワイングラスと剣が象徴するもてなしと抵

抗、この二つの精神がどのようにジョージア民族のDNAに刻み込まれているのかを。

母の葬儀を終えて丘を下りながら、私は考えました。この像は単なる造形物ではありません。数千

年にわたり外敵の侵略を受けながらも自らのアイデンティティを守り抜いてきた民族の自画像です。

友人には最良のワインを、敵には最も鋭い剣を。これがジョージアです。

像の眼差しは温かさと決意を併せ持っています。街を見下ろすその視線には、過去の栄光と痛み、

そして未来への希望が込められているようです。今日も母の像はワインと剣を手に、トビリシを訪

れるすべての人々にジョージアの精神を静かに伝えています。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第3章 カヘティ: 8000年ワインの聖地

← 前の章

全章を見る

次の章 →

ジョージアの東の果て、コーカサス山脈が白い歯のように空と接する場所にカヘティがあります。

トビリシから東へ車で約1時間半走ると、風景が変わり始めます。道路の両側に果てしなく広がるブ

ドウ畑、その間を土色の塀に囲まれた農家、遠く雪に覆われた山頂が朝霧の中で徐々に姿を現しま

す。アラザニ渓谷の肥沃な大地は数千年にわたりブドウを育んでき、そのブドウが人類初のワイン

となりました。

紀元前6,000年頃、新石器時代のジョージア人はすでにブドウを発酵させてワインを作っていまし

た。2017年に考古学者がトビリシ南のガダクリリ・ゴラ遺跡で発掘した土器の破片からブドウの残

留物が検出され、ジョージアは公式に「ワインの揺りかご」という称号を得ることになりました。

8,000年。その長い年月の間、ジョージア人は戦争や侵略、帝国の興亡の中でもブドウの木を植え、

ワインを造ることを決して止めませんでした。

カヘティはジョージア全体のワイン生産量の75％を担っています。2024年現在、ジョージアは

9,500万リットルのワインを輸出し、2億7,610万ドルの収益を上げましたが、そのほとんどがこの

地域で生産されたものです。観光業とワイン産業が連動して発展し、カヘティはジョージア経済の

心臓部として浮上しました。テラビ、シグナギ、クヴァレリといった小さな町々には高級ブティッ

クホテルが建ち並び、2025年から2028年の間に全国に20余りの高級宿泊施設が新たに開業する予

定です。

しかし、カヘティの真の魅力は数字ではなく、そこで出会う人々の物語の中にあります。ぶどう畑

を縫う細い土の道を進むと小さな農家が見え、その庭の片隅には必ず「マラニ（Marani）」と呼ば

れるワイン貯蔵庫があります。家主は見知らぬ旅行者にもワイン一杯を差し出し、「ガウマールジョ

ス（Gaumarjos、勝利のために）」と唱えます。ジョージアでは、客人は神が送った贈り物だと信

じられているからです。

ア クベブリー醸造法とアンバーワインの秘密

カヘティ旅行でまず理解すべきは「クベブリー（Qvevri）」です。クベブリーは卵型の巨大な土の

甕で、ジョージアの人々はこれを地面に埋めてワインを発酵させます。2013年にユネスコがこの醸

造法を人類無形文化遺産に登録した際、ジョージアの人々は祝祭を繰り広げました。彼らにとって

クベブリーは単なる醸造器具ではなく、祖先の知恵であり、民族のアイデンティティそのものだっ

たからです。

テラビから北へ車で約30分走ると、小さな村イミルヘバ（Imirheva）に到着します。ここでは20年

以上にわたりクベブリーワインを造り続けてきたジョルギ（Giorgi）という名の農夫に出会いました。
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60代前半の彼は、銅色に焼けた顔に穏やかな笑みを浮かべていました。彼がマラニの扉を開けると、

冷たい空気とともに発酵中のワインの甘くほろ苦い香りが鼻をくすぐりました。

「これがクヴェヴリです。私の曽祖父の時代から使われているのです」

床には円形の石の蓋が一定の間隔で埋め込まれていました。その一つを持ち上げると、地面の奥深

くに埋められた巨大な壺の口元が現れました。ギオルギは長いお玉で壺の中をかき混ぜ、濁った液

体をすくい上げました。まだ熟成途中のワインでしたが、すでに琥珀色の光を放っていました。

クヴェヴリ醸造法の核心は「自然」と「時間」です。ブドウを収穫したら、まず「サツナヘリ」と

呼ばれる木製の圧搾機でブドウを潰します。西洋式の醸造法では果汁のみを使用しますが、ジョー

ジアの伝統的な方式は異なります。ブドウの皮、種、さらには茎まですべてクヴェヴリに入れ込み

ます。ジョージアの人々はこれを「チャチャ」または「お母さん」と呼びます。ワインはお母さん

の懐で育まれないと健康に熟成しないという信念から名付けられたものです。

壺にブドウを入れれば、自然発酵が始まります。人為的な酵母や化学添加物は一切使用しません。

発酵初期には一日に4～5回内容物をかき混ぜますが、2～3週間が過ぎると

クヴェヴリを粘土と石の蓋で密閉します。その状態で5～6ヶ月、長くは1年以上熟成させます。地

面に埋められたクヴェヴリは年間を通じて13～15度の涼しい温度を維持するため、特別な冷却装置

は必要ありません。お母さんの子宮のように、壺がワインを抱きしめてくれるのです。

この過程を経て、白ブドウから作られたワインは、私たちが知る透明な黄色ではありません。ブド

ウの皮と長時間接触することで色素とタンニンが抽出され、濃い琥珀色やオレンジ色を帯びます。

これがまさに「アンバーワイン」または「オレンジワイン」です。

ギオルギはグラスに注いだアンバーワインを一口飲みました。第一印象は異質でした。白ワインの

爽やかさを期待していましたが、口の中では重厚なタンニンが舌を包み込みました。その後には干

し杏やクルミ、ほのかな蜂蜜の香りが続き、喉を通る際にはわずかな渋みが残りました。まるで赤

ワインと白ワインの境界を越えたような味わいでした。

「最初は皆驚きますよ。でも、私たちの料理と一緒に食べてみてください。そうすれば本当の美味

しさがわかるはずです」

ギオルギの妻は、焼きたての「ショティ」パン、クルミを詰めたナス料理、そして羊肉串の「ムツ

バディ」を運んできました。脂っこい料理とアンバーワインを交互に楽しむと、不思議と口の中が

さっぱりしました。白ワインの酸味が赤ワインのタンニンと共に脂を締めるのです。ジョージアの

料理とアンバーワインは、数千年にわたり互いのために進化してきた幻想のパートナーでした。

カヘティの代表的なブドウ品種を二つ覚えておくと良いでしょう。白ブドウでは「ルカチ・テリ」

と「キシ」があり、赤ブドウでは「サペラヴィ」が代表です。ルカチ・テリをクヴェヴリ方式で発

酵させると琥珀色のアンバーワインになり、ヨーロッパ式で皮を取り除いて発酵させれば一般的な

白ワインになります。同じブドウで全く異なる二種類のワインが作れる点が、ジョージアワインの

魅力です。
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サペラヴィで作られた赤ワインは色が非常に濃く、グラスに注ぐとほぼ黒赤色に近い色合いです。

タンニンが豊富でベリーのような香りが強く、ドライな味わいからセミスイートまで多様なスタイ

ルがあります。スターリンが最も好んだとされる「キンズマラウリ」は、サペラヴィで作られたセ

ミスイートの赤ワインです。

クヴェヴリ醸造法が今日まで生き残ることができたのは奇跡に近いです。ソビエト時代、当局は大

量生産に適さないという理由で伝統的な醸造法を弾圧しました。多くのクヴェヴリが破壊されたり

放置されたりし、熟練の技術を持つ職人たちは次々と亡くなりました。しかし、一部の家庭では密

かにクヴェヴリを守り続け、ソ連崩壊後には若者たちが伝統の再生を始めています。ユネスコの世

界遺産登録以降、クヴェヴリワインは世界的な注目を集め、現在ではフランスやイタリアの一部の

醸造所でも粘土の壺での発酵実験が行われています。

ギオルギと別れる際、彼は一言付け加えました。

「クヴェヴリは生きているのです。呼吸をしています。プラスチックやステンレスのタンクではそ

うはいきません。だからこそ、私たちのワインは生きた味わいになるのです。」

ジョージアの人々にとってワインは単なる酒ではありません。神と祖国、家族と友情を称える神聖

な媒介です。クヴェヴリの中で6ヶ月を過ごしたワインを翌年の春に開ける時、ジョージアの人々は

新しい命の誕生を祝うかのように喜びます。修道僧たちは「子供が生まれた時にワインを仕込み、

その子供が結婚する時に一緒に飲むこと」が理想だと言います。時を超えて耐え抜くことだけが真

の価値を持つという信念が、クヴェヴリ醸造法の哲学です。

ホテル・クヴェブリの紹介

ジョージアワインの心臓部、カヘティ地方、テラビ郊外のシャラウリ村の丘の上には、世界どこに

もないホテルがあります。2023年9月5日に開業したホテル・クヴェブリは、ジョージアのご家族

が経営するブティックホテルです。2018年にシャラウリ村の美しい丘を発見し、長年の夢を現実に

しました。銀行融資と政府支援を受けて2019年末に着工しましたが、コロナ19パンデミックによ

り1年以上工事が中断される試練を乗り越え、家族一同が心血を注いで5年かけて完成させました。

客室は本館の17室と、クヴェブリの形をした20棟のコテージで構成されています。各コテージは、

レカチテリ、サペラヴィ、キシなどジョージアの在来ブドウ品種の名前にちなんで命名されていま

す。ク

ヴェブリの形をした客室は横たわる壺の形状をしており、丸い入り口部分には窓が設けられて、家

族のブドウ畑と遠くカフカス山脈のシルエットが広がっています。

各コテージにはキングサイズベッド、専用バスルーム、ミニキッチン、小さなテラスが備わってい

ます。屋外プール、サウナ、ジャグジーは無料でご利用いただけます。また、ビリヤード台、卓球

台、ボードゲームなどのエンターテインメント施設も完備しています。本館レストラン「アンフォ

ラ」では、カフカス山脈の眺めを眺めながら、ジョージアの伝統料理とヨーロッパ料理をお楽しみ

いただけます。



24

ワインの試飲や料理教室に加え、収穫期には伝統的な木製圧搾機「サツナケリ」でぶどうを踏み込

む体験も可能です。予約サイトの評価が9.6点を記録するこのホテルは、カヘティ旅行のハイライト

として確固たる地位を築いています。

トビリシからホテルのクベブリへ

トビリシからテラビ行きのマシュルトカは、サモリ地下鉄駅近くのナヴトゥリギバスターミナルか

ら発車します。平日・週末を問わず午前9時、11時、午後1時、3時、5時、6時に運行され、夏期に

は午前7時の便が追加されることもあります。

料金は1人15ラリ（約7,500円）で、所要時間は2時間から2時間30分です。出発の30分前に到着

して座席を確保することをお勧めします。

タクシーまたは自家用車

トビリシからテルビまで約95kmで、バジアニ＝ゴムボリ＝テルビ高速道路（Sh38）を利用すれば

約2時間30分かかります。ゴムボリ峠は曲がりくねった山岳道路のため、冬期はグルジャニ経由の

迂回路（160km）が推奨されます。タクシーの料金は片道約100～140ラリ（5～7万円）程度で

す。

ホテルまでの最後の区間

テルビ市内からホテル「クベブリ」までは車で約10分の距離です。テルビのバスターミナルからタ

クシーを利用すれば10～15ラリで十分です。ホテルに事前連絡いただければ、ピックアップサービ

スの案内を受けられます。

ナ。シグナギ、24時間結婚可能な愛の街

カヘティ地方の南、標高800メートルの丘の上にシグナギ（Sighnaghi）があります。トビリシから

車で2時間、曲がりくねった山道を登ると、突然童話のような街が眼前に広がります。赤い瓦屋根の

家々が密集し、パステル調の壁を持つ家々の間を細い石畳の道が迷路のように続いています。街の

どこからでもバルコニーに立てば、アラーザニ渓谷が眼下に広がり、晴れた日には遠くカフカス山

脈の万年雪が白く輝きます。

シグナギは「愛の街」というロマンチックな愛称を持っています。この小さな町がそのような名前

を得たのにはいくつかの理由があります。最も有名なのは24時間営業の婚姻届提出所です。2007

年のシグナギ復元事業の一環として開設されたこの提出所では、国籍を問わずパスポートを持って

いればいつでも婚姻届を提出することができました。予約も不要で、複雑な書類も必要ありません。

世界中でこのような場所があるとされているのは、アメリカ・ラスベガスのウェディング・チャペ

ルとジョージアのシグナギの2か所だけです。

シグナギ中心部の細い路地を歩くと、小さな広場が現れます。広場の一角には、椅子の上に立って

花束を手にした少女の銅像があり、その向かいには小ぶりな建物が建っています。これが「ウェディ

ング・ハウス」です。建物内に入ると2階に婚姻届提出所があります。新郎新婦は、パスポートと必

要に応じて離婚証明書を持参すれば十分です。証人2名が必要ですが、適切な人がいない場合は、通

りがかりの地元住民や旅行者に頼むこともできます。登録料は平日が90ラリ（約4万円）、週末は
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150ラリ（約6万5千円）程度です。30分もあれば法的効力のある結婚証明書を手に入れることがで

きます。

ただし、最新の情報によると、コロナ19パンデミック以降、営業時間が調整され、現在は平日の午

前9時から午後6時までの営業となり、月曜日と火曜日は休館となっています。かつてのように深夜

3時にワインに酔って即席で結婚することは難しくなりましたが、シグナギのロマンは依然として残っ

ています。結婚を計画するカップルであれば、少なくとも1時間前に電話で予約することをお勧めし

ます。

シグナギが愛の街となったのには、もう一つの伝説があります。ジョージア国民画家として崇めら

れるニコ・ピロスマニ（ニコ・ピロスマニ、1862～1918）の悲恋の物語です。貧しい独学画家だっ

たピロスマニは、トビリシの酒場でフランスから来た女優マルガリータを見て一目ぼれしました。

彼は持ち物をすべて売り払い、マルガリータが滞在していたホテルの前を数万本のバラで埋め尽く

しました。

伝説によれば、バラは百万本あったといいます。この物語はロシアの歌手アラ・プガチョワの歌『

百万本のバラ』として世界中に広まり、韓国でもシン・スボンが『百万本のバラ』を歌って大きな

愛を集めました。ピロスマニの愛は叶いませんでした。マルガリータはすぐにジョージアを去り、

ピロスマニは生涯貧困の中で絵を描き続け

、孤独のまま世を去りました。しかし、彼の純愛はシグナギを永遠の愛の象徴としました。

シグナギ博物館では、ピロスマニの原画を見ることができます。西洋美術教育を受けず独学で絵を

学んだ彼の作品は、素朴ながらも力強さがあります。ジョージアの日常風景、宴を楽しむ人々、ぶ

どう畑や動物たちが、荒々しい筆致で生き生きと描かれています。彼が好んで描いた魚や雄鶏の絵

は、ジョージアの土産物店でどこでも見つけることができます。

シグナギのもう一つの見どころは、町を囲む巨大な城壁です。18世紀、エレクレ2世（エレクレ2世

王）の治世に築かれたこの城壁は、全長4～5キロメートルに及び、23～28の塔が建てられていま

す。『ジョージアの小さな万里の長城』と呼ばれるこの城壁を歩けば、町全体が一望できます。城

壁の散策には約2～3時間かかり、途中の塔に登って写真を撮るのに最適です。

夕暮れ、城壁の上から眺めるアラザニ渓谷は絶景です。果てしなく広がるブドウ畑が赤い夕日に染

まり、遠くにはコーカサス山脈が紫に輝いています。夜になると村全体に明かりが灯り、中世の童

話のような風景が広がります。カボドニ・ブティック・ホテルやベルビュー・ブティック・ホテル

などの宿泊施設で一晩過ごし、この夜景を楽しむのもおすすめです。

シグナギの細い路地には、ワイナリーカフェやレストラン、小さなギャラリーが並んでいます。『

フェイザントズ・ティアーズ』というワイナリー兼レストランは地元の人々の中でも評判が高く、

アメリカ出身の芸術家がジョージアに移住し、伝統的な方法でワインを造っています。地元農家か

ら直接仕入れた食材を使った料理と、クヴェヴリワインとのペアリングを体験できます。

シグナギを訪れるのに最適な時期は、春（4～6月）と秋（9～10月）です。春にはブドウ畑に新芽

が伸び、野花が咲き誇ります。秋はブドウ収穫の季節で、村全体がワイン祭りの雰囲気に包まれま

す。真夏（7～8月）は暑さが厳しいため避けたほうが良いでしょう。冬は雪に覆われたコーカサス
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山脈の風景が壮観ですが、一部の施設が閉鎖されることもあります。

シグナギでの一日が暮れかけ、ウェディングハウスの前で若いカップルが写真を撮っているのを見

かけました。花嫁は白いウェディングドレスではなくカジュアルなワンピースを着ており、新郎は

ジーンズにシャツ姿でした。彼らはアゼルバイジャンから来たと言いました。複雑な手続きなしに

愛する人と結婚できることを喜びながら、そう話してくれました。

「ここで結婚すると、永遠に別れないという伝説があるそうです。」

司祭はこう語りました。ジョージアの人々は、シグナギで結ばれた夫婦は生涯変わらぬ愛を誓うと

信じています。もちろん伝説に過ぎませんが、この小さな町がもたらすロマンがその信念をいっそ

う甘く彩ります。愛の都、シグナギ。ぶどう畑の上に昇る月を眺めながら一杯のワインを傾けるの

に、これ以上ふさわしい場所はないでしょう。

ダ。アラベルディ修道院と聖女ニノの足跡

カヘティはワインの地であると同時に、深い信仰の地でもあります。ジョージアの人々にとって、

ワインとキリスト教は切り離すことのできない関係です。4世紀にジョージアへキリスト教を伝えた

聖女ニノが、ぶどうの枝で作った十字架を携えてきたという伝説が、その結びつきを象徴していま

す。カヘティ地方には彼女の足跡が至る所に残されており、千年以上もワインを醸造し続けてきた

修道院が今もなお運営されています。

テラビから北へ20キロ、アラザニ渓谷の平原の真ん中に、アラベルディ修道院がそびえ立っていま

す。遠くから見れば、コーカサス山脈を背景に、雄大な聖堂が巨人のようにそびえ立っているよう

に見えます。6世紀にアッシリアから来た修道士ヨセフ・アラベルデリがここに小さな教会を建てた

ことが始まりです。現在の雄大な大聖堂は、11世紀初頭にカヘティの王クヴィリケ3世によって建

てられたものです。

高さ55メートルを超えるアラベルディ大聖堂は、2004年にトビリシの三位一体大聖堂が完成する

まで、ジョージアで最も高い宗教建築でした。聖堂の内部に入ると、千年の歳月を耐え抜いたフレ

スコ画がほのかに輝き、蝋燭の煙で煤けた石の柱が厳かな雰囲気を醸し出しています。祭壇を飾る

彫刻の中には、大きなぶどうの房が刻まれたものもあります。ぶどう栽培とワイン醸造がいかに重

要であるかを象徴しています。

アラベルディ修道院が独特なのは、千年以上にわたりワインを醸造し続けている点です。聖堂の敷

地内には、11世紀に作られたと推定される古代のクヴェヴリが保存されています。修道院のワイン

貯蔵庫「マラーニ」では、今も修道僧たちが伝統の方式のままワインを生産しています。ソビエト

時代には一時生産が中断されましたが、2006年に古代のクヴェヴリが発掘されたことで醸造が再開

されました。

修道院のワイン貯蔵庫を案内してくれた修道僧はこう語りました。

「私たちはワインを神への祈りと考えます。クヴェヴリを密封する際にも祈りを捧げ、翌年の春に

開ける際にも祈ります。6ヶ月間、地下で何が起こっているのか、私たちは知りません。神のみぞ知

るのです」
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アラベルディ修道院のワイン瓶には「Since 1011」という文字が刻まれています。1011年、初め

てここでワインが造られた年です。修道僧たちは、子供が生まれたときにワインを醸造し、その子

供が結婚する際に一緒に飲むことが最も理想的だと語ります。時の流れの中で熟成していくことだ

けが真の価値を持つという信念です。

修道院の敷地内には、ジョージアの在来ブドウ品種80余種が育つブドウ園があります。聖堂前の広

場では、マツォーニ（ヨーグルト）に蜂蜜とクルミを添えたデザートをお楽しみいただけますし、

修道院で生産されたワインを試飲できる小さな試飲場もあります。毎年9月末には「アラベルドバ」

という宗教祭りが開催され、カヘティ全域だけでなく遠くの山岳地帯からも人々が集まります。宗

教儀式とともにワイン祭りが行われ、伝統音楽と踊りが夜通し続きます。

シグナギから約2キロメートル離れた場所には、ボードベ修道院があります。ジョージアの人々にとっ

て最も神聖な聖地の一つです。ここは4世紀にジョージアにキリスト教を伝えた聖女ニノが生涯を終

え、眠る場所です。

聖女ニノはローマ領カパドキア（現在のトルコ地域）出身の女性です。伝説によれば、彼女は夢の

中で聖母マリアから葡萄の枝で作られた十字架を授かりました。その十字架を自分の髪で結び固定

し、コーカサスを越えてジョージアへとやって来ました。この「葡萄の十字架」はジョージア正教

会の象徴となり、現在トビリシのシオニ大聖堂に収められています。

ニノは祈りの力によってイベリア王国（東部ジョージア）の王妃ナナを病から癒しました。この奇

跡に感銘を受けたミリアン王はキリスト教を国教と宣言し、ジョージアは337年に世界で2番目にキ

リスト教を公式の宗教として受け入れた国となりました。（アルメニアが301年に1番目

に）ニノはジョージアの「霊的母親」として崇められ、彼女の祭日である1月14日と6月1日は国慶

日に準じた記念日となっています。

ボードベ修道院は、ヒノキの木々が茂る丘の上に位置しています。聖女ニノの墓がある聖堂内は、

いつも巡礼者で賑わっています。人々は墓の前で祈りを捧げ、時には涙を流すこともあります。修

道院は現在、尼僧院として運営されており、手入れの行き届いた庭園やバルコニーからは、アラザ

ニ渓谷の雄大な景色が一望できます。

修道院の麓を急な階段を下ると、「聖女ニノの泉」があります。伝説によれば、ニノが祈りを捧げ

た場所から泉が湧き出たとされています。多くの巡礼者がこの泉に癒しの力があると信じており、

実際に水に身を浸す洗礼を受ける人もいます。泉まで降りて再び戻るには約30～40分かかります。

体力に自信がない場合は、泉を省略して修道院の庭園で静かな時間を過ごすのも良いでしょう。

ジョージアを旅していると、ワインとキリスト教がいかに深く結びついているかを実感します。聖

女ニノが葡萄の木の十字架を持って来たとされることは、単なる伝説ではありません。ジョージア

の人々にとって葡萄の木は生命であり祝福であり、ワインは神と人間を結ぶ聖なる媒介です。ラ（

伝統的な宴会）において、タマダ（乾杯の司会者）が捧げる最初の乾杯の言葉は、いつも神への感

謝の言葉です。カヘティの修道院を巡り、この土地の霊的な深さを感じてみてください。

ラ（伝統的な宴会）において、タマダ（乾杯の司会者）が捧げる最初の乾杯の言葉は、いつも神へ

の感謝の言葉です。カヘティの修道院を巡り、この土地の霊的な深さを感じてみてください。
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ラ。おすすめワイナリー・ツアーと試飲ガイド

カヘティには200を超えるワイナリーがあります。トビリシから出発する日帰りツアーも多数あり、

レンタカーを借りて自ら巡ることも可能です。大規模な商業ワイナリーから素朴な家庭ワイナリー

まで多様な選択肢がありますので、ご自身の好みに合わせて日程を組んでください。試飲料はワイ

ナリーによって30～50ラリ（約1万5千～2万5千円）程度です。

1. ハレバ・ワイナリー（Khareba Winery）- 山中の秘密トンネル

クヴァレリに位置するハレバ・ワイナリーは「ワイン・トンネル」として有名です。旧ソ連時代に

軍事目的で掘られた巨大なトンネルをワイン貯蔵庫として改築したものです。全長7.7キロメートル

に及ぶこのトンネルは、年間を通じて12～14度の涼しい温度を維持しています。トンネル内を歩く

と、両側の壁面に無数のワインボトルが積み重ねられ、壮観な光景を呈しています。

トンネル・ツアーの後は、トンネル内に設けられた試飲場でワインを味わうことができます。一般

的な味わいから高級なクベリワインまで多彩なラインナップを揃えており、ワイン初心者でも気軽

に楽しむことができます。ワイナリーでは、伝統的なお菓子「チュルチェラ（Churchkhela）」を

作る体験やパン焼きプログラムも開催しています。チュルチェラは、クルミを糸に通してぶどう果

汁をまぶしたもので、「ジョージアのスニッカーズ」という愛称がつくほど甘く、香ばしい味わい

です。

2. キンズマラウリ・コーポレーション（Kindzmarauli Corporation）- スターリンが愛したワイン

クヴァレリ市内に位置する大規模なワイナリーです。16世紀に建てられた王室のワイン貯蔵庫の遺

跡の上に建設されました。スターリンが最も好んだとされるセミ・スイート・レッドワイン「キン

ズマラウリ（Kindzmarauli）」の本拠地です。サペラヴィ種ぶどうで作られるこのワインは、甘み

がありながら深い風味を備えており、ワイン初心者でも手軽に楽しむことができます。

現代的な生産施設と伝統的なクヴェヴリ貯蔵庫の両方を備えており、2つの方式を比較しながら見学

することができます。ツアー料金が安価で市内に位置しているためアクセスが良く、コストパフォー

マンスに優れています。ワインを飲めない同行者がいる場合でも、ここで造られるぶどうジュース

も大変素晴らしいです。

3. シュミ・ワイナリー（Shumi Winery）- 生きているワイン博物館

ツナンダリ村に位置するシュミ・ワイナリーは、数百種類のぶどう品種が育つ庭園が印象的です。

ジョージアの在来品種はもとより世界各国のぶどうの木が植えられており、「生きているワイン図

書館」と呼ばれています。伝説上の動物「グリフォン」をシンボルとしており、ワインのラベルに

もグリフォンの姿が描かれています。

ワイナリー内には、古代のワイン醸造器具を展示した博物館があります。博物館見学後はテラスで

ぶどう畑を眺めながらワインの試飲を楽しむことができます。ジョージアのワインの歴史を体系的

に学びたい方には、ここをお勧めします。

英語での案内が充実しており、外国人旅行者も安心して利用することができます。
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4. ツナンダリ・エステート（ツナンダリ・エステート） - 貴族の優雅さ

19世紀の貴族であり詩人でもあったアレクサンダー・チャヴチャワゼ（Alexander Chavchavadze）

の邸宅です。彼はジョージアにヨーロッパ式のワイン醸造法を初めて導入した人物であり、ジョー

ジアのワインを瓶詰めして販売し始めた先駆者でもあります。広大なイギリス式庭園を散策すれば、

19世紀の貴族の生活様式を垣間見ることができます。

邸宅内は博物館として整備されており、地下には歴史的なワインセラーが設けられています。ここ

で生産される「ツナンダリ（Tsinandali）」という白ワインは、レカチテリとムツヴァネの2品種を

ブレンドしたもので、ジョージアの白ワインの中で最も有名です。優雅で古風な雰囲気の中でワイ

ンを楽しみたいのであれば、こここそが最適の場所です。

5. ファミリー・マラーニ（Family Marani） - 真のジョージアの歓待

カヘティの真の魅力は、名もなき小さな村の家庭にあるマラーニで発見されます。シグナギやテラ

ビの観光案内所では、ファミリー・マラーニのツアーを予約することができます。代表的な場所と

しては、「ザンダラシュビリ・ゲストハウス（Zandarashvili Guesthouse）」や「チョナズ・マラー

ニ（Chona's Marani）」などが挙げられます。

家族のワイナリーを訪れると、家主が自ら醸造したクヴェヴリワインを壺から直接汲み出し、試飲

できます。白ワイン、赤ワイン、アンバーワインに加え、「チャチャ」と呼ばれるブドウ蒸留酒も

提供されます。チャチャはアルコール度数が40～60度と非常に高いため、注意して飲む必要があり

ます。ワインと共に、焼きたてのショティパン、チーズ、串焼き、ハチャプリなど、豊富な料理が

並べられます。

最も特別な体験は、「スプラー」と呼ばれるジョージアの伝統的な宴会です。家主が「タマダ（乾

杯の司会者）」となり、乾杯の挨拶を導きます。最初の乾杯は神へ、二番目は家族へ、三番目は祖

国へ捧げられます。その後、平和、友情、愛、故人への追悼など、さまざまなテーマの乾杯が続き

ます。タマダが乾杯の挨拶を終えると、参加者は杯を空けるのが礼儀とされています。ただし、杯

を空けるのが負担であれば、唇を湿らせるだけでも構いません。

試飲ガイドおよびヒント

サペラヴィ：ジョージアを代表する赤ワインの品種です。色が非常に濃く、タンニンが豊富です。

ドライからセミスイートまで多様なスタイルがあり、肉料理とよく合います。

ルカチェリ：最も一般的な白ワイン・アンバーワインの品種です。ヨーロッパ式に醸造すれば爽や

かな白ワインに、クヴェヴリ方式で醸造すれば重厚なアンバーワインになります。

キシ（Kisi）：ルカチテリよりも香りの豊かな白ブドウ品種です。アンバーワインにすると、花の香

りと桃の香りが魅力的です。

キンズマラウリ（Kindzmarauli）：サペラヴィで作られたセミスイートな赤ワインです。ワイン初

心者でも気軽に楽しめる一杯です。
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ツナンダリ（Tsinandali）：ルカチテリとムツバネをブレンドしたドライな白ワインです。魚料理と

の相性が抜群です。

チャチャ（Chacha）：ワイン造りの後に残った葡萄の搾りかすを蒸留して作るブランデーです。ア

ルコール度数が40～60度と高いため、ご注意ください。

ジョージアではワインを飲む際、「ガウマロス（Gaumarjos）」と唱えます。これは「勝利のため

に」という意味です。タマダが乾杯の挨拶をする前に、先に飲むのは失礼とされます。ジョージア

の人々にとってワインは単なる酒ではなく、神々、家族、友人をつなぐ神聖な媒介であることを心

に留めれば、より一層豊かな体験となるでしょう。

カヘティのワイナリートゥーのベストシーズンは4月から10月です。中でも9月から10月のぶどう

収穫期には、「ルトヴェリ」と呼ばれる収穫祭に参加できます。直接ぶどうを踏み潰して果汁を搾

る伝統体験も可能です。春（4月から6月）は観光客が少ないため、ゆっくりと巡ることができます。

ツアー中は運転を避ける必要があるため、当日ツアーを利用するか、運転手を雇うことをお勧めし

ます。トビリシ発の当日ツアーは50～100ドル程度で、GetYourGuideやKlookなどのプラットフォー

ムで予約できます。

カヘティの赤土の香りと深いワインの香りの中で、8,000年の時を味わってみてください。クヴェ

ヴリの中で眠り、目覚めた琥珀色のワイン一杯、城壁の上から眺めるアラザニ渓谷の夕日、修道院

の厳かな沈黙の中で響く鐘の音。これらすべてが調和し、カヘティならではの風景を創り出します。

ジョージアの人々は言います。「ワインは土地が作り、時間が完成させ、人が分かち合う」と。カ

ヘティでその言葉の真の意味を実感することになるでしょう。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第4章 カズベギとコーカサスの雪山

← 前の章

全章を見る

次の章 →

a. ジョージア軍事道路、帝国の道を行く

トビリシの朝は穏やかです。首都の喫茶店で濃いトルコ式コーヒーを飲みながら一日を始めるジョー

ジアの人々の姿は、余裕に満ちて見えます。しかし、この街を離れて北へ向かう瞬間、風景は全く

異なる世界へと変わります。山々は次第に高まり、谷は深くなり、空気は冷たく澄み渡ります。こ

れがジョージア軍事道路（ジョージアン・ミリタリー・ハイウェイ）が旅行者に与える最初の印象

です。

トビリシからロシア国境の都市ブラディカフカスまで続くこの道路の全長は、約212キロメートル

です。数字だけで見れば、それほど長い距離ではありません。ソウルから大田までの距離より少し

長い程度です。しかし、この道を単なる移動経路として捉えてはなりません。この道は、それ自体

が巨大な歴史博物館であり、自然が創り上げた芸術作品、そして数千年にわたり商人、軍隊、巡礼

者が行き交った文明の回廊なのです。

道路の歴史は紀元前まで遡ります。古代からこの谷は、コーカサス山脈を越える数少ない通路の一

つでした。シルクロードの商人たちが絹や香辛料を積んでこの道を通り、ペルシアやモンゴルの侵

略軍もこの道を通じてジョージアを攻撃しました。しかし、今日私たちが目にする道路の姿が整っ

たのは、19世紀初頭のロシア帝国時代です。1801年にジョージアがロシアに併合された後、帝国

は軍隊と物資を迅速に移動させるために、この古代の交易路を拡張し舗装しました。「軍事道路」

という名はここから由来しています。

トビリシを離れて北へ約一時間走ると、車窓の風景が突然変わります。灰色の都市の建物が消え去

り、眼前に巨大なエメラルド色の湖が広がります。ジンヴァリ貯水池です。1980年代のソ連時代、

アラグヴィ川をせき止めて作られたこの人工湖は、今日ではトビリシ市民に飲料水を供給する重要

な水源として機能しています。

ダム湖を初めて見る旅行者たちは、その水の色に感嘆します。晴れた日には湖が深い青緑色に輝き、

周囲の山々と調和してまるで北欧のフィヨルドを連想させます。しかし、この美しい湖の底には悲

しい歴史が眠っています。ダム建設の際、この地域の集落は水没しました。水位が下がる冬には、

旧集落の橋や建物の遺構が幽霊のように水面に姿を現すこともあります。

ジンヴァリ湖沿いを走っていると、水辺にそびえ立つ中世の砦が目に入ります。アナヌリ城塞です。

13世紀からこの地域を統治していたアラグヴィ公家の拠点であったこの砦は、ユネスコの世界遺産

暫定リストに登録されています。堅固な城壁の中には、二つの教会と見張り塔が建っています。

城塞内に入ると、17世紀に建てられた聖母被昇天教会に出会います。この教会の外壁には精巧な彫

刻が施されています。ぶどうの蔓や十字架、動物や天使の姿が石の上に繊細に表現されています。
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ジョージアの伝統文様とペルシア芸術の影響が見事に調和したこれらの彫刻は、中世ジョージア建

築の粋を示しています。

城壁の塔に登れば、ジンヴァリ湖の青い波と古風な石壁が一望できます。この風景はジョージアの

観光案内書の表紙に頻繁に登場する場面です。撮影にこれほど良い場所はありません。しかし、ア

ナヌリ城塞が抱える歴史は、美しい外観とは対照的に悲劇的です。17世紀から18世紀にかけて、こ

こで激しい戦闘が行われ、ある時には城塞内に身を寄せていた住民が火災で命を落とすこともあり

ました。

アナヌリを過ぎると、道は急激に標高を上げます。ジグザグに続く山道を登り続けると、標高

2,000メートルを超える高原地帯に到着します。そこがグダウリです。ジョージア最大のスキーリ

ゾートであるこの地は、冬になると世界中からスキーヤーが押し寄せ、賑わいます。雪が溶ける夏

と秋にはパラグライダーの聖地へと姿を変えます。青い草原を飛ぶパラグライダーの姿は、コーカ

サスの自由を象徴しているかのようです。

グダウリを過ぎ、ズバリ峠付近に近づくと、絶壁の端にひときわ危なげにそびえる巨大な半円形の

構造物が目に入ります。それはロシア・ジョージア友好記念碑です。

1983年、ロシアとジョージアが結んだゲオルギエフスク条約の200周年を記念してソ連が建設した

ものです。

記念碑という名が付けられていますが、この場所を眺めるジョージア人の視線は複雑です。1783年

のその条約は、ジョージアがロシアの保護領となるきっかけとなり、その後完全な併合へとつながっ

たからです。「友好」という言葉が虚しく感じられるのはそのためです。しかし、政治的な文脈を

排し、建築物そのものだけを見れば、内部に飾られた豪華なモザイクタイルの壁画は芸術的価値が

高いと言えます。ジョージアとロシアの伝説と歴史が、色とりどりのタイルによって生き生きと表

現されているのです。

記念碑のバルコニーから眺める景色は圧倒的です。垂直に切り立った深い谷が足元に広がっていま

す。地元の人々はここを「悪魔の谷」と呼んでいます。谷間をアラグヴィ川が流れ、遠くにはコー

カサスの山々が雲に浮かんでいます。

ズバリ峠はジョージアの軍事道路で最も高い地点です。標高は資料によって多少異なりますが、約

2,379メートルから2,395メートルの間です。「ズバリ」とはジョージア語で「十字架」を意味し

ます。この峠に立てば、万年雪に覆われた山々が屏風のように周囲を取り囲んでいます。冬は雪崩

の危険により道路が閉鎖されることもあれば、早春でも状況は同様です。この険しい峠を越さなけ

ればカズベギには到達できません。

峠を越えると、道路はダリアル渓谷（Darial Gorge）に沿って続きます。テレク川が崖の間を激し

く流れるこの狭く深い渓谷は、古来より「コーカサスの門」と呼ばれてきました。伝説によれば、

アレクサンドロス大王が北方の遊牧民の侵入を防ぐためにここに鉄門を設けたといいます。実際に

そのような鉄門があったかどうかは定かではありません。しかし、この渓谷の地形を見れば、なぜ

このような伝説が生まれたのかを理解することができます。自然が作り出した天然の要塞のような

場所だからです。
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軍事道路を旅することは一種の冒険です。ロシアへ向かう唯一の陸路であるため、国境を越えよう

とする大型貨物トラックが道路の一方を占拠し、長く列をなして停車している姿を頻繁に見ること

ができます。狭い山岳道路でこれらの巨大なトラックを避けたり追い越したりするのは、非常にス

リルに満ちた経験です。

しかし、この道路の真の主人は車ではありません。牛と羊の群れです。のんびりと道路を塞いで歩

く牛の群れに出会うと、運転手はただ彼らが通り過ぎるのを忍耐強く待つしかありません。クラク

ションを鳴らしても牛たちは動きもしません。これがジョージアの道路が旅行者に教えてくれる「

遅さの美学」です。コーカサスでは、急いだからといって早く着くわけではありません。

道路沿いの小さな村パサナウリで昼食をとるのも良い選択です。ここはジョージアの代表的な料理

ヒンカリの発祥地として知られています。肉と肉汁がたっぷりと詰まったこのまんじゅうを、現地

の人のように手で掴んで食べる方法があります。まんじゅうのつまみを持って横側を一口かじり、

まず肉汁を飲み、残りを食べるのです。つまみは捨てます。何個食べたか数えるためです。

ロシアの大文豪プーシキンやレールモントフもこの道を旅しました。19世紀のロシア文学において

コーカサスはロマンと冒険の地として描かれました。プーシキンはこの地域を旅して得たインスピ

レーションで数々の作品を書きました。レールモントフの小説『現代の英雄』にも、この道路の風

景が生き生きと登場します。彼らが見たコーカサスの山々と谷は、今日でもほとんど変化していま

せん。道路が舗装され自動車が走るようになったのみで、自然の雄大さはそのままです。

ナ。プロメテウスの神話が眠るカズベック山

軍事道路の終着点に近づくと、小さな村が一つ現れます。ステパンスミンダです。ソ連時代には「

カズベギ」と呼ばれており、今でも多くの旅行者がその名前を使っています。公式名称は、この地

域で正教会の修道僧として活動したステファンの名にちなんでステパンスミンダです。人口約

1,500人のこの小さな村は、標高1,740メートルに位置しています。

村に到着すると、まず目に入るものがあります。村のどこからでも顔を上げれば見える巨大な山で

す。白い雪に覆われた峰が空を突き抜けるようにそびえています。カズベック山です。標高5,047

メートル。ジョージアで三番目に高く、コーカサス全体では七番目に高い峰です。

ジョージア語ではこの山は「ムキンバルツベリ（Mkinvartsveri）」と呼ばれています。これは「氷

の山」という意味です。頂上付近は一年中、万年雪と氷河に覆われています。晴れた日の朝、陽の

光を浴びると山は紅く染まり、夕暮れには黄金色から紫へと変化します。地元の人々は、この山を

「ヘビの花嫁（The Bride of Khevi）」という愛称で呼ぶこともあります。ヘビとはこの地域の名称

です。

カズベク山は休火山です。最後に噴火したのは1890年代と推定されています。山頂付近には噴火口

の痕跡が残っており、今も温泉が湧き出る場所があります。地質学者たちは、この山が完全に眠っ

ているわけではなく、いつか再び目覚める可能性があると述べています。しかし、それは遥か未来

の出来事です。今この瞬間、カズベクは静かに、そして威厳をもってコーカサスの空を支えていま

す。
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この山には古くからの神話が息づいています。それはギリシア・ローマ神話に登場するプロメテウ

ス（Prometheus）の物語です。プロメテウスは、神々の火を盗んで人間に伝えたティタンの神です。

彼は人間に文明の種を贈りました。火があれば、食べ物を火にかけ、寒さを凌ぎ、道具を作ること

ができます。彼の贈り物のおかげで、人類は動物とは異なる存在となることができました。

しかし、ゼウスは怒りました。神々だけのものだった火を人間に与えたことは、許すことのできな

い罪でした。ゼウスはプロメテウスをコーカサスの高い岩場に鉄鎖で縛り上げました。そして毎日、

鷲を送り出して彼の肝臓を啄ませました。夜になると肝臓は再び再生し、翌日、鷲は再び飛んでき

ました。この苦しみは永遠に続く運命でした。

伝説によれば、プロメテウスが縛られていた岩こそが、このカズベク山です。ジョージアの人々は

彼を「アミラニ（Amirani）」と呼びます。ジョージア神話においてアミラニは、神に挑戦した英雄

です。彼は人間の味方として神々と戦い、その報いとして永遠の刑罰を受けました。ジョ

ジョージアの人々にとってアミラニは単なる神話の人物ではありません。大国の支配に屈せず抵抗

した自らの歴史と重なる存在です。

高い山々のどこかにベトレム洞窟（Betlemi Cave）があると伝えられています。伝説によれば、こ

の洞窟には聖書に登場するアブラハムの天幕とイエスの生誕の馬小屋が隠されているそうです。洞

窟の鉄門は「純粋な心を持つ者だけが開けることができる」と言われています。数百年にわたり、

修道僧たちが俗世を離れこの洞窟で修行したという記録が残されています。実際、標高約3,650メー

トルの地点には、かつて気象観測所として使用されていたベトレム小屋（Betlemi Hut）があります。

現在、この場所は頂上を目指す登山家たちのベースキャンプとして機能しています。

カズベック山は専門の登山家にとって挑戦の対象です。「コーカサスの真珠」という別名で呼ばれ

るこの山の頂上に初めて登ったのは、1868年に英国とフランスの合同探検隊でした。それ以来、毎

年数百人の登山家が頂上制覇に挑戦しています。ステパンスミンダ村から始まり、ゲルゲティ教会

を過ぎ、氷河地帯まで登るコースは、一般的なトレッキング愛好家も試してみる価値があります。

もちろん、簡単ではありません。

登山ルートに沿って高度が高くなるにつれて風景は変化します。最初は青い草原と野花が広がって

いますが、次第に植生は消えていきます。ある時点を過ぎると、黒い火山岩と白い氷のみが残りま

す。荒涼としながらも驚異的な風景です。氷河を歩く際には、クレバス（crevasse）と呼ばれる深

い亀裂に注意する必要があります。雪に覆われて見えない場合が多いためです。アイゼンやピッケ

ルなどの専門装備が必要であり、経験豊富なガイドと共に行動すべきです。

頂上まで登るには通常4日から5日かかります。村からベトレム小屋までが1日、小屋から頂上への

往復が1日、下山が1日です。天候が悪い場合はさらに数日かかることもあります。標高差は約

3,800メートルに達するため、高山病への備えが必要です。最適な登山時期は7月から9月の間です。

カズベキ山は天候が変わりやすいことで有名です。村が晴れていても、山頂は瞬く間に雲に包まれ

たり、吹雪が襲ったりします。地元の人々は「カズベキは恥ずかしがり屋で、顔をよく見せてくれ

ない」と言います。晴れた日に鮮明な山頂を見ることは幸運とされています。



35

ステパンツミンダの村で山を眺めながら一日を過ごすのも素晴らしいものです。朝は山が雲に隠れ

ていても、午後になると突然姿を現すこともあります。最も美しいのは夕暮れ時です。西の空が赤

く染まると、カズベキの雪山も黄金色に、そして再び紫に変化します。この瞬間を見るために、村

のカフェやゲストハウスのテラスで待つ旅行者たちが多くいます。

村の宿泊施設の中で最も有名なのは「ルームズ・ホテル・カズベギ」です。ソ連時代の観光ホテル

を現代的にリノベーションしたこの施設は、山を一望できる大型の窓、屋外プール、スパ施設を備

えています。価格は高めですが、カズベキ山の景色を独占できます。予算が限られている場合は、

村のゲストハウスを利用しましょう。地元の人々が営むゲストハウスでは、ジョージアの家庭料理

を味わえ、主人との会話を通じて現地の文化をより身近に体験できます。

村で味わえる料理の中で特におすすめなのは、ヒンカリとカチャプリです。山岳地方のヒンカリは

肉汁が豊富で香辛料が効いており、平地のものとは一味違います。カチャプリはチーズを練り込ん

だパンで、この地域ではバターと卵を乗せたアジャル式カチャプリが人気です。食事にはチャチャ

と呼ばれるブドウの蒸留酒を添えるのが地元の人々の流儀です。度数が高いため、注意が必要です。

プロメテウスが本当にこの山に縛られていたかどうかはわかりません。神話は神話に過ぎません。

しかしカズベキ山を眺めていると、なぜそのような物語が生まれたのか理解できるような気がしま

す。荒々しい岩肌と万年雪が絡み合う峰の姿は、苦しみの中でも屈しない巨人の顔のように見えま

す。神に挑戦した英雄が永遠の刑罰を受けながらも後悔しなかったというこの

物語は、もしかするとこの険しい山々を見ながら生きてきた人々が自分自身に語り聞かせていた物

語だったのかもしれません。

三。雲の上のゲルゲティ三位一体教会

カズベギ旅行のハイライトは間違いなくゲルゲティ三位一体教会です。標高2,170メートルの急な

丘の上にひときわそびえるこの小さな教会は、ジョージアを代表する象徴となりました。ジョージ

ア観光庁のロゴにも、ワインの瓶のラベルにも、土産物店のポストカードにも、この教会の姿が描

かれています。ジョージアを一枚の写真で説明するとすれば、ほとんどの人はこの教会を思い浮か

べるでしょう。

教会は14世紀に建てられました。正確な建築年については記録に残っていません。ジョージア語で

は「ツミンドァ・サメバ」と呼ばれ、「聖三位一体」という意味です。ゲルゲティは教会の麓にあ

る村の名前です。そのため「ゲルゲティの三位一体教会」という名前が付けられました。

教会がこれほど高く険しい場所に建てられたのには理由があります。ジョージアは歴史的に絶えず

外敵の侵略にさらされてきました。モンゴル、ペルシア、オスマン帝国が交互にこの土地を蹂躙し

ました。敵が攻め寄せるたびに、ジョージアの人々は国の最も貴重な宝物をどこかに隠さなければ

なりませんでした。

その場所がまさにここでした。人間が容易に接近できないこの高所に、聖なる宝物を移して保管し

たのです。
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首都トビリシと古代の首都ムツヘタが危機に瀕するたびに、ジョージア正教会の最も神聖な遺物で

ある「聖女ニノの十字架」がこの教会に移されたという記録があります。聖女ニノは4世紀にジョー

ジアにキリスト教を伝えた人物で、ジョージアの人々にとっては国の母のような存在です。彼女の

十字架はぶどうの枝で作られたと伝えられ、ジョージア正教会の最も貴重な聖物です。この教会は

信仰の場であると同時に、民族の宝物庫でもあったのです。

ソ連時代には宗教活動が禁止されました。多くの教会が破壊されたり、他の用途に転用されたりし

ました。しかし、ゲルゲティ教会はその険しい立地のおかげで生き残りました。当局の手が届きに

くい場所だったのです。ソ連が崩壊しジョージアが独立した後、教会は再び活気を取り戻しました。

今日ではここで定期的に礼拝が行われ、巡礼者の足跡は絶えません。

教会への行き方は二つあります。第一に、ステパンツミンダ村から歩いて登る方法です。村の広場

から教会までの距離は約3キロメートルで、標高差は約500メートルあります。急な上り坂が続きま

す。体力によりますが、およそ1時間30分から2時間ほどかかります。

ハイキングコースは二つに分かれています。一つは直線的に上る急な道で、もう一つは迂回して緩

やかに上る道です。体力に自信があれば、急な道を選ぶこともできます。登りながら見える風景が

その報いとなります。森を抜け、草原を横切り、次第に近づいてくる教会の姿を見ることは、それ

自体が巡礼の体験です。トレッキングポールがあると役立ちます。

二つ目は車に乗って上る方法です。村の広場には、旅行者を待つ4輪駆動のミニバン「デリカ」が用

意されています。かつては未舗装の崖道を揺れながら上ることは恐怖であり、スリルでした。車が

転覆しそうな急勾配、車輪の横に広がる絶壁、これらすべてが一つのアトラクションでした。しか

し近年、道路が舗装され、アクセスは格段に改善されました。現在は一般のタクシーでも上ること

ができます。片道料金は交渉次第ですが、およそ20～30ラリ（約8,000～12,000円）程度です。

どちらの方法を選んでも、教会の敷地内に立つ瞬間、息を呑みます。振り返れば、カズベック山の

万年雪が手に届くほど近くに見えます。晴れた日には、白い山頂が青い空と鮮明なコントラストを

描きます。前方を見下ろせば、足元のステパンツミンダ村が玩具のように広がっています。雲が低

く垂れ込めた日には、村は雲の下に隠れ、教会だけが雲の上に浮かんでいるように見えます。「天

国に最も近い教会」という別称が誇張ではないと知ることになります。

教会の建物自体は質素です。華やかな装飾はありません。荒々しい石壁、小さな窓、円形のドーム

屋根。電気が通っていないため、内部は薄暗いです。蝋燭の明かりだけが静かに灯り、壁には古い

フレスコ画や聖像（イコン）が煤けて掛けられています。華やかさとは程遠いこの闇の中で、むし

ろ厳かな雰囲気が感じられます。600年以上の歳月を耐え抜いた石壁が抱える祈りと沈黙の重みが

伝わってくるようです。

教会の裏手の丘をもう少し登ると、フォトスポットが現れます。ここでは教会の建物とカズベキ山

を一つのフレームに収めることができます。インターネットで見たあの有名な写真はまさにここで

撮影されたものです。晴れた日の午後、西から日が傾き始めるのが最も良い撮影時間です。教会に

光が差し込み、背後の山には適度な影が落ちます。

教会の周辺を巡ると、古い鐘楼や城壁の跡、そして墓所が見られます。ここで修行し生涯を終えた

修道僧たちの痕跡です。風が強く吹く日には、風の音がまるで賛美歌のように聞こえます。ここで
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時間を過ごすうちに、なぜ人々がこの険しい場所に教会を建て守り続けてきたのか、少しは理解で

きるでしょう。これは単なる建物ではありません。ジョージアの人々の信仰と回復力の象徴です。

ロ。ジュタ・バレー・トレッキング完全ガイド

カズベキの雄大さを経験したら、次は異なる種類の美しさを探す旅に出る時です。ステパンツミン

ダ村から車で約30分から40分の距離に、ジュタという小さな村があります。この村はジュタ・バレー

・トレッキングのスタート地点です。「ジョージアのドルomit」という愛称を持つこの地は、カズ

ベキの巨大さとは異なる、繊細で叙情的な山岳景観を提供します。

ジュタ村は標高約2,200メートルに位置しています。ヨーロッパで最も高い場所に位置する居住地

の一つです。冬は雪が多く降り、6ヶ月から7ヶ月ほど外部と断絶されます。道路が封鎖されると、

村の人々は春が来るまで孤立した状態で生きなければなりません。そのおかげで、この地の自然は

太古の姿のまま保存されています。

ステパンスミンダからジュタまで行く公共交通はありません。タクシーか4輪駆動車をチャーターす

る必要があります。村の広場で運転手と交渉すれば大丈夫です。往復の費用と待ち時間を事前に決

めておくのが良いでしょう。通常、運転手はジュタ村の駐車場から5～6時間ほど待機して往復する

方式です。価格は交渉次第ですが、おおよそ100～150ラリ（約40,000～60,000円）程度です。

道路状態が悪い区間があるため、雨の後には道路が封鎖されることもあります。その場合は車から

降りて村まで約1時間ほど歩く必要があります。不便に思えるかもしれませんが、この道を通って見

る風景も悪くありません。草原を縫う道を進むと、馬や牛の群れが草を食む姿を見ることができま

す。

ジュタ村に到着するとトレッキングが始まります。村の入り口から本格的な山歩きです。前半の約

20分から30分は急な上り坂です。息が切れてくる頃、視界が開け、平和な風景が現れます。そして

山小屋が一つ見えてきます。『フィフス・シーズン（Fifth Season）』という名の山小屋ホテル兼

カフェです。

フィフス・シーズンのテラスに座り、チャウキ山脈（Chaukhi Massif）を眺めながら飲むコーヒー

一杯は、ジュタトレッキングの白眉です。鋭くそびえ立つ岩峰が屏風のように囲んでいます。この

風景のために、ここは『ジョージアのドルomit』と呼ばれています。イタリアのドルomit山脈に似

ているからです。多くの旅行者がこの風景に魅了され、それ以上歩かず、ここで時間を過ごすこと

もあります。

本格的なトレッキングは、フィフス・シーズンを通り過ぎたあたりから始まります。ここからは傾

斜が緩やかになります。野花が咲き誇る緑の草原と、その間を流れる澄んだ渓流が続きます。夏に

は黄色いツツジ（Rhododendron）や様々な野花が満開になります。道の上では草を食む馬や牛の

群れを頻繁に見ることができます。アルプスのハイディが住んでいるような童話のような風景です。

平坦な道をおよそ1時間から1時間半ほど歩くと、小さな湖に到着します。チャウキ湖（Chaukhi

Lake）です。ティン・レイク（Tin Lake）と呼ばれることもあります。氷河が溶けて形成されたこ

の湖はエメラルド色を帯びています。巨大なチャウキの岩壁の真下に位置し、荘厳な背景を誇りま

す。7月でも手が凍るほど水は冷たいですが、勇気あるトレッカーたちはここで水泳を楽しむことも
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あります。

ジュタ村からチャウキ湖までの往復の基本的なコースは、合計3～4時間程度かかります。難易度は

初級から中級です。ピフス・シーズンまでの前半の登り坂を越えれば、ほとんどが平坦な道となる

ため、初心者や家族連れでも十分に楽しむことができます。特別な装備は必要ありません。丈夫な

運動靴で十分です。

体力があり経験豊富なトレッカーであれば、さらに先まで行くことも可能です。チャウキ湖を越え

てさらに登ると、標高3,338メートルのチャウキ・パス（Chaukhi Pass）が現れます。この峠を越

えると、ロシュカ（Roshka）という村へと続く1泊2日のコースとなります。このルートのハイライ

トはアブデラウリ湖（Abudelauri Lakes）です。3つの湖がそれぞれ異なる色を呈しています。

緑、青、白。氷河が溶けて生まれた神秘的な水色が、周囲の灰色の岩と対照をなし、幻想的な雰囲

気を醸し出しています。このコースは難易度が高く、道に迷いやすいため、経験豊富なガイドと同

行するか、GPS機器を備える必要があります。

ジュタ・バレー・トレッキングの最適期は6月から9月末までです。10月からは雪が降り始め、アク

セスが困難になったり危険になったりします。山小屋も冬には閉鎖されます。道路が封鎖され、村

自体に行けない場合も多々あります。

トレッキングの準備品として、暖かい上着は必須です。山岳地帯の天気は急変します。晴れた日で

も突然雲が湧き出し、雨が降ることもあります。風よけや雨具を携行する必要があります。日差し

を遮る日陰がほとんどないため、サングラスと日焼け止めも必要です。売店がないため、水と簡単

な弁当を持参しなければなりません。

ジュタ渓谷には、ピフス・シーズン以外にもゼータ・キャンプのような山小屋やキャンプ場があり

ます。時間に追われずに大自然を満喫したいのであれば、一泊することをお勧めします。夜は都市

の明かりがないため、星が降り注ぎます。天の川を裸眼で観ることができます。夜明けにチャウキ

山脈が赤く染まる光景も、宿泊者だけが味わえる特権です。

ジュタ渓谷は、文明の喧騒を離れ、風の音と水の音、そして圧倒的な自然だけが存在する場所です。

カズベギの雄大さとはまた異なる、繊細で叙情的なジョージアの山岳風景に会いたいのであれば、

ここは選択ではなく必須です。草原を歩いていると、ふと振り返るとチャウキの岩峰が空を突き刺

しています。その瞬間、なぜ人々がこの遠い地まで訪れるのかを理解します。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第5章 西部ジョージア: 黒海と中世の塔

← 前の章

全章を見る

次の章 →

ジョージアの西へと足を踏み入れれば、全く異なる世界が広がります。東の乾燥した高原とは異な

り、ここでは黒海の湿った風が吹き、亜熱帯の植物が繁茂しています。カフカス山脈はさらに高く

険しくなり、その深い谷間には千年前の時間が止まったままの村々が隠れています。西部ジョージ

アは、華やかな海辺の都市と古代の洞窟修道院、中世の塔が立つ村が共存する土地です。本章では、

黒海のラスベガスと呼ばれるバトゥミ、時間が止まったスヴァネティの山岳の村、神話の都市クタ

イシ、そして崖に刻まれた奇跡のバジアを順にご紹介します。

ア バトゥミ、黒海のラスベガスとアリ＝ニノの像

（1）黒海に抱かれた保養の都市

ジョージアの南西端、トルコ国境からわずか20キロの地点にバトゥミ（Batumi）があります。アジャ

ール自治共和国の首都であり、ジョージア第二の港湾都市であるこの街は、トビリシの古風な雰囲

気とは全く異なる顔をしています。人々はバトゥミを「黒海のラスベガス」や「ミニ・ドバイ」と

呼んでいます。

バトゥミの海岸に立てば、幾何学的で未来志向的な摩天楼が眼前に広がります。DNAの二重らせん

構造を模した高さ130メートルのアルファベット・タワー（Alphabetic Tower）がまず目を引きま

す。ジョージア固有の文字である33のアルファベットが塔の外壁を巻き上がる様子は、ジョージア

人の言語への誇りを現代的に表現したものです。塔の最上階には展望台と回転式レストランがあり、

黒海と都市の全景を一望できます。

バトゥミ・タワーは、さらに奇妙な姿をしています。高さ200メートルのこの建物の上部外壁には、

実際に稼働する観覧車（フェリス・ホイール）が組み込まれています。建物の外壁から観覧車に乗っ

て海を眺める体験は、世界のどこでも容易にはできません。もともと工科大学として建設されまし

たが、現在はホテルとカジノとして利用されています。

バトゥミがこれほど華やかに変貌を遂げたのには理由があります。ジョージアにおいてカジノが合

法化されている地域は数えるほどしかなく、バトゥミもその一つです。ギャンブルが禁止されてい

るトルコ、イラン、アルメニアの富裕層が週末ごとに国境を越えてここへ押し寄せます。夜になる

と海岸沿いのカジノが華やかなネオンサインを輝かせ、通りは複数の言語で賑わいます。

(2) 7キロメートルの海辺遊歩道

バトゥミ・ブールバールは、19世紀末に整備された全長約7キロメートルの海辺遊歩道です。ヤシ

や竹、木�やユーカリが並ぶこの道は、バトゥミの人々の
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生活の一部となっています。朝にはジョギングをする人々で、夕方には散歩を楽しむ恋人や家族た

ちで賑わいます。

散歩道を歩いていると、あちこちに独特な彫像が立っています。巨大な自転車の形をしたオブジェ、

海に向かって伸びる手の形をした像、楽器を演奏する青銅の人々。夜になると音楽に合わせて踊る

噴水ショーが展開され、鮮やかな照明が黒海の波を彩ります。

バトゥミで自転車レンタル店を営むという青年、ギオルギに出会いました。彼はソ連時代の話を聞

かせてくれました。「私の祖父の話では、ソ連時代もバトゥミは保養地でした。モスクワやレニン

グラードから来た人々が毎年夏にここを訪れたそうです。当時は今ほど華やかではありませんでし

たが、黒海からの風と亜熱帯気候は同じでした」と。彼は自転車の車輪に油を塗りながら付け加え

ました。「今はトルコの人々がよく来ます。国境が近いからです。週末になると車が列をなして国

境を越えてきます」

(3) アリとニノ、動く愛の悲劇

バトゥミの海岸散歩道の終点には、この都市で最も有名で最も悲しい彫像が立っています。アリと

ニノ（Ali and Nino）の像です。8メートルもの高さの巨大な二人の像は薄い金属板でできており、

骨格だけが残ったような姿をしています。この像はジョージアの彫刻家タマラ・クヴェシタゼ（

Tamara Kvesitadze）が2010年に制作しました。

像のモチーフは、1937年にクルバン・サイド（Kurban Said）という筆名で出版された同名の小説

です。小説は20世紀初頭のアゼルバイジャンの首都バクーを舞台に、ムスリム貴族の青年アリとジョ

ージアのキリスト教徒の姫ニノの愛を描いています。二人は宗教と文化の違いを超えて恋に落ちま

すが、ボリシェヴィキ革命と戦争の渦の中で悲劇的な運命を迎えます。

この像が特別な理由は、静止していないからです。毎日午後7時になると、2体の像はゆっくりと動

き始めます。互いに近づき、次第に近接し、ついには口づけを交わすように重なり合います。しか

し、2体の像は金属板でできているため、互いに抱き合うことはできません。相手の体をすり抜け、

再びゆっくりと離れていきます。一つになる瞬間に別れなければならないこの10分間の動きは、出

会いと別れを繰り返す人間の運命を視覚的に表現しています。

黒海の夕日を背景にこの「愛の舞」を見守ることは、バトゥミ旅行のハイライトです。像の前には

いつも人々が集まります。恋人たちは手を取り合って立ち、写真家は最適なアングルを探して忙し

く動き回ります。2体が重なり合う瞬間には、あちこちから感嘆の声が上がります。

(4) アジャルリ・ハチャプリとバトゥミの味

バトゥミで必ず味わうべき料理があります。アジャルリ・ハチャプリです。船の形に焼かれたパン

の中には溶けたチーズとバターがたっぷりと詰められ、その上に半熟の卵が乗っています。食べ方

は次の通りです。熱いうちに卵黄を割ってチーズとバターと混ぜ合わせ、パンの両端をちぎってそ

のソースに付けて食べます。

バトゥミの旧市街にある小さなレストランでこの料理を初めて味わった際、一緒に座っていた地元

の人々が料理の由来を説明してくれました。「バトゥミは港町ですから、船乗りが多かったのです。
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パンを船の形にしたのはそのためです。中央の卵黄は海に浮かぶ太陽を表しています」と、彼はパ

ンの端をちぎりながら話しました。「実はこの料理は朝に食べるものです。船に乗る前にしっかり

腹ごしらえをする必要があるからです。しかし観光客は昼でも夜でもいつでも食べています。」

(5) バトゥミ植物園とゴニオ城塞

都市の華やかさの背後には、穏やかな自然と歴史が息づいています。バトゥミ市内から北へ9キロメー

トル離れた場所に、バトゥミ植物園（Batumi Botanical Garden）があります。「グリーン・ケープ」

とも呼ばれるこの場所は、黒海を見下ろす急峻な崖の上に造られています。100ヘクタールを超え

る広大な敷地には、世界の9つの気候帯に属する数千種の植物が育っています。

1912年にロシアの植物学者アンドレイ・クラスノフによって設立されたこの植物園は、100年以上

の歴史を有しています。日本庭園、オーストラリア区、メキシコのサボテン区、ヒマラヤ区などが

順に広がり、道を進むとふと黒海が足元に見下ろすようになります。バトゥミの湿潤な亜熱帯気候

が生み出した緑の楽園です。

反対側、南へ15キロメートル進むとゴニオ城塞（Gonio Fortress）が現れます。紀元前1世紀から

存在するこの城塞は、ローマ帝国の東側防衛線として機能していました。厚い城壁の中には、ロー

マ時代とビザンツ時代の遺跡が重層的に積み重なっています。聖書に登場する十二使徒の一人、マ

ティアスの墓がここにあるという伝説も伝えられています。バトゥミは、カジノの華やかさと

2,000年の古代歴史が共存する都市です。

ナ。スヴァネティ、コシュキの塔が守る時を止めた村

(1) コーカサスの隠れた宝

バトゥミから北東へ方向を変えて山道を登り始めると、風景は全く変わります。亜熱帯の海岸のヤ

シの木は消え、針葉樹林と万年雪の峰が現れます。曲がりくねった山道を数時間走り続けると、ヨー

ロッパで最も孤立し神秘に満ちた山岳地帯であるスヴァネティに到着します。

スヴァネティは大コーカサス山脈の深い谷間に位置しています。標高3,000メートルから5,000メー

トルに達する峰々が屏風のように囲むこの地は、険しい地形ゆえに歴史的に外部勢力の侵略をほと

んど受けませんでした。モンゴル帝国もオスマン帝国もペルシア帝国も、この険しい山を越えてス

ヴァネティを征服することはできませんでした。そのおかげで、ジョージアの他の地域ではすでに

消え去った古代の習慣や言語、建築様式がここでは生き生きと残っています。

スヴァネティに住む人々をスヴァン族と呼びます。彼らはジョージア人の一派ですが、独自の言語

であるスヴァン語を使用します。スヴァン語はジョージア語と同じルーツを持ちますが、トビリシ

の人々には理解できないほど異なります。彼らは伝統的に勇猛な戦士であり、優れた狩人として知

られています。客人を「神が送った贈り物」と考えるジョージアの歓待文化が最もよく保存されて

いる場所でもあります。

(2) コシュキ、生存のための中世の摩天楼

スバネティの風景を圧倒するのは、至る所にそびえ立つ石造りの塔です。ジョージア語で「コシキ」

と呼ばれるこれらの塔は、9世紀から13世紀の間に建てられました。高さが20メートルから30メー
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トルに達する四角い石塔が、各村に数十基も立ち並んでいます。遠くから見れば、まるで中世の摩

天楼の森のようです。

これらの塔は単なる住居ではありませんでした。モンゴルやペルシアのような外部からの侵略に備

えた要塞であり、冬場の雪崩から家族を守る避難所でもありました。しかし、最も重要な用途は別

にありました。近隣の氏族間における「血の復讐」から家族を守ることです。スバネティ社会では、

誰かが殺害されると、被害者の氏族が加害者の氏族に復讐する権利を持っていました。この復讐の

連鎖は数世代にわたって続くこともありました。そのため、各氏族は自分たちの防御塔を建て、危

険が迫ればそこへ逃げ込んだのです。

塔の構造を詳しく見れば、その用途がはっきりとわかります。通常4階から5階で構成されており、

1階は家畜のための空間、2階は家族の居住空間、上層部は食料の貯蔵庫と防御用の見張り台として

使用されていました。入り口は地面から数メートルの高さにあり、はしごがなければ入ることがで

きませんでした。敵が侵入すると、家族たちは塔の上へ上がり、はしごを蹴り落とし、狭い銃眼か

ら石や熱湯を注いで抵抗しました。

メスティアで出会ったガイドのレヴァンは、自らの家にも400年の歴史を持つコシキがあると話し

ました。「今はもちろん復讐などありません。しかし、塔は依然として私たちの家系の象徴です。

塔が高く、頑丈であればあるほど、家系の威勢が高いことを意味していたのです。」彼は、祖父が

塔の頂上で毎晩火を灯し、他の村へ信号を送っていた話を聞かせてくれました。「電話機のない時

代、塔は通信手段でもありました。烽火を上げれば、他の村でも烽火で応答したものです。」

(3) メスティア、スバネティの観門

スバネティ旅行の出発点はメスティアです。標高1,500メートルに位置するこの小さな村には約

2,500人が暮らしています。トビリシからは飛行機で1時間、クタイシからは四輪駆動車で4～5時

間かかります。道は険しく狭く、冬は雪で閉ざされることがよくあります。

メスティアに入ると、30基を超えるコシキ塔が村のあちこちにそびえているのが見えます。古びた

石塔と現代的なゲストハウスが奇妙に共存しています。村の中心にあるスバネティ歴史民俗博物館

は必ず訪れるべき場所です。9世紀から12世紀の間に制作された金銀細工の福音書、古代の硬貨、

武器、伝統衣装などが展示されています。スバネティが外部世界と隔絶していたおかげで、他の地

域では略奪されたり破壊されたりしたジョージアの国宝級遺物が、ここで安全に保存されることが

できました。

「マルジアニ家屋博物館」では、伝統的なスバンの家屋とコシキ塔の内部を直接体験できます。マ

リアニという名の年配の女主人が、代々受け継がれてきた物語を語ります。「この塔は、私たちの

家系が13世紀に建てたものです。30年前まで、祖父がここで暮らしていました。冬に雪があまりに

も多く降ると、村全体が孤立してしまうのですが、そのときは塔の中に蓄えておいた食料でやり過

ごしました。」

(4) ウシュグリ、ヨーロッパで最も高い村

メスティアからさらに奥深い山々へと入ると、スバネティ旅行のハイライトであるウシュグリにた

どり着きます。四輪駆動車で未舗装の山道を2～3時間走らなければなりません。川を渡り、崖沿い



44

を進み、時には道が途切れた場所で車が水中を突き進んだりもします。その険しい旅路の果てに広

がる風景は、言葉を失うほどです。

標高2,100メートルから2,200メートルに位置するウシュグリは、ヨーロッパで一年中人が居住す

る最も高い集落の一つとして知られています。ジョージア最高峰のシカラ山（標高5,193メートル）

が集落の背後に雄大にそびえ立ち、万年雪に覆われた山頂からは氷河が流れ落ちています。その荘

厳な背景の前に、20余りの古代の塔が密集して建っています。青い川が集落を

横切り、牛や馬が草を食み、子供たちが細い石畳を駆け回っています。非現実的なほど美しい風景

です。

ウシュグリは一年のうち6ヶ月以上が雪に覆われ、外部と完全に隔絶されます。そのため、この地の

人々はスバネ文化を最も純粋な形で守り続けてきました。集落の丘の上にあるラマリア教会は、10

世紀に建てられた小さな聖堂です。内部には古いフレスコ画が薄く残っています。伝説によれば、

ジョージアの黄金時代を導いたタマール女王が夏の避暑のためにこの塔で過ごしたといいます。住

民たちは800年が経過した今でも、タマール女王を昨日まで隣にいたかのように語ります。

(5) トレッキングとスバネの料理

スバネティはトレッキング愛好家にとって天国です。メスティアからウシュグリまで続く4日間のト

レッキングコースは世界的に有名です。氷河の谷、野花が咲き誇る草原、万年雪に覆われた山々を

越えるこのルートは、コーカサス・トレッキングの精華とされています。一日のコースをご希望の

場合は、チャラディ氷河やコルルディ湖へのトレッキングをお勧めします。

スバネティにお越しなら、ぜひ伝統料理をお楽しみください。クブダリはスバネティを代表する料

理です。牛肉または豚肉を細かく刻み、スバネティの塩と香辛料で味付けした後、厚手のパンに詰

めて焼きます。過酷な山岳環境でエネルギーを補給するために作られた料理であり、味わい深く、

腹持ちも良いです。スバネティの塩はこの地域固有の特産品で、ニンニクと様々なハーブを混ぜ合

わせた香辛料です。どんな料理にも振りかけて、その美味しさを引き立てます。

メスティアの小さなゲストハウスで夕食を摂る際、館主のおばあさんがクブダリと共にチャチャ（

Chacha）を差し出してくださいました。ジョージアの伝統的な蒸留酒であるチャチャはブドウを発

酵させて作られ、アルコール度数は50度を超えます。「私たちのスバネの人々は、冬はこの酒で体

を温めます。腰まで雪が積もると塔から出られませんが、チャチャを一杯飲めば寒さが吹き飛びま

す」と、おばあさんは笑顔で杯を注いでくださいました。

ダ。クタイシとプロメテウス鍾乳洞

（1）黄金の羊の毛の神話の地

ジョージア西部の中心都市クタイシ（Kutaisi）は、首都トビリシに次いで重要な都市です。人口約

14万人のこの都市は、紀元前から人が住んでいた世界最古の都市の一つです。トビリシから西へ約

220キロ、車で4時間の距離にあります。バトゥミからは北へ3時間で到着します。クタイシ国際空

港には格安航空便が多数就航しており、ヨーロッパからジョージアへ訪れる旅行者がここを経由し

て入国するケースも多々あります。
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クタイシの歴史はギリシア神話にまでさかのぼります。古代ギリシアの伝説によれば、英雄イアソ

ンとアルゴ船団が黄金の羊皮を求めて旅したコルキス王国の首都がここであったと推測されていま

す。コルキスの王女メデアはイアソンを助けて黄金の羊皮を盗み、共に逃亡しました。この神話は

単なる伝説ではないかもしれません。古代ジョージア西部の川では、実際に羊皮を使って砂金を採

取していたそうです。羊皮に絡みついた金が陽光に輝き、それが「黄金の羊皮」伝説の起源となっ

たのです。

クタイシ市内の中央広場にはコルキスの噴水があります。古代コルキスの遺跡から発掘された黄金

の装飾品を拡大して作られた青銅の像が噴水の上に置かれています。馬、鹿、獅子、牛などの動物

の姿が金色に輝き、ここが「黄金の土地」であったことを象徴的に示しています。

(2) バグラティ大聖堂とゲラティ修道院

クタイシの街を一望できる丘の上にバグラティ大聖堂がそびえています。11世紀初頭、ジョージア

を統一したバグラト3世が建設したこの聖堂は、中世ジョージア建築の傑作として知られています。

エメラルド色の屋根と雄大なドームが印象的です。聖堂の前に立つと、街を横断するリオニ川とク

タイシの街並みがパノラマのように広がります。

バグラティ大聖堂は苦難の歴史を持っています。17世紀にオスマン帝国の攻撃により大部分が破壊

され、数百年間廃墟として残っていました。ユネスコはこの廃墟状態の聖堂を世界文化遺産に登録

しました。しかし2012年、ジョージア政府は聖堂を完全に復元することを決定し、その過程で鉄や

ガラスといった現代的な材料を使用しました。ユネスコはこれが本来の歴史的完全性を損なうと判

断し、バグラティ大聖堂を世界遺産リストから削除しました。議論はありますが、復元された聖堂

の雄大な姿と都市の景観を一望できるビューポイントとしての価値は依然として高いものです。

クタイシ市内から東へ約10キロメートル離れた場所にゲラティ修道院があります。12世紀初頭、ジョ

ージア史上最も偉大な君主の一人であるダビデ建設王によって建立されたこの修道院は、単なる宗

教施設を超え、中世の学問と芸術の中心地でした。哲学、神学、科学、天文学を研究するアカデミー

がここにあり、ジョージア最高の学者たちが集まりました。ゲラティ修道院は「第二のアテネ」と

呼ばれるほどでした。

修道院内部には12世紀に制作された豪華なモザイク画とフレスコ画が残っています。天井や壁面を

埋め尽くす聖人たちの顔、聖書の物語、幾何学模様が見る者を圧倒します。ダビデ建設王の墓もこ

こにあります。彼は自らの墓を修道院の正門の床に作ってほしいと遺言しました。自分を訪れるす

べての人が自分の墓を踏み越えていくようにするためでした。ゲラティ修道院はバグラティ大聖堂

とは異なり、現在もユネスコ世界文化遺産に登録されています。

(3) プロメテウス洞窟、地下世界の神秘

クタイシ旅行のもう一つのハイライトは、自然が数万年をかけて造り上げた地下宮殿、プロメテウ

ス洞窟です。クタイシから西へ約20キロ、ツカルトボという小さな温泉町の近くにあります。

1984年に発見されたこの洞窟は、ギリシア神話

のプロメテウスがゼウスの罰として縛られていたという伝説に彩られた山（フヴァムリ山）の近く

にあるため、その名が付けられました。
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プロメテウスは神々の火を盗んで人間に与えたタイタンです。ゼウスは怒り、彼をコーカサス山脈

の岩に鉄鎖で縛り上げ、毎日鷲が彼の肝臓を啄むようにしました。夜になると肝臓は再び再生し、

翌日また鷲が来て啄むという苦痛が永遠に繰り返されました。この伝説の舞台がまさにこのコーカ

サス山脈のどこかです。洞窟の名にプロメテウスが付けられたのは、そのゆえんです。

洞窟の全長は約11キロに達しますが、観光客に開放されている区間は約1.4キロです。徒歩で約1時

間かかります。洞窟内は年間を通じて14～15度の涼しい温度を保っているため、夏でも長袖の用意

をお勧めします。

洞窟に入ると、数万年の時間が造り上げた奇妙で美しい世界が広がります。天井から垂れ下がる鍾

乳石、床から立ち上る石筍、そしてそれらが繋がって柱となった石筍が途切れることなく続いてい

ます。カーテンのように垂れ下がるものもあれば、城のようにそびえ立つものもあります。洞窟管

理当局は、これらの自然の彫刻に鮮やかなLED照明を設置しました。青、紫、緑、オレンジの光が

鍾乳石や石筍を照らすと、まるでファンタジー映画の地下宮殿に入ったかのような雰囲気が生まれ

ます。クラシック音楽がそっと流れ、神秘的な雰囲気をさらに高めています。

洞窟ツアーのハイライトは最後に訪れます。洞窟内を流れる地下河川に沿ってボートで外へ出るの

です。闇の中で小さな船に乗り、水路をゆっくりと進みます。頭上には鍾乳石が垂れ下がり、水中

には蛍光灯が反射した岩が浮かび上がります。まるでギリシア神話の冥界ハデスへ通じるステュク

ス川を渡るような気分です。遠くから光が見え始め、船が洞窟の外へ抜け出す瞬間の解放感は忘れ

られない体験です。

(4) クタイシでの一日

クタイシは、主要な名所を一日で巡ることのできる都市です。午前中はゲラティ修道院を訪れ、昼

食は市内に戻って食べます。午後にはプロメテウス洞窟を探索し、夕方にはリョニ川沿いの「ホワ

イト・ブリッジ」を散策します。ホワイト・ブリッジは19世紀に建設された歩行者専用の橋で、夕

方には恋人たちが集まり、川面に映る照明を見つめながら時を過ごします。

クタイシでぜひ味わっていただきたい料理は、イメレティ・ハチャプリです。バトゥミのアチャル

ハチャプリがボート型で卵が乗っているのに対し、イメレティ・ハチャプリは丸いパンの中にチー

ズがぎっしりと詰まっています。外はサクサク、中はチーズが伸び伸びと伸びます。ジョージアの

人々は、イメレティ地方のチーズが最も美味しいと自負しています。

クタイシ中央市場（クタイシ・グリーン・バザール）は、地元の人々の日常を垣間見ることのでき

る場所です。新鮮な果物、野菜、チーズ、スパイス、ドライフルーツ、ナッツ類などが山のように

積み上げられています。店主たちは「ぜひお味見を」と、絶えず試食用の品を差し出します。何も

買わずには抜け出せない場所です。

ロ. バルジア、崖に刻まれた洞窟都市の壮麗さ

(1) プロメテウスが縛られた崖

ジョージア南部、トルコ国境からそう遠くない場所にバルジアがあります。クタイシから南へ約

200キロ、車で4時間ほどの距離です。アハルチヘという街を過ぎ、細い山道をさらに1時間ほど進
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むと、エルーシェティ山の切り立った崖が姿を現します。その崖全体に蜂の巣のように無数の穴が

開いています。それがバルジアです。

バルジアは12世紀末、ジョージアの黄金期を導いたゲオルギ3世と、その娘タマール女王の時代に

建設されました。元々はモンゴルやペルシアなど外部からの侵略に備えた秘密の要塞都市でした。

崖の内部に都市全体を隠し、敵の目から隠すように設計されたのです。外側からはただ険しい崖に

見えるだけで、その中に数万人が暮らせる都市があるとは知る由もありませんでした。

バルジアが初めて私の目に入った時の衝撃を忘れることができません。荒涼とした峡谷を走り抜け

た後、突然視界が開け、巨大な崖全体が人間の手に掘り込まれたまま現れます。まるで巨人が剣で

山を切り裂いたかのようです。800年前の人々がどのようにしてこれを作り上げたのか、信じがた

いことです。

(2) 5万人を収容した難攻不落の要塞

全盛期のバジアは想像を絶する規模でした。13階建ての崖に6,000室以上の部屋を掘り抜きました。

最大で5万人の人々を収容できたと伝えられています。単なる避難所ではなく、完全な自給自足の都

市でした。居住空間、教会、図書館、薬局、パン屋、ワイン貯蔵庫（マラニ）、そして数百メート

ルに及ぶ灌漑水路システムまで備わっていました。敵が数ヶ月にわたり包囲しても耐えられるよう

に設計されたのです。

洞窟は複雑なトンネルと階段でつながっていました。内部では迷路のように続く通路を移動でき、

秘密の脱出路も複数ありました。敵が侵入しても内部構造を知らなければ、道に迷うこと間違いな

しでした。壁には小さな換気口や光を取り入れる窓が設けられており、深い洞窟内でも呼吸ができ、

明かりを灯すことができました。

しかし1283年、大規模な地震がこの秘密の都市を世にさらしてしまいました。地震によって崖の前

面が崩れ落ち、隠されていた洞窟の断面が外部に露出しました。山の3分の2が崩壊したと言われて

います。要塞としての機能を失ったバジアはその後、巨大な洞窟修道院へと変貌を遂げました。現

在残っているのは元の規模の一部に過ぎませんが、それだけでも人間の意志が生み出した奇跡に驚

嘆するのに十分です。

(3) タマール女王のフレスコ画

バジアの中心には、聖母被昇天教会があります。崖の奥深くに位置するこの教会は、バジアの精神

的中心地でした。内部に入ると、壁面と天井には800年前のフレスコ画が薄く残っており、聖人た

ちの顔や聖書の物語が描かれています。何より貴重なものは、タマール女王の生前の姿を描いた壁

画です。

タマール女王は、ジョージア史上最も偉大な君主として崇められています。1184年から1213年ま

で約30年にわたりジョージアを統治し、領土を黒海からカスピ海まで拡大し、文化と芸術の黄金期

を導きました。彼女の治世下、ジョージアはコーカサス全体で最も強力な国家でした。フレスコ画

に描かれたタマール女王は、若く美しい姿です。未婚の頃の姿を描いたもので、王冠を被り正面を

向いています。ジョージア全土を探しても、タマール女王の生前の姿を見られる場所は数えるほど

しかありません。
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バジアという名の由来には、面白い伝説があります。若いタマール公女が叔父と共に工事現場を訪

れた際、洞窟の中で道に迷いました。叔父が必死に探す中、彼女は「アク・バル、ジア（Aq var,

dzia）」と叫びました。これはジョージア語で「叔父さん、ここです」という意味です。この叫び

声が、後にこの地の名前になったと言われています。

(4) 今も息づく修道院

現在もバジアには少数の修道僧たちが暮らしています。洞窟修道院の伝統を受け継ぎ、毎朝7時に鐘

を鳴らしています。荒涼とした峡谷の間に鐘の音が響き渡る時、まるで800年前に時間が戻ったか

のような錯覚に陥ります。

バジアを訪れる際は、歩きやすい靴を履いてください。探訪路は崖に沿って上下し、狭い通路と急

な階段が続きます。一部の区間は暗く天井が低いため、懐中電灯が必要です。全体を巡るには1～2

時間かかります。

バジアの入口で出会った管理人のギョルギは、30年以上ここに勤務していると話しました。「私は

幼い頃からここで遊び、洞窟の隅々まで手のひらを見るように知っています」と。彼は観光客がい

ない時間に一人で洞窟を歩くのが最も好きだと語りました。「夜明けに太陽が昇ると、光が崖に反

射して洞窟内に差し込みます。その瞬間、800年前の人々がこの光を見ながら何を思ったのか想像

します。彼らもこの美しさを知っていたのでしょうか？」

(5) 荒涼とした美しさ

バジア周辺の風景は荒涼としています。木々はほとんどなく、茶色の丘陵が果てしなく広がってい

ます。崖の下をクラー川（ムツヴァリ川）が静かに流れています。この川はトビリシを経てカスピ

海へと注ぎます。崖の端にある手すりに立ち、渓谷を眺めると、風の音と鳥の声以外は何も聞こえ

ません。この静寂の中で、800年前にここを守ろうとした人々の切実な思いが感じられます。

バジアからほど近い場所には、ヴァニシス洞窟修道院があります。バジアより規模は小さいものの、

観光客が少なく静かに巡ることができます。アハルツヘへ戻る道中、ラバティ城に立ち寄るのもお

すすめです。オスマン帝国時代に建てられたこの城は最近復元され、モスク、教会、博物館が共存

する独特な空間となっています。

バジアは単なる遺跡ではありません。険しい歴史の中でも屈することなく、ジョージアの人々の強

靭な精神を象徴する巨大な記念碑です。崖に刻まれた数千の穴一つ一つには、彼らの汗と祈り、涙

が染み込んでいます。バジアを後にして振り返れば、夕日に赤く染まった崖がまるで別れを告げて

いるかのようです。この荘厳な風景は、ジョージア旅行の中で最も長く記憶に残る情景の一つとな

るでしょう。

西部ジョージアは、このように多様な顔を持っています。バトゥミの華やかな夜間文化と現代建築、

スヴァネティの時間が止まった山岳の村、クタイシの古代神話と地下洞窟、バジアの崖に刻まれた

奇跡。これらすべてが車で数時間の距離内にあります。西部ジョージアを旅することは、まるで複

数の世紀を同時に歩むようなものです。

← 前の章
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全章を見る

次の章 →
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第6章 実践旅行ノート

← 前の章

全章を見る

次の章 →

ア. 1週間/2週間推奨スケジュール

ジョージアは、韓国の面積の約70パーセントに過ぎない小さな国です。しかし、いざ旅を始めると、

この狭い土地がいかに広く感じられるか分かりません。屈曲した山道が続き、至る所の村々には立

ち止まって眺めたい風景が広がっているからです。トビリシのゲストハウス主人は私にこう言いま

した。「ジョージアは地図で見れば一日で回れそうに思えますが、実際には一月あっても足りませ

ん。私たちの土地には時間を飲み込む特技があるのです。」

彼の言葉が誇張ではないことは、旅行者たちはすぐに悟ります。ジョージアでの移動は、単にA地点

からB地点へ行くことではありません。途中に出会うすべてが旅の一部となります。道端で羊を追い

やる牧師とあいさつを交わし、突然現れたエメラルド色の貯水池の前で車を停め、見知らぬ村のパ

ン屋で焼きたてのショットプリ（ショットス・プーリ）の香りに誘われて中に入ります。

（1）1週間スケジュール：ジョージアの心臓部を貫く

一週間という時間は、ジョージアの核心を味わうのに適しています。首都トビリシを中心に、北の

巨大な山脈と東のワイン産地を行き来する「ゴールデン・トライアングル」コースが最も効率的で

す。このコースはジョージア旅行の古典ともいえるもので、初めて訪れる旅行者なら必ず通るべき

必須ルートです。

初日と二日目：トビリシ、古き都の懐に抱かれる

トビリシ国際空港に降り立った際、まず行うべきは急がないことです。空港から市内までは37番バ

スで約40分かかります。タクシーアプリのボルト（Bolt）を利用すれば、より快適に移動できます。

宿に荷物を置いたら、旧市街へと向かいましょう。

ナリカラ要塞は4世紀に築かれた城塞で、ケーブルカーで登ればトビリシの街全体が眼下に広がりま

す。クラー川が街を横切り、赤い屋根の家々が丘に沿って密集している様子が目に映ります。要塞

のすぐ隣には「ジョージアの母神（カルトリス・デダ）」の像が立っています。片手には敵を打ち

倒す剣を、もう片手には客人を歓迎するワインの杯を携えています。この像はジョージア民族の気

質を端的に表しています。友人には限りなく温かく、敵には決して屈しない人々です。

旧市街の細い路地を歩いていると、硫黄温泉地帯のアバノトゥバニにたどり着きます。丸いレンガ

の屋根が地面から突き出たように連なっており、その下から熱い硫黄泉が湧き出ています。伝説に

よれば、5世紀のヴァフタン・ゴルガサリ王が狩りの最中、鷹が追っていたキジがこの温泉に落ち、

傷が癒ののを見たことから、ここに都を建設したとされています。トビリシという地名自体は、「

温かい」という意味のジョージア語「トビリ（Tbili）」に由来しています。
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したとされています。トビリシという地名自体は、「温かい」という意味のジョージア語「トビリ

（Tbili）」に由来しています。

二日目には、トビリシから車で20分の場所にあるムツヘタを訪れます。ここはジョージアの旧都で

あり、キリスト教史の中心地です。丘の上に立つヅヴァリ修道院から眺めると、クラー川とアラグ

ヴィ川が合流する壮観な光景が広がります。二つの川の色が異なるため、合流地点では境界線がはっ

きりと見えます。スヴェティツホヴェリ大聖堂は、イエス・キリストの聖衣が眠っていると伝えら

れる場所で、ジョージア正教会の信者にとって最も神聖な聖地です。

三日目と四日目：カズベギ、神々の山への道

三日目の朝、北へ向かいます。ジョージア軍事道路は19世紀にロシア帝国が建設した戦略的な道路

です。トビリシからロシア国境まで続くこの道は、コーカサス山脈の最も美しい区間を通過します。

出発から約一時間すると、アナヌリ要塞が現れます。エメラルド色のジンヴァリ湖のほとりにそび

えるこの要塞は、17世紀に封建領主たちが権力を争った場所でした。城壁内にある二つの教会には、

繊細な彫刻が今も残っています。

さらに上るとグダウリに到着します。冬にはスキーリゾートとして賑わいますが、他の季節には静

かな山岳の町です。ここにあるロシア・ジョージア友好記念碑は、標高2,170メートルの高地に建

てられた巨大な円形のタイル壁画です。ソビエト時代に作られたものですが、皮肉なことに2008年

に両国は戦争を繰り広げました。展望台から眺める谷の風景は息を呑むほど美しいです。

目的地ステパンスミンダ（旧名カズベギ）に到着すると、村の背後にカズベック山の万年雪が望め

ます。標高5,047メートルのこの山は、ギリシア神話でプロメテウスが鎖に繋がれていた場所とさ

れています。人類に火をもたらした罪により、鷲に肝臓を啄まれる刑罰を受けたまさにその山です。

四日目、ゲルゲティ三位一体教会へ向かいます。村から約2時間のトレッキングか、四輪駆動車で登

ることができます。標高2,170メートルの峰にひっそりと佇む14世紀の教会は、ジョージアを代表

する象徴的な景観の一つです。晴れた日には、教会の背後にカズベック山の氷河が輝きます。

体力に余裕があれば、ジュタ渓谷へ足を延ばすのもお勧めです。『ジョージアのドルomit』と呼ば

れるチャウキ山塊が屏風のように広がるこの地は、比較的緩やかなトレッキングコースのため、初

心者でも挑戦できます。

五日目と六日目：カヘティ、ワインの故郷

五日目、東へ方向転換してカヘティ地域へ移動します。ここは8,000年にわたるワインの歴史の故

郷です。アラザニ渓谷に沿ってブドウ畑が果てしなく広がり、大小さまざまなワイナリーが旅人を

待っています。

シグナギは「愛の町」という愛称を持つ小さな町です。24時間営業の婚姻登録所があるため、世界

中の恋人たちが訪れます。町を取り囲む城壁を歩けば、遠くコーカサス山脈の雪に覆われた峰が見

えます。城壁の下にはアラザニ渓谷のブドウ畑が碁盤の目のように広がっています。
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シグナギからほど近いボドベ修道院には、ジョージアにキリスト教を伝えた聖女ニノの墓がありま

す。修道院の庭から眺める渓谷の眺めは平和そのものです。修道院を下りると、癒しの奇跡が起き

ると信じられている聖水が湧き出る場所があります。

六日目にはワイナリー見学を行います。クヴェヴリと呼ばれる壺で発酵させる伝統的な醸造法を直

接見ることができます。地面に埋められた巨大な土器の壺に、ぶどうを果皮・種・茎ごと入れて自

然発酵させるこの方法は、ユネスコ無形文化遺産に登録されています。こうして作られるアンバー

ワインは、一般的な白ワインとは異なり琥珀色を呈し、独特のタンニン味があります。

七日目：トビリシへ戻る

最終日はトビリシに戻り、ゆっくりと過ごします。ドライブリッジ市場は、ソビエト時代の骨董品

や手工芸品を販売するフリーマーケットです。古いカメラ、軍用勲章、銀製の装飾品、刺繍のテー

ブルクロスの中を歩いていると、ジョージアの複雑な歴史が手に取るように感じられます。

(2) 2週間の日程：コーカサスのすべての顔に出会う

2週間の時間がある場合は、1週間のコースに西部ジョージアを追加することができます。中世の砦

の村があるスヴァネティと黒海沿岸のバトゥミを巡るこのコースは、ジョージアの多様性を存分に

体験させてくれます。

初日から7日目：1週間のコースと同様

前述のトビリシ、カズベギ、カヘティの日程を消化します。

8日目と9日目：ゴリとクタイシ

8日目、西へ移動し、ゴリ（Gori）を訪れます。ここはソ連の独裁者ヨシフ・スターリン（Joseph

Stalin）が生まれた町です。スターリン博物館には、彼が幼少期を過ごした小さな小屋と専用列車の

客室が展示されています。ジョージアの人々がスターリンをどのように記憶しているかは複雑な問

題です。ある人々は彼を「ジョージア出身の世界的人物」として誇りに思い、他の人々は数百万人

を死に追いやった独裁者として非難します。

ゴリからほど近いウプリスツィヘ（Uplistsikhe）は、紀元前1000年頃から人々が住んでいた洞窟

都市です。岩を削って作られた通り、劇場、神殿の跡が残っています。キリスト教が伝来する以前、

異教信仰の中心地であったここで、古代ジョージア人の生活を想像してみましょう。

クタイシ（Kutaisi）はジョージア第2の都市であり、西部の玄関口です。ギリシア神話に登場する

コルキス（Colchis）王国の首都であったと伝えられ、イアソンが黄金の羊皮を求めて訪れた目的地

がまさにここです。ゲラティ修道院（Gelati Monastery）は12世紀にダヴィト4世によって建立さ

れたもので、ジョージア中世文化の精華を示しています。バグラティ大聖堂（Bagrati Cathedral）

やプロメテウス洞窟（Prometheus Cave）もぜひ訪れてください。

10日目から12日目：スバネティ、時間が止まった土地
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スバネティへの道は険しいですが、その価値は十分にあります。クタイシからメスティア（Mestia）

までは車で約5時間かかります。小型飛行機を利用すれば45分で到着しますが、天候によっては欠

航が頻繁にあります。

メスティアに到着すると、中世の防御塔であるコシュキが村全体に森のようにそびえ立つ風景が広

がります。これらの塔は、外敵の侵入や血族同士の復讐戦争の際に避難所として利用されました。

スバネティの人々はジョージアの中でも最も孤立した環境で暮らしてきたため、独自の言語や慣習

を守り続けてきました。

11日目には、4輪駆動車でウシュグリへ向かいます。標高2,200メートルに位置するこの村は、ヨー

ロッパで人が常時居住する最も高い村の一つです。雪に覆われたシュハラ山（標高5,193m）を背

景に千年の塔が並ぶ風景は超現実的です。冬には雪に閉ざされ数ヶ月間外部と断絶することもある

この地で、人々は自給自足の生活を続けてきました。

13日目と14日目：バトゥミ、黒海の保養地

スバネティを下り、黒海沿岸のバトゥミへ向かいます。バトゥミはジョージアで最も近代的な都市

です。アゼルバイジャンの石油資本が流入し、高層ビルやカジノが海岸沿いに並んでいます。「ア

リとニノの像」は、アゼルバイジャンのムスリム男性とジョージアのキリスト教女性の悲劇的な愛

を描いた小説を具現化したもので、毎日夕方には二人の金属像が互いに向かい合い、すれ違う様子

を演出します。

バトゥミ植物園は亜熱帯気候のおかげで世界中の植物が育つ場所です。黒海の夕日を見ながら旅を

締めくくるのに最適です。バトゥミ国際空港から直接出国するか、夜行列車でトビリシへ戻ること

もできます。

(3) 日程計画時の考慮点

ジョージア旅行では、移動時間は予想以上に長くなるものです。地図上の距離よりも実際の所要時

間ははるかに長くかかります。山岳道路は曲がりくねっており、道路の状態も一定していません。

移動中に家畜の群れが道を塞いでいる状況も珍しくありません。

季節によってアクセス可能な地域が異なります。スヴァネティのウシュグリは、冬に雪で道路が封

鎖されるとアクセスできなくなります。カズベギの高地トレッキングコースも、5月以前は雪のため

に危険です。一方、7月と8月のトビリシは摂氏40度に達する猛暑のため、徒歩での旅行は困難を極

めます。

最適な旅行時期は、5月中旬から6月、そして9月から10月初旬です。この時期は気候が穏やかで、

9月のブドウ収穫期にはワイナリーでブドウを踏み潰して果汁を搾る「ルトヴェリ(Rtveli)」祭りに

参加することもできます。

ナ。スプラーの宴会とタマダの文化、客人の礼儀

ジョージアを真に理解したいのであれば、必ずスプラー（Supra）に参加する必要があります。スプ

ラーは単なる食事ではありません。これはジョージア人のアイデンティティが凝縮された儀式であ

り、彼らが数千年にわたり続けてきた共同体の絆を確認する神聖な時間です。カヘティ地方のワイ
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ナリーで出会った老人は私にこう言いました。「スプラーなしではジョージアを理解できません。

私たちはこの食卓で生まれ、この食卓で愛し、この食卓で世を去るのです。」

(1) スプラー：食卓布の上に広がる宇宙

「スプラー」という言葉は文字通り「食卓布」を意味します。しかし、ジョージアにおいてこの言

葉が指す意味ははるかに大きいです。家族の慶事や弔事、友人の訪問、村の祭典、さらには葬儀に

至るまで、スプラーが開かれます。子供の洗礼式において、結婚式において、新しい家へ引っ越し

た時、久しぶりに故郷を訪れた人がいる時、ジョージアの人々は食卓を囲み、食事を分け合い、ワ

インを飲み、歌を歌います。

スプラーの規模は様々です。家族だけで集まる小さなスプラーから、数百人が参加する大規模な宴

会まであります。しかし、規模に関わらず変わらないものがあります。食卓の脚が曲がるほど豊か

に料理を並べること、そして客人を家族のようにもてなすことです。

ジョージアの諺に「客人は神が送った贈り物」という言葉があります。ジョージアの人々にとって

もてなしは単なる美徳ではなく、神聖な義務です。見知らぬ旅行者であっても、現地の人の目と目

が合ったり、道を尋ねたりした瞬間に、突然夕食に招待されることは珍しくありません。最初は驚

くかもしれませんが、これはジョージアにおいて最も自然なことです。

スプラーが始まると、料理が次々と運ばれてきます。ハチャプリはボート型のパンにチーズ、卵、

バターが溶け込んだジョージアの代表的な料理です。ヒンカリは拳ほどの大きさの餃子で、肉汁が

たっぷりと詰まっています。プハリはほうれん草やビートなどの野菜をすりつぶし、クルミと混ぜ

合わせた前菜です。ムツバディはぶどうの枝に串刺しにして焼く串焼きです。このほかにも数十種

類の料理が順に食卓を彩ります。

料理と並んで重要なのがワインです。ジョージアの人々はワインを単なる酒ではなく、神と人間を

つなぐ媒介と捉えています。スプラーにおいてワインは祈りの道具であり、祝福の象徴です。伝統

的にワインは牛の角で作られた杯、カンツィに注がれて供されます。角杯は底を置くことができな

いため、一度持ち上げたら飲み干さなければなりません。

(2) タマダ：宴の指揮者

すべてのスプラーにはタマダがいます。タマダは乾杯を提案し、宴の進行を主導する人物です。英

語ではしばしば「トーストマスター」と訳されますが、この言葉ではタマダの

役割を完全に説明することは困難です。タマダは司会者、詩人、哲学者、聖職者の役割を同時に果

たします。

タマダは通常、集まりの中で最も尊敬される人物が務めます。単に年長者だからといって自動的に

タマダになるわけではありません。弁舌が優れ、歴史や文学に詳しく、ユーモアがあり、何よりも

人々の心を一つにまとめることができる人物でなければなりません。優れたタマダに率いられたス

プラーは数時間が瞬く間に過ぎ去りますが、不慣れなタマダに率いられたスプラーはいつまでも退

屈なものになりかねません。
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タマダの最も重要な役割は乾杯の挨拶（トースト）を提案することです。ジョージアの乾杯は「健

康のために」や「幸福のために」といった単純な一言ではありません。タマダは5分、10分、ある

いはそれ以上を費やし、詩的で哲学的な演説を行います。歴史的な逸話を引用し、ことわざを解説

し、即興の詩を詠むこともあります。

乾杯のテーマには決まった順序があります。最初の乾杯は通常、神々や平和に捧げられます。次は

祖国ジョージア、その次は亡くなった祖先たち、続いて両親、家族、子供たち、友情、愛、そして

その場に集まった客人へと続きます。それぞれの乾杯の間には、食事をしたり会話をしたりする時

間が設けられています。本格的なスプラーは通常4時間から8時間続き、乾杯の回数が20回を超える

こともあります。

タマダが乾杯の挨拶を終えると、参加者に発言の機会が回ってきます。これを「アラベルディ」と

呼びます。アラベルディを受けた人は、タマダの乾杯のテーマに自身の考えを加えて発言します。

発言が終わると再びタマダに権限が戻り、タマダは次の乾杯のテーマへと進みます。

タマダが乾杯の挨拶をしている間、雑談をしたり食事をしたりお酒を飲んだりすることは礼儀に反

します。すべての視線はタマダに集中されなければなりません。乾杯の挨拶が終わり、タマダが「

ガウマ・ルジョス！」と叫べば、全員がグラスを挙げて応え、ワインを飲みます。ガウマ・ルジョ

スには「勝利のために！」という意味があります。

(3) 客人が知っておくべきマナー

ジョージアの「スプラー」に招待された場合は、いくつかのマナーを知っておくことをお勧めしま

す。完璧に守れなくても、努力する姿を見せれば、主人は大きく感動します。

招待への対応

ジョージアの人から食事に招待された場合は、可能な限りお受けするのが礼儀です。お断りすると、

相手はがっかりするかもしれません。招待を受ける際は、手ぶらで訪れることは避けてください。

ワイン一本か、チョコレート、お菓子などを一箱ほど持参すると良いでしょう。花を持参する場合

は、葬儀で用いられる偶数の花束を避け、必ず奇数の花束を用意してください。

花を持参する場合は、葬儀で用いられる偶数の花束を避け、必ず奇数の花束を用意してください。

着席する際は、長老または主賓が先に座るのを待ちます。タマダが指定した席に座るのが一般的で

す。客人は通常、主人の隣かタマダの近くに配置されます。

乾杯の作法

タマダが乾杯の発起をする前に、先にワインを一口飲むのは失礼です。ワイングラスは、タマダが

乾杯を提案し、全員がグラスを掲げた時にのみ飲みます。ジョージアにおいてワインは単なる飲料

ではなく、儀礼の道具だからです。

乾杯する際は、グラスを相手の目を見つめながら合わせます。視線を逸らすと不誠実に見える恐れ

があります。伝統的なスプラーで角杯が登場すれば、杯に入ったワインをすべて飲み干さなければ

なりません。角杯は床に置くことができないため、残すと持ち続けなければならず、それは見苦し
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いからです。

お酒を飲めない場合や量を調節したい場合は、丁寧に事情を説明すればよいでしょう。「健康上の

理由がある」あるいは「明日早く起きなければならない」といった理由を挙げれば、主人も理解し

てくれます。ただし、乾杯そのものを拒否するよりは、グラスに口をつける真似をしてでも雰囲気

に合わせる方が良いでしょう。ビールで乾杯することは、伝統的に避けます。かつて敵に敗北を祈

願する際にビールを飲んだという伝説があるからです。

食事の作法

ヒンカリは手で食べるものです。フォークとナイフで切ると肉汁が流れ出て味が半減してしまいま

す。マンデュのひも（小麦粉の塊の部分）を親指と人差し指でつまんで裏返し、熱いスープが漏れ

ないように一口かじり、まず肉汁を味わいます。その後、残りを食べます。ひも部分は通常食べず、

皿の端に残します。食べた数を数えるためだという説もあれば、生地の厚みで味がしないからだと

いう説もあります。

アザルスタイルのハチャプリ（アジャリアン・ハチャプリ）は、ボート型のパンの中央にチーズ、

卵、バターが詰められて提供されます。パンの尖った両端を手でちぎり、中央のチーズと卵を混ぜ

てからパンを浸して食べます。中央に向かって徐々にパンをちぎりながら食べると、自然と完食で

きます。

ジョージアの人々は、食べ残すほどに豊かに料理を並べることを美徳とします。料理が不足してい

るように見えると主人の面目が立たないからです。したがって、すべての料理を食べなければなら

ないという負担を感じる必要はありません。お腹がいっぱいになったら少しずつ盛りを控え、代わ

りに料理への称賛を惜しまないでください。「ゲムリエリヤ！」は「美味しい！」という意味です。

対話と参加

スプラーでは、食事や酒と同様に会話が重要です。主人は客人に関心を示し、さまざまな質問を投

げかけます。どこから来たのか、ジョージアで何を見たのか、ジョージア料理はどうかなどです。

これらの質問に誠意を持って答え、ジョージアの歴史や文化への関心を示せば、より温かいもてな

しを受けることができます。

スプラーが熟成すると、誰かが歌い始めます。ジョージアの伝統的な多声音楽（ポリフォニー）は、

複数の人が異なる旋律を同時に歌うという独特の形式です。ユネスコ無形文化遺産に登録されたこ

の音楽は、初めて聴くと夢のような神秘的な響きです。歌への参加を勧められたら、よくわからな

くても口ずさみながら雰囲気に合わせるのが良いでしょう。踊りが始まれば、一緒に楽しむ姿を見

せることが最高の応答です。

(4) スプラーを体験する方法

旅行者が伝統的なスプラーを体験する最も良い方法は、ゲストハウスに宿泊することです。家族経

営の小さなゲストハウスでは、夕食の時間に自然にスプラーが展開されることが多いです。カヘティ

地方のワイナリーやスヴァネティの山岳村落では、このような機会が豊富にあります。
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トビリシでは、スプラー体験プログラムを提供するレストランやツアー会社もあります。観光客向

けに企画されたものなので、伝統的なスプラーとは雰囲気が異なりますが、乾杯の文化や料理を味

わうには良い入門となります。

最も忘れられない経験は、偶然訪れるものです。道に尋ねている最中や、ワイナリーを見学してい

る間、あるいは列車の隣に座った人と話しているうちに招待を受けることもあります。ジョージア

の人々のもてなしを信じ、心を開いていれば大丈夫です。

多. 紛争地域への接近に関する注意点と安全手順

ジョージアは全体的に治安が良く、旅行に安全な国です。欧州の複数の調査では、夜間に一人でも

歩ける安全な国の上位に名前を連ねています。トビリシの旧市街を深夜まで歩き回っても、危険を

感じることはほとんどありません。しかし、ジョージアには必ず知っておくべき地政学的な特殊性

があります。国土の約20パーセントがジョージア政府の管理権外にあるという事実です。

(1) 紛争地域の歴史的背景

ソ連が崩壊した1991年、ジョージアは独立を宣言しました。しかし、独立直後から少数民族が居住

する2つの地域で分離主義紛争が発生しました。北西の黒海沿岸のアブハジアと、北側の山岳地帯の

南オセチアです。

1990年代初に勃発した戦争により、数十万人のジョージア人が故郷を追われました。休戦状態のま

ま凍結していた対立は、2008年8月のロシアの介入によって再び爆発しました。7日間にわたる戦

闘の末、ロシアは2つの地域の独立を承認し、軍隊を駐留させました。国際社会の多くはこれを認め

ず、ジョージア政府は両地域をロシアに占領された領土とみなしています。

現在、アブハジアと南オセチアにはロシア軍が駐留しており、ジョージア政府の行政権は及んでい

ません。これらの地域とジョージア本土の間には、事実上の国境線である行政境界線（

Administrative Boundary Line、ABL）が引かれています。

(2) 旅行者が必ず避けるべき地域

アブハジア

アブハジアは黒海沿岸に位置する亜熱帯気候の美しい地域です。ソ連時代には保養地として有名で、

首都スフミは海辺の都市として繁栄しました。しかし、1990年代の戦争により大部分のジョージア

人が追放され、現在はロシアの事実上の支配下にあります。

旅行者がアブハジアに入ることは、さまざまな点で問題があります。ロシア側からアブハジアに入

国すると、ジョージア法上不法入国とみなされ、その後ジョージア本土に入国する際に逮捕された

り、入国を拒否されたりする可能性があります。逆にジョージア側からアブハジアに入ることはロ

シアが許可しておらず、国境で引き返させられたり、拘束されたりする恐れがあります。

南オセチア（サウス・オセチア）
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南オセチアはジョージアの中北部に位置する山岳地帯です。首都ツヒンヴァリを中心に約5万人が居

住しています。2008年の戦争の直接的な引き金となった場所であり、現在もロシア軍が強く支配し

ています。

南オセチアもどちら側からでも入国が禁止されています。ロシア経由で入ればジョージアで処罰さ

れ、ジョージア経由で入ろうとすれば検問所で阻止されます。行政境界線付近には鉄条網と監視哨

が設置されています。

（3）クリッピング・ボーダー：動く国境線

南オセチアの行政境界線は、「 creeping border（ creeping border）」、つまり「動く国境線」と

いう不安な名前で呼ばれています。ロシアと南オセチア側が境界線を少しずつジョージア側へ押し

出しているためです。ある夜、村の真ん中に鉄条網が敷かれたり、農夫が自分の畑だと信じていた

土地が一夜にして占領地になったりする出来事が起こります。

ゴリ近郊のシダ・カルトリ地域には、行政境界線に近い村々があります。この地域を旅行する際は、

特に注意が必要です。地図アプリで境界線の位置を確認し、現地の人の助言に従って移動してくだ

さい。許可なく境界線付近で写真を撮ったり、徘徊したりすると、拘束される可能性があります。

(4) 法的注意事項

ジョージアには「占領地域に関する法律」があります。この法律によれば、ジョージア政府の許可

なくアブハジアまたは南オセチアに入国することは違法です。違反した場合は、罰金（500ラリ以

上）または拘禁刑に処される可能性があります。

旅行者が特に注意すべき具体的な状況は以下の通りです。第一に、ロシアを経由してアブハジアま

たは南オセチアに入国した記録（パスポートのスタンプ、ビザなど）がある場合、その後のジョー

ジアへの入国が拒否される可能性があります。第二に、ジョージア本国から占領地域への不法入国

を試みて、ジョージア警察またはロシア軍に逮捕される可能性があります。第三に、占領地域内で

問題が発生しても、大使館の領事援助を受けることは事実上不可能です。

大韓民国の外交部および多くの国々は、この2地域について「旅行自粛」または「旅行禁止」の勧告

を出しています。

(5) 一般的な安全手引

紛争地域を除けば、ジョージアは非常に安全な旅行先です。ただし、いくつか注意すべき点があり

ます。

交通の安全

ジョージア旅行における最大の危険要素は道路です。運転手たちは交通法規を十分に守っておらず、

追い越しや割り込みが荒々しく行われます。山岳道路は狭く、カーブが多く、ガードレールのない

区間も少なくありません。道路上で牛、馬、豚、羊の群れがのんびりと歩いている光景も珍しくあ

りません。
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レンタカーで旅行される場合は、防御運転が必須です。夜間の運転は避けるのが良いでしょう。運

転に自信がない場合は、マルシュルートカ（ミニバス）やタクシーアプリ、あるいは個人運転手を

雇うのが安全です。

山岳トレッキング

コーカサス山脈の天気は変わりやすいことで有名です。朝は快晴だった空が、昼頃には突然雲に覆

われ、雨や雪が降ったかと思えば、すぐに晴れることもあります。高地では夏でも気温が急激に下

がります。

トレッキングをする際は、保温着、レインウェア、十分な水と軽食を必ず持参してください。日没

前に下山することを原則とし、見知らぬルートでは現地のガイドを同行させるのが良いでしょう。

スヴァネティやカズベキのような奥地では携帯電話の電波が届かない場所が多いため、単独でのト

レッキングは避けるべきです。

野良犬

トビリシをはじめとするジョージアの都市には野良犬が多く見られます。多くは予防接種を受けた

証として耳に黄色いタグをつけており、性格も温和な傾向があります。しかし、犬を恐れる方にとっ

ては、大型犬が群れで歩いている光景が脅威に感じられるかもしれません。犬が吠えたり近づいて

きても刺激せず、静かに通り過ぎるのが良いでしょう。

スリや盗難

重大な犯罪は稀ですが、観光客が集中する旧市街や地下鉄、フリーマーケットなどではスリが発生

する可能性があります。貴重品はホテルの金庫に預け、バッグは前に抱えて歩くのが安全です。

緊急時の対応

ジョージアの緊急電話番号は112です。警察、消防、救急サービスはいずれもこの番号で対応可能

で、英語での通話も可能です。トビリシには外国人旅行者をサポートする観光警察も設置されてい

ます。

2026 年 1 月 1 日より、ジョージアを訪問するすべての観光客は健康・傷害保険への加入が義務付

けられます。入国時に英語での保険加入証明書の提示を求められる可能性があるため、事前に準備

しておくことをお勧めします。

(6) 安全な代替ルート

紛争地域を訪れなくても、ジョージアの美しさを十分に体験できます。カヘティのブドウ畑、カズ

ベギの万年雪、スヴァネティの中世の塔、バトゥミの黒海沿岸など、安全な地域にも見どころが溢

れています。

ただし、いくつかの人気トレッキングコースは行政境界線付近を通過するため、注意が必要です。

カズベギ近郊のトルソ渓谷は南オセチア国境まで延びており、指定された散策路から外れず、国境

警備隊の指示に従う必要があります。
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トビリシのゲストハウス主人が私に語った言葉が忘れられません。「我が国がまだ完全に分断され

ているのは悲しいことです。しかし、旅行者の皆様が安全にジョージアを楽しんで帰ってくださる

ことは、私たちにとっても喜びです。いつかアブハジアの海岸も、ツヒンヴァリの山々も一緒にご

案内できる日が来ることを願っています。」

ロ. 必須のジョージア語会話とアルファベットの読み方

ジョージア語は地球上で最も独特な言語の一つです。他のどの言語とも似ていません。ヨーロッパ

語でもなく、トルコ語でもなく、ペルシャ語やアラビア語とも関連がありません。ジョージア語は

カ尔特ヴェリ語族（カルトヴェリ語族）という小さな語族に属しており、この語族に属する言語は

ジョージアとその周辺地域でのみ使用されています。5,000年前からコーカサス山脈の南で暮らし

てきた人々によって作られ、守り続けられてきた言語です。

（1）33文字のアルファベット、ユネスコが認定した文字

ジョージア語は独自のアルファベットを使用しています。ムヘドゥリ（ムヘドゥリ）と呼ばれるこ

の文字体系は33の文字から成り立っており、ユネスコ無形文化遺産に登録されています。世界で14

しかない独自文字体系の一つです。

ジョージア文字を初めて見ると、まるで細く曲がった麺や踊る人々のように見えます。丸く滑らか

な曲線が多く、ローマ字やキリル文字とは全く異なる印象を与えます。興味深い点は、大文字と小

文字の区別がないことです。文頭の文字でも文中の文字でも、すべて同じ形で書かれます。

ジョージア文字の起源については諸説あります。伝統的な伝承によれば、紀元前3世紀にファルナバ

ズ王が創始したとされています。学者たちは概ね、5世紀頃のキリスト教伝来に伴い、ギリシア文字

の影響を受けて作られたと推測しています。いかなる起源であれ、ジョージアの人々は自らの文字

を民族アイデンティティの核心と捉え、大変な誇りを持っています。

(2) アルファベットの読み方

ジョージア語のアルファベットは、発音と文字がほぼ1対1で対応しています。英語のように同じ文

字が異なる発音をする不規則性が少なく、文字を覚えれば読むこと自体は比較的容易です。問題は

意味がわからないことですが、看板や標識程度であれば読むことができます。

旅行者が知っておくと便利な基本文字をご紹介します。

母音（5文字）

� (a): 「ア」の音。最も頻繁に使用される母音です。

� (e): 「エ」の音。

� (i): 「イ」の音。

� (o): 「オ」の音。

� (u): 「ウ」の音。
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よく見られる子音

� (g): 「グ」の音。ジョージアを意味するサカルトベロ（����������）の最初の文字で

す。

� (d): 「ド」の音。

� (t): 「ト」の音。トビリシ（�������）の最初の文字です。

� (m): 「ム」の音。

� (n): 「ヌ」の音です。

� (r): 「ル」の音です。舌を丸める発音です。

� (s): 「ス」の音です。

� (b): 「ブ」の音です。

� (l): 「ル」の音です。

� (v) は「ヴ」に近い発音です。

� (k) は「ク」の発音です。

ジョージア語の特徴の一つに、子音が連続して並ぶことが多いという点が挙げられます。ムツバネ

（������、緑色）のように、子音が四つ連続する単語もあります。トビリシ（

�������）も「t-b」で始まりますが、日本語話者には発音が難しいです。完璧に発音できな

くても構いません。努力する姿を見るだけで、ジョージアの人々は喜んでくれます。

(3) 旅行者のための必須会話

ジョージアの観光地や大都市では、若年層を中心に英語が通じる傾向があります。年配の方や田舎

ではロシア語の方がよく通じることもあります。しかし、ジョージア語で一言挨拶を交わすだけで

反応は全く異なります。固まっていた表情がいきいきと広がり、まるで長年の友人に接するかのよ

うに温かく迎えてくれます。

基本的な挨拶

ガマルジョバ (Gamarjoba, ���������) - 「こんにちは」

最も基本的で重要な挨拶です。「ガマルジョバ」を文字通り訳せば「勝利を祈ります」という意味

になります。ジョージア人が外部の勢力の侵略に立ち向かってきた歴史が、この挨拶言葉に込めら

れています。朝であれ夜であれ、いつでも使用可能です。初めて会う人に対して、お店に入る際、

レストランで席に着く際に「ガマルジョバ」と言えばよいでしょう。

ナフヴァムディス (Nakhvamdis, ���������) - 「さようなら」
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別れ際にする挨拶です。「またお会いしましょう」という意味が込められています。

マドロバ (Madloba, �������) - 「ありがとうございます」

感謝を表す際に用います。より強調したい場合は「ディディ・マドロバ (Didi Madloba)」と言えば

よいです。「ディディ」は「大きな」という意味ですので、「大変ありがとうございます」となり

ます。

アラ・グマドロブト (Ara gmadlobt, ��� ��������) - 「どういたしまして」

相手が感謝を表した際にお返しする言葉です。

ボディシ (Bodishi, ������) - 「申し訳ありません/失礼します」

謝罪や許しを求めるときに使用します。

ロゴル・ハル？（Rogor khar?、����� ���?）- 「お元気ですか？」

安否を尋ねる際に用いる表現です。親しい間柄でよく使われます。

基本会話

キ（Ki、��）/ アラ（Ara、���）- 「はい / いいえ」

肯定と否定の答えです。「ホ(Ho)」も「はい」の意味で使われます。

サカルトベロ（Sakartvelo、����������）－「ジョージア」

ジョージアの人々が自国を呼ぶ名前です。「ジョージア」は外部から付けられた名称であり、自分

たちでは「サカルトベロ」と呼んでいます。「カルトベリ」は「ジョージアの人」を意味します。

サド アリス ____？（Sad aris ____？、��� ���� ____？）－「____はどこですか？」

道案内をする際に使います。空欄には探している場所を入れてください。

ラ・ギルス・エス？ (Ra ghirs es?, �� ���� ��?) - 「これはいくらですか？」

市場や店舗で価格を尋ねる際に使用します。

メニュ・グトホブト (Menu gtxovt, ����� ������) - 「メニューをお願いします」

レストランで使用します。

アンガリシ・グトホブト (Angarishi gtxovt, �������� ������) - 「お会計をお願い

します」

食事後に精算する際に使用します。

食事に関する表現
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ゲムリエリア! (Gemrielia!, ���������!) - 「美味しいです!」

ご馳走になった際に使用すると良いでしょう。主人への大きな賛辞となります。

ガウマルジョス! (Gaumarjos!, ���������!) - 「乾杯! / 勝利のために!」

これは食卓で杯を交わす際に叫ぶ言葉です。スプラーで最も頻繁に耳にする表現です。

グヴィノ（Gvino、�����）- 「ワイン」

ジョージアにおいて最も重要な言葉の一つです。

スプラー（Supra、�����）- 「宴会・食卓」

タマダ（Tamada、������）- 「乾杯の発起者」

緊急事態

ダフマレバ! (Dakhmareba!, ���������!) - 「助けてください!」

ポリツィア (Politsia, �������) - 「警察」

エキミ (Ekimi, �����) - 「医師」

サポテクァ サド アリス? (Saapoteka sad aris?, �������� ��� ����?) - 「薬局はど

こですか?」

(4) 数字の読み方

基本的な数字も知っておくと便利です。

1: ���� (エルトィ、Erti)

2: ��� (オリ、Ori)

3: ���� (サミ、Sami)

4: ���� (オトヒ、Otkhi)

5: ���� (フティ、Khuti)

10: ��� (アティ、Ati)

100: ��� (アシ、Asi)

ジョージアの通貨単位はラリ（Lari、����）です。1ラリは100テトリ（Tetri、�����）で

す。

(5) 発音の難しさと克服
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ジョージア語の発音で最も難しいのは、連続する子音です。英語や韓国語を話す人にとって馴染み

のない子音の組み合わせが数多くあります。例えば、トビリシ（�������）の最初の音は、

「t」と「b」が母音なしで直接続きます。

完璧な発音を追求するよりも、たとえ不十分でも試してみることが重要です。ジョージアの人々は、

外国人が自国の言語を学ぼうとする姿勢そのものを高く評価します。不器用な発音で「ガマルジョ

バ」と挨拶すれば、間違った部分を親切に訂正しながら、明るく微笑んでくれるでしょう。

トビリシのあるカフェの主人は私にこう言いました。「外国人が英語で話せば、それはただの客で

す。しかし、ジョージア語で挨拶すれば、それは友人になります。たった一つの言葉で心が開かれ

るのです。」

ジョージア語の学習に役立つアプリとしては、デュオリンゴ（Duolingo）があり、Google翻訳もジョ

ージア語に対応しています。旅行前に基本的な表現を練習しておけば、現地での体験ははるかに豊

かになるでしょう。

実戦旅行ノートの情報が、ジョージアという見知らぬ土地において頼もしい道しるべとなりますよ

うに。地図やスケジュールは旅の骨格を整えますが、真の旅行は計画にない瞬間に訪れます。道に

迷い、ふらふらと歩いているうちに巡り会った地元のパン屋で、偶然招かれたスプラーの席で、不

器用なジョージア語で交わした挨拶に返ってきた明るい笑顔の中で、ジョージアの真の姿を発見す

ることになるでしょう。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第7章 8000年文明の十字路

← 前の章

全章を見る

次の章 →

a. コルキスと黄金の羊の毛の神話の地

ジョージアの歴史を語るには、記録された歴史よりもさらに遡り、神話の時代へとさかのぼる必要

があります。黒海東岸に位置する西部ジョージアは、古代ギリシア人によって「コルキス」として

知られていました。ここは単なる地理的名称を超え、古代世界の想像力をかき立てた神秘と富の源

泉でした。ギリシア神話に数ある大冒険の一つ、イアソンとアルゴ船団が黄金の羊の毛を探して旅

した最終目的地がまさにこの地でした。

神話はこうして始まります。テッサリア地方の王子イアソンは、奪われた王位を取り戻すために叔

父から不可能と思われる任務を命じられます。世界の果てにあるというコルキス王国へ行き、黄金

の羊の毛を持ってくるという命令でした。イアソンは当時の最高峰の英雄50名を集め、アルゴ号と

いう名の船に乗って黒海を渡りました。彼らが到着したコルキスは、太陽神ヘリオスの息子である

アイエーテース王が治める強力な王国でした。

アイエーテース王はイアソンに三つの不可能な試練を課します。火を吐く牛で畑を耕し、竜の牙を

植えて現れる戦士たちを退け、眠らざる竜が守る黄金の羊の毛を持ってくるというものでした。そ

の時、王の娘であり魔法に精通したメデア姫がイアソンと恋に落ちます。メデアは魔法の薬草と薬

草をイアソンに与えて試練を突破するのを助け、共にギリシアへ逃亡します。

この神話が興味深いのは、単なる虚構ではないからです。考古学的発見と歴史的研究は、黄金の羊

の毛の伝説が古代ジョージアの実際の慣習を反映していることを示しています。スヴァネティ（

Svaneti）を含むコーカサス山岳地帯の住民たちは、川から砂金を採掘する際に羊の皮袋を使用して

いました。密な羊の毛の間を重い金の粒が濾過される原理です。川の水に長時間浸しておいた羊の

皮袋を上げて日光に干すと、金色に輝く光景が現れました。これが「黄金の羊の毛」という伝説の

起源です。

実際、紀元前3000年から紀元前2000年頃のこの地域では、高度に発達した金属工芸と冶金術が存

在していました。ジョージア西部のバニ（Vani）地域で過去100年以上にわたって行われた発掘調

査は、驚くべき結果を示しています。紀元前4世紀頃の神殿の装飾品、精巧に作られた金のネックレ

スやブレスレット、そして青銅像などが次々と発見されました。これらの遺物は、当時のコルキス

がいかに繁栄した文明であったかを証明しています。

コルキス王国の首都は、現在のジョージア第2の都市であるクタイシ（Kutaisi）と推定されていま

す。クタイシは紀元前2000年頃から人々が住んでいたことが知られており、世界で最も古い居住地

の一つです。都市を横断するリオーニ（Rioni）川は、古代ギリシア人たちが「ファシス（Phasis）」

と呼んだまさにその川です。この川沿いでは黒海と内陸を結ぶ交易が盛んに行われ、ギリシアの商

人たちとの交流も頻繁でした。
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クタイシの市街地中央広場には、2011年に建立された「コルキスの噴水」があります。この噴水は、

バニ遺跡などで発掘された青銅器時代の黄金装飾品を拡大して作られた30余体の彫像で飾られてい

ます。獅子の姿、馬の彫刻、そして杯を高く掲げたタマダ（宴の司会者）などの像が、噴水の上か

ら水柱を噴き上げています。これらの彫像は、当時のジョージア人の金細工技術がいかに精巧で華

やかであったかを一目で示しています。

メデア姫は単なる神話上の人物以上の意味を有しています。彼女は薬草や毒を扱うことに優れた能

力を持っていたと伝えられています。一部の学者は、現代の「医学（メディスン）」という言葉が

メデアの名前に由来すると主張しています。この説が事実かどうかは断定できません。しかし、古

代世界においてコルキス地方が薬草と治癒術で名を馳せていたことは確かです。黒海沿岸のバトゥ

ミにあるヨーロッパ広場には、黄金の羊皮を手にしたメデアの銅像がそびえ立っています。この銅

像は、ジョージアが古代ヨーロッパ文明と深く結びついていることを象徴的に示しています。

コルキスの地理的環境は、古代文明が繁栄するのに理想的でした。黒海東岸からコーカサス山脈の

南西斜面に至るこの地域は、年間降水量が4,000ミリメートルに達する場所もあるほど雨が多く降

ります。亜熱帯の雨林と湿地が形成され、麦やキビの栽培が可能で、牛や馬の牧畜も行われていま

した。豊富な鉄と金の鉱山、蜂蜜や木材の輸出は、この地域を富ませました。

古代ギリシアの歴史家ヘロドトスは、紀元前5世紀にコルキス人について記録を残しました。彼はコ

ルキス人が「黒い肌と巻き毛」を持っていたと描写し、エジプト人との類似性に言及しています。

もちろん、この記録の正確性は現代の学者の間で議論の対象となっています。重要なのは、当時の

ギリシア人にとってコルキスが異国情緒に満ちた神秘の土地として認識されていた点です。

コルキス王国は紀元前6世紀頃、独自の国家形態を備え始めました。青銅器時代後期から都市化が進

み、紀元前8世紀にはウラルトゥ帝国の記録に「クルハ」という名で登場します。その後、アケメネ

ス朝ペルシアの属国となった後、独立を回復する過程を経て、紀元前83年にポントス王ミトリダテ

ス6世に併合され、紀元前65年にはローマのポンペイウスによって征服されました。

ローマ時代、コルキス地域には多くのギリシア植民都市が建設されました。現在のスフミに相当す

るディオスクリアスや、ポティに相当するファシスがその代表です。これらの都市は黒海貿易の拠

点として繁栄しました。コルキスはその後ラジカ王国へと継承され、ビザンツ帝国とササン朝ペル

シアの間で独自の地位を維持しました。

神話にはさらに興味深い物語が一つあります。古代ギリシアとローマの記録は、コーカサス地方を

伝説的な女性戦士集団アマゾンの居住地と結びつけています。古代の地理学者ストラボンや歴史家

プルタルコスの記録によれば、アマゾンはコーカサス山脈の周辺に住んでいたと伝えられています。

17世紀から19世紀にかけてのヨーロッパの旅行者の記録にも、この地域の女性たちが馬を巧みに操

り武器を扱い、戦闘に参加したという目撃談が登場します。これは、険しい山岳地帯で生き延び、

外敵に対抗しなければならなかったジョージア女性の強靭な精神が神話と結びついて伝承されたも

のと解釈できます。

コルキス文明は、ジョージア西部のアイデンティティを形作る根源です。現代のジョージア人は、

自らをこの古代文明の直系の末裔と見なしています。クタイシのコルキスの噴水前で写真を撮る観

光客、バトゥミのメデア像の下で誓いを交わす恋人たち、そしてバニ博物館で黄金の遺物を眺める
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学生たちの瞳には、数千年の歴史に対する誇りが宿っています。この地は、東西を結ぶ文明の十字

路として、古代からその役割を果たし続けてきました。

ナ。世界で最初のキリスト教国家の誕生

ジョージアのアイデンティティを構成する二つの核心要素があります。一つはワインであり、もう

一つはキリスト教です。ジョージアは西暦337年（一部の記録では326年）に、世界で二番目にキ

リスト教を国教とした国です。アルメニアが301年に初めてキリスト教を国教として公認した後、

ジョージアが続きました。これは、ローマ帝国が313年にミラノ勅令でキリスト教を公認する前、

あるいはほぼ同時期に行われた決断でした。

この決断は、単なる宗教的な選択ではありませんでした。当時、ジョージア東部のイベリア王国は、

ゾロアスター教を国教とするササン朝ペルシアの影響下におかれていました。キリスト教の受容は、

ペルシアの文化的・政治的影響力から脱却し、ローマ（ビザンツ）帝国と連帯しようとする高度な

外交的決断でもありました。その後、約1,700年にわたりイスラム勢力に囲まれながらも、ジョー

ジアがキリスト教の信仰と独自の文字、文化を守り抜けたのは、この時下された選択のおかげです。

ジョージアのキリスト教化は、一人の女性の献身から始まりました。聖女ニノ（聖女ニーノ、ギリ

シア語ではニーナ）は、カッパドキア（現在のトルコ中部）出身の女性宣教師です。伝説によれば、

彼女は夢の中で聖母マリアから啓示を受けました。聖母はニノに、葡萄の枝で作られた十字架を授

け、イベリア王国（当時の東部ジョージアの名称）へ赴いて福音を宣べ伝えるよう命じました。ニ

ノは自らの髪を切り、葡萄の枝二本を結び合わせて十字架を作りました。

この「葡萄の十字架」は、一般的な十字架とは形が異なります。両腕の部分がわずかに垂れ下がり、

まるで葡萄の蔓が垂れ下がっているように見えます。この独特な形の十字架は、今日ではグルジア

正教会の象徴となっています。グルジア人の信仰とワイン文化が一つに結晶した象徴物と言えるで

しょう。トビリシのシオニ大聖堂には、聖女ニノの葡萄の十字架の原本が保管されていると伝えら

れています。

ニノがイベリア王国に到着した際、彼女はまず王妃ナナと対面しました。王妃は長年にわたり病に

苦しんでいました。ニノは祈りによって王妃の病を癒やし、これに感銘を受けたナナはキリスト教

に改宗しました。しかし、王のミリアン3世は容易に心を変えることはありませんでした。

転機は予期せず訪れました。ミリアン3世が狩りに出かけた際、突然空が暗くなり視界がきかなくな

りました。王は自分が崇めていた神々に祈りましたが、何も起こりませんでした。切迫した王はニ

ノが崇める神に祈りました。すると光が戻ってきました。この経験の後、ミリアン3世はキリスト教

を受け入れ、まもなく国教と宣言しました。

この話が実際の歴史的事実なのか、それとも後世に付け加えられた伝説なのかを確認するのは困難

です。しかし、4世紀初頭にイベリア王国がキリスト教を国教として採用したことは確かです。ミリ

アン3世はコンスタンティノープルに使節を送り、教会建築のための支援を要請しました。ビザンツ

帝国は聖職者や教会建築の技術者を派遣しました。

キリスト教受容の舞台となったのはムツヘタです。トビリシから北へ約20キロメートル離れたこの

都市は、グルジアの旧首都です。グルジア人たちはムツヘタを「第二のエルサレム」と呼んでいま
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す。都市全体がユネスコの世界文化遺産に指定されています。

ムツヘタの中心には、11世紀に再建されたスヴェティツホヴェリ大聖堂があります。「スヴェティ

ツホヴェリ」とはジョージア語で「命を育む柱」という意味です。この名前には伝説が込められて

います。イエスが十字架刑に処された際に着用された聖衣が、この地に埋葬されているというので

す。

伝説によれば、ムツヘタ出身のユダヤ人エリオスがエルサレムでイエスの処刑を目撃しました。彼

はローマ兵からイエスの衣を購入し、故郷へと持ち帰りました。エリオスの妹シドニアがその衣を

手にした瞬間、聖なる感極に包まれ、その場で息を引き取りました。人々は衣を彼女の手に引き剥

がすことができず、結局シドニアは聖衣と共に埋葬されました。後にその墓の上に巨大な杉が育ち、

その木で柱を造って教会が建てられたと言われています。

スヴェティツホヴェリ大聖堂は、歴代のジョージア王の戴冠式が行われた場所です。王たちの葬儀

もここで執り行われました。ジョージアの人々にとって、この聖堂は単なる宗教建築ではなく、民

族の心臓であり、最も神聖な聖域です。

スヴェティツホヴェリ大聖堂

ムツヘタを見下ろす山の頂上には、6世紀に建築されたヅヴァリ修道院があります。「ヅヴァリ」と

はジョージア語で「十字架」を意味します。ここは聖女ニノが最初に巨大な木製の十字架を建てた

場所に建てられました。当時、その場所には異教の神殿があったと伝えられています。

ズバリ修道院から見下ろす風景は、ジョージアで最も象徴的な光景の一つとされています。クルラ

川（ジョージア語でムツクヴァリ、Mtkvari）とアラグヴィ川が合流する地点が一望できます。二つ

の川は色合いが異なり、合流地点でもしばらく混ざり合うことなく並流しています。19世紀のロシ

アの詩人ミハイル・レールモントフは、この風景を前にして叙事詩『ムツィリ』を執筆しました。

ジョージアにおけるキリスト教の発展において欠かせない人物たちがいます。6世紀にシリアから来

訪した「13人のアッシリアの教父」たちです。彼らはジョージア各地に修道院を建立し、キリスト

教を地方の隅々まで広めました。ダビデ・ガレジャは、その一人である聖ダビデが創建した修道院

複合施設です。アゼルバイジャンとの国境沿いに位置するこの

修道院は、砂漠のように乾いた岩山に穴を掘って造られました。かつては5,000人の修道士が居住

していたと言われています。

西部ジョージアにおけるキリスト教の受容は、東部よりもやや遅れていました。4世紀後半から6世

紀の間に、ラジカ王国（コルキスの後継）がキリスト教を受け入れました。この地域はビザンツ帝

国とより密接な関係を結び、ギリシア正教の強い影響を受けました。

5世紀には、ジョージア正教会が深刻な試練に直面します。サーサーン朝ペルシアがジョージアにゾ

ロアスター教を強要したのです。ワフタン1世ゴルガサリ王はこれに抗して蜂起を起こしました。彼

はトビリシを首都に定め、ジョージア正教会の独立した地位（自治教会）の確立を目指して尽力し

ました。ジョージア正教会はその後数百年にわたりコンスタンティノープル総主教庁と連携してい

ましたが、5世紀頃（あるいはそれ以降）に自治教会としての地位を認められました。
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宗教迫害の歴史は、ジョージア人の信仰をより一層強固なものにしました。7世紀以降のアラブ・イ

スラム勢力の侵略、13世紀のモンゴル支配、15～18世紀のオスマン・トルコとサファヴィー・ペ

ルシアの圧迫の中においても、ジョージア人たちは教会を要塞のように守り抜きました。戦いが起

これば教会は最後の避難所となり、聖遺物や宝物を隠す金庫となりました。

トビリシの旧市街を訪れると、狭い路地の中に複数の宗教施設が共存する姿を目にすることができ

ます。ジョージア正教会の聖堂、アルメニア使徒教会、カトリックの聖堂、ユダヤ教のシナゴーグ、

そしてイスラム教のモスクが、徒歩数分の距離内に集まっています。これは数百年にわたって続く

宗教的寛容の証です。

現在、ジョージア人口の80パーセント以上が正教会の信者です。日曜日になると、教会は家族単位

の信者たちで賑わいます。洗礼、結婚、葬儀など、人生の重要な節目ごとに教会が共にあります。

キリスト教はジョージア人にとって単なる宗教ではありません。それは1,700年にわたり民族を一

つに結びつけてきた、そのものとしてのアイデンティティなのです。

タマル女王の黄金時代とモンゴルの侵略

ジョージア史において最も輝かしい時期を問われれば、ジョージア人たちは一様に答えるでしょう。

11世紀末から13世紀初頭まで続いた「黄金時代」です。この時期、ジョージアはコーカサス地域の

覇権を掌握し、黒海からカスピ海に至る広大な領土を支配しました。文化と芸術が花開き、ジョー

ジア文学史の頂点ともいえる叙事詩が誕生しました。

黄金の時代への扉を開いた人物は、ダヴィド4世（David IV、1073～1125）です。彼は「アグマ

シェネベリ（Aghmashenebeli）」、すなわち「建設王」という別名で呼ばれています。彼が王位

に就いたとき、ジョージアはセルジュク・トルコ人の侵略によって疲弊しきった状態でした。国土

の多くが敵の手にあり、首都のトビリシさえもイスラム勢力の支配下にあったのです。

ダヴィド4世は軍事力を再建し、内政を整備しました。彼はキプチャク・トルコ人の遊牧民をジョー

ジアに移住させ、軍の主力として活用しました。1121年8月12日、ダヴィド4世はトビリシ近郊の

ディドゴリ（Didgori）でセルジュク・トルコ連合軍と激突しました。敵軍の数はジョージア軍の4

倍を超えていました。しかし、ダヴィド4世の戦術的天才性とジョージア兵士の勇猛さによって大勝

を収めました。ジョージアの人々はこの戦いを「奇跡の勝利（Dzlevai Sakvirveli）」と呼んでいま

す。

ディドゴリの戦いの翌年、1122年、ダヴィド4世はついにトビリシを奪還しました。400年ぶりに

ジョージアの首都がジョージア人の手に戻ったのです。彼は征服にとどまらず、建設にも力を注ぎ

ました。クタイシ近郊にゲラティ修道院（Gelati Monastery）を創建し、当時最高の教育機関とし

て、科学と哲学の中心地へと育成しました。ゲラティ修道院は「アテネのアカデミア」に匹敵する

ものだったと伝えられています。

ダヴィド4世の孫娘がタマール女王（Queen Tamar、1160年頃～1213）です。彼女の治世（

1184～1213）において、ジョージアは史上最高の全盛期を迎えました。タマールはジョージア史

上初の女性君主でした。彼女の父ゲオルギ3世（Giorgi III）は、娘を後継者とするために生前に共同

統治者として任命しました。
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女性が王位に就くことに対し、貴族たちの反発がありました。しかしタマールは卓越した知恵と外

交手腕、軍事リーダーシップをもって反対派を制圧しました。ジョージアの人々は彼女を「女王」

ではなく「王（ジョージア語でメペ）」と呼びました。ジョージア語において君主を指す言葉には

本来、性別の区別がありません。しかしこの呼称には、彼女が持つ絶対的な権威と能力への敬意が

込められています。

タマールの最初の結婚は政治的なものでした。キエフ・ルーシ（現在のウクライナ）出身のユーリ・

ボゴリューブスキー公と結婚しましたが、この結婚は不幸でした。ユーリは放蕩な生活を送り、タ

マールは前例のない決断を下しました。夫と離婚したのです。

中世において女性が、しかも君主が夫に対して離婚を宣言することは極めて異例のことでした。2番

目の夫はオセチア出身のダヴィド・ソスランであり、今回は幸せな結婚生活を送りました。

タマール女王の治世下、ジョージアの領土は最大に拡大しました。現在のトルコ東部、アルメニア、

アゼルバイジャンの一部、そしてイラン北部までジョージアの影響力が及びました。1204年にはコ

ンスタンティノープルを占領した第四次十字軍の混乱に乗じて、トラペズント帝国の建国を支援し

ました。トラペズントの王朝はタマールの親族であり、この帝国はジョージアの属国として機能し

ました。

軍事上の勝利も続きました。1202年のバシアニの戦いでセルジュク・トルコ・スルタン国に決定的

な勝利を収め、1210年にはアルダビルまで進撃しました。ジョージア軍はタブリーズを脅かすほど

でした。この時期、ジョージアは名実ともにコーカサスの覇権国でした。

タマール女王の時代は、軍事拡大だけでなく文化の全盛期でもありました。この時代を代表する文

学作品は、ショタ・ルスタヴェリ（Shota Rustaveli）の叙事詩『豹の皮をまとった騎士（

Vepkhistkaosani）』です。この作品は人類愛、友情、愛を賛美し、ジョージア文学史の頂点とし

て評価されています。作品の献呈先はタマール女王でした。

ルスタヴェリはこの作品において、理想の君主の姿を描きました。作品の有名な一節を一つご紹介

します。

「獅子の子は獅子なり、雌であれ雄であれ。」

この一節はタマール女王を暗示するものとして解釈されています。性別に関わらず、真の指導者は

その能力によって判断されるべきだというメッセージです。

建築においても驚くべき業績が成し遂げられました。南部国境を防衛するために崖を削って造られ

た巨大な洞窟都市バルジア（Vardzia）が、この時期に完成しました。バルジアは単なる要塞ではあ

りませんでした。洞窟を結ぶトンネルと階段、教会と礼拝堂、倉庫と灌漑施設を備えた複合都市で

した。最大5万人を収容できたと伝えられています。バルジアの聖母昇天教会には、タマール女王の

生前の姿を捉えたフレスコ画が今も残っています。彼女の実際の容姿をうかがい知ることのできる

数少ない史料の一つです。

1213 年、タマル女王が崩御されました。その墓所の所在は今日に至るまで謎のままです。外敵の

侵入から墓を守するため、密かに埋葬されたと伝えられています。ゲラティ修道院が有力な候補地
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として挙げられていますが、確認された事実はありません。

タマルの崩御後、ジョージアは息子ゲオルギ4世（ジョルギ4世・ラシャ）が継承しました。しかし、

輝かしい黄金時代の終焉はすでに予兆されていました。東方から、人類史上最も破壊的な征服者が

迫り来ていたのです。

1220 年代、チンギス・カン率いるモンゴル軍がコーカサスに到達しました。1221 年、モンゴル

軍の先鋒隊がジョージアを初めて攻撃した際、ゲオルギ4世は戦場で負傷し、翌年死去されました。

王位はタマルの娘ルスダンの手に渡りました。

1226 年、ホラズム朝のスルタン・ジャラールッディーンはモンゴルを逃れて西へ逃亡する途中、

トビリシを攻撃しました。彼は都市を占領し、住民に残酷な試練を強要しました。クルラ川の大橋

の上に聖画を置き、ジョージア人たちにそれを踏んで渡るよう命じ、従わなければ命を助けると脅

したのです。キリスト教の信仰を捨てるよう求めるものでした。伝説によれば、10 万人のジョージ

ア人が信仰を捨てる代わりに死を選んだといいます。川の水が赤く染まったと伝えられています。

この出来事は「10 万人の殉教者の橋」という悲劇的な名で記憶されています。史実かどうかは確認

が難しいものの、この物語はジョージア人たちの信仰心と抵抗精神を象徴しています。

1236 年、モンゴルによる本格的な侵攻が始まりました。1243 年、ルスダン女王はモンゴルに降

伏し、貢ぎ物を捧げる条件で王位を維持しました。ジョージアはモンゴル帝国の属国となりました。

人口は急激に減少し、都市や修道院は破壊されました。経済は崩壊しました。

14世紀には一時的に回復の兆しが見られました。ゲオルギ5世（「光輝王」という別名）が在位し

た1314年から1346年の間に、ジョージアはモンゴルの弱体化に乗じて独立を回復し、領土を再統

合しました。しかし、この回復も長くは続きませんでした。

1386年から1403年の間、中央アジアの征服者ティムール（タメリーン）がジョージアを8回も侵

略しました。ティムールの侵略はモンゴルよりもさらに破壊的でした。都市は焼失し、住民は虐殺

され、文化財は略奪されました。バグリアの洞窟都市もこの時期に大きな被害を受けました。地震

と侵略という二重の苦難により、洞窟の大部分が崩壊しました。

ティムールの侵略後、ジョージアは再び統一王国として回復することはありませんでした。15世紀

後半には、ジョージアは複数の小王国や公国に分裂しました。東部のカルトリとカヘティ、西部の

イメレティ、そして山岳地域のスバネティ、サメグレロなどがそれぞれ独自の政治単位として存続

しました。

分裂したジョージアは、オスマン・トルコとサファヴィー・ペルシアという二大イスラム帝国の間

で板挟みになりました。両帝国はジョージアをめぐって絶えず争い、ジョージア人はその過程で甚

大な被害を受けました。人口流出、奴隷貿易、強制改宗などが数百年にわたって続きました。

しかし、ジョージア人は消滅しませんでした。山奥に「コシュキ」と呼ばれる防御塔を築き、教会

を守りながら信仰と言語を保存しました。スバネティのような孤立した山岳村落は、中世の文化を

ほぼ原形のまま残したタイムカプセルとなりました。
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タマール女王の時代は、ジョージアの人々にとって忘れがたい栄光の記憶です。あの時代は二度と

戻りませんが、その記憶は数百年にわたる苦難の中でも民族を一つに結ぶ精神的支柱として機能し

ました。今日でもジョージアの街や広場、学校や企業にはタマールの名前が刻まれています。ジョー

ジアの通貨にも彼女の肖像が描かれています。黄金時代の女王は、なおもジョージアの人々の心の

中に生き続けています。

ロ。ロシア帝国とソ連の影

数百年にわたりオスマン・トルコとサファヴィー・ペルシア（イラン）の脅威に囲まれ孤立してい

たジョージアは、生存のために北の巨大なキリスト教国家であるロシアに手を差し伸べました。同

じ正教会の信仰を共有するロシアが、イスラム勢力からジョージアを守ってくれるという期待でし

た。しかし、この選択はジョージアの運命を再び別の悲劇と混乱へと追いやるきっかけとなりまし

た。

18世紀後半、ジョージアは極めて疲弊した状態にありました。オスマン帝国とペルシアによる絶え

間ない侵略、内部の分裂、人口減少により、国は存亡の瀬戸際に立たされていました。東ジョージ

アのカルトリ＝カヘティ王国を治めていたエレクレ2世は、ロシアとの同盟によって活路を見出そう

としました。

1783年、エレクレ2世はロシアのエカチェリーナ大帝とゲオルギエフスク条約を締結しました。こ

の条約により、ジョージアはロシアの保護を受ける代わりに外交権をロシアに委譲しました。ジョー

ジアは内政の自治権を維持しつつ、対外関係はロシアを通じて行うこととなりました。エレクレ2世

は、この条約がジョージアの独立と安全保障を同時に保証してくれると信じていました。

しかし、現実は異なっていました。1795年、ペルシアのアガ・モハマド・ハーンが大軍を率いてジョ

ージアに侵攻しました。彼はトビリシを占領し、都市を徹底的に破壊しました。数万の住民が虐殺

され、あるいは奴隷として連れ去られました。都市は灰燼に帰しました。条約によりロシアの軍事

支援が約束されていましたが、ロシア軍は現れませんでした。

エレクレ2世は破壊された首都を前に絶望しました。彼は1798年に死去し、後を継いだゲオルギ12

世はロシアにさらに依存せざるを得なくなりました。ゲオルギ12世はジョージアをロシア帝国の一

部に編入させる代わりに、王家の地位を保証されようとしていました。しかし、1800年に彼が死去

すると、ロシア皇帝パウル1世（その後アレクサンドル1世）は王家との協議なしに一方的に併合を

宣言しました。

1801年（一部の記録では1802年）、ロシア帝国はカルトリ＝カヘティ王国を併合しました。ジョー

ジアの王家は断絶しました。バグラティオニ王家の王族たちはロシアへ追放され、あるいは監視下

に置かれました。1810年には西部ジョージアのイメレティ王国も併合され、その後、グルリア、サ

メグレロ、スヴァネティなどが順次ロシア帝国に吸収されました。

ロシアの支配はジョージアのアイデンティティを抑圧しました。1811年、ロシア帝国はジョージア

正教会の独立した地位（自治教会）を剥奪し、ロシア正教会に隷属させました。ジョージア語に代

わり、ロシア語が公用語として強要されました。ジョージアの貴族たちはロシア化政策
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に抵抗しましたが、武力によって鎮圧されました。1832年には大規模な反乱の陰謀が発覚し、関係

者は処刑されたり、シベリアへ流刑されたりしました。

ロシア帝国は、ジョージアを南へ拡大するための前哨基地として利用しました。コーカサス戦争（

1817～1864年）を通じてチェチェンやダゲスタンなどの北コーカサス地方を征服し、アルメニア

やアゼルバイジャン地域もペルシアとオスマン・トルコから奪取しました。この過程で、トビリシ

とロシアのヴラディカフカスを結ぶジョージア軍事道路（Georgian Military Highway）が建設され

ました。軍隊や物資を移動させるための戦略的な道路でした。今日、この道は皮肉にもジョージア

で最も美しい観光ルートとなっています。

ロシア帝国の支配に否定的な側面だけがあったわけではありません。ヨーロッパ文化が流入し、近

代化を促す契機ともなったのです。ロシア皇帝の代理人（副総督）が滞在していたトビリシは、ヨー

ロッパ風の建築や文化が導入されることで、「東方のパリ」のような姿を備えるようになりました。

鉄道が敷かれ、学校や劇場が建設されました。

19世紀後半には、ジョージアの民族主義運動が萌芽しました。イリア・チャヴチャバゼ（イリア・

チャヴチャバゼ、1837～1907年）は、この時代を代表する知識人です。彼は詩人であり、ジャー

ナリスト、政治活動家としてジョージア語と文化の復興を主導しました。彼には有名なスローガン

があります。

「エナ（言語）、マムリ（祖国）、スルトスムネバ（信仰）」

言語、祖国、信仰。これら三つがジョージアのアイデンティティの核心であるという宣言でした。

チャヴチャバゼはジョージア語文学の発展、農民教育、民族意識の高揚に献身しました。彼は1907

年に暗殺されました。背後については諸説ありますが、彼の民族主義活動が誰かに脅威と見なされ

たことは確かです。ジョージア正教会は2012年、彼を聖人として列聖しました。

1917年のロシア革命はジョージアに新たな機会をもたらしました。1918年5月26日、ジョージア

は独立を宣言し、ジョージア民主共和国を樹立しました。これはヨーロッパにおける社会民主主義

政府の一つでした。ノエ・ジョルダニア率いる政府は女性の参政権を保障し、言論の自由を確立し、

土地改革を推進しました。独立したジョージアは英国、フランス、ドイツなどのヨーロッパ諸国か

ら承認を得ました。

しかし、この独立は長く続きませんでした。1921年2月、赤軍がジョージアに侵攻しました。ソビ

エト・ロシアはジョージア国内のボリシェヴィキ蜂起を支援するという名目を掲げましたが、実際

には正規軍による侵略でした。ジョージア軍は勇敢に抵抗しましたが、力及ばずでした。3月、ジョー

ジア政府は首都を放棄してバトゥミへ退却し、その後海外へ亡命しました。

ジョージアはソビエト連邦の一員となりました。当初はアルメニア、アゼルバイジャンと共にザカ

フカス・ソビエト連邦社会主義共和国に所属していましたが、1936年からはジョージア・ソビエト

社会主義共和国として独自の連邦構成共和国となりました。

皮肉なことに、ソ連の最高指導者ヨシフ・スターリン（本名イオセフ・ジュガシヴィリ）はジョー

ジアのゴリ出身でした。スターリンはジョージア語を母語として使用し、ジョージア正教会神学校

で教育を受けました。しかし、彼はジョージア民族主義に対して敵対的でした。彼の統治下、ジョー
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ジアの知識人や民族主義者は大粛清の対象となりました。1930年代には多くの作家、芸術家、政治

家、聖職者が処刑されたり、シベリアの強制労働収容所（グラーグ）へ送られたりしました。

ソビエト時代、ジョージアは急激な工業化を経験しました。鉄道や工場が建設され、識字率は向上

しました。バトゥミは石油輸出の拠点となりました。しかし、これらの発展は言語や文化への弾圧、

宗教迫害、政治的抑圧と伴って進みました。

第二次世界大戦中、ジョージア人の犠牲は甚大でした。人口の約20パーセントに当たる70万人が出

征し、そのうち30万人以上が戦死しました。ジョージア出身の将軍たちがソ連軍の主要な戦闘を指

揮しました。

スターリンの死後（1953年）、ジョージアでは複雑な感情が表出しました。1956年、フルシチョ

フがスターリン批判運動を開始すると、トビリシで大規模なデモが発生しました。デモ隊の一部は

スターリンを擁護し、一部は民族主義的な要求を掲げました。ソ連軍が発砲し、数十名が死亡しま

した。

1970年代にも民族デモが続きました。1978年、ソ連政府がジョージア語の公用語地位を剥奪しよ

うとした際、数千人が街頭に立ち抗議しました。結局、ソ連政府は譲歩しました。この勝利はジョー

ジア人にとって民族の誇りの源泉となりました。

ゴリには今日もスターリン博物館が残っています。彼が生まれた小さな小屋、専用列車、そして生

涯を展示する博物館があります。来場者たちの間では複雑な感情が交錯します。ジョージア人にとっ

てスターリンは「小さな国ジョージアから生まれた世界的指導者」という誇りと「数百万人を殺し

た独裁者」という羞恥心の間にある存在です。この二重感情は世代や政治的立場によって異なりま

す。

1980年代後半、ミハイル・ゴルバチョフの改革政策（ペレストロイカ、グラスノスチ）とともにソ

連の解体が現実味を帯びる中、ジョージア国内では民族主義運動が激しく高まりました。1989年4

月9日、トビリシのルスタヴェリ大通りでは独立を要求する平和的なデモが行われましたが、ソ連軍

は武力でこれを弾圧しました。デモ隊はシャベルで殴打され、催涙ガスが散布されました。21人が

死亡し、そのほとんどが若い女性たちでした。この悲劇は「4月9日の悲劇」と呼ばれ、ジョージア

の独立運動における決定的な触媒となりました。

1991年4月9日、ジョージアは独立を宣言しました。ソ連崩壊前に独立を宣言した最初の共和国の

一つです。初代大統領は民族主義運動家ズヴィアド・ガムサフルディア（ズヴィアド・ガムサフル

ディア）でした。

しかし、独立後の道は平坦ではありませんでした。ガムサフルディア政権は民主的な手続きを無視

し、権威主義的な傾向を示しました。1991年から1992年にかけて内戦が発生し、彼は追放され、

エドゥアルド・シェワルナゼ（エドゥアルド・シェワルナゼ、元ソ連外相）が権力を掌握しました。

経済は崩壊し、犯罪と腐敗が蔓延しました。

アブハジアと南オセチア地域では分離主義戦争が発生しました。ロシアはこの紛争に介入し、分離

主義勢力を支援しました。1992年から1993年のアブハジア戦争の結果、約25万人のジョージア人

が故郷を失い、国内避難民となりました。
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2003年のバラ革命によりシェワルナゼ政権が崩壊し、ミハイル・サカシュヴィリが大統領に就任し

ました。彼は急進的な改革を推進して腐敗を根絶し、経済を成長させました。しかし2008年8月、

南オセチアを巡ってロシアとの戦争が勃発しました。5日間の戦闘でジョージア軍は敗北し、ロシア

はアブハジアと南オセチアを独立国として承認しました。現在もロシア軍が駐留しているため、ジョ

ージア領土の約20パーセントが実質的に占領状態にあります。

南オセチア周辺では、今日も国境の鉄条網がじわじわとジョージアの土地へ侵食する「 creeping

border（ creeping border）」現象が続いています。ある朝、目を覚ますと自分のブドウ畑が占領

地域の中に入っていたという農夫たちの話がニュースで報じられました。

ジョージアは欧州連合（EU）とNATOへの加盟を目標に、西洋社会との統合を推進してきました。

2024年にEU候補国としての地位を獲得しましたが、現政権の方針を巡って国内外で議論が続いて

います。ジョージア各地に掲げられたEUの旗とウクライナの国旗は、ロシアの影から脱却し、完全

な自由と欧州の一員となるというジョージア人たちの熱い願いを象徴しています。

ジョージアの歴史は、大国の間で絶え間なく生存をかけた闘いを続けてきた記録です。ペルシャ、

オスマン、モンゴル、ティムール、ロシア帝国、ソビエト連邦。数多くの征服者がこの土地を踏み

にじりましたが、ジョージア人は言語と信仰、文化を守り抜きました。小さくとも決して折れない

民族の叙事詩が、今日もなお続いています。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第8章 言語と文字、魂の底力

← 前の章

全章を見る

次の章 →

ア. ユネスコが認めた独自文字、33文字のアルファベット

ジョージアを初めて訪れる旅行者は、空港に降り立つ瞬間から見知らぬ文字と向き合うことになり

ます。看板に書かれた文字はアラビア文字でもキリル文字でもありません。まるでぶどうのつるが

絡み合い、踊り出すような曲線です。ある文字はコーカサス山脈の峰に似ており、ある文字は流れ

る川のように滑らかです。これがジョージアのアルファベット、地球上で最も独特で美しい文字体

系の一つです。

世界には数千の言語が存在しますが、固有の文字体系を持つ言語はわずか14種類ほどです。ラテン

文字、キリル文字、アラビア文字、ハングル、ヘブライ文字、ギリシア文字などがそのリストに挙

げられています。ジョージア文字はまさにこの希少な文字の一族の一員です。さらに驚くべき事実

があります。ジョージア語は、どの主要な言語系統ともつながりを持っていません。インドヨーロッ

パ語族にも属さず、トルコ語族やセム語族とも無関係です。言語学者たちはジョージア語をカルト

ヴェリ語族（カールトヴェリ語族）または南コーカサス語族と呼びますが、この語族に属する言語

はジョージア語とその親戚であるメグレル語、スヴァン語、ラズ語の4つだけです。つまりジョージ

ア語は、広大な言語の海の上に孤立して浮かぶ島のようなものです。

現代のジョージアアルファベットは33文字で構成されています。各文字は一つの音に正確に対応し

ています。書かれたまま読み、聞こえたまま書けばよいのです。英語のように綴りと発音がバラバ

ラになる厄介なことはありません。大文字と小文字の区別がない点も独特です。文法で性（ジェン

ダー）を区別しないため、「彼」と「彼女」を別々に言う必要もありません。誰かを指すときは、

中立的な単語一つで十分です。

ただし、外国人にとってジョージア語の発音は大きな挑戦です。子音が三つ、四つ、あるいは五つ

が連続して現れる単語が数多くあります。「水」を意味するツカリリ（�����、Tskali）でさえ、

ts-k-a-l-iと子音が最初から連続しています。「彼らが私たちの皮を剥いだ」という意味の動詞ガヴ

ルツクヴニス（����������、Gvprtskvnis）は、発音するには舌が絡まりそうになるほど

です。ジョージア人はこうした複雑な子音群を何とも思わずに発音し、外国人が苦労する様子を見

て、そっと誇らしさを感じていることもあります。

ジョージア文字の歴史は、キリスト教の伝来と軌を一にしています。4世紀にキリスト教が国教とし

て公認されて以来、聖書をジョージア語に翻訳する必要が生じ、その過程で文字体系が精巧に発展

しました。ジョージア文字は歴史的に三つの形態を経て進化してきました。この三つの形態がすべ

て今日まで生き続けている点は、世界文字史において類を見ない現象です。

一つ目はアソムタヴルリ（Asomtavruli）です。5世紀頃から使用された最も古い形態で、丸みを帯

びた幾何学的な形状が特徴です。主に石碑や教会の壁面、聖書の写本のタイトルに
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使用されました。トビリシ周辺の古代教会や修道院を訪れると、石に刻まれたアソムタヴルリの文

字を見ることができます。1,500年の歳月が過ぎたにもかかわらず、依然として鮮明です。

二つ目はヌスフリ（Nuskhuri）です。9世紀頃から現れたこの文字は、より角ばり、連結された筆

記体の形態を呈しています。僧侶たちが羊皮紙に素早く写すために開発されたもので、主に宗教文

献に用いられました。アソムタヴルリとヌスフリは併用され、前者が大文字の役割を、後者が本文

の役割を担うこともありました。この組み合わせはフツリ（Khutsuri）、すなわち「聖職者の文字」

と呼ばれます。

三つ目が、現代のジョージア人が日常で使用するムヘドルリ（Mkhedruli）です。「騎士の文字」と

いう意味を持つこの書体は、11世紀頃から世俗の領域で広く使われるようになりました。王室の勅

令、商業文書、私的な手紙などに用いられ、次第にあらゆる分野へと広がっていきました。ムヘド

ルリは流れるような曲線が特徴で、現代ジョージアの看板、書籍、新聞、インターネットのあらゆ

る場所でこの文字を目にすることができます。

三つの文字は外見は全く異なりますが、すべて同じアルファベットの順序と文字名を共有していま

す。左から右へ書くという点も同じです。まるで一つの家族の三兄弟がそれぞれ異なる服を着てい

ても同じ血を分けているように、この三つの文字はジョージア語という一つの魂を担う異なる器な

のです。

2016年、ユネスコ（UNESCO）は「ジョージア文字の三つの生きた文化（Living culture of three

writing systems of the Georgian alphabet）」を人類無形文化遺産に登録しました。単一の言語内

で三つの文字体系が数世紀にわたり消滅することなく、それぞれ固有の機能を維持しながら共存し

てきた事例は、世界で唯一であるとの評価でした。アソムタヴルリは依然として記念碑的な用途で、

ヌスフリは宗教儀式で、ムヘドルリは日常においてそれぞれの役割を担い続けています。過去が現

在と断絶することなく、層を成して積み重なり、今も息づいているのです。

このような連続性のおかげで、驚くべきことが可能になります。現代のジョージアの子どもたちは、

11世紀に書かれた古文書を大きな困難なく読むことができます。千年前の文字がまるで昨日書かれ

たかのように理解できるのです。韓国語話者が訓民正音解例本原文を読むことが難しいことと比較

すれば、ジョージア文字の驚くべき安定性を肌で感じることができます。

ジョージアの人々にとって、言語は命を賭けて守るべき対象でした。19世紀の帝政ロシアの支配下、

そして20世紀のソ連時代には、ロシア語の使用が強制されました。学校でのジョージア語教育は制

限され、公文書はロシア語で記述しなければなりませんでした。言語が抑圧されることは、魂が窒

息するのと同じでした。

1978年4月、決定的な瞬間が訪れました。ソ連当局がジョージア憲法からジョージア語を国語と明

記した条項を削除しようとしたのです。この知らせが伝わると、トビリシの街には数千人の大学生

と市民が溢れ出しました。彼らは「私たちの言語を守れ！」と叫びました。デモ隊は次第に拡大し、

緊張は高まりました。結局、ソ連当局は引き下がりました。ジョージア語の国語としての地位は維

持されました。鉄のカーテンの時代、ソ連の決定を覆した市民の抵抗は極めて稀な出来事でした。

この日を記念して、毎年4月14日は「ジョージア母語の日」として全国で祝祭が行われています。
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トビリシ市内には「デダ・エナ（���� ��a、Deda Ena）」公園があります。「母の言葉」と

いう意味です。ここには、空に向かって両手を伸ばしたような形をした言語記念碑が立っています。

1978年のその勝利の記憶を永遠に刻むためです。

黒海沿岸の都市バトゥミには、さらに印象的な建築物があります。高さ130メートルの「アルファ

ベット・タワー」です。DNAの二重らせん構造を象ったこの塔の表面には、33文字のジョージア文

字の巨大な文字が刻まれています。夜になると照明が点灯し、バトゥミのスカイラインを飾ります。

この塔が伝えるメッセージは明確です。ジョージア文字はジョージア人のDNAそのものであること。

それは単なるコミュニケーションの道具ではなく、数千年にわたり強大国の侵略の中にあっても、

ジョージア人が自らのアイデンティティを守り抜いた「魂の砦」なのです。

ナ。ショタ・ルスタヴェリと『虎の皮をまとった勇士』

ジョージアのどこへ行っても、ある一人の男性の名前に出会います。トビリシの主要道路は彼の名

前にちなんで名付けられ、地下鉄駅や劇場、さらには紙幣にも彼の肖像が刻まれています。ショタ・

ルスタヴェリ（���� ���������, Shota Rustaveli）。12世紀のジョージアの黄金時代

を生きたこの詩人は、単なる文人ではありません。彼はジョージアの精神の柱であり、800年が過

ぎた今日に至るまで、ジョージア人の胸に生き続ける魂なのです。

ルスタヴェリが活躍した12世紀後半は、ジョージア史上最も輝かしい時期でした。偉大な女性君主

タマール女王（在位1184～1213年）が統治していた時代です。ジョージア王国はコーカサス全域

に領土を拡大し、トビリシは文化と芸術の中心地として繁栄しました。この黄金時代の頂点におい

て、ルスタヴェリは生涯の大作『豹の皮をまとった勇士（��������������,

Vepkhistqaosani）』を完成させ、タマール女王に献呈しました。

この叙事詩は、約1,600の4行連句（クワトレイン）からなる壮大な作品です。表面的な物語は次の

通りです。アラビア王国の姫ティナティン（Tinatin）は、勇猛な騎士アブタンディル（Avtandil）

を愛しています。ある日、王国に正体不明の騎士が現れます。豹の皮をまとい、涙を流して彷徨う

この神秘の人物こそがタリエル（Tariel）です。彼はインド王国の王族であり、愛する女ネスタン＝

ダレジャン（Nestan-Darejan）が悪党に拉致され、どこかに監禁されています。ティナティンはア

ブタンディルにタリエルを助けるよう命じます。アブタンディルは長年の冒険の末タリエルを見つ

け出し、二人の騎士は固い友情を結びます。そこに第三の騎士プリドン（Pridon）が加わります。

三人の友人は力を合わせて悪の砦を攻撃し、ネスタン＝ダレジャンを救出します。すべてが幸せに

終わる結末です。

このあらすじだけを見れば、中世の騎士道ロマンと何ら変わらないように思えます。しかし、『虎

皮を纏った勇士』が800年にわたりジョージア人の魂を捉え続けてきたのは、物語に込められた深

い哲学によるものです。

ルスタヴェリは友情の神聖さを歌いました。アブタンディルは愛するティナティンの元を離れ、未

知の危険へと飛び出します。ただ、苦しむタリエルを助けるためです。真の友情とは、自己犠牲を

恐れないこと。三人の騎士が示す献身と忠義は、現代のジョージア人にとって最も尊ばれる価値で

す。
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女性への敬愛も作品の核心です。12世紀という時代を思えば驚くべきことです。作品の中の女性た

ちは受動的な存在ではありません。ティナティンはアブタンディルに使命を与える主体であり、ネ

スタン＝ダレザンは監禁の中にあっても決して屈しない強靭な人物です。ルスタヴェリはこう記し

ました。

「獅子の子は雄も雌も獅子なり、その価値に違いはない」と。

この一節には男女平等の思想が込められています。また、女性君主タマール女王の時代における進

歩的な社会像を反映したものです。

「悪に対する善の勝利」という主題もまた貫かれています。三人の騎士が最終的に悪の砦を打ち破

る場面は、単なる武力による勝利ではありません。それは勇気、友情、愛という人間の高貴な価値

が闇を打ち負かすという宣言です。ジョージアの人々は、数世紀にわたる外敵の侵略の中で、この

メッセージに希望を見出しました。

タリエルが身にまとったヒョウの皮（豹の革）自体が象徴的です。ヒョウは野性的な本能と激しい

情熱を表しています。タリエルは愛を失い、狂いそうになる苦痛の中でヒョウの皮をまとい、荒野

をさまよいます。しかし彼はついに理性を取り戻し、高貴な目標へと歩みを進めます。人間の内面

にある野獣のような衝動を制御し、昇華させること、それが真の騎士道精神であるというメッセー

ジです。

ジョージアの家には長い伝統がありました。娘が嫁ぐ際、『ヒョウの皮をまとった勇士』という書

を嫁入り道具として持っていくのです。この書は聖書に次ぐほど貴重な精神的指針とされてきまし

た。家族が集まれば、年長者たちがこの叙事詩の一節を暗唱するものでした。「タリエルのように

友情を裏切るな」「アブタンディルのように愛する者のために献身せよ」。ルスタヴェリの詩句は

ジョージア人の道徳的な羅針盤となりました。

この作品の文学的価値は国際的にも認められています。50以上の言語に翻訳されています。イギリ

スの東洋学者マージョリー・ワードロップ（Marjory Wardrop）は1912年に最初の英語完全訳を刊

行し、この作品を西洋に本格的に紹介しました。ハンガリーの著名な画家ミハーイ・ジチ（Mihály

Zichy）は作品に感銘を受け、一連の挿絵を描き、これらの挿絵は今日、ジョージア各地で見ること

ができます。

ルスタヴェリの生涯についてはあまり知られていません。彼を取り巻く伝説がその空白を埋めてい

ます。最も広く知られる物語は、彼がタマール女王を密かに愛していたというものです。口に出す

ことのできない愛。そのため、彼は生涯結婚することなく、詩を通じてのみその心を表現したと言

われています。女王が世を去った後、心を砕いたルスタヴェリはエルサレムへの巡礼に出かけ、そ

こで十字架修道院（Monastery of the Cross）で余生を過ごしたと伝えられています。この修道院

の柱には、ルスタヴェリと推測される人物のフレスコ画が残されており、伝説に信憑性を加えてい

ます。

トビリシの中心部を貫くルスタヴェリ大通り（Rustaveli Avenue）は、約1.5キロメートルにわた

り国会議事堂、オペラハウス、国立博物館、劇場が並んでいます。ジョージアの政治と文化がこの

通りに集約されています。大通りの起点にはルスタヴェリの銅像が立ち、往来の人々を見下ろして
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います。地下鉄ルスタヴェリ駅の入口にも、彼の胸像があります。空港の名前も、トビリシ国際空

港の別称が「ショタ・ルスタヴェリ空港」です。彼は800年が経過した今も、ジョージアの日常に

深く浸透し、共に生き続けています。

三、イリア・チャヴチャヴァゼ、「祖国・言語・信仰」の精神

ショタ・ルスタヴェリが中世ジョージアの精神的支柱であるならば、近代ジョージアの国父として

崇められる人物がいます。イリア・チャヴチャヴァゼ（���� ���������、Ilia

Chavchavadze、1837～1907）。19世紀、ロシア帝国の支配下でジョージアの言語とアイデンティ

ティが抹殺される危機に瀕した際、彼はペンを取り、民族の魂を呼び覚ましたのです。

1837 年、チャヴチャバデはカヘティ地方の貴族の家系に生まれました。ロシア帝国がジョージア

を併合してから 36 年が経過した時期でした。表面上は平和に見えたものの、ロシア化政策が徐々

にジョージア社会を侵食し始めていました。学校ではロシア語の使用が強制され、公務員になるに

はロシア語が必須でした。若いジョージアの貴族の間では、ロシア語を話しロシア文化に従うこと

が「教養ある」行動と見なされる風潮さえ広がっていました。

チャヴチャバデはサンクトペテルブルク大学で留学し、ロシアの文化と思想を体験しました。そこ

で彼は皮肉にも、自らのルーツであるジョージアの言語と文化への自覚を得ました。彼は同じ考え

を持つ若者たちとともに「テルグダレウレビ（テレク川の水を飲んだ者たち）」というグループを

結成しました。これはロシアで学んだジョージアの知識人を指す言葉でした。彼らはロシア文化に

目覚めつつも、同時にジョージア人としてのアイデンティティをより深く認識した世代でした。

ジョージアに戻ったチャヴチャバデは、文学、言論、教育、金融など多岐にわたる分野で民族啓蒙

運動を展開しました。彼が残した最も偉大な遺産は、三つの言葉に要約されます。

マムリ（祖国）エナ（言語）サツムノエバ（信仰）

これら三つは、ジョージア人がジョージア人として存在するために決して放棄してはならない核心

的価値でした。

祖国（マヴリ）は単なる土地の塊を意味するものではありませんでした。それは数千年の歴史が刻

まれた基盤であり、祖先の血と汗が染み込んだ空間でした。ロシア帝国の一部ではなく、独立した

歴史と文化を持つ主体としてのジョージアを守るという宣言でした。

言語（エナ）はチャヴチャバゼにとって魂の問題でした。彼は「一つの民族が言語を失えば、その

民族は死んだものである」と述べました。ロシア語が支配する世界においてジョージア語を守るこ

となど、単なる文化の保存ではありませんでした。それは存在そのもののための闘争でした。チャ

ヴチャバゼは1877年に新聞『イベリア』を創刊し、ジョージア語で記事を執筆しました。また、ジョ

ージア人の識字率向上協会を設立して全国に学校を建て

、ジョージア語の教科書を普及させました。19世紀末までにこの協会が設立した学校は50校を超え、

数千名の児童がジョージア語で読み書きすることを学びました。

信仰（サルトスムノエバ）はジョージア正教会への忠誠を意味しました。キリスト教は4世紀以来、

ジョージア人を精神的に結びつける中心点でした。アラブ、モンゴル、ペルシャ、オスマン帝国の
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侵略の最中においても、ジョージア人が自らのアイデンティティを失わなかったのは正教会の信仰

のおかげでした。チャヴチャバゼは教会を民族の団結の象徴と捉えていました。

チャヴチャバゼは貴族出身でしたが、農奴制廃止を主張し、一般の人々の啓蒙に献身しました。彼

の文学作品はジョージアの農村生活を写実的に描き、社会の矛盾を鋭く批判しました。詩「隠者」

は物質主義に染まった世を嘆き、精神的覚醒を促します。小説やエッセイを通じて、彼は教育の重

要性、女性の権利、社会正義を力説しました。

彼の影響力が強まるにつれ、脅威も増大しました。ロシア当局は彼を眼中の敵と見なし、急進的社

会主義者は彼を穏健派として非難しました。1907年8月、チャヴチャバデはツナンダリからトビリ

シへ向かう途中、正体不明の武装した暴徒に襲われ、殺害されました。享年

70歳。犯人は未だ特定されていませんが、ボリシェヴィキ勢力の仕業であるという説が有力です。

彼の死はジョージアの民族主義の炎をさらに激しく燃え上がらせました。

現在、イリア・チャヴチャバデはジョージア正教会によって「聖イリア義人（Saint Ilia the

Righteous）」として列聖されています。文人にして政治家が聖人の仲間入りを果たしたのです。そ

れだけ彼がジョージアの人々にとって持つ意味は、宗教的な次元にまで達しています。

トビリシを見下ろすムツァミンダ山（Mtatsminda）にはパンテオン（Pantheon）があります。ジョ

ージア史上、最も偉大な作家、芸術家、学者たちが眠る聖なる墓地です。チャヴチャバデの墓所は

この中心に位置しています。ジョージアの人々は今もなお、彼の墓前に花を捧げて敬意を表してい

ます。

カヘティ地方のツナンダリ（Tsinandali）には、チャヴチャバデ家の領地が博物館として保存されて

います。19世紀のジョージアの知識人たちが集まり、文学を論じ、ヨーロッパの新しい思想を議論

したサロンでした。美しいイギリス式庭園と歴史的なワイナリーを有し、旅行者の必訪スポットと

して愛されています。ブドウ畑を散策していると、150年前、ここでジョージアの未来を案じた若

者たちの情熱が感じられるようです。

「祖国、言語、信仰。」チャヴチャワゼが唱えたこの三つの価値は、今日もなおジョージアの国家

的モトとして息づいています。1991年のソ連からの独立、2003年のバラ革命による民主主義の獲

得、2008年のロシアとの戦争、そして2020年代の欧州連合加盟への熱望の中で、ジョージアの人々

は常にチャヴチャワゼの精神に立ち返ります。彼のビジョンは現代ジョージア憲法の基盤となり、

欧州統合への願いの根拠となりました。

ロ. 多声音楽ポリフォニーの神秘

ジョージアの魂を理解する最後の鍵は音楽です。その中でも「ポリフォニー（Polyphony）」と呼

ばれる多声音楽は、ジョージア文化の精華です。この音楽を初めて聴いた瞬間、人々は驚嘆に包ま

れます。楽器一つなく、ただ人間の声だけで、いかにしてこれほど深く豊かな和音を紡ぎ出すこと

ができるのでしょうか。

ポリフォニーとは、複数の独立したメロディラインが同時に進行し、互いに調和する音楽形式を指

します。西洋音楽史においてポリフォニーは中世の教会音楽から発展し、バッハのフーガで頂点に
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達したとされています。しかしジョージアでは、キリスト教が伝来するずっと以前、紀元前6～5世

紀からすでに複雑な多声音楽の伝統が存在していました。西洋音楽が単旋律（モノフォニー）から

和声音楽へと発展するのに千年以上を要したのと比較すれば、ジョージア・ポリフォニーの起源は

謎に包まれています。

ジョージア・ポリフォニーは通常、三つの声部から構成されます。高音部、中音部、低音部それぞ

れが独立したメロディを歌いながら、絶妙に調和します。時には四つ以上の声部が重なり合うこと

もあります。楽器伴奏を伴わないことがほとんどです。純粋に人間の声のみで層を成して積み上げ

る和音。まるで目に見えない音の聖堂を築くかのようです。

西洋の和声法とは異なる点があります。ジョージアのポリフォニーは、西洋音楽理論では「不協和

音」と分類されるような音を大胆に用います。耳障りに思えるかと思えば、ある瞬間に完璧な解決

へと導かれる独特の進行。この緊張と緩和のリズムが聴く者に神秘的で霊的な感覚をもたらします。

音楽学者たちはこれをジョージア固有の「和声言語」と呼んでいます。

2001年、ユネスコはジョージアのポリフォニーを「人類の口承および無形文化遺産の傑作（

Masterpiece of the Oral and Intangible Heritage of Humanity）」に選定しました。2008年には

人類無形文化遺産の代表的一覧に正式に登録されました。単なる民俗音楽ではなく、人類全体が保

存すべき芸術的価値を有する遺産として認められたのです。

1977年、米国航空宇宙局（NASA）はボイジャー1号と2号の探査機を宇宙へ発射しました。この

探査機には「ゴールデンレコード（Golden Record）」と呼ばれる金箔のレコードが搭載されまし

た。いつか異星の文明がこの探査機を発見した際に、地球と人類を紹介するためのメッセージです。

このレコードにはバッハ、ベートーヴェン、モーツァルトなど人類最高の音楽27曲が収録されてい

ます。その中にジョージアの伝統的多声民謡「チャクルロ（�������, Chakrulo）」が含まれ

ています。

チャクルロは宴会や祭りで男性たちが歌う力強い合唱曲です。カヘティ地方に由来するこの歌は、

複雑な和声とダイナミックなリズムが特徴です。高音部がヨードルソングを思わせるファルセット

で高く響き上がると、中音部と低音部が堅固な土台を支えます。まるでコーカサス山脈の険しい峰々

と深い谷を音で描き出すかのようです。NASAの科学者たちは、この歌が地球の多様な音楽伝統を

代表しうると判断しました。今もなお、ボイジャー探査機は太陽系外側の星間空間を飛行していま

す。チャクルロの旋律を乗せて。

ジョージアの小さな国土の中でも、地域によってポリフォニーのスタイルは明確に異なります。

コーカサス山脈の奥深くに位置するスヴァネティ地方の歌は、その険しい山容を彷彿とさせます。

厳かで荘厳であり、古代の儀式の痕跡を感じさせます。複雑な和音よりも、塊のような響きが特徴

です。数千年にわたり孤立して生きてきたスヴァン人の歌には、キリスト教以前の異教時代の要素

が残っていると伝えられています。

西部のグルリア地方のポリフォニーは全く異なる雰囲気です。「クリマンチュリ」と呼ばれる独特

の技法が用いられます。ヨードルに似た高音のファルセットがメロディラインの上を自由に飛び交

います。即興的で速いリズム、互いに絡み合う複雑なメロディライン。まるで複数の人が同時に話

しているようですが、不思議とすべての言葉が聞こえるようです。グルリアの歌は、世界で最も複
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雑なポリフォニーの一つとして挙げられることもあります。

東部のカヘティ地方はワインの産地らしく、歌も豊かです。長く続くドローンベースの上に、叙情

的なメロディが乗るスタイルです。ブドウ収穫期の労働歌から宴会での乾杯の歌まで、多様なレパー

トリーがあります。

ジョージアにおいて歌は単なるパフォーマンスではなく、生活そのものです。人生のあらゆる重要

な瞬間には、それに相応しい歌があります。畑を耕すとき、ブドウを収穫するとき、戦場へ赴くと

き、結婚式で、葬儀で、さらには傷を治すときまで。歌なしではいかなる行事も完結しません。

ジョージアの伝統的な宴会「スプラー」において、ポリフォニーは欠かせない要素です。スプラー

は単なる食事ではなく、共同体の儀礼です。「タマダ」と呼ばれる乾杯の司会者が乾杯の辞を朗読

すると、参加者全員が杯を掲げて応答します。乾杯の辞が終わると、自然と歌が始まります。誰が

指揮するわけでもなく、互いの眼差しと呼吸だけで完璧な和音が生まれます。食卓を囲む人々が突

然プロの合唱団のように歌い出す光景。初めて経験する外国人たちは口を大きく開けて驚きます。

伝統楽器が伴奏を添えることもあります。パンドゥリ（Panduri）は3本の弦を持つリュート型の楽

器です。チョングリ（Chonguri）は4弦の楽器で、より柔らかい音色を奏でます。サラムウリ（

Salamuri）は木管楽器で、笛のように澄んだ響きを放ちます。ドゥドゥク（Duduk）は低音の深い

響りを加えます。しかし、核心は常に人間の声です。楽器は補助に過ぎず、声たちが紡ぎ出す調和

こそがジョージア音楽の本質です。

ジョージアの人々は言います。「歌わないジョージア人はいない」。これは誇張ではありません。

田舎の村の老人から都市の若者まで、ジョージアの人々は自らのポリフォニーの伝統を誇りを持っ

て継承しています。全国には無数のアマチュア合唱団が活動しており、学校でもポリフォニーが教

えられています。

トビリシのレストランや街角、あるいは田舎の村の祭りで、ふとこの雄大な合唱を耳にされたなら、

立ち止まって耳を傾けてみてください。楽譜も指揮者もなく、互いを見つめ合いながら声を合わせ

るジョージアの人々。彼らが紡ぎ出す和音には、数千年の歴史が込められています。外敵の侵略の

中、互いに支え合いながら生き延びてきた民族の記憶。コーカサス山脈のように強固に耐え抜いて

きた魂の力。それがジョージア・ポリフォニーです。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第9章 正教会とジョージア人のDNA

← 前の章

全章を見る

次の章 →

a. 教会が支配する社会的影響力

ジョージアを理解するには、まずその信仰を理解する必要があります。トビリシの街を歩こうとも、

カヘティのブドウ畑の丘を越えようとも、スヴァネティの険しい山奥の村に入ろうとも、あなたの

目に入る最初のものは十字架です。黄金のドームを持つ大聖堂、崖の上にひっそりと建つ修道院、

村の入り口の小さな礼拝堂。ジョージア正教会は、この国の風景そのものです。しかし、それは単

なる建築物ではありません。ジョージアの人々にとって正教会は、宗教を超えた存在です。それは

民族の魂であり、5000年の歴史を見守る番人であり、数々の侵略と支配の中でも、彼らを「ジョー

ジア人」として留めさせた最後の砦です。

ブドウの木の十字架の誕生

ジョージアがキリスト教を受け入れた物語は、一人の女性から始まります。聖女ニノです。4世紀初

頭、カパドキア出身のこの若い女性は、聖母マリアの啓示を受けたと伝えられています。夢の中で

聖母はニノにブドウの枝で作られた十字架を渡し、「イベリア（古代ジョージア）へ行き、福音を

宣べ伝えよ。この十字架の力で、この地に信仰の旗を掲げよ」と言いました。ニノは目覚めると、

その手に確かにブドウの枝が握られていました。彼女は自分の髪で枝を結び、十字架を作りました。

しなやかなブドウの枝は硬く固定されていないため、両腕が下向きに垂れ下がっています。この独

特の形の十字架こそが、今日ジョージア正教会の象徴である「ブドウの木の十字架」です。

ニノは紀元320年頃、イベリア王国に到着しました。彼女は首都ムツヘタに滞在し、福音の布教を

始めました。当初、人々は異邦人の女性の言葉に耳を傾けませんでした。しかし、ニノが病人を癒

やし、奇跡を成し遂げると、状況は一変しました。決定的な瞬間は、ナナ王妃が不治の病に冒され

た時に訪れました。ニノが祈りを捧げると、王妃は回復しました。王妃は直ちにキリスト教に改宗

しました。

しかし、ミリアン3世王は容易に心を変えませんでした。彼は依然として代々信仰してきた神々を祀

り続けていました。伝説によれば、ある日狩りに出かけた王が突然、漆黒の闇に包まれました。何

も見えませんでした。恐怖に駆られた王は祖先の神々に切に祈りましたが、何の応答もありません

でした。最後に彼は「ニノの神」に祈りました。その瞬間、闇は晴れ、光が戻ってきました。王は

城に戻るとすぐに洗礼を受けました。337年（一部の記録では326年）、ミリアン王はキリスト教

をイベリアの国教と宣言しました。ジョージアはアルメニアに次いで、世界で2番目にキリスト教を

国教とした国となりました。

ニノの葡萄の十字架は現在、トビリシのシオニ大聖堂に収められています。この十字架は数世紀に

わたり、ペルシアの侵略、オスマン帝国の脅威、ロシア帝国の併合など激動の歴史をくぐり抜け、

幾度となく場所を移しました。1802年、ロシア皇帝アレクサンドル1世がジョージアに返還して以
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来、この十字架はジョージア民族の最も聖なる遺物として崇められています。今日、ジョージア国

旗に描かれた4つの小さな十字架は、まさにこの葡萄の十字架を様式化したものです。

千七百年の抵抗

ジョージアがキリスト教を受け入れたことは、単なる宗教的な選択ではありませんでした。それは

生存の課題でした。ジョージアは、地政学的に巨大な帝国の間に挟まれた小さな国です。東にはペ

ルシア、南にはアラブとオスマン、北にはロシアがありました。これらすべての勢力が交互にジョー

ジアを侵略し、征服し、支配しました。しかし、ジョージアの人々は何を奪われても、信仰だけは

守り抜きました。

7世紀、アラブの侵攻の際、ムスリム征服者はグルジア人に対し改宗を強要しました。拒否した者は

処刑されました。トビリシのムツクヴァリ川岸では、10万人を超えるキリスト教徒が殉教したとい

う記録があります。彼らは川面に十字架のイコンを浮かべ、それを踏んで通れば命を助けるとの提

案を拒否しました。代わりに川に飛び込み、イコンに口づけしながら命を落としました。今日、ト

ビリシ市民が毎年5月13日を「10万人殉教者の日」として記念するのは、まさにこの出来事による

ものです。

ペルシアの支配下においても同様でした。ペルシアはグルジアを属国とし、ゾロアスター教やイス

ラムへの改宗を促しました。一部の貴族は妥協しましたが、大多数の平民は頑強に拒否しました。

教会こそが彼らの唯一の避難所でした。聖職者はグルジア語で聖書を翻訳し、賛美歌を作曲し、歴

史を記録しました。修道院は学校となり、教会は図書館となりました。信仰を守ることが言語を守

ることであり、言語を守ることが民族を守ることでした。

14世紀、モンゴルのティムールがグルジアを荒廃させた際、グルジア人たちは民族の宝や聖物を安

全な場所へ移す必要がありました。彼らが選んだのは、標高2,170メートルのカズベク山の絶壁に

あるゲルゲティ三位一体教会（ゲルゲティ・トリニティ・チャーチ）でした。雲の上にそびえる孤

立した教会に、彼らは聖女ニノの十字架をはじめとする貴重な遺物を隠しました。敵軍がいかに強

大であっても、あの高みまでは容易には登れないと信じていたからです。今日、ゲルゲティ教会は

グルジアで最も有名な観光地の一つとなっています。しかし、グルジア人にとってここは観光地以

上の意味を持ちます。それは、いかなる逆境においても信仰を棄てなかった祖先たちの意志を象徴

する聖地なのです。

ソ連の無神論と復活

ジョージア正教会が直面した最も過酷な迫害は、皮肉にも同じキリスト教文化圏であるロシアから

来ました。1801年にロシア帝国がジョージアを併合した後、ロシア正教会はジョージア教会の自治

権（オートケファリー）を剥奪しました。ジョージア総大司教座は廃止され、ジョージア教会はロ

シア正教会の管区（エクザルカト）へと格下げされました。ジョージア語による礼拝は禁止または

制限され、ロシア人の聖職者が主要な職を占めるようになりました。教会が民族のアイデンティティ

そのものであったジョージア人にとって、これは魂の植民地化でした。

しかし、より過酷な試練が待っていました。1921年、ソビエト赤軍がジョージアを占領しました。

共産党は「宗教は民衆のアヘン」という教義に従い、教会を組織的に弾圧しました。数百の教会が

破壊され、倉庫、工場、刑務所へと転用されました。数千名の聖職者が処刑され、シベリアの収容
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所へ送られました。宗教教育は禁止され、信仰を公に表現することは社会的・職業的な不利益を甘

受しなければならないこととなりました。

しかし、ジョージア人たちの信仰は消え去りませんでした。それは地下へと潜りました。祖母たち

は孫たちにこっそり祈りを教え、村の長老たちは廃墟となった教会の跡地でひそかに蝋燭を灯しま

した。洗礼は秘密裡に行われ、聖書は手書きで写し伝えられました。70年にわたる無神論の支配に

もかかわらず、信仰の火種は消えることはありませんでした。

1991年にソビエト連邦が崩壊し、ジョージアが独立を宣言した際、正教会は驚くべき速さで復活し

ました。抑圧されていた信仰心が爆発のように噴き出しました。廃墟となった教会が復元され始め、

新しい聖堂が建設されました。その中で最も象徴的なものが、トビリシの聖三一大聖堂（聖三一大

聖堂、ジョージア語で「サメバ」）です。2004年に完成したこの大聖堂は、南コーカサスで最も大

きな正教会の建物です。高さ101メートルのこの巨大な聖堂は、トビリシのどこからでも見ること

ができます。ジョージアの人々にとってサメバ大聖堂は、単なる建築物ではありません。それはソ

ビエトの無神論を克服し、成し遂げられた霊的復活の記念碑なのです。

現代社会における影響力

今日、ジョージア人口の約83～85%が正教会の信者です。この数字だけでは教会の影響力を完全に

説明することはできません。ジョージア正教会は単なる信者の宗教機関ではありません。それは国

家のアイデンティティを定義し、社会的規範を示し、政治的な意思決定にも影響を及ぼす巨大な力

です。

2021年の国際共和研究所（IRI）の世論調査によると、ジョージア総主教イリア2世は88%の支持率

で、ジョージアで最も尊敬される公人でした。大統領、総理、その他の政治家もこの数値に近づき

ませんでした。1977年から総主教職を務めてきたイリア2世の肖像画は、政府庁舎だけでなく、一

般家庭、店舗、レストランでもよく見ることができます。ジョージアの人々にとって、彼は単なる

宗教指導者ではなく、国父に匹敵する存在です。

教会の影響力は政治の領域において一層顕著です。憲法上、ジョージアは世俗国家ですが、2002年

に締結された「協定（コンコルダート）」を通じて、正教会は他の宗教団体とは異なる特別な地位

を享受しています。政府は正教会に多大な財政支援を提供しており、教会は税金免除をはじめとす

るさまざまな特恵を受けています。2024年には総理の命令により、総主教庁の教育文化事業発展基

金に3,500万ラリ（約150億円）が配分されました。

政治家たちは選挙のたびに必ず教会を訪れます。総主教の祝福の写真は選挙ポスターの定番となっ

ています。2012年の総選挙で億万長者のビズィナ・イヴァニシヴィリが率いる「ジョージアの夢」

党が勝利を収めた背景には、正教会の黙示的な支持が重要な役割を果たしたとの分析があります。

政府と総主教庁とのこうした癒着関係は、世俗主義と法治主義の基盤を弱めるという批判も受けて

います。

教会は社会的な争点においても強力な声を上げます。最も鋭い対立の焦点は、性的少数者（

LGBTQ+）の権利問題です。ジョージア正教会は同性愛を「致命的な罪」と規定し、強く反対して

います。2021年、イリア2世総主教は復活祭の書簡において、同性結婚は「強力な禁忌」であり、

「人間を定義する伝統的なアイデンティティである『男性』と『女性』、そして『家族の価値』が



87

抹殺されつつある」と警告しました。同年7月、トビリシでプライド行進が計画された際、教会と保

守団体は激しい反対デモを組織しました。デモ参加者の一部は、プライド行進の事務局や記者らを

暴行する事態に至りました。

このような教会の強硬な姿勢は、ジョージアの欧州連合（EU）加盟への取り組みと摩擦を生むこと

もあります。EUは加盟条件として、性的マイノリティの権利保護を含む人権基準の達成を求めてい

るためです。しかし、教会と保守勢力の反対により、ジョージア政府はこの問題において進展を遂

げていません。2024年、政府はEUの差別禁止法への対応として「家族の価値と未成年者保護法」

を可決しましたが、この法律は実質的にLGBTQ+の権利を制限する内容を含んでおり、国際的な人

権団体から批判を浴びています。

宗教的寛容の伝統と限界

ジョージア正教会が圧倒的な影響力を行使していますが、ジョージアは歴史的に宗教的寛容の地で

もあります。トビリシの旧市街地を歩けば、その証拠を目にすることができます。狭い路地を辿る

と、ジョージア正教会の聖堂、アルメニア使徒教会、ユダヤ教のシナゴーグ、イスラム教のモスク

が並んで建っています。数世紀にわたり多様な民族と宗教が共存してきたシルクロードの十字路の

歴史が、そのまま残されているのです。

西部の港湾都市バトゥミも、このような多様性の別の例です。アジャール自治共和国の首都である

バトゥミには、正教会、カトリック教会、アルメニア教会、ユダヤ教のシナゴーグ、そしてイスラ

ム教のモスクがすべて一つの都市内に存在しています。オスマン帝国の長い支配によりムスリム人

口が相当に多かったこの地域は、宗教間の共存の象徴と見なされています。

しかし、このような寛容の伝統は近年、試練にさらされています。政治界で「伝統的価値の擁護」

が強調されるにつれ、少数の宗教や少数民族に対する差別や排除の声が強まっているという懸念が

提起されています。一部の分析家は、正教会内部でも反西欧・反リベラリズムの傾向を持つ強硬派

が影響力を拡大していると指摘しています。彼らは西欧の世俗的価値観を「疑似リベラルイデオロ

ギー」と呼び、これを拒絶しています。

ジョージアの人々にとって正教会とは何でしょうか。それは単に日曜日に参拝する礼拝堂ではあり

ません。それは彼らのDNAに刻まれたアイデンティティです。数千年にわたる侵略と支配、迫害と

苦難の中でも、彼らを「ジョージア人」として留めさせた精神的な故郷です。トビリシのバスの中

で窓外の教会に向かって聖十字を切る老人、田舎の村の廃墟のような礼拝堂に蝋燭を灯す農夫、大

学の街のカフェで友人たちと熱い議論を交わしながらも首に十字架のネックレスをかけた若者。彼

らすべてにとって正教会は、過去と現在を繋ぐ見えない糸なのです。

しかし、この強力な糸は時として、ジョージアが未来へと進むことを縛り付けてしまうこともあり

ます。ヨーロッパへの憧れと伝統的価値の守護の間で、ジョージア正教会はいかに進むべきでしょ

うか。この問いへの答えは、ジョージアの未来を決定づける重要な変数の一つとなるでしょう。

ナ。スプラー文化、単なる食事ではない共同体の儀礼

ジョージアを旅する人が最も頻繁に耳にする言葉があります。「今晩、我が家でスプラーを行いま

すので、ご一緒しましょう」。最初は「スプラー(Supra)」が何か分かりません。単なる夕食の招待
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だと考えます。しかし数時間後、果てしなく続く乾杯と歌、涙と笑いの中で夜明けを迎えた後、気

づきます。スプラーは単なる食事ではありません。それはジョージア人の魂の奥深くへと通じる門

なのです。

「食卓布」に込められた宇宙

「スプラー」という言葉は文字通り「食卓のテーブルクロス」を意味します。ペルシア語の「ソフ

レ（sofre）」に由来するこの言葉は、もともと料理を並べる布を指していました。しかし現代のジョ

ージアにおいて、スプラーは伝統的な宴会そのものを意味します。結婚式、洗礼式、葬儀、誕生日、

国慶日、追悼の日だけでなく、客人を迎えたり友人が集まったりする場でも、ジョージア人の人生

における重要な瞬間には必ずスプラーが開かれます。

2017年、ジョージア政府はスプラーの伝統を国の無形文化遺産に指定しました。しかしジョージア

人にとってスプラーは「遺産」と呼ぶにはあまりにも生き生きとした文化です。それは博物館に展

示された骨董品ではなく、毎晩誰かの自宅やレストラン、ブドウ畑の真ん中で繰り広げられる生活

そのものです。

スプラーの歴史はどれほど古いのでしょうか。言語学者のレヴァン・ブレガゼ（Levan Bregadze）

によれば、今日私たちが知る形のスプラーは19世紀初頭のロシア併合後に確立され、19世紀末には

全国に広まりました。乾杯を意味するジョージア語の「サドゲグレルロ（sadγegrdzelo、直訳す

れば「長生きするために」）」という単語が文献に初めて登場するのも19世紀半ばです。しかし歴

史学者のジョン・R・ペリー（John R. Perry）は、スプラーのルーツはペルシアのサファヴィー朝

の宴会文化にあると主張します。16～17世紀にサファヴィー朝のイランの影響を受けたジョージア

の宮廷が、ペルシア式の「ソフバト（親睦の場）」と「ソフレ（宴会）」を受け入れ、自らの様式

で発展させたというのです。

どの説が正しいにせよ、スプラーがジョージア文化の核心であるという事実は変わりません。紀元

前7世紀の青銅器の彫刻には、角杯（カンチ、kantsi）を高く掲げた人物像があります。現代ではこ

の彫刻は「タマダ像（Tamada statue）」と呼ばれ、トビリシ市内のあちこちに複製が建てられて

います。3000年前からジョージア人は集まって酒杯を掲げ、誰かの健康を祈ったという証拠です。

タマダ：食卓の指揮者

すべてのスプラーには必ず「タマダ」がいます。タマダは宴会の司会者であり、指揮者です。しか

し、この言葉だけではタマダの役割を完全に説明することはできません。ジョージア人は「タマダ

は食卓の独裁者」と冗談めかして言います。しかし、独裁者というよりは、むしろ先生、あるいは

神父に近い存在です。優れたタマダは詩人であり哲学者であり、心理学者であり、エンターテイナー

でもあります。

タマダの資格要件は非常に厳しいものです。第一に、話術に優れている必要があります。ありふれ

た内容でも独創的で美しく表現できなければなりません。最高のタマダたちは即興の詩人に近いで

す。第二に、組織力が必要です。いつどのような乾杯を提案し、歌や踊りをいつ挿入するか、宴会

全体の流れを調整することがタマダの責任です。第三に、感受性が豊かでなければなりません。
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食卓の雰囲気を察し、すべての参加者が取り残されることなく楽しめるよう配慮する必要がありま

す。第四に、権威が必要です。夜が更け、酒が回ってくると人々の注意が散漫になります。その時、

タマダは毅然として秩序を立て直さなければなりません。第五に、酒を飲む力が必要です。タマダ

はすべての乾杯で杯を空けなければなりませんが、決して酔ってはなりません。酒に酔って恥を晒

すタマダは屈辱です。

家族だけで集まる小規模な席では、通常、家内の年長者が自然とタマダの役割を担います。しかし、

結婚式や葬式のような大規模な行事では、家族が事前にタマダを選定します。話術に優れ、この役

割を喜ぶ親戚や友人に依頼するのが慣例です。友人同士で集まる席では、参加者たちがその場でタ

マダを決めることもあります。通常、最も年長者が「今晩はコテがタマダを務めるのはどうでしょ

うか」と提案すると、他の人々が同意を示し、指名された人が特別な異議を唱えなければ、その人

がタマダとなります。

スプラーが始められると、タマダによる最初の乾杯が続きます。しかしその前に、タマダ自身のた

めの乾杯があります。タマダを提案した人（通常は家主か最年長者）が立ち上がり、「本晩タマダ

を引き受けてくださったコテのために！」と叫ぶと、参加者全員が杯を掲げてタマダに乾杯します。

これがスプラーの始まりを告げる儀式です。

乾杯の順序と芸術

スプラーにおける乾杯は、単に「健康のために！」と叫んで酒を飲むものではありません。それは

演説であり、祈りであり、時には詩です。タマダが主題を提示すると、彼はその主題について長く

美しい言葉を連ねます。歴史的逸話、文学作品の引用、哲学的な思索、個人的な思い出が織り交ぜ

られます。短いもので2～3分、長いものでは10分を超える演説が続くこともあります。

乾杯の主題にはおおよその順序があります。地域や状況によって差異はありますが、伝統的なスプ

ラーでは以下の順序に従うのが一般的です。

神（ゴッド）に：最初の乾杯は神に捧げられます。ジョージアのキリスト教の伝統を反映したもの

であり、無神論者であってもこの乾杯には敬意を表します。

平和のために：ジョージアの激動の歴史を思うとき、平和がいかに尊いものか理解できます。

祖国のために：サカルトヴェロ（Sakartvelo）は、ジョージア人が自国を呼ぶ名称です。祖国への

愛と誇りを表す乾杯です。

祖先のために：世を去った先人たちを偲ぶ瞬間です。この乾杯では、参加者全員が立ち上がり、静

寂の中で杯を空けます。

父母のために：現存する父母、あるいは逝去した父母への感謝と懐かしさを表します。

兄弟姉妹のために：家族の大切さを再確認する乾杯です。

女性のために：ジョージア文化において、女性、とりわけ母親の役割は非常に神聖視されています。

子供のために：次世代への希望を込めた乾杯です。
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客人のために：スプラーに出席した客人を歓迎し祝福する乾杯です。

友情のために：友人同士の絆を確認する乾杯です。

このほかにも、愛、健康、幸福、成功など、さまざまな主題が追加されることがあります。結婚式

であれば新郎新婦のための乾杯が、葬儀であれば故人を偲ぶ乾杯が中心となります。重要なのは、

タマダのみが乾杯を提案できるという点です。他の参加者はタマダの許可なく勝手に酒を飲んだり、

乾杯したりすることはできません。

タマダが乾杯の挨拶を終えると、彼は「アラベルディ（Alaverdi）」と宣言することができます。

アラベルディとは、他の参加者に発言権を譲ることを意味します。指名された人は、タマダが提示

した主題について、自分の考えや感情を付け加えて話します。こうして複数の人が順番に同じ主題

について語り、最後には全員が「ガウマロス！（Gaumarjos! 勝利のために!）」と叫びながら杯を

空けます。この一連の過程は、一度の乾杯の中で行われます。一夜に二十回、三十回もの乾杯が続

けば、参加者たちはそれだけ多くの話を聞き、分かち合い、共有することになります。

ワイン：聖なる媒介者

スプラーにおいて、ワインは単なる酒ではありません。それは神と人間、生ける者と死者、過去と

現在を結ぶ聖なる媒介者です。ジョージアの人々にとって、ぶどうの木は「命の木」であり、聖母

マリアの象徴です。聖女ニノがぶどうの枝で十字架を作ったという伝説は、ワインと信仰との深い

結びつきを示しています。

ジョージアは世界で最も古いワイン生産国です。考古学的発掘によれば、ジョージアでぶどうの栽

培とワイン醸造が始まったのは約8,000年前のことです。世界中のぶどう品種約1,500

種のうち500種以上がジョージアの在来品種です。レカチテリ（Rkatsiteli）、サペラヴィ（

Saperavi）、ムツヴァネ（Mtsvane）、キシ（Kisi）など、異国風の名称を持つぶどうが、ジョージ

アのぶどう畑で育っています。

伝統的なジョージアのワインは、クヴェヴリ（Qvevri）という独特な方法で醸造されます。クヴェ

ヴリとは、地面に埋められる巨大な土の甕です。ぶどうを果皮、種、茎ごとクヴェヴリに入れ密封

すると、地下の一定の温度で自然発酵が起こります。こうして作られたワインは琥珀色を呈し、「

アンバーワイン（Amber Wine）」とも呼ばれます。2013年、ユネスコはクヴェヴリ醸造法を人類

無形文化遺産に登録しました。

ジョージアの家では、ワイン貯蔵庫であるマラニ（Marani）が最も神聖な空間とされています。マ

ラニでワインを醸造し、熟成させることは家長の神聖な義務です。スプラーでワインを注ぐのは誰

でもできることではありません。「メリキペ（Meriqipe、ワインを注ぐ人）」という特別な役割が

あり、タマダが自分の杯に直接注ぐことは失礼とされます。

伝統的なスプラーでは、参加者全員が乾杯のたびに杯を空けるのが原則です。タマダが「ボロ・ム

デ！（Bolo mde!、最後まで！）」と叫べば、一滴も残さず飲み干さなければなりません。杯に酒を

残すことはタマダに対する失礼であり、乾杯の対象者に対する不敬です。このため、スプラーでは

膨大な量のワインが消費されます。しかし興味深いことに、ジョージア人は酔うことを恥とする傾
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向があります。多くを飲みながら品性を失わないこと、それがスプラーで守るべき徳目です。

客人は神が送った贈り物

ジョージアには「スツマリ・グヴティスガナン・アリス（Stumari ghvtisagan aris）」ということ

わざがあります。「客人は神が送った贈り物である」という意味です。この言葉は、ジョージア人

のもてなしの文化を一言で表しています。スプラーは、このもてなしの精神が最も純粋に表現され

る場所です。

ジョージアの人々は、見知らぬ旅行者であっても喜んで自宅に招き入れます。招かれた客人は王の

ようにもてなされます。食卓には絶えることなく料理が並びます。チーズ入りのパン「ハチャプリ」

、肉だんご「ヒンカリ」、串焼き「ムツバディ」、ナスと胡桃のソースのロール「バドリジャニ」、

野菜ペースト「フカリ」など、ジョージアを代表する料理が皿の上に重なるほど積み上げられます。

料理がなくなれば主人はすぐに補充します。スプラーで空の皿が見えることは恥とされます。

乾杯の言葉においても客人は欠けることがありません。タマダは必ず客人のために乾杯を提案し、

その際、客人の健康、幸福、旅路の安全を祈ります。客人が複数いる場合は、一人ずつ順番に乾杯

を授けます。外国人の客人がいる場合、タマダはその国に関する知識を総動員して素晴らしい乾杯

の言葉を作り上げます。このようなもてなしの前で客人がすべきことは、感謝の心で受け入れ、自

らも乾杯に参加して主人への感謝を表すことです。

ポリフォニー：魂のハーモニー

スプラーが熟れれば、どこからともなく歌が始まります。一人がまず旋律を奏でると、他の人々が

一つずつ加わっていきます。楽器の伴奏なしに、複数の人の声が重なり合い、複雑な和音を作り上

げます。これがジョージアの伝統的な多声音楽、ポリフォニー（Polyphony）です。

2001年、ユネスコはジョージアのポリフォニーを人類無形文化遺産に指定しました。ユネスコはジョ

ージアのポリフォニーを「世界で最も古く、最も豊かな多声音楽の伝統の一つ」と評価しています。

1977年にアメリカ航空宇宙局（NASA）が打ち上げたボイジャー探査機には、宇宙の知的生命体へ

のメッセージとして「ゴールデンレコード」が搭載されています。このレコードに収録された27曲

の音楽の一つが、ジョージアのポリフォニー曲「チャクルロ（Chakrulo）」です。

スプラーにおいて、歌は単なる娯楽ではありません。それは共同体の精神的な共鳴です。ジョージ

アの人々は歌を通じて悲しみを分かち合い、喜びを倍増させ、互いの魂をなでます。乾杯の言葉で

は伝えきれない感情を、歌は旋律で伝えます。スプラーが終わった後も人々の記憶に長く残るのは、

料理の味やワインの香りではなく、その夜一緒に歌った歌の和音です。

共同体の癒しと統合

スプラーの本質的な機能は、共同体の絆を強化することです。スプラーは単なる楽しいパーティで

はありません。それは対立を解消し、傷を癒やし、共同体の価値観を再確認する儀式です。米国の

ジョージア研究家ケヴィン・トゥイトは、スプラーを「一種の集団療法セッション」に例えました。

スプラーでは、普段は言いにくい話も行うことができます。乾杯の枠組みの中で、ワインの力を借

りて、人々は心の奥に秘めていた感情を口に出します。古くからの誤解が解け、過去の恨みが溶け



92

ていきます。家族間の不和、隣人同士の対立、さらには村共同体内の紛争さえも、スプラーを通じ

て解決されることがあります。タマダの賢明な乾杯の言葉が、対立する当事者たちを一つの食卓に

座らせ、同じ杯から酒を飲ませ、最終的に和解へと導きます。

葬儀の後に開かれるスプラー（ジョージア語で「ケレキ」）は、悲しみを分かち合う場所です。故

人を偲ぶ乾杯の言葉を通じて、生きている人々は喪失の痛みを共に耐えます。杯に残った最後の数

滴のワインをパンの上に注ぐのは、故人への供物です。この儀式を通じて、死者は生きている人の

記憶の中に生き残り、生きている人は人生を続ける力を得ます。

今日、都市のレストランで開催される商業化されたスプラーや、観光客向けの体験用スプラーも増

えています。こうした場では乾杯の長さや形式が簡素化され、若者たちは「インスタグラムに投稿

できるようなジョージアの食事会」程度に捉えることもあります。しかし、家族や村落単位での

伝統的なスプラーでは、依然として厳格な礼儀作法と象徴体系が維持されています。伝統と現代の

消費文化が共存する姿こそが、今日のジョージアのスプラーの現実です。

スプラーは、一つのテーブルの上で再現される小さなジョージア社会です。正教会の価値観、家父

長制的秩序、共同体の連帯が、食事とワイン、乾杯と歌の中に溶け込んでいます。スプラーに招か

れ、彼らの歌を聴き、彼らのワインを飲むことは、ジョージアという国の魂の奥深くへと入ってい

くようなものです。

三、伝統的価値と西洋化の間の世代対立

2024年5月、トビリシの街は若者たちで溢れていました。手にはジョージアの国旗と欧州連合（EU）

の旗が掲げられていました。彼らは「ヨーロッパを選べ！」「ロシアにはノーだ！」と叫びました。

これは政府が推進していた「外国影響力透明性法（通称：外国代理人法）」に反対するデモでした。

警察は放水車と催涙弾で対応しました。数百人が連行され、多くの人々が負傷しました。

このデモの特徴は、参加者の年齢でした。1990年代後半以降に生まれた「Z世代（ジェン・Z）」、

あるいは「ズームラーズ」と呼ばれる若者たちがデモの最前線に立ちました。その多くが初めて政

治デモに参加したものでした。既存の政党や市民団体の組織的な動員ではなく、ソーシャルメディ

アを通じて自発的に集まったのです。彼らのスローガンは、特定の法案への反対を超えていました。

「私たちの未来を奪わないで」。これは世代の宣言でした。

二つの世界の間に立つ国

今日のジョージア社会は、二つの力の間で緊張状態にあります。一方には、数千年にわたる伝統的

価値があります。正教会の信仰、家族中心主義、保守的な性役割、共同体の絆。他方には、ヨーロッ

パへの憧れがあります。個人の自由、人権、法の支配、民主主義、多様性の尊重。この二つの力は

時に対立し、ますます頻繁に衝突しています。そして、この衝突は世代間の対立として現れます。

ジョージア憲法は、欧州・大西洋統合を国家目標として明記しています。世論調査によると、ジョー

ジア国民の80～85％がEU加盟を支持しています。2023年12月、欧州委員会はジョージアにEU候

補国地位を付与しました。ジョージアの人々にとって「ヨーロッパ」とは、単なる地理的な概念で

はありません。それは繁栄と安定、自由と民主主義を象徴しています。ロシアの影から抜け出し、
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「普通の」国となる道です。

しかし同時に、ジョージア社会の相当部分は「西洋的価値」に対して警戒心を抱いています。正教

会は個人主義、世俗主義、性的少数者の権利などを「疑似リベラルイデオロギー」と呼び、「ジョー

ジアの伝統と信仰を脅かす外来文化」と規定しています。与党である「ジョージアの夢」は、こう

した保守的な言説を積極的に活用しています。彼らは野党や市民団体が「西洋の資金を受けて教会

を攻撃し、LGBTの宣伝を通じて家族の価値を損なう」と主張しています。若年世代：ヨーロッパ人

としてのアイデンティティ

2024年の外国代理人法反対デモに関する調査結果によると、デモへの参加と支持に最も積極的だっ

たのは18歳から34歳の若者層でした。彼らにとってジョージアの未来は明らかにヨーロッパにあり

ます。彼らは自分たちを「ヨーロッパ人」と定義しています。2024年のカーネギーヨーロッパ研究

所の報告書によれば、ジョージアの若者たちが街頭で叫んだスローガンは外交政策の枠を超えてい

ました。「平等」「統合」（ジョージア社会の二極化の克服）、「基本的な人間の自由の尊重」「

すべての人への普遍的で質の高い教育」「男女平等」……これは彼らが夢見る生き方への宣言でし

た。

若年世代の親欧米傾向には歴史的な背景があります。2003年の「バラ革命」以降、ジョージアは強

力な親西側政策を推進してきました。英語教育が強化され、西側諸国との交流が活発化しました。

ヨーロッパやアメリカで留学し帰国した若者たちが社会の各所に広がりました。2008年のロシアと

の5日間戦争は、この世代にとって決定的なトラウマとなりました。ロシアへの恐怖と怒り、そして

西側の保護を必要とする切実さが、彼らの意識に刻み込まれました。

デジタル環境で育ったこの世代は、前世代とは根本的に異なる方法で世界とつながっています。彼

らはソーシャルメディアを通じて、リアルタイムで世界中の情報や価値観にさらされます。ヨーロッ

パの若者がどのように生き、何のために戦っているのかを直接目にします。ジョージアの現実とヨー

ロッパの理想との間の隔たりを鋭く認識しています。彼らにとって、政府の反ヨーロッパ的な動き

は、自分たちの未来を奪う行為に感じられます。

既成世代：安定と伝統の守護者

一方、既成世代、すなわちソ連時代を経験した世代の視点は異なります。その多くはロシア語に慣

れ親しみ、ソ連時代の記憶を保持しています。ロシアに対する感情は、若者ほど単純ではありませ

ん。敵対感と同時に、文化的な親密さや経済的依存に対する現実的な認識が混在しています。

2024年のアル・ジャジーラの取材において、ジョージアの中年の博物館職員はこう述べています。

「私も変化を望みます。ジョージアはEUに加盟すべきです。私たちの伝統はヨーロッパと似ていま

すから。しかし、ジョージアは小さな国です。ウクライナ以上にバランスを保つ必要があります。

ロシアとEUの両方と関係を維持すべきです。」これは生存のための現実主義です。ロシアを刺激し

てはならないという恐怖、もう一つの戦争が起きないという切実さが、彼らの慎重な態度の背後に

隠れています。

宗教的な保守性も世代間の違いを生み出します。既成世代の多くは正教会の権威を尊重し、教会が

提示する伝統的価値観に同意します。彼らにとって、西洋のリベラリズムは「家族の解体」「性的

堕落」「道徳的放縦」として映る可能性があります。教会指導者がLGBTの権利を「致命的な罪」と
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規定する際、彼らは頷きます。若者がプライド行進を要求する際、彼らは「それは私たちの文化で

はない」と言います。

家族内での葛藤

世代間の価値観の違いは、街角でのデモだけでなく、夕食のテーブルでも現れます。ジョージアは

伝統的に家族や共同体の絆が非常に強い社会です。親子の関係、親戚との頻繁な交流、客人をもて

なすといった共同体としての義務は、個人の選択よりも優先されてきました。結婚、職業選択、独

立の可否は、個人の決断ではなく家族の問題でした。

しかし、西洋式の教育を受け、個人主義的な傾向が強まった若年層は、こうした伝統を窮屈に感じ、

負担に思っています。「終わりのない家族行事」「親戚たちの干渉」「親の期待」から抜け出し、

自分自身の人生を生きたいと考えています。結婚適齢期を過ぎても結婚しない、子供を持たないと

宣言する、伝統的な性役割を拒否する若者が増えています。これは親世代との摩擦を避けられない

ものにします。

特に西欧や米国で留学や勤務の経験がある若者は、帰国後に家族との葛藤をより深刻に経験します。

彼らは西洋で学んだ自己決定権、多様性の尊重、個人の自由を祖国の現実に応用しようとします。

しかし、親世代は「代々受け継がれてきた方式」を堅持しようとし、無条件の服従、孝行、伝統的

な性役割への期待が衝突します。

「外国代理人法」と世代間の戦争

2024 年、ジョージア政府が「外国影響力透明性法」の再推進を掲げた際、この法案は即座に世代

間対立の象徴となりました。この法律は、外国からの資金の 20% 以上を受け取る非政府組織（

NGO）やメディアに対し、「外国の利益を代弁する組織」として登録することを求めています。

批判者は、これがロシアの悪名高い「外国代理人法」を模倣したものであり、市民社会を弾圧し言

論の自由を抑圧するための道具であると主張しています。

若年層にとって、この法案は「ヨーロッパの夢を奪おうとする試み」として受け止められました。

彼らは街へと溢れ出し、EU の旗を振りかざし、「私たちはヨーロッパだ！」と叫びました。一部は

過激化し、警察との衝突が発生。催涙ガスが散布され、放水車が発射されました。数百人が連行さ

れ、多くの人々が殴打され負傷しました。

一方、政府と保守層は異なる枠組みを提示しました。彼らはこの法律が「透明性のため」のもので

あり、「外国の干渉からジョージアの主権を守るため」のものだと主張しました。彼らはデモ隊を

「西洋の資金を受けた操り人形」、「ジョージアの伝統を破壊しようとする勢力」として描きまし

た。一部の政治家は、デモに参加した若者を「薬物に溺れた世代」、「道徳的に堕落した世代」と

して貶めることさえありました。

2024 年 10 月の総選挙では、「ジョージアの夢」党が 54% の得票率で勝利を宣言しました。しか

し、野党や大統領、国際選挙監視団は、大規模な不正があったと主張しました。投票箱の改ざん、

有権者の買収、脅迫などの疑いが提起されました。サロメ・ズラビシュヴィリ大統領は、「皆さん

は選挙に負けたのではありません。彼らが皆さんの票を盗み、皆さんの未来を奪おうとしたのです」
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と、デモ隊の前で宣言しました。

2024年11月、政府がEU加盟交渉を2028年まで中断すると発表した際、抗議活動はさらに激化し

ました。この抗議は2025年まで続きました。カーネギー国際平和財団の2025年報告書によれば、

ジョージアの抗議はセルビアの反汚職抗議と並んで、2024年からほぼ毎日続いている世界で最も長

期化する抗議の一つとなりました。

過渡期にあるジョージア

ジョージアは今、二つの世界の間に立っています。一方には8,000年の歴史を持つワインの壺、聖

なる十字を刻む虔敬な信仰、スプラーの絆、そして正教会の黄金のドームがあります。他方には、

テクノクラブ「バシアニ」で夜通し踊る若者たち、EUの旗を振って自由を叫ぶ抗議者、そして個人

の選択と多様性を尊重する生活への渇望があります。

この二つの世界は互いに敵対するだけではありません。同じ人の中に共存することもあります。昼

間は抗議に参加し、夜はスプラーで祖父の乾杯の言葉を聞く若者。欧州統合を支持しながらも伝統

的な家族の価値を大切にする中年。教会に通いながらも政府の権威主義に反対する信者。ジョージ

アの現実を白黒で分けることはできません。

文化政策の研究者たちは、ジョージア社会が伝統文化を守りつつも、多文化主義、少数者の権利、

市民教育を強化しようとする試みを続けており、家族内でも「子供たちの善」について議論してい

ると指摘しています。

「伝統を尊重しつつ、基本的な伝統は守ろう」といった妥協的な態度が増えています。対立と調整

が同時に進行しているのです。

結局、今日のジョージア人の「DNA」は、正教会の信仰、スプラーを中核とする共同体意識、家族

主義という伝統的要素と、ヨーロッパ的な権利、個人の自律、多様性という現代的価値が、緊張と

対話を繰り返しながら新たに形成されています。この対立は、ジョージアがアイデンティティを失っ

ていく過程ではありません。むしろ、過去の根拠を失うことなく新しい未来へと進むための激しい

成長痛なのです。

ジョージアの若者たちは、自分たちが何のために戦っているのかを明確に知っています。ある若者

のデモ参加者はアル・ジャジーラの取材陣に対し、こう語りました。「政府は、私たちが祖国を愛

していないと言います。しかし、実は私こそが愛国心で満ちています。Z世代は、今、自国を、主権

を、そしてヨーロッパ・大西洋的な未来を守るためにデモを行っているのです。」

スプラーのテーブルでタマダが唱える伝統的な乾杯の言葉と、街でEUの旗を振って自由を叫ぶ若者

たちのスローガンが共存し、衝突している。これが今日のジョージアの姿です。この緊張の結末が

どうなるか、まだ誰も知りません。しかし、一つだけ確かなことがあります。ジョージアの人々は、

数千年の歴史の中で数多くの危機を乗り越えながら、自らのアイデンティティを守り続けてきまし

た。彼らもまた、今回は自分たちの方法で道を見つけていくでしょう。

← 前の章

全章を見る
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次の章 →
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第10章 薔薇革命から民主主義の後退まで

← 前の章

全章を見る

次の章 →

ア．2003年の薔薇革命とサカシュヴィリの改革

2003年11月22日、トビリシの議会議事堂前には数万の市民が集まっていました。手に赤い薔薇を

握った若き政治家ミヘイル・サカシュヴィリ（Mikheil Saakashvili）が群衆の中から前に出てきまし

た。ジーンズに黒い革ジャケットという恰好でした。彼は議事堂の本会議場へと突入し、演説中だっ

たエドゥアルド・シェワルドナゼ（Eduard Shevardnadze）大統領は警護員に囲まれながら建物外

へ退避しました。サカシュヴィリは壇上に上がり、シェワルドナゼが置き去りにした茶碗の茶を飲

み干しました。この象徴的な行為がジョージア現代史の新たな章を開くこととなりました。

「失敗した国家」の肖像

薔薇革命を理解するためには、当時のジョージアが置かれていた状況をまず振り返る必要がありま

す。1991年のソ連崩壊後に独立したジョージアは、内戦と分離主義の対立、そして経済の崩壊に象

徴される暗黒期を過ごしました。1990年代前半にはアブハジアと南オセチアで分離独立戦争が発生

し、数十万人の難民が生じました。国家機能は事実上麻痺していました。

2003年当時、ジョージアは「失敗した国家（failed state）」という汚名を免れることができませ

んでした。政府は公務員の給与さえもまともに支払うことができませんでした。電力事情は惨憺た

るものでした。一日に数時間しか電力が供給されず、しかもそれは不規則でした。水力発電の潜在

能力に富む国でありながら、それでもそうでした。ズグディディからメスティアまで135キロメー

トルの移動に5時間がかかりました。道路状況が極めて悪かったためです。国際空港も老朽化し、み

すぼらしいものでした。

警察は市民を守る機関ではありませんでした。むしろ道路上の略奪者に近い存在でした。交通警察

が運転手を止めることは日常茶飯事であり、その際、賄賂を要求するのが常でした。公務員のポス

トは売買の対象となり、すべての行政手続きには「非公式な費用」が伴いました。世界銀行の調査

によれば、当時のジョージアは世界で最も腐敗した国の一つに数えられていました。国家が予想さ

れる税収の70パーセントも徴収できない状況が何年も続いていたのです。

「法盗賊」の支配

この時期、ジョージア社会を実質的に支配していたのは政府ではなく、「法盗賊（Thieves-in-law、

ジョージア語でカノニエリ・クルデビ）」と呼ばれる組織犯罪集団でした。ソ連時代、刑務所内で

形成されたこの犯罪下層文化は、独自の行動規範と階層秩序を備えていました。

中央政府の統制力が弱まった隙を突いて、彼らは政治と経済の構造の奥深くまで浸透しました。事

業を行うには「屋根（クリシャ）」、すなわち犯罪組織の保護を受ける必要がありました。そうで

なければ、脅迫や暴力にさらされることになります。当時、ジョージアで成功した事業家になるに
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は組織犯罪とのつながりが不可欠であるという話が公然と囁かれていました。

シェワルナゼ政権には、この問題を解決する能力も意思もありませんでした。一部では、政権自体

が犯罪組織と結託していると疑う声もありました。国民は疲れ果てていました。法と秩序、そして

正義への渇望が蓄積されつつあったのです。

革命の導火線

2003年11月2日に実施された議会選挙が導火線となりました。出口調査の結果、サカシュヴィリ率

いる統合国民運動（United National Movement）が圧倒的な勝利を収めたことが示されました。し

かし、政府が発表した公式結果は全く逆のものでした。露骨な選挙操作でした。怒りに燃えた市民

たちが街へと溢れ出しました。

デモは20日間にわたって続きました。独立テレビ局ルスタヴィ2（Rustavi-2）がデモ現場を生中継

し、若者運動団体クマラ（「十分だ！」という意味）が市民を組織しました。ジョージ・ソロスの

オープン・ソサエティ財団が資金と技術を提供しました。非暴力抵抗の戦略をまとめたドキュメン

タリー『独裁者を倒す』が放送されました。セルビアでスロボダン・ミロシェヴィッチ政権を打倒

した経験がジョージアへと伝えられたのです。

11月22日、シェワルナゼが大統領として新議会の初会合で演説を始めようとした際、デモ隊が議事

堂へと押し入りました。警護員たちが大統領を連れて退出し、翌日シェワルナゼは辞任を発表しま

した。無血革命でした。軍と警察はデモ隊の側に立ちました。流血の事態なく政権が交代したのは、

旧ソ連地域では前例のない出来事でした。

36歳の若き大統領の登場

2004年1月4日に実施された大統領選挙で、サカシュビリ氏は96.2パーセントの得票率で当選しま

した。ヨーロッパで最も若い大統領が誕生したのです。36歳でした。彼はコロンビア大学ロースクー

ルを卒業したエリートであり、流暢な英語を話し、西洋世界の支持を背負っていました。就任演説

で、ジョージアをヨーロッパの一員にすると宣言しました。

サカシュビリ政権の改革は迅速かつ急進的でした。そのスピードにジョージア国民のみならず国際

社会も驚きました。世界銀行は2006年から2011年までの5年間、ジョージアを「世界最高の改革

国家」と選定しました。

警察改革：不可能と思われた変化

最も象徴的な改革は、警察組織の全面解体と再建でした。サカシュビリ政権は2004年7月、腐敗の

温床となっていた交通警察の全職員を解雇しました。約1万6千人から3万人に及ぶ警察官が、一夜

にして職を失ったのです。大胆な決断でした。警察組織全体を解散し、新たに構築することは前例

のない実験でした。

新しい警察官の募集と訓練が続きました。教育は米国と欧州の専門家たちが担当しました。給与は

大幅に引き上げられました。過去の警察の月給は極めて低く、賄賂が生存手段のように見なされて

いました。新政府はこの悪循環を断ち切ることを決意しました。警察官の給与は10倍以上に引き上

げられたという報告もあります。その代わり、賄賂受取に対しては不寛容の原則が適用されました。
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改革の効果は劇的でした。道路上で運転手を止め、賄賂を要求する警察官は姿を消しました。市民

は初めて警察を信頼できるようになりました。2009年の国際共和研究所（International

Republican Institute）の世論調査では、警察はジョージア正教会、軍隊に次いで信頼される機関と

して第3位となりました。

わずか5年前には想像もできなかった変化でした。2006年になると、ジョージアでは市民214人に

対して警察官1名を配置するようになりました。改革前には78人に対して1名でした。量よりも質を

選んだのです。

「法泥棒」との戦い

サカシュヴィリは組織犯罪との全面戦を宣言しました。「私が大統領である限り、いかなる犯罪権

力も容認しない」と宣言しました。新政府は「法泥棒」に対して厳罰を科す法律を制定しました。

単に「法泥棒」の地位にあるというだけで処罰の対象となり得ました。犯罪ボスの財産は国家に没

収されました。ザハル・カラショフ（Zakhar Kalashov）のような巨悪マフィアの数百万ドル規模の

邸宅が押収され、警察署や政府機関として使用されました。

多くの犯罪組織員が逮捕され、ロシア、ウクライナ、トルコなど海外へ逃亡しました。この過程で

人権侵害の議論もありました。一部では適正手続きを無視した強圧的な捜査を批判する声もありま

した。しかし、国民の大多数はこの変化を歓迎しました。街路で犯罪者たちの脅威にさらされてい

た日常から解放されたからです。

行政の近代化と経済改革

腐敗根絶は行政全体に波及しました。2011年に開庁した「法務省の館（ハウス・オブ・ジャスティ

ス）」は、この改革の象徴でした。市民たちはここで、パスポートの発行、不動産登記、事業登録

など、各種の行政手続きを一つの場所で迅速に処理できるようになりました。かつては各機関を個

別に訪ねなければならず、そのたびに賄賂を要求されました。新しいシステムでは、すべての手続

きが透明に行われました。

税制も簡素化されました。複雑な税体系を20パーセントの単一税率に置き換えました。事業登録は

一日で可能となり、外国人投資が急増しました。ロシアによるエネルギー封鎖、貿易制裁、2008年

の戦争、世界金融危機にもかかわらず、ジョージア経済は2004年から2012年まで年平均7パーセ

ント近く成長しました。

国家歳入も劇的に増加しました。かつて政府が予想税収の70パーセントも徴収できていなかったの

と比較すれば、革命的な変化でした。この財源により、インフラの近代化と都市の整備が行われま

した。給与と年金も引き上げられました。ジョージアはまもなく純粋なエネルギー輸出国となりま

した。バラ革命直後、一日に数時間しか電気が供給されなかった国で起きた出来事です。

親西欧外交路線

サカシュヴィリ政権は外交においても急激な転換を試みました。欧州連合（EU）および北大西洋条

約機構（NATO）への加盟を国の最優先目標と位置づけました。ジョージアは欧州の国であり、欧

州の一員となるべきだと宣言しました。「私はジョージア人である、ゆえに私は欧州人である」と
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いう当時のズラブ・ズバニア首相の演説が、この方針を凝縮して表現していました。

このような親西側路線は、ロシアとの関係悪化を不可避としました。ロシアはジョージアの西側へ

の組み込みを試みを自国の安全保障に対する脅威と認識しました。2006年、ロシアはジョージア

のワインおよびミネラルウォーターの輸入を禁止しました。エネルギー供給を武器として用いるこ

ともありました。両国関係は急速に悪化しました。

2008年戦争の傷跡

緊張は2008年8月、全面戦争として爆発しました。南オセチア地域を巡る武力衝突がロシアの軍事

介入へとつながりました。5日間の戦争でジョージアは敗北しました。ロシアはアブハジアおよび南

オセチアの独立を承認し、これらの地域に軍隊を駐留させました。ジョージアは国土の約20パーセ

ントに対する実効支配力を喪失しました。

戦争の責任所在については議論があります。EUが設置した独立調査委員会（タリャヴィニ委員会）

は、ジョージアが先に軍事作戦を開始したと結論付けました。しかし、ロシアの対応が比例原則を

逸脱したとも指摘しています。サカシュヴィリ政府はロシアの挑発に対する対応だと主張しました。

この戦争はサカシュヴィリの政治的立場に深刻な打撃を与えました。

改革の影

サカシュヴィリ時代の成果を否定することは困難です。しかし、影も存在しました。改革過程にお

いて権力が大統領に集中しました。司法の独立性は弱体化しました。野党関係者は政治的動機によ

る捜査・起訴を主張しました。2007年には反政府デモが暴力的に鎮圧されました。独立メディアで

あるイメディテレビが強制閉鎖される事態も発生しました。

収容所内の人権状況も問題でした。収容者に対する拷問や虐待の疑惑が提起されました。2012年の

大統領選挙直前に収容所内の虐待映像が公開され、世論が沸騰しました。サカシュヴィリ政府は法

治を掲げましたが、「法による支配（rule by law）」と「法の支配（rule of law）」を区別できな

いという批判を受けました。改革の目標は正義でしたが、その過程で正義が損なわれるという逆説

が現れました。

任期の後半になるにつれて疲労感が蓄積しました。薔薇革命後に成長した世代は、政府の権威主義

的傾向を批判し始めました。2012年の選挙で国民は変化を選択しました。新たな勢力が台頭する時

が来ました。

ナ. ビジナ・イヴァニシュヴィリと「ジョージアの夢」12年

2012年10月の議会選挙において、「ジョージアの夢（ジョージアン・ドリーム）」連合が勝利を

収めました。これにより、バラ革命以来初めて平和的な政権交代が実現しました。旧ソ連地域にお

いて選挙を通じた権力移譲が行われたのは極めて稀な出来事でした。国際社会はこれをジョージア

民主主義の成熟として歓迎しました。

謎の億万長者
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「ジョージアの夢」を創設し率いた人物は、ビジナ・イヴァニシュヴィリ氏です。彼はジョージア

で最も富裕な人物です。フォーブスによる推定資産は約49億ドルで、ジョージアの国内総生産（

GDP）の15パーセントに相当します。1990年代にロシアで金属、金融、不動産事業を通じて莫大

な富を築きました。かつてはロシア最大の民間銀行であるロシア信用銀行（Russian Credit Bank）

を所有することもありました。

彼のロシアとのつながりは初めから論争の的でした。野党や市民社会は彼を「ロシアのオリガルヒ

（寡頭資本家）」と規定しました。サカシュヴィリ政権はイヴァニシュヴィリのジョージア市民権

剥奪を試みたこともあります。イヴァニシュヴィリ氏は、ロシアで事業を行ったに過ぎず、ロシア

政権とつながりはないと反論しました。彼はジョージアのEUおよびNATO加盟を支持すると公言し

ました。

2012年の選挙において、イヴァニシュビリ連合はサカシュビリ政権の権威主義的な行動、収容所内

の人権侵害、経済的不平等を集中的に攻撃しました。選挙直前に公開された収容所での虐待映像が

決定的な役割を果たしました。国民は変化を求め、「ジョージアの夢」がその代替案として浮上し

ました。

政権初期：期待と現実

イヴァニシュビリは2012年10月から2013年11月まで約1年間首相を務めました。その後、公式の

職名を退きました。しかし、政界からの引退は形式的なものでした。彼は党の「名誉会長」として、

そしてジョージア最大の富豪として、国政全般に影響力を行使し続けています。首相や閣僚が交代

しても、実質的な権力の源泉は変わりませんでした。政府官僚の多くがイヴァニシュビリが所有す

る企業や銀行出身であることは、これを裏付けています。元首相や元経済担当大臣には、彼の家族

が所有する銀行で勤務した経歴を持つ者もいます。内務大臣は彼の元警護要員でした。また、コロ

ナ19パンデミック時には、保健大臣がイヴァニシュビリ夫人の私人の歯科医師であったとの報道も

ありました。

初期の数年間、「ジョージアの夢」政府は西洋諸国との関係を維持しつつ、ロシアとの関係正常化

を図るバランス外交を掲げました。2014年にはEUとの協定（協定）を締結し、2017年にはEUと

のビザ免除協定が発効しました。ジョージア国民はシェンゲン

地域（シェンゲン地域）の各国を自由に旅行できるようになりました。これは欧州統合に向けた重

要な進展でした。

民主主義の後退の兆候

しかし、2017年頃より民主主義の後退の兆候が現れ始めました。国際民主主義指数はジョージアの

順位低下を記録しました。司法の独立性が弱体化し、言論の自由に対する圧力が増大しました。市

民社会団体は活動に制約を受けるようになりました。

2023年4月、米国務省はジョージア最高裁判事4名に対して制裁を科しました。その理由は「政治

的腐敗」と「司法制度の毀損」でした。ジョージア史上初めて、自国の司法機関が外国からの制裁

を受ける事態が生じたのです。
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反腐敗改革も停滞しました。サカシュビリ政権時代に根絶された「法盗み」文化が再び台頭し始め

ているとの報告があります。一部の識者は、与党が選挙動員や刑務所内の収容者管理のために犯罪

下層文化と非公式な協力関係を結んでいると疑いました。政府はこれを否定しましたが、サカシュ

ビリ時代の急進的改革がもたらした成果が徐々に侵食されているという懸念は高まっていました。

2022年の転換点：ウクライナ戦争以降

2022 年 2 月のロシアによるウクライナ全面侵攻は、ジョージアの政治の方向性を決定的に変えま

した。この戦争はジョージアの人々にとって他人事ではありませんでした。2008 年に自らが経験

した出来事が、より大規模な規模で再現されるのを傍観せざるを得なかったのです。国民の多くは

ウクライナへの連帯を表明しました。

しかし、「ジョージアの夢」政府の対応は期待とは異なりました。ジョージアは欧州評議会におい

てロシアの追放に賛成し、国際刑事裁判所のウクライナ戦争犯罪捜査を支持しました。しかし、ロ

シアに対する経済制裁には参加しませんでした。ウクライナへの武器供与も行いませんでした。む

しろ、ロシアとの貿易は急増しました。2022 年のロシアとの貿易量は前年比 79 パーセント増加

したという統計があります。2023 年にはロシア便の運航も再開されました。

政府は慎重論を掲げました。ジョージアがロシアと戦争状態にある中で、さらなる挑発は自制すべ

きだと主張しました。国境の向こうにロシア軍が駐留している状況で、安易な行動は国家の安全保

障を脅かすという論理でした。批判者はこれを親ロシア路線への転換と規定しました。

「グローバル戦争派」陰謀論

この時期、イヴァニシュヴィリ氏と「ジョージアの夢」指導部は奇妙なレトリックを使い始めまし

た。彼らは、米国と EU がジョージアをロシアとの戦争に引き込み、「第 2 の戦線」を開設しよう

としていると主張しました。西側に存在する「グローバル戦争派」という勢力がジョージアの平和

を脅かしているというのです。この勢力は西側の資金援助を受ける NGO を通じてジョージアで革命

を画策していると警告しました。

与党は自分たちを「平和の守護者」と位置づけ、野党や市民社会を「戦争勢力」として描き出しま

した。サカシュヴィリの統合民族運動（UNM）を「集合的UNM」と呼び、過去の政権の「犯罪」を

強調しました。2008年の戦争もサカシュヴィリの「無謀な挑発」のせいだと再解釈しました。

このような物語は、ロシア国営メディアの論調と類似していました。西側諸国の「内政干渉」を非

難し、伝統的価値の擁護を名目に自由主義的価値を攻撃する手法でした。批判者はこれをロシアの

虚偽情報戦略の模倣であると指摘しました。

EU候補国地位、そして後退

2023年12月、EUはジョージアに加盟候補国地位を付与しました。ジョージア国民の大多数が熱望

していた目標に向けた重要な前進でした。世論調査では国民の約80パーセントがEU加盟を支持して

いました。憲法にもEUおよびNATOへの加盟が国家目標として明記されています。

しかし、「ジョージアの夢」政府の歩みはこれと矛盾していました。EUが提示した12の改革優先課

題のうち3つしか履行されていないとの評価があります。2024年にはEUが強く反対した法案が相次
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いて可決されました。「外国影響力透明性法」および「家族価値保護法」（性的少数者の権利制限

法）がその代表です。EUはこれらの法案が加盟交渉の障害となると警告しました。

2024年11月の衝撃的な声明

2024年11月28日、イラクリ・コバヒゼ首相は衝撃的な発表を行いました。2028年までのEU加盟

交渉を中断するという内容でした。EUからの財政支援も拒否したのです。憲法に明記された国家目

標を政府自ら放棄したことになります。国民の圧倒的多数が支持する欧州統合の道を政権が塞いだ

のです。

この声明の理由について政府は「EUがジョージアを尊厳をもって扱っていない」と主張しました。

西側諸国が内政に干渉しており、ジョージアの主権を尊重していないというのです。しかし批判者

はこれが単なる言い訳に過ぎないと反論します。実際にはEU加盟に必要な民主主義的基準を満たす

意思がないためだというのです。ロシアの影響下で権威主義的な統治を継続しようとする選択だと

いう解釈もあります。

この発表以降、ジョージア全国で大規模なデモが勃発しました。市民は欧州旗とジョージア国旗を

手に街へ繰り出しました。政府は強硬な鎮圧で対応しました。2003年のバラ革命以来、最も深刻な

政治危機が始まったのです。

三、2024年総選挙の不正疑惑と大規模デモ

2024年10月26日に実施されたジョージア議会選挙は、民主主義の行方を分ける分水嶺として捉え

られていました。「ジョージアの夢」が12年ぶりに4期連続の挑戦をかけた選挙でした。野党連合

は欧州統合路線の回復を掲げ、政権交代を訴えました。今回の選挙の結果次第で、ジョージアが欧

州へ進むのか、ロシアの影響圏へ回帰するのかが決定されるとの認識が広まっていました。

傾いた運動場

選挙前から公正性への懸念が提起されました。欧州安全保障協力機構民主制度・人権事務所（

OSCE/ODIHR）をはじめとする国際選挙監視団は、選挙環境に深刻な問題があると指摘しました。

与党は膨大な行政資源と財政的優位性を活用しました。公営放送や親政府系の民間メディアは偏っ

た報道を繰り返しました。

公務員らに対する組織的な圧力があったとの報告があります。投票数日前、市民社会活動家や野党

関係者が匿名の脅迫電話を受けました。一部は物理的な暴力にさらされました。政府に批判的な

NGO指導者やジャーナリストを「反逆者」「敵」と規定するポスターが複数の都市に貼られました。

選挙結果と疑惑

公式結果によると、「ジョージアの夢」は約54パーセントの得票率で圧勝しました。野党連合は38

パーセントを獲得しましたが、野党はこの結果を認めませんでした。サロメ・ズラビシュヴィリ大

統領は「これは完全な操作であり、皆さんの票を完全に奪ったものだ」と宣言し、今回の選挙が「

ロシアの特殊作戦」の一環であると主張しました。
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国際選挙監視団も深刻な懸念を表明しました。OSCE/ODIHRの最終報告書では、選挙が「多様な候

補者選択」を提供した一方で、最近制定された法律が「基本的自由と市民社会に与えた影響」につ

いて懸念を表明しています。投票箱の差し替え、有権者の買収、脅迫など、具体的な不正行為の事

例が報告されました。

電子投票システムの操作の可能性も指摘されました。一部の投票所では、投票内容が外部から確認

できる状況が発見されたとのことです。これは秘密投票の原則の侵害です。有権者が報復を恐れる

ことなく自由に投票できる環境が保証されていないことを意味します。

野党のボイコットと一党議会の成立

議会の5パーセントという参入基準を満たした野党は四つありました。そのうち三つの政党の当選者

は議員職を放棄しました。残りの一政党も議会を違法として参加を拒否しました。結果として事実

上の一党議会が構成されました。

2025年2月には、より過激な措置が続きました。「ジョージアの夢」の議員たちは、登院を拒否し

た野党議員49名の議員職を剥奪する決議を可決しました。野党関係者に対する刑事告発も相次ぎま

した。元首相のギョルギ・ガカリアは職権乱用の疑いで起訴され、13年から15年の懲役刑を受ける

可能性に直面しました。彼は現在、海外に滞在しています。

政府は、統合民族運動（UNM）を含む野党政党の活動を禁止しようとする試みも行っています。海

外在住のジョージア人の在外投票権を廃止しようとする動きもあります。2024年の選挙では、在外

投票における「ジョージアの夢」の支持率はわずか13パーセントだったためです。

街の怒り

選挙翌日からデモが始まりました。トビリシのルスタヴェリ大通りと自由広場には数万人の市民が

集まりました。彼らはジョージア国旗、EU旗、ウクライナ国旗を振りました。「私の票を返せ」「

ジョージアはヨーロッパだ」というスローガンが響き渡りました。

11月28日のEU交渉中断発表以降、デモはさらに激化しました。ACLEDのデータによると、その後

の16日間で全国で100回以上のデモが発生しました。記録的な数値です。デモは首都トビリシだけ

でなく、バトゥミ、クタイシなどの地方都市にも広がりました。

デモ参加者は多様でした。大学生や市民社会活動家、野党支持者はもとより、一般市民も加わりま

した。2025年9月まで、デモは300日以上続きました。ジョージアのメディアは、「学生から市民

活動家、野党に至るまで、ジョージア社会の広いスペクトラムが参加している」と報じました。

国家による暴力

政府の対応は苛烈でした。警察の特殊部隊が平和的なデモ隊に対して催涙ガス、放水砲、ゴム弾を

発射しました。数百人が逮捕されました。2024年12月18日、ジョージアの公共保護官（オムブズ

マン）は、代表団が327名の拘束者と面談したと発表し、そのうち225名が虐待を受けたと証言し、

157名から身体的傷害の明らかな痕跡が確認されたと述べました。
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国際人権団体「トランスパレンシー・インターナショナル・ジョージア」などは、「ジョージアの

夢」が「平和的なデモ隊に対する体系的な拷問を計画した」と批判しました。ジョージアの公共保

護官は、デモ隊に意図的に加えられた傷害の種類と深刻さが「拷問行為に該当する」と結論付けま

した。

BBCの調査によると、政府はデモ隊に対して化学物質のカマイト（camite）を使用しました。国連

の拷問特別報告官はこれを「人権法の明白な違反」と規定しました。私服の警察官や与党と結びつ

いた暴力団がデモ隊や報道陣を攻撃したという証拠もソーシャルメディアを通じて拡散されました。

彼らは「ティトゥシキ（Titushky）」と呼ばれています。これはウクライナでヤヌコビッチ政権が

デモ鎮圧に動員した請負の暴徒に付けられた名称です。

内部亀裂の兆候

興味深いのは、公権力内部に現れた亀裂です。元バトゥミ海岸警備隊海洋安全局長のゴチャ・ベリ

ゼによれば、内務省所属の49名が辞職しました。これには、デモ鎮圧担当部署長のイラクリ・シャ

イシメラシュビリとその部下4名、特殊部隊教官16名、心理訓練サービス責任者および職員12名、

そして放水車運用要員16名全員が含まれています。

シャイシメラシュビリは、自身と家族の安全のためにジョージアを離脱した後、インタビューを通

じて証言しました。彼によれば、警察による暴力は体系的であり、命令に従ったものでした。命令

は、特殊作戦本部の長ズヴィアド・カラジシビリとイヴァニシュビリから下されたものです。警察

暴力に対する内部調査は行われておらず、計画もないと彼は述べました。

国際社会の反応

国際社会はジョージア情勢に深い懸念を表明しました。2024年11月28日、欧州議会は444対72（

棄権82）という圧倒的な賛成多数で、ジョージアの選挙結果を認めないという決議を可決しました。

2025年2月13日には、議会選挙および大統領選挙の双方の結果を正当なものと認めないという追加

決議が可決されました。

米国や英国などは「ジョージアの夢」の高官らに制裁を科しました。米国はイヴァニシュヴィリ本

人に制裁を課し、その米国内の資産を凍結しました。アントニー・ブリンケン米国務長官は、イヴァ

ニシュヴィリと「ジョージアの夢」が「民主主義的諸制度を損ない、人権侵害を可能にし、ジョー

ジアの欧州・大西洋圏への未来をロシアの利益のために逸走させた」と非難しました。英国は内務

大臣、内務次官、トビリシ警察局長、特殊作戦部隊長ら高官5名に対し、渡航禁止と資産凍結の制裁

を科しました。

2024年12月20日、OSCE加盟国37カ国が「ウィーン・メカニズム」を発動しました。これは

OSCE加盟国が他の加盟国の人権状況について質問できる手続きです。彼らは拘束者に対する拷問、

報道機関への暴力、警察官の免責などについて懸念を表明し、10日以内の回答を求めました。

大統領の孤独な抵抗

サロメ・ズラビシュヴィリ大統領は、選挙結果と新議会の正当性を認めませんでした。2024年12

月14日、議会がミヘイル・カベラシュヴィリを新大統領に選出した
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際、彼女は当該選挙が無効であると宣言しました。自身が引き続き合法な大統領であると主張しま

した。

12月29日，カベラシュヴィリが就任式を挙行しました。ジュラビシュヴィリは、自身が居所として

いたオルベリアーニ宮殿を離れる際、この建物は「象徴に過ぎない」と述べました。彼女は就任式

を「民主主義への嘲弄」として非難し、「ジョージアの夢」が「孤立し、恐怖に怯え、腐敗し、違

法であり、認められず、制裁対象となっている」政権であると規定しました。

ジュラビシュヴィリは新たな事務所を開設し、国内外を巡って危機解決のための活動を続けていま

す。しかし、実質的な権限は限られています。ジョージアは議院内閣制の国であり、大統領は象徴

的な役割に近いです。彼女の抵抗は象徴的な意味が大きいものの、現実の政治における影響力は微々

たるものです。

ロ．「外国代理人法」とロシア式支配の亡霊

2024年、ジョージアを揺るがした最も論争的な立法は、正式名称「外国の影響の透明性に関する法

律」、通称「外国代理人法（Foreign Agents Law）」です。この法律はジョージア社会を二つに分

裂させました。支持者たちは「主権の擁護」のための不可欠な措置であると主張します。反対者た

ちは、これが「ロシア法」の複製版であり、民主主義を破壊すると警告しています。

法案の内容

この法律は、海外から資金の20%以上を受け取る非政府組織（NGO）やメディアに対し、自らを「

外国勢力の利益を追求する組織」として登録することを義務付けています。登録対象団体は、詳細

な財務および活動報告書を提出しなければなりません。違反した場合には巨額の罰金が科されます。

行政違反に対する罰金は5,000ラリ（約190万円）にまで跳ね上がりました。繰り返しの違反には

刑事罰も適用可能です。

この法律に基づき設立された汚職防止局（Anti-Corruption Bureau）には広範な裁量権が付与され

ています。対象団体を監視し、調査し、制裁を加えることができます。批判者たちは、この機関が

政府に批判的な市民団体を弾圧する道具として利用されるのではないかと懸念しています。

ロシア法の模倣

この法律が「ロシア法」と呼ばれるのには理由があります。2012年、ロシアはほぼ同様の内容の法

律を制定しました。その後、この法律はロシア国内の市民社会や独立メディアを弾圧する主要な手

段として利用されてきました。政府に批判的な団体は「外国代理人」というレッテルを貼られ、一

般社会から孤立し、活動が萎縮しました。人権団体メモリアル（Memorial）を含む多くのNGOが、

この法律によって解散させられました。

ベラルーシとアゼルバイジャンも同様の法律を導入しました。これらはすべて、権威主義政権が市

民社会を統制するために用いる典型的な手口です。欧州評議会の諮問機関であるヴェネツィア委員

会は、ジョージアのこの法案が結社の自由と表現の自由を侵害しており、民主的多元主義と両立し

ないとして強く批判し、廃止を勧告しました。

最初の試みと挫折



107

「ジョージアの夢」は2023年にこの法案を初めて提案しましたが、大規模な抗議活動に直面し撤回

を余儀なくされました。トビリシの街では数万人が反対デモを行い、一部は議事堂前で警察と衝突

しました。国際社会からの批判も激しく、EUはこの法案が成立すればジョージアの欧州統合プロセ

スに深刻な障害となると警告しました。結局、政府は後退しました。

しかし、これは一時的な後退に過ぎませんでした。2024年4月、法案は再提出されました。今回は

政府が後退しませんでした。

2024年春の抵抗

法案の再提出直後、大規模な抗議活動が再び始まりました。議事堂の前では数万人が連日集会を開

きました。ヒューマン・ライツ・ウォッチ（Human Rights Watch）によると、数十人の報道関係

者やメディア関係者が警察の武力行使により負傷しました。5月1日には、警察がゴム弾を使用した

という信頼できる報告もあります。

法案可決の数週間前、市民活動家や政治家に対する組織的な脅迫と威嚇が続きました。数百人の活

動家とその家族、さらには幼い子供たちまでもが、匿名からの脅迫電話を繰り返し受けていました。

複数の都市で、NGO指導者や批判的なジャーナリストの写真を掲載したポスターが貼られました。

そこには彼らを「反逆者」や「敵」と規定する内容が記されていました。4月末から6月の間に、十

数人の活動家が身元不明の加害者から物理的な暴力を浴びせられました。その多くが頭部を負傷し、

病院での治療を必要としました。

法案可決とその余波

これらの抵抗にもかかわらず、法案は2024年5月に最終可決されました。大統領は拒否権を行使し

ましたが、議会はこれを無効化しました。法律は発効されました。

米国は即座に反応しました。国務省は「ジョージアにおける民主主義を損なう役割を果たした」と

して、数十人のジョージア国民に対してビザ制限措置を講じました。EU27カ国の首脳は、この法採

択によりジョージアのEU加盟手続きが事実上停止されたと発表しました。ウルズラ・フォン・デア・

ライエンEU執行委員長は、この法律が「EUの核心的価値に違反する」と批判しました。

アブハジアでも2023年に同様の法が導入されました。これは、ロシアが自らの影響力圏内の地域に

おいて、同じような統制メカニズムを拡大させていることを示しています。

「伝統的価値」擁護の建前

「外国代理人法」と並行して推進されたもう一つの抑圧的な立法は、「家族の価値と未成年者の保

護に関する法律」です。実質的に反LGBTQ+法です。与党は、西洋のNGOが「疑似リベラルなイデ

オロギー」や「LGBTQ+の宣伝」を通じてジョージアの伝統と教会を破壊しようとしていると主張

しました。これを防ぐためには憲法改正と立法が必要であるという論理でした。

この法律は、性的少数者の権利を抑圧するにとどまらず、西洋的価値や人権基準そのものを攻撃す

る意味を帯びています。同時に、保守層の支持を集める政治的道具としても利用されました。ジョー

ジア正教会は、人口の約80パーセントが信者として登録されているほど強大な影響力を持っていま

す。
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政府は教会との連帯を通じて、「伝統的価値の擁護者」としてのイメージを構築しようとしていま

した。

弾圧の拡大

「外国代理人法」施行以降、市民社会に対する圧力は一段と強化されました。政府に批判的な NGO

の事務所が急襲され、書類が押収され、職員が尋問を受けました。独立メディアに対する制裁も強

化され、2025 年には複数の独立メディアが活動停止を余儀なくされたとの報道があります。

デモ参加者に対する処罰も強化されました。従来は罰金刑で済んでいた行政違反が、今や刑事犯罪

として扱われます。デモ参加者は最大 60 日間の勾留を受ける可能性があります。以前は 15 日で

した。最近数カ月の間に深刻な暴力衝突や器物損壊は起きていないにもかかわらず、こうした措置

が取られています。過度な処罰であるとの批判が提起されています。

二極化する社会

これらの法案を巡る議論は、ジョージア社会を極端に二極化させました。一方では政府が外国の干

渉からジョージアの主権を守っていると主張します。他方では、政府がロシアのプレイブックをそ

のまま踏襲し、民主主義を破壊していると非難されます。

与党支持者たちは、西側諸国の資金を受ける NGO がジョージアの内政に不当に介入してきたと主張

します。特に水力発電所プロジェクトなど国策事業に反対した一部の環境団体を事例に挙げます。

これらの団体が外国の扇動を受けて国家発展を妨害したのだと。政府関係者は「私たちは単に透明

性を求めているだけだ」と述べています。

反対側では、これは名目に過ぎないと反論します。実際の目的は政府批判勢力の口を塞ぐことだと

主張しています。「外国代理人」というレッテルは、当該団体を「スパイ」や「反逆者」として規

定する効果を持ちます。大衆の信頼を失わせ、活動を萎縮させるのです。

ヨーロッパへの道、閉ざされた門

結論として、これらの法案の成立はジョージアのEU加盟プロセスを事実上停止させました。EUはこ

れらの法律がEUの核心的価値と両立しないことを明確に示しました。2024年11月に政府が自らEU

交渉の中止を宣言する前に、すでに門は閉ざされていたのです。

ジョージア憲法には、EUおよびNATOへの加盟が国家目標として明記されています。国民の約80パー

セントがEU加盟を支持しています。しかし、現政権の歩みはこうした国民の熱望と正面から衝突し

ています。批判者は、「ジョージアの夢」がジョージアを西側民主主義陣営から離れさせ、ロシア

の影響力圏へと回帰させようとしていると主張しています。

政府はこれを否定します。コバヒゼ首相はユーロニュースへの寄稿文で「ジョージアの欧州志向は

確固としており、不可逆的である」と記しました。「ジョージアの道は欧州的であり、平和的かつ

原則に基づいている」と主張しました。しかし、言葉と行動の間の乖離はますます広がっています。

権威主義への道
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2025年現在、ジョージアは独立以来、最も急速に権威主義へと転落していると評価されています。

野党指導者や活動家が定期的に逮捕され、国外亡命を強いられています。政治囚の数が人口比でロ

シアよりも多いという報告もあります。

中国製の顔認識カメラが全国に設置されているという懸念もあります。デモ参加者の多くが身元を

隠すためにマスクを着用し始めています。アムネスティ・インターナショナルは、ジョージアの新

しい法律が「抑圧的」であると規定しています。

カーネギー国際平和基金の分析家は、ジョージアが「管理された民主主義」の道を進んでいると評

価しました。アゼルバイジャン、ベラルーシ、ロシアのように、堅固で弾力のある権威主義体制を

構築するための資源や外部の支援者がないため、完全な独裁への転換は困難であるとの分析です。

しかし、野党や市民社会に対する圧力は継続して強化されています。2028年の次期選挙まで、政権

が「分裂した野党を、単なるショーのために存在する便利なスパーリング・パートナーへと変えよ

うとしている」との観測もあります。

抵抗の継続

それでもジョージアの市民たちの抵抗は続いています。デモは300日以上も続いており、若者たち

は特に強い抵抗の意志を示しています。投獄された活動家たちは、獄中でも手紙を通じて連帯のメッ

セージを送っています。

2025年9月のモルドバ議会選挙で、親西欧派勢力がロシアの介入にもかかわらず勝利を収めた際、

一部のジョージア市民はモルドバの国旗を振りました。あるポーランドの政治分析家は、モルドバ

の国旗が「抵抗の象徴」であり「ロシアの敗北の象徴」となったと評価しました。

ジョージアの未来はまだ決定されていません。街頭での抵抗と政府による弾圧の間で、緊迫した綱

引きが続いています。ヨーロッパの門が完全に閉ざされたわけではありませんが、現政権の下で再

びその門を開くことは不可能に見えます。ジョージアの人々自身が自らの未来を決定しなければな

らない時が近づいています。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第11章 2008年の戦争と分断された領土

← 前の章

全章を見る

次の章 →

ア。南オセチア・アブハジア紛争の起源

ジョージアの地図を広げると、北西の黒海沿岸にあるアブハジアと、北中部の山岳地帯にある南オ

セチアが点線で示されています。この二つの地域は、ジョージアの全領土の約20％を占めています。

ジョージア政府はここを「占領地域」と呼び、ロシアは「独立国」と主張しています。国際社会の

大半はジョージアの領土として認めていますが、現実にはロシア軍が駐留する事実上の分離地域と

なっています。この紛争は2008年に突然始まったものではありません。帝国から連邦へ、連邦から

民族国家へと体制が変わるたびに蓄積された亀裂が爆発した結果なのです。

（1）民族構成と歴史的背景

アブハジア人はコーカサス北西部系統の民族で、独自の言語と文化を有しています。ジョージア語

とは系統の異なるアブハジア語を話し、歴史的に黒海沿岸で独自のアイデンティティを維持してき

ました。中世にはアブハジア王国が一時ジョージア王国と統合され、強盛な時期を過ごしましたが、

その後オスマン帝国の影響下でイスラム教を受け入れた住民も少なくありませんでした。19世紀に

ロシア帝国がコーカサスを征服した際、アブハジアはロシアの直接統治領となりました。

その過程で多くのアブハジア人がオスマン帝国へ移住したり、追放されたりしました。その跡地を

ジョージア人、ロシア人、アルメニア人、ギリシア人などが埋めました。

オセチア人はイラン系の遊牧民であるアラン族の末裔です。彼らはコーカサス山脈を挟んで北側（

北オセチア、現在のロシア連邦所属）と南側（南オセチア、ジョージア領土内）に分かれて暮らす

ようになりました。17世紀頃、北コーカサスから移住してきたオセチア人たちは、当時のカトリ王

国（ジョージア東部）の許可を得て定住しました。数世紀にわたり、ジョージア人とオセチア人は

隣人として共に暮らし、結婚し、交流を深めてきました。しかし、19世紀にロシア帝国が北オセチ

アを直接支配するようになると、山脈を挟んだ南北のオセチア人の間に、ロシアへの連帯感が形成

され始めました。

(2) ソ連による分割統治と自治区域の設定

1921年、赤軍がジョージアを占領しソビエト化されるに伴い、民族問題は新たな局面を迎えました。

ボリシェヴィキ指導部、とりわけジョージア出身のスターリンは「分割統治（Divide and Rule）」

の戦略を駆使しました。ジョージア・ソビエト社会主義共和国内部に「アブハジア自治ソビエト社

会主義共和国（ASSR）」と「南オセチア自治州」を設置したのです。表面上は少数民族の権利を保

障するという名目でしたが、実際にはジョージアの民族主義が中央政府（モスクワ）に挑戦できな

いよう、内部に牽制勢力を仕掛けた措置でした。
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1922年の文書記録によれば、南オセチアやザカタラなどにおいて、領土が他の共和国や自治州へ移

管される過程が進められていました。当時のジョージアの反ソビエト抵抗勢力は、このような領土

分割がジョージアをロシアの単なる行政区域へと転落させようとする試みであると批判しました。

1921年12月の報告書には、アブハジア内でジョージア支持派とロシア支持派の間に対立があった

こと、またロシア、アルメニア、アブハジアの勢力が連合してジョージア人を弾圧し、財産を没収

または追放したという記録が記されています。

ソ連時代における自治共和国や自治州は、形式的な自治に過ぎませんでした。すべての主要な決定

はモスクワから下され、民族間の対立は共産党の統制下で抑圧されていました。しかし、完全に消

滅したわけではありませんでした。1978年にはアブハジアでロシア・ソビエト連邦社会主義共和国

（RSFSR）への編入を求めるデモが発生し、ロシアがこれを黙認して支援しました。ジョージア語

の公用語化を巡る文化的・言語的な衝突も断続的に勃発しました。これらの爆弾は、ソ連が弱体化

するにつれて爆発する準備を整えていたのです。

(3) ソ連崩壊と1990年代の武力衝突

1980年代後半、ミハイル・ゴルバチョフの改革政策（グラスノスチ、ペレストロイカ）は、抑圧さ

れていた民族主義を噴出させました。ジョージアでは独立への熱望が高まり、1989年4月にはトビ

リシで平和的なデモ隊に対してソ連軍が発砲し、20余名が死亡する悲劇が発生しました。この事件

はジョージアの民族主義に火をつけたのです。同時にアブハジアと南オセチアでも民族主義が台頭

し、ジョージアからの分離独立を要求し始めました。

1991年にソ連が崩壊しジョージアが独立を宣言すると、潜在的にあった対立は全面的な武力衝突と

して爆発しました。南オセチアでは1991年から1992年にかけて戦争が勃発し、ジョージア軍が自

治州の首都ツヒンヴァリを砲撃しました。ロシアは分離主義勢力を支援しました。数千人の犠牲者

と10万人に達する難民が発生しました。1992年に休戦合意（ソチ協定）が締結され、独立国家共

同体（CIS）の平和維持軍が配置されました。しかし、この休戦は完全な平和ではなく、「凍結され

た紛争（Frozen Conflict）」の始まりでした。

アブハジア戦争（1992～1993年）は、さらに甚大な惨禍を招きました。アブハジアの分離主義勢

力は、ロシアの黙示的な支援と北コーカサスから来た傭兵（チェチェンの武装勢力を含む）の助力

を得て、ジョージア軍と戦いました。戦争の過程で約1万5千人が死亡し、アブハジア人口の大多数

を占めていたジョージア人約25万人が虐殺されたり追放されたりする「民族浄化」が行われました。

欧州安全保障協力機構（OSCE）はこれを民族浄化と認定しています。ジョージア政府軍は敗北し、

コドリ渓谷の上流部を僅かに維持したままアブハジアから撤退を余儀なくされました。

これらの戦争の結果、アブハジアと南オセチアはジョージア中央政府の支配から事実上離脱しまし

た。法的地位は不明瞭な「グレーゾーン」となり、組織犯罪、密輸、麻薬取引の温床となりました。

ロシア、トルコ、ジョージアを結ぶ違法な貿易ネットワークが形成され、分離主義政権の経済的基

盤を提供しました。ロシアの平和維持軍がこの地域に駐留し現状維持を管理していましたが、ジョー

ジア人にとってこの「平和維持」は占領の別名に過ぎませんでした。

(4) 薔薇革命以降の緊張の高まり
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2003年の「薔薇革命」で政権を握ったミヘイル・サアカシュヴィリ大統領は、強力な親西方政策を

掲げるとともに、領土統合を最優先課題としました。腐敗撲滅、警察改革、税収拡大などの国内改

革を推進する一方で、分離地域に対する支配権の回復を試みました。2004年、アザリア自治共和国

で親ロシア派のアスラン・アバシゼ指導者を排除することに成功し、自信を深めました。

しかし、南オセチアとアブハジアはアジャリアとは異なっていました。この地域にはロシア軍が駐

留しており、ロシアは分離主義政権を積極的に支援していました。2002年からロシアは、この地域

の住民に対して大規模にロシア国籍の付与を行いました。いわゆる「パスポート外交（パスポート

化）」です。戦争直前、南オセチアとアブハジアの住民の80～90%がロシア市民権を取得した状態

でした。これは、ロシアが「自国民の保護」を名目に軍事介入を行うための口実を整えたものでし

た。

ジョージアのナト（NATO）加盟への試みは、ロシアを刺激しました。2008年4月のブカレスト・

ナト首脳会議において、ジョージアとウクライナの加盟が議論されました。ドイツとフランスの反

対により、加盟国行動計画（MAP）は先送りされましたが、「ジョージアとウクライナはナト加盟

国となる」という宣言が採択されました。ロシアはこれを「レッドライン」の侵犯とみなしました。

2008年の春以降、南オセチア国境地域では挑発と衝突が頻発しました。8月の戦争は予期されたも

のでした。

ナ。5日戦争の真実と国際社会の沈黙

2008年8月8日、世界の注目が北京オリンピックの開会式に集まっていたとき、コーカサスでは21

世紀ヨーロッパ初の国家間全面戦争が勃発しました。ロシア・ジョージア戦争、通称「5日戦争」と

呼ばれるこの衝突はわずか5日で終結しましたが、その余波は現在も続いています。

（1）戦争の発端と責任論争

戦争の発端については、両者の主張が鋭く対立しています。ジョージア側は、南オセチアの分離主

義勢力がジョージアの村を継続的に砲撃したため、憲法秩序を回復するための軍事作戦を開始した

と主張しています。ロシア側は、ジョージアがツヒンヴァリを先制攻撃し、民間人を虐殺したと非

難し、ロシアは「自国民の保護」と「平和維持軍への攻撃に対する報復」のために介入したと反論

しています。

2008年8月7日夜、ジョージア軍は南オセチアの首都ツヒンヴァリに対する大規模な砲撃を開始し

ました。サカシュビリ大統領は、これは分離主義勢力の挑発に対する対応であり、領土統合のため

の不可避な措置であると説明しました。しかし、ロシア軍はすでにロキ・トンネル（北オセチアと

南オセチアを結ぶ唯一の山岳トンネル）に待機しており、ジョージアの攻撃が始まると数時間以内

に大規模な兵力を投入しました。

欧州連合（EU）が支援した独立調査団（IIFFMCG、通称タリャビニ委員会）は2009年9月に報告書

を発表しました。この報告書は「ジョージアがツヒンヴァリに対する大規模攻撃を先に開始した」

という結論を下しました。しかし同時に、「ロシアの対応はその範囲と比例性を越えて過剰であり、

両者ともに国際人道法違反があった」と指摘しました。報告書は、戦争直前にロシアの偵察兵がす

でに南オセチアに侵入しており、ロシア空軍が事前に移動配置されていたという証拠も提示してい

ます。
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ジョージア側は、この報告書がロシアの事前計画と挑発を十分に反映していないと批判しています。

ロシア側は、ジョージアの「冒険主義」が戦争を招いたとし、自らの対応が正当であったと主張し

ています。真実は両者の主張のどこかにあるでしょう。明確なことは、この戦争が長年にわたり蓄

積された緊張の爆発であったこと、そして両者ともに軍事衝突に備えていたということです。

（2）5日間の全面戦

8月8日、ロシア軍はロキトンネルを介して南オセチアへ大規模に侵攻しました。同時にロシア空軍

はジョージア本国の軍事施設やインフラを爆撃しました。ゴリ、ポティ、セナキなどの都市が空襲

を受けました。黒海ではロシア海軍がジョージア海軍の艦艇を撃沈しました。

8月9日、アブハジア戦線でも攻撃が始まりました。アブハジア軍とロシア軍はジョージアが唯一支

配していたコドリ渓谷の上流を攻撃しました。ジョージア軍と民間人は撤退を余儀なくされました。

ジョージアはアブハジアにおける最後の拠点を失いました。

8月10日、ロシア戦車は南オセチアを越えてジョージア本国の奥深くまで進撃しました。スターリ

ンの故郷であるゴリが占領されました。ロシア軍は首都トビリシへ向けて進軍しましたが、市外約

45キロ地点で停止しました。ジョージア政府は政権交代の脅威を感じました。サカシュビリ大統領

は西側へ緊急支援を要請しましたが、軍事介入はありませんでした。

8月12日、フランス大統領ニコラ・サルコジの仲介により休戦協定が締結されました。いわゆる「

サルコジ6原則」には、武力使用の停止、敵対行為の停止、人道支援の確保、ジョージア軍の駐留地

への復帰、ロシア軍の紛争前位置への撤退、アブハジアおよび南オセチアの地位に関する国際議論

の開始などが含まれていました。

5日間の戦争により、ジョージア軍と民間人合わせて約400名が死亡し、1,700余名が負傷しました。

ロシア軍の死者は67名、南オセチア側の死者は162名と報告されています。約19万2千人の難民が

発生し、そのほとんどはジョージア人でした。ジョージア側はロシア軍が民間人を意図的に攻撃し

たと主張し、OSCEの報告書もロシア空軍による民間地域への攻撃を確認しました。

(3) ロシアの独立承認と軍事駐留

休戦協定が結ばれてから2週間後の8月26日、ロシアは南オセチアとアブハジアを独立国として正式

に承認しました。これは国際社会の予想を超える措置でした。ロシアは1999年のナトコによるコソ

ボ独立支援を先例として挙げ、自らの決定を正当化しました。

しかし、国際社会の大半はロシアの承認を認めませんでした。国連加盟国193カ国の中で南オセチ

アとアブハジアの独立を承認したのは、ロシア、ベネズエラ、ニカラグア、シリア、ナウルなどご

く少数に過ぎません。米国、欧州連合、国連は、この地域を依然としてジョージアの領土と見なし

ています。国連総会は2008年以来、毎年ジョージアの難民および国内避難民の帰還権を確認する決

議を採択し続けています。

ロシアは休戦協定の核心条項である「紛争前の位置への兵力撤収」を履行しませんでした。むしろ、

南オセチアとアブハジアに大規模な軍事基地を建設し、数千名の兵力を駐留させました。現在、南

オセチアには約3,500～4,000名、アブハジアには約5,000名のロシア軍が配置されていると推定
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されています。この兵力は公式には両「独立国」の要請によるものですが、実質的にはロシアによ

る軍事占領です。

(4) 国際社会の対応とその限界

戦争期間中、ジョージアは国際社会に対し強力な軍事介入を要請しましたが、その結果は失望すべ

きものでした。ブッシュ米政権は「ロシアの脅威」を宣言し人道支援を約束しましたが、軍事支援

は行いませんでした。当時米国はイラクとアフガニスタンの戦争に足を取られており、核保有国で

あるロシアとの直接衝突は想像もできないことでした。

欧州連合はサルコジ大統領の仲介により休戦を実現しましたが、ロシアに対する実効的な制裁は課

されませんでした。欧州各国はロシアの天然ガスに依存しており、経済的利害が原則的な対応を上

回っていました。NATOはジョージアの加盟行動計画（MAP）を先送りしました。同盟国にジョー

ジアを加えることはロシアとの軍事対決義務を生じさせる恐れがあるとの懸念からでした。

戦争直後、欧州連合は「欧州連合監視ミッション（EUMMジョージア）」を派遣しました。2008年

10月から活動を開始したEUMMは現在に至るまで紛争地域周辺で巡回し、再衝突の防止と平常生活

の回復を任務としています。しかしEUMMはロシアおよび分離主義当局の拒否により、アブハジア

および南オセチア内部には立ち入ることができません。監視可能なジョージア政府管理地域内での

活動に限られるという制約を抱えています。

国連安全保障理事会ではロシアが拒否権を行使し、ジョージア関連の決議案は採択されませんでし

た。中国やイランなどもロシアの立場を支持しました。国際社会のこうした対応をジョージアの人々

は「沈黙」と受け止めました。当時の戦争難民出身の現地ガイド、タゾ（Tazo）は次のように述べ

ています。

「世界はロシアの帝国主義に抗する十分な時間を持っていました。しかしロシアは2008年の侵攻に

対して何の代償も支払っていません。」

多くの専門家は、2008年の西側の消極的な対応が、その後のロシアの膨張主義に誤ったシグナルを

送ったと分析しています。それから6年後の2014年にロシアはクリミア半島を併合し、2022年に

はウクライナへの全面侵攻を実行しました。ジョージアの人々にとって2008年の戦争は忘れられた

過去ではなく、今日のウクライナ戦争で繰り返されている現在進行形の出来事です。

「クリッピング・ボーダー」: 毎日移動する占領線

戦争は5日で終わりました。しかし、ジョージアの人々にとってより恐ろしいのは、その後に始まっ

た「ボーダーライゼーション（国境化）」の過程です。ロシア軍と分離主義当局は、ジョージアが

管理する地域と占領地域との間の行政境界線（ABL）を、事実上の国際国境のように作り上げてい

ます。有刺鉄線や塹壕、監視所が設置され、この境界線はじわじわとジョージア本国側へと移動し

ていきます。現地の人々はこれを「クリッピング・ボーダー（迫りくる国境）」と呼んでいます。

(1) 動く有刺鉄線

2009年からロシア国境警備隊（FSB所属）と南オセチア当局は、行政境界線に有刺鉄線、塹壕、緑

色の標識の設置を開始しました。この壁は固定されていません。夜間や、欧州連合監視団（EUMM）
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の巡回が疎かな時間帯に、有刺鉄線はジョージア側へ数メートルから数百メートルにわたって移動

します。農夫が朝起きると、昨日まで自分の畑だった場所に有刺鉄線が張られていることが珍しく

ありません。

2013年のEU報告書によると、南オセチアの行政境界線に沿って約200kmに及ぶフェンスが完成し

ました。この過程で、ジョージアが管理する土地の10～20%が占領されたものと推定されています。

鉄条網は村の真ん中を貫くこともあります。ある家では居間がジョージアの土地、トイレが「南オ

セチア」の土地となるという驚くべき事例も報告されています。先祖が眠る墓所が占領地内に入り、

もうお参りに行けなくなった家族もいます。

アブハジアとジョージア本土の間の境界線（ガリ地域など）でも同様の現象が進んでいます。2020

年代前半には、一部の区間で境界線が5kmもジョージア側へ前進したとの報告もあります。ジョー

ジア政府は武力衝突を避けるため物理的な対応を自制し、外交的な抗議と国際社会への訴えに依存

しています。

(2) 拉致と拘束、日常となった恐怖

「 creeping border（緩やかな境界侵食）」の最も直接的な被害者は、境界線付近に住む住民たち

です。昨日まで自由に通行できた道が、今日には「不法越境」となります。牛を追い回したり木を

伐採したりする農夫が「国境不法侵入」の容疑でロシア軍や南オセチア警備隊に逮捕される事件が

毎年数百件発生しています。逮捕された住民たちはツヒンヴァリの拘置施設に収容され、200～

500ドル相当の罰金を支払って初めて釈放されます。一部は数週間から数ヶ月間拘束されることも

あります。

2023年には、タマズ・ギントゥリ（Tamaz Ginturi）というジョージア男性が、境界線付近の教会

に祈りに行った際、国境警備隊の銃弾に当たり死亡する事件が発生しました。彼は閉ざされた教会

の扉を開けようとしただけでした。このような悲劇的な事件は、境界線付近の住民たちにとって日

常の恐怖として定着しました。

これらの逮捕と拘束は、単なる「国境管理」ではありません。ジョージア政府の統治力を弱め、国

境住民を心理的に屈服させようとする戦略的嫌がらせです。住民たちは自らの土地から追いやられ、

土地を守るために命を賭ける状況に置かれています。若年層はこの不安定な地域を離れ、トビリシ

や海外へ移住し、残されたのは高齢者と空き家のみです。

(3) 経済の窒息と人道危機

有刺鉄網が生活の場を分断します。農家たちは果樹園や牧草地へのアクセスを阻まれました。年間1

万ヘクタール以上の農地が占領されたと推定されています。牛や羊を放牧していた牧童たちは家畜

を連れて行く道が断たれました。市場に農産物を売りに行く道も塞がれました。地域経済はゆっく

りと窒息しつつあります。

医療や教育へのアクセスも制限されています。国境沿いの村の住民たちは、近い病院や学校が「反

対側」にある場合、遠回りを余儀なくされます。コロナ19パンデミック期間中には、医療アクセス

の制限による死者が増加したとの報告もあります。EUMMや国際人道機関は人道アクセスの許可を

求めていますが、ロシアと分離主義当局はこれを拒否しています。
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OSCE議会は、この状況が「地域の安全保障を弱体化し、住民に深刻な人道上の課題をもたらす」と

指摘し、ロシア軍の即時撤退と人道アクセスの許可を求める決議案を採択してきました。しかし、

現実には変化はありません。有刺鉄網は引き続き移動し、住民の生活はさらに侵食され続けていま

す。

(4) ハイブリッド戦争の手段

「クリーピング・ボーダー」は、ロシアの「ハイブリッド・ウォー（ハイブリッド戦争）」戦略の

一環として理解できます。全面戦を行わずに目標を達成するものです。戦車が押し寄せてくれば国

際社会は反応しますが、鉄条網が20メートル移動するだけでは「事件」ではなく「管理」として処

理されます。小さな措置の積み重ねによって大きな結果を得る戦略です。

ロシアはこの動く国境を、ジョージア政府に対する圧力手段として活用しています。ジョージアが

NATOやEUに接近するたびに、国境を押し広げる動きが強化されたり、民間人の逮捕が増加したり

するパターンが観察されます。これはジョージア国民に「政府が私たちを守れない」という無力感

を植え付ける心理戦でもあります。

最近のジョージア国内政治では、この占領線と戦争の記憶が政治的道具として利用されています。

与党である「ジョージアの夢」は、西側諸国やウクライナがジョージアをロシアとの戦争に引きず

り込み、「第二の戦線」を開設しようとしていると主張を広めています。「平和か戦争か」という

枠組みを通じて有権者の戦争トラウマを刺激し、自分たちだけがロシアとの新たな戦争を防ぐこと

ができると主張しています。批判派は、政府が安全保障を強化するのではなく、政治的利益のため

に恐怖を煽っていると反論しています。

国際法上、この国境線は存在しません。ヘルシンキ最終議定書は、武力によってヨーロッパの国境

を変更することを禁止しています。しかし現実において、この「偽の国境」は触れれば逮捕され、

あるいは射殺される危険な境界線です。法と現実の間の隔たりは、ジョージアの人々の日常におい

て毎日確認されています。

ロ. 領土の20%を失った国の日常

ジョージアの全領土の約20%、面積では約1万2,500平方キロメートルが現在、ロシアの事実上の

占領下にあります。アブハジアは約8,600平方キロメートル、南オセチア（ツヒンバリ地域）は約

3,900平方キロメートルです。これらの数字は地図に色を塗れば簡単ですが、人々にとっては、ア

イデンティティ、安全保障、経済、政治のすべてを毎日揺るがす意味を持ちます。

（1）国内避難民の生活と帰還の夢

1990年代の戦争と2008年の戦争によって生じた国内避難民（Internally Displaced Persons、IDP）

は約27万～30万人に達します。ほとんどはアブハジアと南オセチアから追放されたジョージア人で

す。彼らは故郷に戻ることなく、トビリシ郊外やゴリ近郊の集落で暮らしています。

トビリシから北へ約30分の距離にあるチェロヴァニ（Tserovani）集落は、2008年の戦争の難民の

ために建設されました。同じような小さな家が並ぶこの場所には約6,500人が居住しています。首

都と電気は供給されていますが、仕事は不足しています。避難民の間では貧困率が40%を超え、失
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業率も一般人口よりもはるかに高いです。若者は機会を求めてトビリシや海外へ去り、高齢者だけ

が残り、故郷へ帰る日を待ち続けています。

国連総会は2008年以来毎年、「ジョージア領内の国内避難民および難民の地位」に関する決議を採

択してきました。この決議は、避難民の帰還権を確認し、人道主義的なアクセスを促しています。

しかし、ロシアおよび分離主義当局は、ジョージア人の大規模な帰還を許可していません。帰還は

政治的なスローガンにとどまっており、世代が代わるにつれて故郷への記憶は薄れつつあります。

(2) 占領地の孤立と依存経済

ロシアの支配下にあるアブハジアと南オセチアは国際的に孤立しています。ほとんどの国がこの地

域の独立を認めていないため、国際貿易、金融、投資から排除されています。これらの地域の経済

は、ロシアからの補助金と軍事支出にほぼ完全に依存しています。

南オセチアの人口は約5万人と推定されています。若年層は職を求めてロシア本土へ去り、残された

のは高齢者と軍人です。腐敗が蔓延し、経済的な機会はほとんどありません。アブハジアの人口は

約24万人で、そのうちアブハジア人は約50%を占めています。残りはアルメニア人、ロシア人、ジョ

ージア人（主にガリ地域）などです。アブハジアでは観光業が一定程度発展していますが、これも

主にロシア人観光客に依存しています。

最近、アブハジアでは暗号資産の採掘が急増し、電力不足を悪化させる現象が起きています。低廉

な電気料金と規制の欠如を利用した採掘農場が急増し、住民の電力

供給が不安定になりました。ロシア・ウクライナ戦争以降、一部の人々は南オセチア住民がロシア

軍に所属しウクライナ戦線に投入されたとの報告もあります。占領地の住民たちは、新たな悲劇に

巻き込まれています。

(3) 分断された家族と経済的コスト

領土分断は家族や共同体を分断しました。川向こうの故郷にある父母の葬儀に参列できない子供、

結婚式に出席できない親戚、孫を一度も見たことのない祖父母。通行が厳しく制限される中、こう

した悲劇が日常化しました。アブハジアのガリ地域にはまだ数万人のグルジア人が居住しています

が、彼らはグルジア本土の親族に会うために複雑な手続きを踏まなければなりません。2019年から

は分離主義当局が通行証の発行を停止し、移動はさらに困難になりました。

経済的コストも甚大です。アブハジアのスフミはソ連時代、黒海沿岸の主要な保養地かつ貿易港で

した。現在はグルジアの経済循環から完全に分断されています。投資家は「不安定プレミアム」を

価格に反映させ、保険や物流コストが上昇しています。国境地域では人口流出と経済の低迷が見ら

れます。推計によれば、領土分断によるグルジアの年間経済損失はGDPの相当部分を占めます。

(4) トラウマと回復力の共存

ジョージアのすべての公共機関や学校には、「ジョージア領土の20%が占領されている」という文

言が掲げられています。これは単なるスローガンではなく、ジョージアの人々が毎日直面する現実

です。政権が変わっても「領土回復」は選挙の中心的な議題であり続けます。2008年の戦争の責任

を巡る国内の政治的対立は現在も続いています。一方では「我々は侵略された」という主張が、他
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方では「我々が先に火をつけた」という主張が政治的な言葉として機能しています。

トビリシの街角では、ジョージア国旗とともにウクライナ国旗が翻っています。壁面には「ロシア

は占領者だ」というグラフィティや、プーチンを非難する文句が刻まれています。ジョージアの人々

はウクライナの戦争を他人事として捉えていません。「ロシアの戦車がウクライナにあるのを見る

たび、我々はかつて自国にいた戦車を思い出す」と語ります。

しかし皮肉なことに、ジョージアはロシアからの観光客や徴兵を避けて逃れたロシア人であふれて

います。2022年のウクライナ侵攻以降、数万のロシア人がジョージアに移住しました。トビリシや

バトゥミではロシア語が飛び交い、ロシアの貨物トラックがジョージアの軍用道路を行き交ってい

ます。ジョージアの人々は経済的利益と、特有のもてなしの文化のためにこれらを受け入れていま

す。しかし内面には深い警戒心と複雑な感情が共存しています。

領土の20%が占領され、戦争の脅威が常にあるにもかかわらず、ジョージアの人々はワインを醸造

し、歌を歌い、客人を迎えます。トビリシのソロラキの丘に立つ「ジョージアの母（カルトリス・

デダ）」の像は、この国の精神を象徴しています。

左手には友人のためのワインの杯を、右手には敵のための剣を握っています。奪われた土地を見つ

める喪失感と、それでも生活を続けていこうとする強靭な回復力が共存しています。

分断された領土は、ジョージアの人々にとって忘れ去られた過去ではありません。毎朝目を覚まし

た時に直面する痛ましい現実であり、必ず取り戻さねばならない自己の一部です。ジョージア政府

は武力による奪還ではなく、欧州連合への加盟と経済発展を通じて「より住みよいジョージア」を

築き、占領地住民が自発的に帰還するよう促す「平和的統合」政策を公式見解として掲げています。

それが実現する日が来るかどうかは分かりません。しかし、その希望を捨てないことがジョージア

の人々の在り方です。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第12章 ヨーロッパへの渇望と挫折

← 前の章

全章を見る

次の章 →

a. EU 候補国地位の獲得と突然の中断

2023年12月14日、ブリュッセルで開催された欧州理事会首脳会議は、ジョージアに対し欧州連合

（EU）加盟候補国の地位を正式に付与しました。この決定が発表された瞬間、トビリシの自由広場

には歓声が湧き起こりました。EUの旗とジョージアの国旗が混じり合う波の中で、人々は互いに抱

き合いました。1991年のソ連からの独立以来、ジョージアの人々は自らをヨーロッパ文明の一員と

みなしてきました。憲法第78条には「ヨーロッパおよびユーロ・大西洋統合のためのすべての措置

を保障しなければならない」と明記されるほどです。候補国地位は、その長い渇望に対する公式な

承認のように見えました。

しかし、候補国地位は「出場権」であり、「決勝線の通過」ではありませんでした。欧州委員会は、

ジョージアが加盟交渉の段階に進むために必ず履行すべき「9つの主要措置」を提示しました。司法

の独立強化、汚職防止体制の整備、選挙法の改善、虚偽情報への対応能力の強化、寡頭支配の排除

（デ・オリガキゼーション）などが含まれていました。簡単に言えば、「お祝いします、しかしこ

こからが本番です」という構造でした。EUはジョージアに機会を与えつつも、条件を明確にしまし

た。

問題は2024年の春から始まりました。与党「ジョージアの夢」が、いわゆる「外国の影響力の透明

性に関する法律」を再導入したのです。この法案は2023年にも一度推進されましたが、大規模なデ

モにより撤回された経緯があります。法案の骨子は、海外から資金の20%以上を受け取る非政府組

織（NGO）やメディアを「外国勢力の利益を追求する組織」として登録させ、厳格な監視下に置く

ことを強制する点にありました。

批判派はこの法案を「ロシア法」と呼称しました。2012年にロシアが市民社会を弾圧するために導

入した「外国代理人法」と構造がほぼ同一だったからです。ジョージアの市民社会団体、独立メディ

ア、人権団体は長年、西側の財団や国際機関の支援に大きく依存してきました。このつながりを「

外国の代理人」のように枠組み化すれば、批判勢力全体を「非国民」として烙印を押すことが可能

になります。ロシアがそうしてきたようにです。

2024年5月、大規模な抗議デモが行われたにもかかわらず、与党は法案を強行採決しました。議会

の投票結果は賛成84、反対11でした。サロメ・ズラビシュヴィリ大統領は拒否権を行使しましたが、

議会で多数を占める与党はこれを再議決によって無力化しました。こうして法案は可決されました。

EUの反応は即座かつ断固たるものでした。欧州委員会は「この法律は欧州の核心的価値と両立しな

い」と宣言しました。ヴェネツィア委員会は法案の廃止を勧告しました。2024年6月、欧州評議会

はジョージア政府の行動が「欧州加盟の道筋を危うくしている」と結論付け、加盟手続きの事実上

の停止（デ・ファクト・ハルト）を宣言しました。ジョージアに直接交付されていた予算が凍結さ
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れ、閣僚級政治対話も中断されました。

ここで興味深いのは、ジョージア政府の二重態度です。与党は公式にEU統合を国家の最優先課題と

宣言しながらも、実際には反西側的なレトリックを強化しました。政府関係者は「グローバル・ウォ

ー・パーティ」という陰謀論を流布させ、西側を攻撃しました。西側がジョージアをロシアとの戦

争に引き込もうとしているという主張です。EUの立場からすれば、こうしたレトリックは単なる外

交摩擦を超え、根本的な信頼の問題を惹起しました。

2024年10月26日に総選挙が実施されました。公式結果によれば「ジョージアの夢」が54%の得票

率で勝利を収めました。しかし野党と国際選挙監視団は広範な不正を告発しました。欧州安全保障

協力機構（OSCE）の選挙監視団は、有権者への脅迫、買収、二重投票などの問題を指摘しました。

欧州議会は11月28日、非拘束決議を通じて選挙の正当性に疑問を呈し、新たな選挙を要求しました。

この時点で候補国としての地位は実質的に空殻となりました。EUが提示した9つの条件のうち、ジョ

ージアが進歩を示したのは3つに過ぎませんでした。最も核心的な課題である汚職対策、司法の独立、

市民社会の環境改善については、むしろ後退したとの評価を受けました。2023年末に漂っていた希

望に満ちた雰囲気は、1年も経たないうちに深い不信と危機へと変わりました。

ジョージア政府はEUの条件付きアプローチを「主権侵害」や「内政干渉」として位置づけました。

一方EUは、候補国としての地位自体が条件付き契約であり、民主主義、法の支配、基本権は選択科

目ではなく、

必須科目であるという姿勢を維持しました。互いに相手を「政治的干渉」や「約束違反」と規定し

合う中で、対立は外交問題を超え、国内政治におけるアイデンティティの戦いへと発展しました。

この過程が残酷に感じられるのには理由があります。ジョージア国民の大多数が欧州統合を強く支

持する中で、すなわち「国民の世論」と「権力の選択」が分断された状況で中断が生じたからです。

世論調査によれば、ジョージア国民の80%以上がEU加盟を支持しています。政治が国民の羅針盤を

折る時、外交は即座にアイデンティティの危機となります。ジョージアはその危機の真っ只中に立

たされることになったのです。

他方、与党「ジョージアの夢」を実質的に支配する人物への疑問も提起されました。ビジーナ・イ

ヴァニシュヴィリはロシアで億万長者となった実業家で、2012年から党を創設しジョージア政治を

左右してきました。彼が公式の役職を持たずとも実権を握っているとの分析は広く流布しています。

批判派は、彼のロシアでの事業経歴や人脈がジョージアの外交路線に影響を与えていると主張しま

す。与党はこうした主張を「陰謀論」として一蹴しています。真実がどこにあるにせよ、この疑惑

はジョージア政治の不透明さを象徴する要素となりました。

結果として、候補国地位の獲得はジョージア社会が長年抱いてきた欧州への渇望の象徴的達成でし

たが、2024年の法と制度の変化および権力の行使方法がEUが求める「欧州的基準」と衝突したこ

とで、昇格の感動は直ちに「手続きの凍結」という冷却水によって冷やされてしまいました。ジョー

ジアは欧州の門戸に到達しながら、自ら後退した国となりました。

ナ.「2028年までのEU交渉凍結」宣言の衝撃
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2024年11月28日、イラクリ・コバヒゼ首相が記者会見で発表した内容は、ジョージア現代史にお

いて最も衝撃的な外交宣言の一つとして記録されます。彼は「ジョージアは2028年末までEU加盟

交渉の開始を議題に上げない」と表明しました。さらに「EUからのすべての予算支援を拒否する」

というメッセージも付加されました。

なぜこの発言が衝撃的だったのかを理解するには、文脈を考慮する必要があります。2028年は「次

の四半期」ではありません。政治サイクルで言えば、大統領任期1回、議会任期1回をまるごと飛び

越える期間です。候補国地位が国内政治の正当性の資源として機能するジョージアのような国にお

いて、4年間の凍結は外交政策というより体制選択に近いものです。

タイミングも意味深長でした。この発表は、2024年10月の総選挙が論争の渦中に実施された後、

欧州議会が選挙の公正性に問題があると指摘する決議を採択した直後になされたものです。EUの批

判に対する逆襲にちょうど好都合な瞬間でした。

政府の論理はこうでした。EUが「交渉」と「支援」をレバーとしてジョージアを「脅迫」している

というのです。コバヒゼ首相は「恵みとして扱われる統合は拒否する」と述べました。西側がジョー

ジアにロシアとの戦争に飛び込むよう圧力をかけているという主張も繰り返されました。いわゆる

「戦争派」陰謀論です。

EUの立場からすれば、このような枠組みは受け入れがたいものでした。候補国地位と加盟交渉はも

ともと条件の束です。民主主義の後退を放置したまま交渉を始めることはできません。EUは11月

28日の発表について「深い遺憾」を表明し、ジョージアの選択が欧州への道からの逸脱を示すもの

であることを明確にしました。

この宣言が憲法上も問題があるという指摘がなされました。ジョージア憲法第78条は「憲法機関は、

EUおよびNATOへの完全な統合を確保するためにすべての措置を講じなければならない」と明記し

ています。政府が自ら4年間の交渉凍結を宣言することは、この憲法上の義務に公然と違反するとい

う解釈が可能です。野党と市民社会はこれを「憲法クーデター」と呼びました。

経済的な打撃も続きました。EUはジョージア政府に直接支援されていた1億2,130万ユーロ規模の

財政支援を停止しました。欧州平和基金を通じた3,000万ユーロ規模の支援も中断されました。

2025年にはジョージアに対する新たなEU支援は一切提供されませんでした。世界銀行と国際通貨

基金（IMF）は、地政学的緊張と国内政治の危機がジョージア経済の下振れリスク要因であると指摘

しました。

ジョージアの通貨であるラリ（GEL）にも下落圧力がかかり、投資家や消費者の信頼が揺らぎまし

た。EU加盟による経済的飛躍を期待していた企業や若者たちは絶望に陥りました。

多くの若者にとって、EU加盟は単なる政治的統合を超え、欧州の労働市場へのアクセスとより良い

生活の機会を得るための唯一の脱出手段でした。「2028年まで議論を中断」というニュースは、そ

うした希望のはしごが蹴倒されたようなものでした。

2025年1月、EU理事会は追加措置を採択しました。ジョージアの外交官および公務用旅券保持者に

対するビザ免除措置の停止です。これはジョージア政府の民主主義後退に対する直接的な制裁措置

と解釈されました。同年9月までに19のEU加盟国が、この決定を国内手続きで完了しました。
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米国も動き出しました。民主主義を損なったジョージアの高官に対するビザ制限などの制裁が検討

されました。数十年にわたり西側のパートナーであったジョージアが地政学的な方向を急転させて

いることへの懸念が、ワシントンでも高まっていました。

声明直後、ジョージア各地で抗議デモが発生しました。首都トビリシの議会議事堂前には数万人が

集まりました。12月中旬には10万人規模に激化しました。このデモは単なる「親EUデモ」ではあ

りませんでした。「政府が国民の長期的目標を裏切った」という裏切り感に基づく政治でした。サ

ロメ・ズラビシュヴィリ大統領は政府の決定を「反逆」として非難しました。

この状況下で、政府と市民の間でフレームワークを巡る戦いが繰り広げられました。政府は「誰が

誰を脅迫しているか」という感情的な対立に議論の焦点を移そうとしました。司法の独立、腐敗と

の戦い、言論の自由、市民社会の環境といった実務的な改革の課題は、道徳的な烙印へと置き換え

られました。親西欧と反西欧、愛国と売国、主権と従属。このような二項対立は、政策議論を不可

能にする最も簡単な方法です。人間の社会は本来、容易な道を選ぶものです。

2025年へと移行するにつれ、凍結宣言は単なる「言葉」ではなく、「政策パッケージ」として実体

化しました。ジョージア議会は外国からの助成金（グラント）を政府の承認の下に置く法案を可決

するなど、市民社会の空間をさらに圧縮する動きが続きました。これはEUが問題視してきた方向、

すなわち民主主義の後退と完全に一致しています。2028年の凍結は単発の発言ではなく、権力の運

営様式そのものがEUの基準から遠ざかる軌道の象徴となります。

ジョージア政府は一方で、中国およびロシアとの経済関係を強化しようとする動きを見せました。

分析家たちは、これを西欧諸国の制裁を回避する場所へと転落させる危険性があると指摘しました。

国家の長期的な安全保障と繁栄を脅かす賭けであるという評価も出されました。

「2028年までの凍結」という衝撃は、単にEU加盟が遅れるという意味だけではありません。それ

はジョージアの政治が欧州統合を「国家的合意」から「党派の選択」へと格下げしたという信号で

した。その瞬間から、欧州はもはや目的地ではなく戦場となりました。ジョージア社会が示した怒

りは、「EUを愛しているから」だけではありませんでした。「自国の未来が、自らの意思に関係な

く保留された」という感覚から生じたものでした。

長期的な影響への懸念も高まりました。憲法におけるEU志向の条項が無効化される危機に直面しま

した。ロシアが占領している南オセチアとアブハジアのロシアへの統合が加速する可能性を指摘す

る分析も出されました。ジョージアが西欧との関係を断ち、ロシアの影響力圏へと完全に回帰しよ

うとする信号として解釈されることもありました。

この宣言は結局、権力層による「エリートクーデター」となり、ヨーロッパへの渇望の挫折を象徴

する出来事として歴史に記録されています。

ダ。旗の革命とZ世代の抵抗

「旗の革命」という言葉は正式な政治学の用語ではありません。2024年のジョージアの街で繰り返

し目撃された光景を要約した通称に過ぎません。大規模なデモ現場ではEUの旗が圧倒的に掲げられ、

若者たちがその象徴を「外交上の選択」ではなく「生き方の象徴」として掲げた点で、旗は単なる

飾りではなくメッセージでした。
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この現象を理解するには、まずZ世代が何に反応したのかを振り返る必要があります。彼らが反応し

たのはEUそのものではありませんでした。「ヨーロッパへの道が曲げられる方法」でした。

2024年の春のデモを直接引き起こした導火線は、外国の影響力に関する法案でした。街に繰り出し

た人々、特に若者たちは、その法案が「透明性」ではなく「沈黙の強制」として機能すると考えて

いました。市民社会団体、独立メディア、人権団体は、ジョージアにおいて西側の財団や国際機関

からの支援に大きく依存してきました。そのつながりを「外国の代理人」のように枠組みづける瞬

間、批判勢力全体を「非国民」へと仕立て上げることが可能になります。この論理がロシア式の統

治レパートリーと似ているという指摘は広く広まっていました。

Z世代は1997年から2012年の間に生まれた世代です。ソ連時代を経験せず、自由なインターネッ

ト環境と西洋文化に囲まれて育ちました。彼らにとってヨーロッパは選択ではなく、生活の前提で

した。政党の旗ではなく、ジョージアの国旗とEUの旗を並べて掲げるのが彼らの姿でした。

2024年4月から5月にかけて約50日間、トビリシのルスタヴェリ通りでデモが続きました。催涙ガ

スやゴム弾による鎮圧にもかかわらず、デモは継続されました。10月の総選挙後に再び火がつき、

11月28日の凍結宣言以降は17日連続で続けられました。最大で20万人が集まった日もありました。

Z世代のデモの手法にはいくつかの特徴が表れています。

第一に、アイデンティティ政治の先取りです。Z世代は政府が「親西欧」という言葉を攻撃のフレー

ムワークとして使う前に、すでに「はい、私たちはヨーロッパを望んでいます」という形で先手を

打って占有しました。それは防御ではなく攻撃でした。EUの旗は「外国勢力崇拝」ではなく、「私

が選んだ規範、すなわち法と秩序、自由、移動の権利、教育の機会」の象徴として再定義されまし

た。

第二に、創造的で粘り強い抵抗です。スマートフォンを通じてデモの状況をリアルタイムで共有し

ました。TikTokとInstagramが主要な動員手段でした。警察の催涙弾や放水砲の前でも、踊ったり

歌ったりしながら平和的な抵抗を続けました。非暴力の原則を貫きました。座り込み、歌うこと、

徹夜での座り込みが主な手法でした。

第三に、恐怖の管理と持続性です。デモは弾圧や衝突の可能性を伴いました。ジャーナリストやデ

モ参加者に対する暴力や脅迫の事例が国際機関や人権団体によって記録されています。それにもか

かわらず

若者たちは「私たちが引けば国が後退する」という歴史的感覚を共有していました。これは単発的

な怒りよりも、長期的な動員へとつながりやすい心理構造です。

第四に、政治エリートに対する不信の表れです。Z世代のストリート・ポリティクスは、特定の野党

指導者への忠誠というよりも、「制度全体」に対する警告として現れました。「私たちが求めてい

るのは特定の政党ではなく、方向性だ」というメッセージは、野党陣営を不快にさせる可能性があ

ります。動員は容易でも、組織化は難しいからです。しかし同時に、政権にとっても不快なもので

す。方向を問う質問は常に責任を要求するからです。
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政府は特殊部隊を投入してデモ隊を鎮圧しました。数百人の学生や活動家が逮捕されました。2024

年6月と7月には、野党指導者8人が7～8か月の懲役刑を宣告され、今後2年間、公職への就任が禁

止されました。司法システムが政治的報復の道具として悪用されたという批判が出ました。

国際機関の報告によると、拘束されたデモ参加者に対する殴打、拷問、虐待が広範囲にわたって行

われました。警察はデモ隊だけでなく、現場を取材していたジャーナリストたちさえも攻撃し、機

材を破壊しました。

しかし、弾圧が強まるにつれ、親世代までデモに参加し、抵抗の炎はさらに大きくなりました。大

学教授、外交官、公務員による相次ぐストライキと辞任も続きました。40の大学で学生ストが組織

され、Da oni や Atinati といった青年団体が前面に立ちました。

興味深い現象もありました。一部のデモ参加者は、日本の漫画『ワンピース』の海賊旗を掲げて行

進しました。自由と反権威主義を象徴するファンダム文化が政治的抵抗と結びついたのです。これ

は Z 世代特有のグローバルな感性が現れた場面でした。

「旗の革命」がより大きな火事へと拡大した契機は、2024 年 10 月の総選挙後の正統性の危機と、

11 月 28 日の「2028 年凍結」宣言でした。選挙結果を巡る議論と不信がすでに蓄積されていた状

況において、凍結宣言は「政権が国民の大多数の長期的目標を放棄した」という感情に油を注ぐこ

とになりました。その後のデモは単なる法案反対ではなく、「国家の進路の強制的変更」に対する

抵抗となりました。

与党はデモを「革命の試み」あるいは「外部勢力の操縦」として規定しようとしました。このよう

なフレーミングは、公権力の強化や規制立法を正当化する道具になりがちです。一方、デモ参加者

は「私たちは外部ではなく国民である」というメッセージを旗として可視化しました。皮肉なこと

に、旗が多くなるほど議論は単純化されます。複雑な制度改革の失敗が「ヨーロッパか否か」へと

縮約されるからです。政治が複雑な問題を単純化することで得られるのは動員であり、失われるの

は解決です。

グローバルな連帯も形成されました。ウクライナやポーランドから支持のメッセージが届きました。

ジョージアのデモ参加者がウクライナの旗も一緒に掲げたのは、ロシアの侵略に抗して戦う連帯の

象徴でした。

Z世代の抵抗の意味は二つの層で読み解かれます。一つは欧州統合への世代的な熱望の可視化です。

もう一つは民主主義の後退の兆候に対する早期警戒システムです。EUの旗は外交的な象徴ですが、

彼らが掲げているのは実際には「ここで滑れば再び戻り難い」という恐怖の標識です。

ジョージアのZ世代は「政治的選択」を求めたのではありません。「政治的后退の禁止」を求めまし

た。それがより根本的な要求です。彼らの抵抗は2003年のバラ革命以降最大規模の若者運動として

記録され、ジョージアの民主主義がまだ完全に消えていないことを示す証拠となりました。

催涙ガスと放水砲の前でもEUの旗を離さない若い女性の姿は、この「旗の革命」の象徴となりまし

た。ジョージアの未来がどこにあるべきかという若者世代の確固たる意志を世界に示した場面でし

た。
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ロ。サロメ・ズラビシュヴィリ大統領の孤独な闘い

サロメ・ズラビシュヴィリ（Salome Zourabichvili）大統領の立場は、2024～2025年のジョージ

ア政治において独特です。権力の中心にありながら権力の核心的決定を制御することは難しく、国

の顔でありながら国の舵取りは別の手に握られているかのような状態です。そのため、彼女の闘い

は大衆的な英雄叙事詩というより、制度的な限界の中で「拒否権・発言権・象徴的資本」のみで耐

え抜く闘いに近いです。

ズラビシュヴィリ氏は1952年、パリに生まれました。ジョージアの亡命貴族家系の末裔です。フラ

ンスの外交官として経歴を積み、フランス国籍を放棄してジョージアへ帰国しました。2004年から

2005年にかけて、ミハイル・サカシュヴィリ政権で外務大臣を務めました。2018年の大統領選挙

では「ジョージアの夢」の支持を得て、得票率54%で当選しました。

しかし2021年を前後して、彼女は与党と決別しました。政府が次第に権威主義的かつ親ロシア的な

方向へ転換していくにつれ、彼女は公に反対の声を上げるようになりました。

彼女の「孤独」は、単なる孤高な性格によるものではありません。構造的なものです。

第一に、憲法上の役割の制約です。ジョージアは議院内閣制の色彩が強い体制です。大統領がなす

ことができることは限られています。議会の多数派が意図すれば、大統領の拒否権を議決で無力化

することも可能です。2024年春の外国影響力法をめぐる局面が象徴的です。ズラビシュヴィリ氏は

同法を違憲であり、EUへの道を阻む障害と規定して拒否権を行使しました。しかし与党にはそれを

覆す力がありました。彼女は「止まれ」と叫ぶことはできても、「停止」ボタンを押すことはでき

なかったのです。

第二に、政党政治における孤立です。大統領が欧州路線を強く擁護すればするほど、与党は彼女を

「野党側」として追い込む傾向があります。2024年末の凍結宣言以降、大統領は政府の決定を強く

批判し、街頭のデモ隊と同じ立場にある姿を見せました。この時、大統領は「国家統合」の象徴で

はなく、「国家分裂」の一翼を担う存在として枠組みにされる危険を背負います。しかし同時に、

彼女が沈黙すれば「大統領が国家の方向転換を黙認した」という批判が付きまといます。いかなる

選択をしても称賛されにくい立場です。政治とは本来そのようなものです。

第三に、国際関係における非対称性です。EUや西側パートナーはジョージアの公式政府と対峙せね

ばなりません。同時に、民主主義の後退に対する懸念を表明する必要があります。この過程で、大

統領は「ジョージアにも欧州を守る制度的な声が存在する」という証拠となり得ます。西側政界の

一部は、大統領への支持メッセージを発しました。EUもジョージア政府の決定について遺憾を表明

し、路線の復帰を促しました。しかし、国家対国家の関係において、主要なパートナーは行政府と

議会の多数派です。大統領の発言は国際的な共感を形成することはできても、即座の政策転換を強

制することは困難です。そのため、彼女は国際舞台において「象徴的には強いが、執行力は弱い」

立場に留まります。

それでも、ジュラビシュヴィリの闘いに意味がある点は明白です。

第一に、欧州路線の「合法性」の保存です。政府がEUの手続きを実質的に凍結し、市民社会の空間

を圧縮する方向へ進む際、大統領が公然と反対の立場を明確にすることは、「ジョージア国家全体
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がその方向で合意したわけではない」という記録を残すことになります。政治の闘いは直ちに勝利

できなくても、記録が次の闘いの武器となります。

第二に、市民社会に対する防波堤としての役割です。外国影響力法のような事案において、大統領

の拒否権は結果として覆されました。しかし、その過程で法の危険性が国際的に喚起され、国内に

おいても「正常化」を阻止する効果がありました。無力化された拒否権でさえ、少なくとも「これ

は正常な民主主義の手続きを経て成立した無害な法」という物語を打ち破ります。

第三に、街の動きと制度の結びつきです。ジョージアのデモは「反政府」であると同時に「親欧州」

でもあります。大統領が街の声に完全に背を向けなければ、街の怒りが体制全体への否定へと暴走

するのを、ある程度制度の枠組みの中に引き込むことができます。もちろん、この結びつきは両刃

の剣です。与党はこれを「大統領の政治介入」として攻撃し、野党は大統領を単なる「動員資源」

として消費するかもしれません。それでも、完全な断絶よりも結びつきを選ぶべきだと信じる人々

がいます。人間は通常、崖の前になって初めてその価値に気づくものです。

ズラビシュビリ大統領は、分裂した野党と市民社会を一つに結ぶために、「ジョージア憲章（

Georgian Charter）」という政治的合意を主導しました。この憲章には、親欧州の野党が2024年の

総選で勝利した場合に実施すべき改革課題と、EU加盟手続きの再開に向けたロードマップが盛り込

まれていました。彼女はこれを介して野党が一つの目標の下で協力するよう促し、選挙を通じて平

和的に政権交代を実現することで、ジョージアを再び欧州への道へと導こうとしました。

大統領は自身の限られた権限を最大限に活用し、政府の独走を阻止しようと努めました。2024年の

デモに関連して拘束された野党政治家二人を恩赦することで、司法による弾圧に対抗しました。司

法の独立性を損なう法案や人事に対しては拒否権を行使し、批判的な立場を貫きました。

与党は彼女を「外国の影響を受ける代理人」として非難し、弾劾を試みました。2024年10月に弾

劾が試みられましたが失敗に終わりました。政府は大統領の外交活動を妨害したり、憲法裁判所を

通じて彼女の権限を制限しようとしたりしました。予算の削減など、卑劣な報復も続けられました。

2024年12月に任期が満了する直前でしたが、ズラビシュビリ大統領は「違法に選出された後任者

に権力を引き渡さない」と宣言し、大統領宮殿に留まりながら抵抗を続けました。彼女は政府の決

定が「憲法上のクーデター」であると強く批判しました。

CNN などの外信とのインタビューを通じてジョージアの状況を国際社会に伝え、EU の指導者たち

と緊密に連携しながら、ジョージア市民に対する支援を呼びかけました。2024 年 12 月には欧州

議会に特別講演者として招かれ、「ジョージアの夢はロシアの代理人である」と告発しました。

デモが激化するたびに、彼女は宮殿前の広場で市民を迎え入れ、「皆さんの欧州への道は決して止

まらない」と激励しました。トビリシの大統領宮殿から見下ろすデモ隊の旗の波は彼女に力を与え

ましたが、同時に 2028 年まで閉ざされてしまう欧州の門の前で、彼女が背負う責任の重さを一層

重くしました。

2025 年に入っても、ジョージアと EU の関係は修復されるどころか、より険悪化しているとの評価

が続きました。議会は外国資金や市民社会活動に対する統制をさらに強化する動きを見せ、EU はこ

の方向性がジョージアの EU への熱望を自ら損なうものだと警告しました。
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ジュラビシュヴィリの戦いは勝利の物語ではありません。国家が突如として方向転換した際、反対

の声が完全に消え去らなかったことを示す証拠として残ります。国際政治において、証拠は時とし

て国境よりも長く残ります。

実権が限られた議院内閣制下の大統領にもかかわらず、彼女はトビリシの大統領宮殿を民主主義の

砦としました。与党による弾劾の脅しと政治的孤立にさらされても、彼女は街頭のデモ隊にとって

精神的な支柱となりました。

サロメ・ジュラビシュヴィリの闘争は、権力を失いつつある大統領の抵抗ではありませんでした。

国家の方向舵を再び西へ向け直すための、ジョージア民主主義の必死の叫びでした。彼女の孤独な

戦いは、ジョージア民主主義がまだ完全に消え去っていないことを示す希望の火種でした。

2025年現在、弾劾再推進の脅威の中でも、彼女はジョージアの民主主義回復のための最後の一手を

打ち出し、歴史的評価を待っています。Z世代のデモ隊にとって、彼女は象徴となりました。巨大与

党に立ち向かう一人の孤独な闘いでしたが、ジョージアの人々にとっては「ヨーロッパ・ジョージ

ア」の希望を象る灯となりました。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第13章 大国の間の綱渡り

← 前の章

全章を見る

次の章 →

ジョージアの地図を広げれば、この小さな国が背負う地政学的な運命の重みが一目でわかります。

北にはコーカサス山脈の向こうにロシアが控えています。南にはトルコとイランが歴史的な影響力

を主張しています。西の黒海を渡ればヨーロッパがあり、東のカスピ海を越えれば中央アジアと中

国が待っています。ジョージアは、この巨大なチェス盤の真ん中に置かれた駒です。

人口370万人、韓国の3分の2の面積しかないこの国が国際ニュースの常連となる理由はここにあり

ます。ジョージアの外交は単なる政策選択の問題ではありません。毎日、国家の存続をかけた綱渡

りなのです。

ア ロシアの影とエネルギー・パイプライン

（1）消えない戦争の傷跡

2008年8月、ロシア軍がジョージアに侵攻しました。5日間の短くも残虐な戦争でした。ロシアの

戦車は首都トビリシからわずか40キロのゴリまで進撃しました。ゴリはスターリンの出生地でもあ

ります。歴史の皮肉です。

戦争の結果は甚だしく悲惨でした。ロシアはアブハジアと南オセチアを独立国として承認し、軍隊

を駐留させました。ジョージアは国際的に承認された領土の20%を実質的に失いました。ロシアと

ニカラグア、ベネズエラ、シリアなど少数の国だけが、この二つの地域の独立を承認しています。

残りの国際社会は、これをロシアの不法占領とみなしています。

「クリーピング・ボーダー（Creeping Border）」という言葉があります。これは「ゆっくりと迫り

くる国境」という意味です。ロシア軍兵士たちと南オセチアの警備隊が夜間に鉄条網を少しずつジョ

ージア側へ移動させているという話です。果樹園がいつの間にか占領地の中に入り込みます。先祖

の墓参りができなくなります。これは怪談ではありません。EU監視団（EUMM）が文書として記録

した現実です。

2015年には、バクー＝スプサ（Baku-Supsa）石油パイプラインの一部区間が占領地に編入された

という報告もありました。エネルギーインフラさえも、この「ゆっくりと迫りくる国境」の脅威か

ら自由ではありません。

(2) エネルギー回廊としての戦略的価値

ロシアの影が深く覆うこの地で、ジョージアが国際社会の関心を集める理由は、皮肉にもその地理

にあります。ジョージアは、ロシアを迂回してカスピ海のエネルギーをヨーロッパへ運ぶことがで

きる唯一の回廊です。
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バクー＝トビリシ＝ジェイハン（BTC）石油パイプラインがその代表例です。アゼルバイジャンの

バクーを出発し、ジョージアのトビリシを経て、トルコの地中海沿岸にあるジェイハンまで1,768

キロメートルを走ります。一日あたり約100万バレルの原油を輸送します。ロシアの領土を一歩も

踏むことなく、米国と欧州が冷戦終結後にエネルギー安全保障の観点から尽力して建設した戦略的

資産です。

ガス管も存在します。南コーカサス・パイプライン（SCP）は、アゼルバイジャンのシャー・デニ

ズガス田で生産された天然ガスをジョージアを経由してトルコへ輸送します。このガスはさらに

TANAP（トランス・アナトリア・パイプライン）とTAP（トランス・アドリアティック・パイプラ

イン）を通じて欧州へとつながります。いわゆる「南部ガス回廊」の中核区間です。

国際エネルギー機関（IEA）の資料によれば、ジョージアのガス管システムはロシア、アゼルバイジャ

ン、アルメニア、トルコと接続されています。ジョージア自体は原油や天然ガスの生産がほとんど

ないエネルギー貧国です。しかし、「通過国」としての価値は極めて大きいです。通過料による収

入だけでなく、一定量のガスを割安価格で確保する権利も得ています。

(3) エネルギーの武器化という影

ロシアは長年にわたりエネルギーを外交的武器として活用してきました。2006年1月、ロシアのガ

スプロムがジョージアへのガス供給価格を急激に引き上げ、供給を停止した事案は、大

標的でした。真冬のことでした。ジョージア全土が凍りつき、ミハイル・サカシュヴィリ大統領の

親西側路線への報復と解釈されました。

この経験は、ジョージアにエネルギー源の多様化を加速させました。アゼルバイジャンからのガス

導入を増やし、BTE（バクー・トビリシ・エルズルム）ガスパイプラインの建設を急ぎました。そ

の結果、ジョージアの対アゼルバイジャンガス依存度は大幅に高まりました。

しかし、完全な脱ロシアは実現していません。外国政策研究所（FPRI）の2025年3月レポートによ

ると、ジョージアはロシアから液化石油ガス（LPG）を相当量輸入しています。ガソリンやディー

ゼルなどの石油製品に対するロシア依存度も、2021年以降再び高まる傾向にあります。2024年に

ジョージアがロシアから輸入した天然ガスの規模は、1億4,570万ドルに達しました。

ジェームスタウン財団（Jamestown Foundation）の2025年3月分析によれば、ジョージアは

2025年に2024年比で倍の天然ガスをロシアから輸入する計画です。アゼルバイジャンがジョージ

アのガス需要を完全に満たす能力を有しているにもかかわらずです。これは、与党「ジョージアの

夢」政府によるロシア関係改善の取り組みの一環と解釈されています。

（4）中間回廊とグリーンエネルギーの未来

ウクライナ戦争は、ジョージアの戦略的価値を改めて浮き彫りにしました。ロシアを経由する北部

回廊のリスクが顕在化する中、中央アジアとカスピ海を経てジョージアとトルコを通り欧州へと至

る「中間回廊」が代替案として浮上しました。

カザフスタン、アゼルバイジャン、ジョージアは、この回廊の中核をなす国々です。アジア鉄道連

盟の資料によると、2024年の中間回廊における貨物輸送量は前年比で60%以上増加しました。依
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然として中国-欧州間のコンテナ貨物全体の7.8%に過ぎませんが、成長率は急激です。

2022年12月、アゼルバイジャン、ジョージア、ルーマニア、ハンガリーの4カ国は、黒海海底電力

ケーブルの建設に関する協定を締結しました。これは、カスピ海沿岸で風力および太陽光発電によっ

て生産された電力を欧州へ送電する「グリーンエネルギー回廊」プロジェクトです。EUがロシア産

化石燃料への依存度を低下させるために推進している事業です。

このプロジェクトが完成すれば、ジョージアは単なる原油・ガスの通過国を超え、欧州の再生可能

エネルギー安全保障を支えるハブへと飛躍することになります。

(5) 矛盾の中の均衡

ジョージアのエネルギー政治は矛盾に満ちています。ロシアを迂回するパイプラインを通じて西側

の安全保障利益に貢献する一方で、ロシアからガスや石油製品を輸入しています。ロシアに領土を

占領され外交関係を断絶しながらも、ロシアからの観光客190万人（2024年基準）を受け入れてい

ます。ロシアはジョージアの第二の貿易相手国です。

ウィルソン・センターの2025年分析によれば、2025年前半のジョージアとロシアの二国間貿易額

は約13億ドルで、前年同期比7%増加しました。しかし、ロシアからジョージアへの送金額は2024

年に65%も急減し、5億4,000万ドルにとどまりました。

より懸念される状況もあります。ウィルソン・センターの報告書は、ジョージアがロシアの国際制

裁回避の窓口として利用されている可能性を指摘しています。石油資源が皆無なジョージアから、

2023年から24年の間にスペインへ「ジョージア産石油」9万9,000トンが輸出されたという統計が

その根拠です。2024年には、平均所得が高くない国としては説明が難しいほど、ジョージアへのヨッ

トの輸出量が記録的な水準に達しました。

ロシアの影は軍事占領だけにとどまりません。エネルギー、貿易、金融、情報戦の形でジョージア

社会の隅々に浸透しています。西側のエネルギー安全保障という要請と、経済的生存というジョー

ジアの現実の間で、この小さな国は危うい均衡を保っています。

ナ。米国USAID支援中止の意味

(1) 30 年間のパートナーシップの亀裂

1991 年のソ連崩壊直後から、アメリカはジョージアにとって最も重要な支援国でした。アメリカ

国際開発庁（USAID）は 1992 年からジョージアでの活動を開始し、その後の約 30 年間で約 60

億ドルがこの小さな国に投入されました。民主主義制度の構築、警察改革、司法システムの近代化、

農業技術の移転、中小企業の育成、教育、保健など、ほぼすべての分野に USAID の手が届いていま

す。

トビリシ空港から市内へ向かう道には「ジョージ・W・ブッシュ通り」があります。2005 年のブッ

シュ大統領のジョージア訪問を記念して命名されたもので、これほどまでにジョージアとアメリカ

の関係は特別でした。

2024 年、この関係に深刻な亀裂が生じました。
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(2) 外国代理人法と西側の反発

2024年5月、ジョージア議会は「外国影響力透明性に関する法律」を可決しました。これは、海外

からの資金の20%以上を受け取る非政府組織（NGO）やメディアを「外国影響力を追求する組織」

として登録することを義務付ける内容です。登録を拒否すれば、罰金25,000ラリ（約9,300ドル）

が科されます。

批判者はこの法律を「ロシア法」と呼んでいます。2012年以来、ロシアが市民社会と独立メディア

を弾圧するために用いてきた「外国代理人法」とほぼ同一だからです。サロメ・ズラビシュビリ大

統領は拒否権を行使しましたが、議会はこれを覆しました。

トビリシ中心部のルスタヴェリ大通りでは、数万人が参加するデモが連日続きました。EU旗とジョー

ジア国旗が並んで翻っています。警察は催涙ガスと放水車で対応しました。

米国は強く反発しました。2024年7月、米国務省はジョージア政府に対する9,500万ドル規模の支

援を凍結すると発表しました。USAIDの spokesperson は「政府に直接恩恵が及ぶ支援を中止する

が、ジョージア国民を直接支援するプログラムは維持する」と述べました。これは、学生、農民、

市民社会、独立メディアに対する支援が継続されることを意味します。

(3) トランプ政権によるUSAID縮小と衝撃波

2025 年 1 月、状況はさらに悪化しました。トランプ政権は就任初日に行政命令により、すべての

対外援助を 90 日間凍結すると宣言したのです。その名目は「アメリカ・ファースト」に合致する

かどうかの検討でした。

2 月、国務長官のマルコ・ルビオ氏は USAID の 6,000 以上の対外援助プログラムを検討した結果、

500 件のみを維持すると発表しました。つまり 83% が削減されたことになります。USAID の職員

数は 8,000 名以上から 300 名未満へと急減しました。トランプ大統領はソーシャルメディアに「

閉鎖せよ」と記しました。イーロン・マスクは USAID を「犯罪組織」と呼んだのです。

ジョージアへの影響は即座に現れました。グローバル・ボイシスの 2025 年 2 月の報道によると、

ジョージアの NGO や国際援助活動は「停止状態」に陥りました。憲法裁判所の年次夏季学校プログ

ラムや、ルーガー公衆衛生研究所の研究プロジェクトなどが中止となりました。ルーガー研究所は、

ロシアが長年「生物兵器開発施設」という陰謀論を流布してきた米国支援の研究所です。

(4) 与党の歓迎と反西側言説

興味深いことに、与党「ジョージアの夢」政権は米国の USAID 縮小を歓迎しました。イラクリ・コ

バヒゼ首相はこれを「米国のディープ・ステイトの敗北」と表現しました。

ジェームスタウン財団の2025年2月の分析によれば、コバヒゼ首相自身が2000年から2001年にか

けてUSAIDの公教育プロジェクトの地域コーディネーターとして勤務した経歴があります。ジョー

ジア議会の公式ウェブサイトには「このウェブサイトはUSAIDの支援により作成されました」とい

う文言とUSAIDのロゴが表示されています。この皮肉は、ジョージア政治の急激な変化を象徴的に

示しています。
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「ジョージアの夢」政府は、西側に対して次第に敵対的な言説を呈しています。政府関係者は、米

国とEUがジョージアをロシアとの戦争に引き込み、「第2の戦線」を開設しようとしていると主張

しています。ビズィナ・イバニシビリ党創設者は2024年4月、ロシアのジョージア侵攻とウクライ

ナ侵攻の両方が、西側の「グローバル戦争勢力」が仕組んだものであると発言しました。

これらの主張は、クレムリンの対外プロパガンダと驚くほど類似しています。FPRIの報告書はこれ

を「クレムリンに同調したナラティブがジョージアの指導層内部に内面化された」と分析していま

す。

(5) 市民社会の生存危機

USAID支援の中止が最も直接的に受ける打撃は、市民社会に集中します。

ジョージアの市民社会団体の多くは、海外資金に大きく依存しています。国内の慈善寄付文化がま

だ発展していないためです。USAID、EU、各国大使館、民主主義国家財団（NED）などが主要な資

金源となってきました。選挙監視団体「公正な選挙と民主主義のための国際協会（ISFED）」、調査

報道を行うメディア、人権監視組織などがこれに該当します。

2024年に外国代理人法が成立した後、400を超えるジョージアのNGOとメディアが登録を拒否し、

「市民不服従」を宣言しました。「ロシアの法律は我が国では機能しない」という公開書簡が発表

されました。しかし、この抵抗には代償が伴います。

自由ヨーロッパ放送（RFE/RL）の2024年8月の報道によれば、罰金の負担者が誰かという点が中

心的な争点となりました。西側の寄付者は「罰金を肩代わりしない」という立場です。ある西側外

交官は「私たちは法の支配を尊重する。罰金を支払うことは、その法の正当性を認めることだ」と

述べました。USAIDとEUの双方は、助成金協定に罰金肩代わりの条項がないことを明らかにしまし

た。

2025年4月、ジョージア議会はさらに強化された新たな「外国代理人登録法」を可決しました。登

録を拒否した場合、刑事罰の対象となる可能性があります。国際人権監視団体ヒューマン・ライツ・

ウォッチは、この法律が活動家や団体に対して「外国代理人という烙印を押されるか、刑務所に入

るか、亡命するか、活動を完全に停止するか」という「偽りの選択肢」を強要していると批判しま

した。

(6) 地政学的含意：信頼の喪失

USAID支援の中止が意味することは、単なる資金の問題を超えています。

第一に、ジョージアがもはや西洋の「信頼できる民主主義のパートナー」として見なされていない

という外交的な警告です。EUはすでに3,000万ユーロ規模の国防支援を凍結しました。米国とEUの

双方が、ジョージア政府の高官に対するビザ制裁や資産凍結を検討しています。

第二に、ジョージア国内の親西洋勢力の勢いが弱まります。ユーロバロメーターの調査によると、

ジョージア国民のEUに対する信頼度は、2024年春の66％から2025年春には49％へと低下しまし

た。1年間で17ポイントの減少です。「西洋は私たちを守ってくれない」という空気が広がってい

ます。
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第三に、ロシアと中国にとって空白を埋める機会が生まれます。『Just Security』の2025年2月の

分析は、「過去のどの政権、民主党であれ共和党であれ、最前線で自由のために戦う人々を支援す

ることが米国の価値であり利益であると理解していた」と指摘しています。「世界中で民主主義が

後退する時代に、離脱して自由の友人たちが闇の中へ放り出されるままにしておくのは、最悪のタ

イミングである」という批判です。

トビリシのひんやりとしたカフェで自由な空気を吸っている旅行者は、その背後にあるものを知る

由もないでしょう。その空気には、いつ閉ざされるか分からない西洋への扉に対する若者たちの深

い絶望感が滲んでいます。

ド. NATO加盟の夢と地政学的限界

(1) 憲法に刻まれた熱望

ジョージア憲法第78条は、国家機関が欧州連合（EU）および北大西洋条約機構（NATO）への「完

全な統合を確保するため、あらゆる措置を講じるべきである」と定めています。特定の国際機関へ

の加盟を憲法で義務付けた事例は稀です。それだけ、NATOおよびEUへの加盟は、ジョージア国民

にとって国家の生存とアイデンティティが懸かった問題なのです。

世論調査は一貫しています。ジョージア国民の80%以上がEU加盟を支持しています。NATOに対す

る支持も同様の水準でした。ロシアの脅威から国家の安全保障を確保し、西側民主主義陣営の一員

となろうとする強い意志の表れです。

トビリシを歩けば、ジョージア国旗とならんで掲げられたEUの旗を容易に見ることができます。官

公庁の窓にも、カフェの窓にも、さらにはタクシーにもEUの旗のステッカーが貼られています。ジョ

ージアはまだEUの加盟国ではありません。NATOの加盟国でもありません。しかし、旗はすでに翻っ

ています。

(2) ブカレストの約束とその限界

2008年4月、ルーマニアのブカレストで開催されたNATO首脳会議は、歴史的な声明を残しました。

「ジョージアとウクライナはNATOの加盟国となる」という内容です。NATOの歴史において、加盟

行動計画（MAP）の開始さえ前に将来の加盟資格を約束した事例は初めてでした。

当時のNATO事務総長ヤプ・デ・フープ・シェッファーは、「これらの国々がNATO加盟国となる点

に疑いの余地はない」と強調しました。米国の戦略家ズビグニュ・ブレジンスキーはこれを「ウク

ライナ、ジョージア、そしてそれらの北米・欧州の支持者に対する戦略的勝利」と評価しました。

しかし、「約束」と「実現」は別の問題でした。ブカレスト声明はMAPの付与を先送りしました。

ドイツとフランスの反対によるものでした。ロシアを刺激することを懸念したためです。

4ヶ月後の2008年8月、ロシアはジョージアを侵攻しました。この戦争は、「NATO加盟を試みれ

ば直ちに戦争」というロシアの明確な「レッドライン」を世界に確認させる結果となりました。

(3) 領土紛争という構造的障壁
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ジョージアのNATO加盟を阻む最大の障壁は、未解決の領土紛争です。

NATO憲章第5条は集団防衛条項です。加盟国の一つが攻撃されれば、すべての加盟国がこれを自国

に対する攻撃とみなして対応するという内容です。ジョージアが加盟した場合、どのようなことが

起こるのでしょうか？ロシア軍が駐留するアブハジアおよび南オセチア地域はどうなるのでしょう

か？

理論上、ジョージアの加盟に伴いNATOはロシア軍に撤退を要求できます。ロシアが拒否すれば第5

条が発動され、NATOとロシアの間で全面戦争が発生する可能性もあります。このシナリオは、既

存の加盟国のいずれも望んでいません。

NATOへの加盟は全会一致で決定されます。32カ国の加盟国の中で、たった一国でも反対すれば成

立しません。領土紛争を抱える国を受け入れ、第三次世界大戦のリスクを冒す加盟国は存在しませ

ん。

(4) 与党の二重的な態度

最近の「ジョージアの夢」政府の動きは、状況をさらに複雑にしています。憲法に明記された

NATO統合の義務を口では尊重しながら、実際には西側諸国との関係を悪化させる行動をとってい

ます。

2024年7月、コバヒゼ首相は「現在、NATOには拡大の課題はない」と発言しました。ジョージア

政府はウクライナ戦争以降、西側諸国がジョージアを「第二の戦線」として利用しようとしている

という陰謀論を広めています。自らを「平和の守護者」と位置づけ、西側諸国や野党を「戦争勢力」

として描き出しています。

ジェームズタウン財団の2025年6月の分析によると、「ジョージアの夢」政府は2025年7月1日付

で「NATOおよびEUのための情報センター」の廃止を発表しました。このセンターは2005年に親西

側政府によって設立されたもので、NATOおよびEUの価値を普及し、加盟に対する国民の認識を高

めるための機関でした。

NATO 駐ジョージア連絡事務所はこれに対し、2008 年のブカレスト首脳会議におけるジョージア

の加盟国決定に関する約束を再確認する短い声明を発表しました。それだけのことでした。

(5) 首脳会議からの排除

ジョージア政府と NATO の関係悪化は数値によって確認されます。

2023 年 7 月のヴィリニュス NATO 首脳会議において、当時のイラクリ・ガリバシュビリ首相は招

待されませんでした。彼が NATO のウクライナ支援を間接的に批判する発言を行った直後のことで

した。

2024 年 7 月のワシントン NATO 首脳会議においても、コバヒゼ首相は招待されませんでした。こ

れは NATO 創設 75 周年を記念する首脳会議でした。『ジオポリティクス』の分析によれば、

2024 年のワシントン首脳会議宣言文においてジョージアはたった一文のみで言及されました。
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2008 年のブカレスト決定に関する言及も、新たな協力イニシアチブもありませんでした。これは

2008 年以来のすべての首脳会議宣言文における前例のない沈黙でした。

2025 年 5 月、NATO 議会総会（NATO Parliamentary Assembly）のデイトン会議において、ジョ

ージア議会代表団の投票権が剥奪されました。これはジョージア議会史上初の出来事でした。

2025 年 6 月、「ジョージアの夢」は、コバヒゼ首相がハーグで開催される NATO 首脳会議に招待

されなかったことを確認しました。

(6) フィンランド・スウェーデンとの対比

2022 年のロシアによるウクライナ侵攻以降、フィンランドとスウェーデンは NATO 加盟を決定し

ました。長年中立国であった両国です。フィンランドは 2023 年 4 月、スウェーデンは 2024 年

3 月に正式な加盟国となりました。前例のない速さでの加盟手続きでした。

ジョージアの人々は複雑な心境でこれを見守りました。「羨望」と「剥奪感」が混在する感情でし

た。ジョージアはフィンランドやスウェーデンよりもはるかに以前から NATO 加盟を推進してきま

した。アフガニスタンでは非加盟国の中で最も多くの兵力を派遣し、最も多くの犠牲を払いました。

軍事システムを NATO 基準に合わせて改革しました。しかし、「門」は開かれませんでした。

「私たちはやるべきことはすべてやった」という認識が広がりつつあります。これは西側の「二重

基準」に対する不満です。この不満は政府によってNATO懐疑論へと転換されています。『地政学』

2024年分

「ウクライナの場合、NATOはMAPがもはや不要だと決定した一方、ジョージアに対してはMAPを

『統合プロセスの不可欠な一部』として要求する現実」を指摘しています。すでに同じ内容の年次

国家プログラム（ANP）を15回も履行しているにもかかわらずです。

NATO加盟の夢は、次第に現実政治の影へと押しやられています。その空白を「戦略的曖昧性」と

いう名の実利外交が埋め尽くしています。

ロ。トルコ・中国・イラン、新たな変数

（1）多角化の必要性

西洋との関係がぎくしゃくする中、ジョージアは伝統的な「西洋志向」から離れ、周辺大国との関

係を強化する「多角化戦略」を試みています。その核心対象はトルコ、中国、イランです。

カーネギー国際平和財団（Carnegie Endowment）の2024年8月の分析は、ジョージアが「西洋と

の関係悪化の中で長期的なユーラシア転換（ユーラシア・ピボット）に着手した」と診断していま

す。これは「ロシアとの関係安定化の可能性も含む」変化です。

(2) トルコ：経済的生命線

トルコはジョージアの経済的生命線です。ジョージアの最大貿易相手国の一つであり、南西の国境

を接するNATO加盟国です。
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アジャラ自治共和国の首都バトゥミは、実質的にトルコの経済圏です。スカイラインを彩る高層ホ

テルやカジノの多くはトルコ資本によって建設されました。トルコ国境からわずか30分の距離にあ

るバトゥミは、週末になるとギャンブルが禁止されたトルコから訪れる観光客で賑わいます。

エネルギーと物流の観点からも、トルコは極めて重要です。BTC石油パイプラインと南コーカサス

天然ガス管の終着点はトルコです。バクー＝トビリシ＝カルス（BTK）鉄道はアゼルバイジャン、

ジョージア、トルコを結び、中国から欧州へ貨物を輸送します。ジョージアはこの「中間回廊」の

要となる区間です。

トルコ・ジョージア・アゼルバイジャンの3カ国協力体制は、ロシアを牽制する地域安全保障の軸と

しても機能しています。2025年、ミハイル・カベラシュヴィリ（Mikheil Kavelashvili）ジョージア

大統領は、レジェプ・タイイップ・エルドアン（Recep Tayyip Erdo�an）トルコ大統領と会談し、

「戦略的パートナーシップ」を再確認しました。

ジョージアにとってトルコは、NATO加盟国でありながら独自の路線を歩む「モデル」でもありま

す。トルコはロシアに対する西側の制裁に全面的には参加しつつも、NATO加盟国の地位を維持し

ています。ウクライナ戦争ではロシアと西側の仲介者を名乗ることもあります。2024年にはBRICS

への加盟を申請したとの報道もありました。

(3) 中国：「一帯一路」の要となる拠点

最も注目すべき変数は中国です。中国にとってジョージアは「一帯一路（Belt and Road Initiative）

」の要となる拠点です。カスピ海と黒海を結ぶ「中間回廊」のボトルネック区間にジョージアが位

置しているためです。

2023年、ジョージアと中国は「戦略的パートナー関係」を樹立しました。ジョージアは「一つの中

国」原則を再確認し、台湾および新疆・チベット問題において北京の立場を支持しました。中国は

アブハジアおよび南オセチアの独立を認めず、ジョージアの領土統合を支持すると表明しました。

2024年5月、ジョージア政府はアナクラリア（Anaklia）深水港の開発事業者として中国コンソー

シアムを選定しました。中国通信建設（CCCC、China Communications Construction Company）

が主導し、シンガポールの青島港国際（Qingdao Port International）や中国道路橋梁工事（CRBC）

などが参加するコンソーシアムです。1段階の投資規模だけでも6億ドルに達します。

アナクラリア深水港はジョージア史上最大規模のインフラプロジェクトです。黒海沿岸に位置する

この港湾は、中回廊の主要物流拠点となる見込みです。ジョージア政府は51%の株式を保有し、経

営権を維持すると表明しました。

米国は強く反発しました。CCCCは米国商務省のブラックリストに掲載されている企業です。南シナ

海において軍事目的の人工島建設に関与したためです。中国道路橋梁工事（CRBC）は世界銀行から

フィリピン事業における不正行為により制裁を受けた前歴があります。

米国議会は2025年5月、「メゴバリ法（MEGOBARI Act）」を可決しました。これは「ジョージア

の責任、回復力、独立の構築のための動員および強化法」の略称であり、「メゴバリ」はジョージ

ア語で「友人」を意味します。この法律は、ユーロ・大西洋統合を阻害するジョージア政府関係者
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に対する制裁権限を大統領に付与します。アナクラリア港湾の中国による開発を牽制する意図が明

確です。

(4) 中国資本の拡大

中国のジョージア進出は、アナクリア港に留まりません。

中国道路橋梁工事は2018年からジョージアで活動し、東西高速道路のウビサ＝ショラパニ区間の建

設に参加しています。ジョージア最大規模のクヴェシェティ＝コビトンネル工事も中国企業が担当

しています。このトンネルはロシア国境へ至るジョージアの軍事道路の要衝です。

FPRIの2024年12月の分析によれば、中国はジョージアのインフラおよび戦略的プロジェクトに集

中的に投資し、「同国の経済的足跡を深化」させています。これらの事業は、中国の「ユーラシア

全域における接続性と影響力を強化するというより広範な目標に合致」するものです。

中国は現在、ジョージアの主要な貿易相手国となっています。輸入では3位、輸出では4位を占めて

います。ジョージアの西側諸国との関係が疎遠になる隙を突くように、中国との経済的結びつきは

加速しています。

中国投資の性質については議論があります。西側資金は一般的にガバナンス、透明性、規範の遵守

を求めます。中国資金はプロジェクトの成果と担保構造に焦点を当てます。どちらが「良い」と断

じることは難しいですが、ジョージアの制度的体質への影響は異なります。

(5) イラン：制裁下の機会

イランはジョージアと国境を接していません。しかし、ペルシャ帝国時代からジョージアを支配し

てきた歴史的な縁があります。最近、両国関係に変化の兆しが見られます。

カーネギー財団の分析によれば、コバヒゼ首相は2024年5月のイラン大統領エブラヒム・ライシの

ヘリコプター事故死後、テヘランを二度訪れています。「従来見られたものよりもより温かい関係

への道を開く可能性」のある行動です。

イランにとってジョージアは欧州への回廊です。西側の制裁で閉ざされた西側の道を、黒海とコー

カサス経由で迂回できます。「南北回廊」の一環として、ペルシャ湾からジョージアの黒海港まで

を結ぶ物流網の構想が議論されています。

ロシア、イラン、トルコ、アゼルバイジャン、アルメニア、ジョージアが参加する「3+3 プラット

フォーム」があります。ロシアとイランが主導するこの協議体において、ジョージアの役割は大き

くなっています。

しかし、イランとの関係強化には危険が伴います。米国による強力な対イラン制裁のためです。イ

ランと取引する企業や金融機関は米国市場から排除される可能性があります。ジョージアがイラン

との経済協力を拡大すれば、西側諸国の制裁回避の窓口と化す危険性があります。

FPRI の 2024 年 12 月の分析は、ロシア、イラン、中国が「エネルギー、金融、技術において米国

の主導する制裁体制を回避するために協力する修正主義軸（リビジョニスト・アクシス）」を形成
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していると指摘しています。ジョージアがこの軸に組み込まれる場合、米国との関係は回復不能な

段階に至る可能性があります。

(6) 多極化時代の生存法

結局、ジョージアは「ロシアか西側か」という二項対立を超えた多次元の方程式の中心に立ってい

ます。

ロシアという実存的脅威、遠ざかるNATOと米国の傘、エネルギー回廊としての戦略的価値、その

隙間を突くトルコの経済的実用主義、中国の巨大資本とインフラへの野望、イランの地政学的利害。

これらすべての変数が同時に作用しています。

'ナショナル・インタレスト（National Interest）'の2025年12月の分析は、現在の地勢をこう要約

しています。「アルメニアは長年ロシアの衛星国と見なされてきましたが、今やクレムリンに抵抗

し、西側と軍事訓練に参加しています。アゼルバイジャンは、EUおよび米国との貿易・エネルギー

関係を深化させようとする実用的で信頼できるアクターとして認識されています。この時点で、ジョ

ージアのみが南コーカサスにおける唯一の反西側アクターであり、修正主義国家の影響に同調して

います。」

この分析が誇張なのか、正確な診断なのかは、今後の展開が示してくれるでしょう。

ジョージア政府は、これらの大国の間で国益を最大化し政権の安定を図るため、あやふやな綱渡り

を続けています。これが「戦略」なのか「臨機応変」なのかについても、時間が答えてくれるでしょ

う。臨機応変は、通常、大国が最も好む相手です。

旅行者がカヘティのワイングラスを傾けた際に感じるその微妙な緊張感は、まさにこれらの大国の

熾烈な駆け引きが生み出した歴史の香りなのかもしれません。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第14章 体制転換の光と影

← 前の章

全章を見る

次の章 →

ア．ソ連崩壊後の経済崩壊と腐敗

1991年12月25日、ソ連の赤い旗がクレムリンの上空から降ろされました。その瞬間、ジョージア

は70年ぶりに独立を取り戻しましたが、自由の代償は苛烈でした。ジョージアが直面したのは希望

ではなく、国家機能の総体的崩壊でした。

ソ連時代、ジョージアは「ソ連の庭」と呼ばれていました。黒海沿岸の温和な気候のおかげで柑橘

類、茶、タバコ、ぶどうが豊かに育ち、ジョージア産のワインやコニャックはモスクワの宴会場を

彩りました。ある人々はジョージアを「ソ連のイタリア」とも呼びました。当時のジョージア人の

生活水準は他のソ連共和国よりも高かったのです。しかし、この豊かさには影がありました。生産

と流通の多くが公式統計に現れない「闇経済」で行われており、この暗黒の領域で少数のエリート

たちが莫大な富を蓄積していたのです。

ところがソ連が消えると、ジョージア経済を支えていたすべてのものが崩れ去りました。中央計画

経済体制が解体され、供給網が寸断されました。ロシアから来る原材料やエネルギーが入ってこな

くなり、ロシア市場に輸出していた農産物や工業製品は行き場を失いました。国営企業は注文も資

金源も同時に失いました。工場は閉鎖され、雇用は消滅しました。

数字が災難の規模を物語っています。1990年から1994年の間に、ジョージアの国内総生産（GDP）

は約70～80パーセントも急減しました。世界銀行の記録によれば、1990年に約600億ドルに達し

ていたGDPが、1994年には15億ドル未満に縮小しました。これは単なる景気後退ではありません。

国家経済の崩壊でした。

通貨の価値は紙くず以下となりました。独立直後に導入された臨時通貨「クポン」は際限なく印刷

され、その結果は想像を絶する超インフレでした。1993年の年間物価上昇率は7,600パーセントに

達しました。パン一個を買うには、かばんいっぱいに紙幣を詰め込む必要がありました。人々は朝

に給与を受け取ると、昼には市場へ駆けつけました。なぜなら、夕方にはそのお金の価値が半分に

減ってしまうからです。

経済的な苦痛は政治的な混乱と重なり合いました。アブハジアと南オセチアで分離主義戦争が勃発

しました。内戦は数十万人の難民を生み出し、国家財政を破綻させました。中央政府の統制力は急

速に弱まり、トビリシさえも安全ではありませんでした。1991年から1992年にかけてクーデター

と政変が続き、初代大統領ズヴィアド・ガムサフルディアは追放されて亡命の道につきました。

最も象徴的な苦痛の場面は電力危機でした。電力は現代社会の血管のようなものです。しかし1990

年代のジョージアでは、その血管が詰まってしまいました。送電網が破壊されたり稼働を停止した

りし、市民は1日にわずか数時間しか電力供給を受けられませんでした。世界銀行の資料は、当時の
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サービス品質が「1日に数時間しか電力が供給されない」レベルまで急落したと記録しています。

2001年の冬でも状況は大きく改善せず、トビリシのアパートが1日約4時間しか電力供給を受けて

いないとの報道がありました。

電力がなければ何が起きるのでしょうか。冷蔵庫が作動せず、食料が腐ります。暖房が効かず、冬

には凍えなければなりません。エレベーターが停止し、高層アパートの住民は階段を往復しなけれ

ばなりません。店舗は閉まり、工場は稼働を停止し、病院では手術が中断されます。治安も崩壊し

ます。暗い街は犯罪の温床となります。人々は寒さを避けるため、街路樹を切り倒して燃料としま

した。トビリシの美しい街並みは荒廃しました。

この崩壊の隙間を突いたのは犯罪組織でした。「ボル・ヴ・ザコーネ（Vor v Zakone）」、韓国語

では「法の盗人」や「法盗」と訳される専門犯罪集団がジョージア社会を掌握しました。この用語

は皮肉なものです。彼らは盗人ですが、自分たちだけの「法」と掟に従って動く組織でした。ソ連

時代の強制収容所（グラーグ）で生まれたこの犯罪文化は、ソ連崩壊後爆発的に成長しました。

ジョージアはこの犯罪ネットワークの揺りかごでした。世界に約700～900人と推定される「法盗」

の首領たちのうち、ほぼ半分から3分の2がコーカサス（ジョージア、アルメニア、アゼルバイジャ

ン）出身だったといいます。彼らは単なる泥棒ではありませんでした。政治家、官僚、企業人と結

託し、国家経済の相当部分を支配しました。公式政府が機能を果たさなくなったため、彼らが事実

上の「影の政府」となりました。紛争の仲介、保護料の徴収、雇用の斡旋、さらには「正義」の執

行まで行いました。

「ムヘドリオーニ（Mkhedrioni）」という準軍事組織がその代表例です。「騎士」という意味を持

つこの武装団体は、1990年代のジョージアで強大な影響力を行使しました。彼らは街で拳銃を携行

し、事業体から保護料を巻き上げ、政治的暗殺や脅迫にも関与しました。国家による暴力の独占が

崩壊した状況下、武力を持つ者がすなわち権力でした。

腐敗は日常となりました。いや、腐敗なしには日常が成り立たないほどでした。税金が徴収されな

いため、政府は公務員の給与を時宜どおり支払うことができませんでした。給与を受け取れない公

務員たちは、生存のために賄賂に頼らざるを得ませんでした。交通警察は道路の至る所で運転車を

止め、公然と金銭を巻き上げました。大学入学には賄賂が必須であり、病院で適切な診療を受ける

には医師のポケットに金銭を渡す必要がありました。事業を行うには許可が必要ですが、許可を得

るには管理者に賄賂を渡さなければなりませんでした。税関、警察、税務署、裁判所など、国家機

関と接するあらゆる場面で「通行料」が要求されました。

国際透明性機構（Transparency International）の腐敗認識指数において、ジョージアは最下位圏

をさまよっていました。2003年の調査では、133カ国中124位を記録しました。これは道徳的堕落

の問題だけではありませんでした。経済学的に言えば、腐敗は「国家の取引コストを急増させる変

数」でした。企業は生産性向上ではなく、管理者の機嫌を取ることに資源を費やさなければなりま

せんでした。投資家はルールを信頼できないため、投資をためらいました。市民たちは法律に従う

よりも、それを回避する方法を学びました。社会全体が「通常の経済活動」よりも「リスク回避」

に最適化されていました。
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エドゥアルド・シェワルナゼが率いる政権はこの混乱の中で国家の安定を図りましたが、腐敗の根

絶には至りませんでした。シェワルナゼはソ連時代の外務大臣を務めた熟練した政治家でした。彼

は内戦をある程度収拾し、国際社会からの支援を引き出しました。しかし、彼の政権自体が腐敗構

造と共存していました。国際通貨基金（IMF）の勧告は度々無視され、西洋の投資家は失望して去っ

ていきました。ジョージアは「希望のない国」として分類されました。

この時期を生き延びたジョージアの人々にとって、1990年代はトラウマとして刻まれています。彼

らは闇市場や地下経済に依存して生き延じました。隣人同士で物々交換を行い、海外へ渡った親族

からの送金に頼って生活しました。家族の若者たちは職を求めてロシアやヨーロッパへと旅立ちま

した。ジョージアの人口は1989年の約540万人から2001年には440万人程度まで減少しました。

経済の崩壊、内戦、そして希望の欠如が人々を追い詰めたのです。

しかし皮肉なことに、この底辺での経験が後の改革の土壌となりました。もはや失うものがないと

いう切迫感が、急進的な変化を可能にしました。2003年、ジョージアの人々は街頭に立ちました。

彼らの手にはバラの花が握られていました。

ナ。サカシュヴィリの急進改革とビジネス環境

2003年11月2日、ジョージアで議会選挙が実施されました。出口調査の結果と公式発表の間には圧

倒的な乖離がありました。シェワルナゼ政権による露骨な選挙不正でした。怒りに燃える市民たち

がトビリシの街頭に溢れ出しました。彼らは花屋でバラを購入し、手に持って平和的に行進しまし

た。11月22日、デモ隊は議会議事堂を占拠しました。若き野党指導者ミヘイル・サカシュヴィリが

バラの花を手に掲げ、壇上に登りました。シェワルナゼは辞任しました。銃弾一発発せられず、政

権交代が実現しました。歴史はこれを「バラ革命」と呼びます。

サカシュヴィリはアメリカのコロンビア大学とジョージ・ワシントン大学で法学を学んだ若き弁護

士でした。35歳で大統領となった彼は、ジョージアを最初から再建すると宣言しました。彼の改革

は「ショック・セラピー」に近かったのです。漸進的に修復するのではなく、崩壊したものを壊し、

新たに建設する方式でした。

最初の戦場は腐敗との戦いでした。サカシュヴィリは政権掌握直後、「私が大統領である限り、い

かなる犯罪権力も容認しない」と宣言し、即座に行動に移しました。「法盗賊」という地位そのも

のを違法化し、犯罪組織の首脳たちが次々と逮捕されました。当時最も有名な組織犯罪のボスであっ

たザハール・カラショフの豪邸と財産は没収され国家に帰属し、彼の3,000万ドルの別荘は警察署

や公共機関へと転用されました。こうした措置には象徴的な意味がありました。犯罪によって富を

築いても、最終的にはすべて奪われるというメッセージを社会全体に伝えたのです。

しかし、最も劇的な改革は警察組織において行われました。サカシュヴィリは腐敗の温床であった

交通警察全体を一日で解雇しました。約3万人の警察官が同時に職を失ったのです。そして驚くべき

ことが起こりました。政府は新たな警察組織を編成するまでの約3ヶ月間、警察のない状態を維持し

ました。治安の空白が懸念されましたが、むしろ犯罪が減少したという報告もありました。これは

既存の警察が社会にどれほど害を与えていたかの証左でした。

新たに採用された警察官の給与は以前より10倍以上に引き上げられました。その代わり、賄賂の受

け取りは一切許されませんでした。透明性を象徴するため、新しい警察署の建物はガラスで造られ
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ました。誰でも中を覗き見できるようにしたのです。この「ガラスの警察署」はサカシュヴィリ改

革の象徴となりました。結果は驚くべきものでした。市民の警察に対する信頼度が急上昇し、賄賂

要求が消滅すると、人々は国家機関を再び信頼し始めました。

行政分野でも革命が起きました。サカシュヴィリ政府は2011年、「ハウス・オブ・ジャスティス（

Justice House）」と呼ばれるワンストップサービスセンターを導入しました。パスポートの発行、

不動産登記、法人設立、出生および婚姻届など、ほぼすべての行政手続きを一つの場所で処理でき

るようにしたのです。

かつては賄賂を渡して数日待たなければならなかった業務も、今は数分、長くても一日で完了しま

す。建物自体も透明なガラスで造られ、いかなる不正も隠しきれないよう設計されています。市民

は整理券を受け取り、清潔な空間で順番を待ちながら行政手続きを完了させました。途中に手を差

し伸べる者はいませんでした。

規制の撤廃も大規模に行われました。事業を開始するには様々な許可が必要でしたが、サカシュヴィ

リ政権はこれらの要件のほとんどを撤廃しました。米国国務省の文書によれば、2005年のジョージ

ア政府は許可要件の約84パーセントを削除しました。ライセンスと許可項目の数が1,000件から

100件未満に減ったとの推計もあります。企業登録にかかる時間も数日から一日、あるいは数時間

へと短縮されました。

税制改革も画期的でした。複雑だった税制が簡素化されました。2004年から2005年の改革により、

税率の種類は21から7に減り、所得税は累進課税から20パーセントの単一税率に変更されました。

税申告も電子システムに移行しました。皮肉な現象が起きました。税率を引き下げ制度を簡素化す

ると、税収はむしろ増加したのです。世界銀行の資料によると、GDPに占める税収は2003年の12

パーセントから2010年には25パーセントへと、2倍以上に増加しました。税金が「納めたくない負

担」から「納められるコスト」へと変わると、地下経済は表舞台へと現れました。

これらの努力の結果は、国際的な評価においてすぐに現れました。世界銀行が毎年発表する「ビジ

ネス環境評価（Doing Business）」のランキングにおいて、ジョージアは急上昇しました。2005

年には112位だったジョージアは、2012年には世界8位、2020年には世界7位まで上昇しました。

旧ソ連諸国の中では断然1位でした。各詳細項目を見ると、事業開始の容易さで世界2位、財産登録

で5位、少額投資家保護で7位、契約履行の強制で12位を記録しました。「腐敗国家」というレッテ

ルが「ビジネスに良い国」というタイトルへと変わったのです。

都市の景観も変わりました。サカシュヴィリ政府は老朽化したインフラを大規模に整備し、近代的

な建築物を建設しました。黒海沿岸のバトゥミには豪華なホテルやカジノが立ち並び、「コーカサ

スのラスベガス」という愛称を得ました。トビリシには未来主義的なデザインのガラス製の橋やコ

ンサートホールが建設されました。透明なガラスの建築物は、サカシュヴィリが追求した「透明性」

と「近代化」の象徴でした。

しかし、光があれば影もあります。サカシュヴィリの改革は急進的であったため、批判も受けまし

た。権力が一人とその側近たちに集中しました。野党やメディアに対する弾圧の疑いが提起され、

司法の独立性に対する懸念も絶えませんでした。世界銀行の評価文書でさえ、汚職対策の成果とは

別に、司法の独立性の問題が依然として残っていると指摘しました。2007年には大規模な反政府デ
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モが発生し、政府はこれを強硬に鎮圧しました。サカシュヴィリは次第に権威主義的になっていっ

たという批判を受けました。

2012年の議会選挙において、サカシュヴィリの統合国民運動は、億万長者のビジナ・イバニシュヴィ

リが率いる「ジョージアの夢」連合に敗れました。2013年に大統領任期が終了すると、サカシュヴィ

リは政治的訴追を避けて海外へ亡命しました。彼の改革遺産に対する評価は賛否両論です。しかし、

彼が構築した行政システムと反汚職の潮流が、現代ジョージア経済の骨格となったという事実は明

白です。「正義の館」は現在も稼働しており、低税率と規制緩和の潮流も概ね維持されています。

世界銀行の2024年「Business Ready」報告書においても、ジョージアは規制効率性で3位、運営効

率性で2位を記録し、依然として企業にとって住みやすい環境を維持しています。

多。低税率とデジタルノマド特別区

ジョージアが今日、世界中の注目を集める理由は、美しい景観や美味しい料理だけによるものでは

ありません。制度設計が明快であるからです。ジョージアは自国を「コーカサスのシンガポール」

として位置づけ、低税率と開放的な政策により、外国人投資家、起業家、そして「デジタルノマド」

と呼ばれるリモートワーカーを積極的に誘致しています。

ジョージアの税制は、世界で最も単純かつ低水準に属します。現在、ジョージアには所得税（20パー

セント）、付加価値税（18パーセント）、法人税（15パーセント）、関税（0パーセント、5パー

セント、12パーセントの3段階）、消費税、財産税など、わずか6種類の税しか存在しません。複雑

な税体系に慣れ親しんだ人々にとって、これは驚くべき単純さです。

個人所得税は20パーセントの単一税率です。累進課税の段階がないため、所得の額に関わらず同じ

割合で納税します。これだけでも非常に低い水準ですが、さらに画期的な特典があります。「小規

模事業者地位」を取得すると、税率が劇的に低下します。年間売上高50万ラリ（約1億8,000万円）

以下の個人事業者は、売上のわずか1パーセントのみを税金として納付すればよいのです。複雑な控

除規定の代わりに、単純な売上ベースの低税率課税が適用されます。年間売上高3万ラリ（約1,100

万円）未満の小規模事業者は、税金が免除されます。

法人にも画期的な特典があります。2017年からジョージアは「エストニア型法人税モデル」を導入

しました。企業が利益を配当せず再投資する場合は、法人税を納める必要がありません。利益が会

社内に留まっている限り税金は発生せず、配当として流出する際にのみ課税されます。これは企業

の成長と再投資を促進する制度です。スタートアップや成長期企業にとって非常に有利な仕組みで

す。

IT産業にはさらに画期的な特例があります。「バーチャルゾーン」または「バーチャルゾーン人格

（VZP）」という地位を取得したIT企業は、海外顧客に対して提供するデジタルサービスやソフト

ウェア輸出所得に対して法人税を納める必要がありません。税率は0パーセントです。ジョージア国

内でコードを作成し、海外へ販売すれば法人税は発生しません。この制度は、ジョージアが「人材

とコードを輸入して外貨収益に変えようとする」という政策意図を露骨に示しています。工場を誘

致する代わりに、ノートパソコンを誘致するといった政策です。

「国際企業」という地位もあります。この資格を取得すると、法人税と所得税を5パーセントの低い

税率で適用を受けることができます。ジョージア政府は、企業や個人事業者が自分に合ったものを
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選べるよう、さまざまな税制特典メニューを用意しています。

ここで「特区」という表現は、物理的な工業団地や囲いのある区域を意味するものではありません。

ジョージアの特区は、法的地位と資格に基づく「バーチャル特区」です。特定の地域に工場を建設

する代わりに、特定の業種（海外顧客向けのITサービス）と特定の納税者（資格を有する個人事業

主や法人）に異なる規則を適用します。この方式は行政コストが低く、失敗しても撤回が比較的容

易です。国家にとってリスクの小さい実験と言えます。

滞在政策も寛大です。ジョージアは韓国を含む90カ国以上の国民に対して、1年間の無査証滞在を

許可しています。ビザなしで入国し、364日間にわたり合法に滞在できます。これだけでも十分画

期的ですが、リモートワークも認められています。ビザに関するストレスがないため、「とりあえ

ず生きてみよう」という選択肢が可能になります。

コロナ19パンデミック期間中、ジョージアは世界中のデジタルノマドを誘致するためにさらに迅速

に動き出しました。「Remotely from Georgia」というプログラムを運営し、リモートワーカーを

積極的に受け入れました。世界各国が国境を閉鎖した際、ジョージアはむしろ門を開きました。も

ちろん健康診断などの防疫措置はありましたが、デジタルノマドにとってジョージアは「避難所」

となりました。

物価の安さも大きな魅力です。トビリシ中心部の良好なアパートの月額家賃は300～600ドル程度

です。ソウル、ニューヨーク、ロンドンとは比較になりません。外食費用も負担が少なく、現地の

レストランでワイン一本と共に夕食を豊かに楽しんでも20～30ドルで十分です。インターネット速

度は速く、コワーキングスペースやカフェなど、働きやすいインフラも十分に整っています。

これらの条件が重なり、トビリシは世界的なデジタルノマドのハブへと成長しました。フリーラン

スのエンジニア、デザイナー、マーケター、コンテンツクリエイター、オンライン起業家らが、ノー

トパソコン一台を持ってジョージアに集まってきました。彼らはジョージアに住みながら、アメリ

カやヨーロッパのクライアントに対してサービスを提供しています。ジョージアの低税率と物価の

安さにより、収入の多くを貯蓄したり再投資したりすることが可能です。「コストパフォーマンス

に優れたヨーロッパ生活」を夢見る人々にとって、ジョージアは機会の土地です。

仮想通貨に関する政策も寛容です。ジョージアは安価な水力発電を活用し、大規模なデータセンター

や仮想通貨マイニング施設を誘致しました。個人の仮想通貨取引による利益に対しては所得税を課

しません。こうした開放的な金融環境は、ブロックチェーン関連のスタートアップや投資家にとっ

て魅力的です。

しかし、メリットばかりではありません。ノマドや外国人の流入により、家賃や物価が上昇してい

ます。外国人の需要が都市の家賃を押し上げると、地元の中産階級や若者層が最も最初に押し出さ

れます。平均月収が1,000～1,500ラリ（約50万～70万ウォン）程度である一般ジョージア人にとっ

て、家賃700ドル（約90万ウォン）以上のアパートは負担が重すぎます。大学生が住居を確保でき

ず、学業を中断する危機に直面しているという報道もありました。

「国が成長した」という統計と「家賃が払えなくなった」という実感との間の格差は、社会的な不

満へとつながる可能性があります。「ノマドに優しい政策」が成功するためには、住宅供給と都市

インフラの拡充、国内所得の増加、税収の再分配とサービスの改善が同時に進められなければなり
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ません。そうでなければ、「外国人に良い国」が「自国民にとって家賃が高い国」へと変貌する危

険性があります。これはジョージア政府が解決すべき課題です。

ラ．ロシア資本流入の二面性

ジョージア経済において、ロシアは最大の脅威であると同時に最も重要なパートナーという矛盾し

た存在です。2008年のロシアとの戦争で国土の20パーセントを占領された国が、その侵略国の資

本と人的資源に経済的に依存している状況こそが、ジョージアのアイロニーです。

2022年2月24日、ロシアがウクライナを侵攻しました。戦争が始まると、予期せぬ現象がジョージ

アで起こりました。数万のロシア人がジョージアに押し寄せたのです。彼らは大きく三つの層に分

けられます。第一に徴兵を避ける若者たち。第二に、西側の制裁で事業基盤が揺らぐ企業人や専門

職従事者たち。第三に、プーチン政権に反対するが刑務所には入りたくない反体制派の市民たちで

す。

推計によれば、2022年一年間で10万人以上のロシア人がジョージアに移住しました。ある資料で

は12万人以上ともされています。トビリシの人口が一時的に200万人まで急増したという報道もあ

りました。その多くは高学歴、高熟練の人材でした。IT開発者、デザイナー、マーケター、起業家

が多くを占めていました。そして彼らは現金を持って来ました。莫大な現金を。

短期的な効果は目を見張るほどでした。2022年のジョージアのGDP成長率は11パーセントに達し

ました。戦争の「反射的利益」でした。2023年と2024年も7～9パーセント台の高い成長率が維持

されました。ロシア人たちの消費がサービス業を活性化させました。住宅、飲食、交通、通信、教

育、コワーキング、専門サービス（法律、会計、翻訳）への需要が急増しました。バトゥミとトビ

リシの不動産市場は好況を迎えました。両替所や店舗は夜遅くまで営業しました。トビリシの街は

ロシア語で溢れ返りました。

外貨の流入も大規模でした。ロシア人たちが持ち込んだ送金と資本移動は、ジョージアの通貨ラリ

（GEL）の価値を支えました。国際通貨基金（IMF）は、ジョージアがロシア発の移民と資本流入に

よる「スプライオーバー（波及効果）」によって2022～2023年に高い成長率を記録したと分析し

ています。ジョージア国立銀行の金融安定報告書も、2022年の移民増加が不動産需要を大きく刺激

したことを認めています。

ロシアを迂回する物流・貿易需要もジョージアに集中しました。西側の制裁によりロシアとの直接

取引が困難になった企業たちが、ジョージアを経由地として活用しました。運輸・物流セクターは

大きな恩恵を受けました。ジョージアは黒海とカスピ海に位置する地政学的な優位性を十二分に活

用したのです。

企業の設立と人的資本の流入も実現しました。2022～2023年にロシア関連の新規法人登録が大幅

に増加し、銀行預金も大幅に増えました。単なる消費を超え、雇用・税収・技術がジョージアに残

るようになったのです。前述の「デジタルノマド政策」と組み合わせれば、ジョージアは人（技術）

とお金（外貨）を同時に取り込む構造を整えることになりました。

しかし、この「良い衝撃」には「悪い副作用」が伴いました。第一に住宅費の急騰です。外国人の

需要が都市の賃貸料を押し上げました。首都トビリシのアパート賃貸料が2倍以上に急騰したという
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報告もあります。現地ジョージア人、とりわけ中産階級や若年層が最も最初に押し出されました。

平均月給が50～70万ウォン程度の一般ジョージア人にとって、月90万ウォン以上のアパートは負

担できません。これがジェントリフィケーション（gentrification）です。外部から人が流入するこ

とで、元々の住民が追い出される現象です。

IMFはロシア戦争後の移民流入により住宅価格と賃貸料が急騰した後、2023年半ば以降ある程度安

定化した流れに言及しつつも、住宅市場のリスク管理が必要だと警告しました。ジョージア国立銀

行も同様の懸念を表明しています。

二つ目は社会的対立です。ジョージアは2008年のロシアの侵攻によりアブハジアと南オセチアを失

いました。国土の20パーセントが占領された状態です。しかし、その侵略国の国民が自国の首都を

闊歩し、経済的影響力を拡大している状況は、ジョージアの人々に深い剥奪感と怒りをもたらして

います。

トビリシの街角には「ロシアは占領国である」「ウクライナに栄光を」といったグラフィティがあ

ふれています。ジョージア国旗とウクライナ国旗が並んで掲げられている姿も容易に見られます。

一部の飲食店やバーでは、ロシア人客に対して「プーチンを非難する」という署名を求めたり、入

店を拒否したりするケースもあります。

経済的利益と民族感情の間の衝突です。

三つ目は地政学的リスクです。ロシアの資本と人材が大規模に流入すれば、ジョージアの対外政策

や国内政治に影響を及ぼす可能性があります。資本の流入は時として「ソフトパワー」やロビー活

動として機能します。ジョージアがEUおよびNATOへの加盟を長年の宿願としている点を考慮すれ

ば、ロシアへの経済的依存度の深化は戦略的な危険です。

国際社会は、ジョージアがロシアの制裁回避の場として利用される可能性を懸念しています。実際、

戦争以降、ジョージアを経由する「シャドー・トレード」や制裁回避が疑われる事例が報告されて

います。西側、特に米国とEUはこうした動きを鋭く注視しています。ジョージアが制裁回避の窓口

となれば、西側諸国との関係が悪化することになります。これはジョージアのEU加盟への熱望と真っ

向から衝突します。

四つ目はマクロ経済の変動性です。IMFが繰り返し指摘するように、ロシア由来の資金流入は「突然

現れて、突然消滅する」性質を持っています。地政学的状況が変わったり、制裁が強化されたり、

移民がさらに西側（欧州）へ移動したりすれば、流入は流出へと転じます。その結果、成長率は鈍

化し、不動産価格は調整され、銀行の流動性は変動し、為替レートに圧力がかかります。短期的な

好況が自動的に長期的な安定へと移行するわけではありません。

五つ目は経済構造の歪みです。流入した資金が製造業や技術革新に浸透せず、不動産や消費、短期

間のサービス業に留まるなら、何が残るでしょうか。「都市が高価になった」以外にほとんど何も

残らない可能性があります。ジョージアがIT特例（バーチャルゾーン）とデジタルノマド政策を並

行して推進する理由もここにあります。資本流入を生産性向上へと転換しようとする試みです。

現実的に、ジョージアはロシアとの経済的断絶に耐えることは困難です。ロシアは依然としてジョー

ジア産ワインの最大輸出先です。2006年にロシアがジョージア産ワインの輸入を禁止した際、ジョー
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ジア経済が揺らぎ、その記憶はなお鮮明です。ロシアからの観光客や貨物トラックがもたらす収入

も、国家経済の重要な部分を占めています。

ジョージアはロシアという巨大な隣国の資本を必要としながら、そのせいでアイデンティティが揺

らぎ、生活の基盤が脅かされる「不都合な同居」を続けています。経済的実利と安全保障のジレン

マ、成長の果実と不平等の種、外貨の祝福と依存の罠。これがジョージアが直面している最も皮肉

で、かつ危うい現実です。

結論として、ジョージアは崩壊した社会から出発し、急進的な改革を経て、最も開放的な市場経済

モデルの一つを構築することに成功しました。しかし、地政学的リスクと特定国家への経済的依存

度は、ジョージアが先進国の仲間入りを果たすために必ず解決すべき課題として残っています。小

国が大国の狭間で生き残る方法、それがジョージアの歴史が私たちに示す教訓です。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第15章 観光とワイン

← 前の章

全章を見る

次の章 →

a. コロナ19 以降の観光産業の V 字回復

(1) パンデミックの衝撃と経済的打撃

2019 年までジョージアの観光産業は前例のない好況期を享受していました。その年、約 900 万人

の国際観光客がこの小さな国を訪れ、観光収入は 32 億ドルを超えました。観光は GDP の 27% を

占め、国家経済の心臓部として機能していました。トビリシの旧市街の細い路地には各国の言語が

響き渡り、カヘティのブドウ畑にはワインを求める人々の足取りが絶えることはありませんでした。

しかし、2020 年 3 月、世界を覆ったコロナ19 はすべての動きを停止させました。ジョージア政

府は 3 月 18 日に国境を閉鎖しました。観光収入は前年比 83% 減少し、5 億 4,200 万ドルまで急

落しました。ホテルは閉鎖され、レストランの従業員は職を失いました。観光業界の雇用は約

40% 減少しました。トビリシのルスタヴェリ大通りで観光客を迎えていた土産物店の店主たちは、

空っぽになった街並みを見つめながら、途方に暮れる日々を過ごしました。

ジョージアのような小規模な開放経済において、観光の崩壊は連鎖反応を引き起こします。航空会

社、ホテル、レストラン、ワイナリー、ガイド、タクシー運転手まで、多くの生計が観光客の財布

に結びついているからです。2020 年のジョージアの GDP 成長率はマイナス 6.8% を記録しました。

国家全体が経済的衝撃に揺れ動きました。

(2) 回復の始まりと構造的変化

回復の兆しは2021年から現れました。ワクチン接種が開始され、各国が段階的に国境を開放するに

つれ、ジョージアは素早く動き出しました。政府は「Georgia Reopen Safely」プログラムを通じて、

安全認証を受けたホテルやレストランを優先的に宣伝しました。衛生プロトコルを遵守する事業体

に認証マークを付与し、これを国際旅行者に対して積極的に周知しました。

2022年になると、興味深い現象が捉えられました。訪問者数は2019年の60%水準にとどまりまし

たが、観光収入はむしろパンデミック以前を上回りました。35億ドルを超えたのです。この逆説的

な数字は、観光の質的転換を示すシグナルでした。

2023年には観光収入が41億ドルに急伸し、過去最高を記録しました。世界銀行の分析によれば、

この数値は2019年より26%高いものです。単なる「回復」ではなく「飛躍」でした。2024年もこ

の流れは続き、44億ドルに達しました。さらに2025年第1四半期の観光収入は8億2,600万ドルと

なり、前年同期比2.3%増で第1四半期の記録を再び更新しました。

(3) 回復を牽引した要因



149

この驚異的な反転の背景には、複数の要因が複合的に作用していました。

第一に、地政学的な要因です。2022年2月のロシアによるウクライナ侵攻以降、ロシア、ベラルー

シ、ウクライナから数万人がジョージアに移住しました。その多くは長期滞在者であり、一般の観

光客よりも滞在期間が長く、消費規模も大きかったのです。彼らの支出が観光収入の統計に反映さ

れ、数値を引き上げました。トビリシの家賃が倍額に跳ね上がり、英語とロシア語の看板が並ぶカ

フェが増えたのは、この変化の一端です。

第二に、高付加価値市場への転換です。訪問者数は2019年を下回りましたが、1人あたりの支出額

は増加しました。湾岸諸国、イスラエル、欧州からの観光客が増え、彼らはより長く滞在し、より

多くを消費しました。2025年時点での平均宿泊日数は5.6泊と前年よりわずかに増加し、再訪者の

割合は78.4%に達しました。これは、ジョージアが「一度来ればまた訪れる」目的地として確立さ

れたことを意味します。

第三に、航空接続性の拡大です。ブリティッシュ・エアウェイズやイージージェットなどの格安航

空社の新規就航により、欧州市場とのアクセス性が劇的に向上しました。ロンドンからトビリシま

で直行便で4時間です。パリやベルリンよりも近いと言えます。

第四に、デジタルノマド政策です。ジョージアは約90カ国の国民に1年間の無ビザ滞在を許可して

います。パンデミック期間中に導入された「Remotely from Georgia」プログラムは、リモートワー

カーを積極的に誘致しました。低廉な生活費、安全な治安、良好なインターネットインフラを備え

たトビリシは、世界中のフリーランスやスタートアップ創業者にとっての長期滞在先として人気を

博しています。

(4) 観光地形の再編

回復過程において、訪問者の国籍構成も変化しました。かつてはロシアや東欧が中心でしたが、現

在はより多様な国々から観光客が訪れています。2023年の中国人訪問者は前年比で555%増加し、

2024年上半期にも256%の成長率を記録しました。サウジアラビア、インド、イスラエルからの流

入も目立って増加しています。

2025年の訪問者構成を見ると、ロシアが依然として23.2%で最大の割合を占めています。その次

はトルコとアルメニアが続きます。これら3カ国が隣国であることは、ジョージアの観光の特徴をよ

く表しています。「近隣市場」を迅速に吸収することが回復の鍵でした。

欧州連合および英国からの訪問者も過去最高を記録しています。これは市場の多様化の成果です。

一国に過度に依存すると、その国の経済状況や政治関係の変化に応じて観光産業全体が揺らぐ可能

性があります。ジョージア政府が新たな市場を開拓し、直行便を増やしたのは、このリスクを分散

させるための戦略でした。

(5) 観光商品の高度化

V字回復の裏側には、観光商品の質的変化もあります。ジョージア観光庁は単に「来訪者数を増やす

か」ではなく、「どの市場でどれだけの支出を生むか」という目標を再設定しました。
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観光の古くからの弱点は季節性です。夏場の繁忙期に観光客が集中し、冬場には閑散とするという

パターンが繰り返されます。これを克服するため、ジョージアは四季を通じて楽しめる観光商品の

開発を進めています。ワイン観光、ウェルネス（温泉とスパ）、MICE（会議・報奨・コンベンショ

ン・展示）、長期滞在、山岳スキーリゾートなどを組み合わせた複合商品がそれです。

2021年から2022年の間に、50以上の新たなエコツーリズムルートが開発されました。スバネティ

やトゥシェティのような辺境の村々のトレッキングコースは、大自然と固有の文化を求める現代の

旅行者にとって魅力的な選択肢となっています。こうした商品は単なる宣伝で生み出されるもので

はありません。宿泊、交通、飲食、体験事業が一体となって取り組む産業政策の領域です。

(6) 残された課題とリスク

回復が速いほど、リスクも大きくなります。

第一は、特定市場への依存です。ロシア市場の割合が依然として最も大きいことは、両刃の剣です。

地政学的緊張が高まったり、制裁が強化されたり、為替レートが急変したりすれば、観光産業は再

び急冷する可能性があります。

第二は、観光による社会的コストです。観光客が急増すれば家賃が急騰し、都市部でジェントリフィ

ケーションが進行します。騒音や交通渋滞が増加し、環境への負担も大きくなります。観光は資金

をもたらしますが、同時に都市の日常を「観光客の速度」へと変えてしまう力を持っています。ト

ビリシの旧市街では、家賃の高騰に耐えられなくなった地元住民が郊外へ追いやられる現象がすで

に現れています。

第三は、持続可能性の問題です。自然を損なうことなく観光資源として活用するためのバランスが

必要です。マルトビリ渓谷やオカチェ渓谷のような場所は、このバランスをうまく実現した事例で

す。エメラルド色の水面でボートに乗ったり、崖の上を歩いたりする体験は、観光収入を生み出し

ながらも生態系を保全します。ジョージアは「開発」と「保全」の間で綱渡りを続けなければなり

ません。

要するに、ジョージア観光のV字回復は単なる「需要の回復」ではなく、構造的な再編でした。近隣

市場による迅速な吸収、支出と滞在を重視した質的向上、データと商品の高度化が組み合わさった

結果です。そして、市場の偏りと社会的コストを同時に管理する段階へと移行したと言えます。

ナ。クヴェヴリワインのグローバルな飛躍

(1) 8,000年のワインの地

ジョージアを説明する際、ワインを抜きにして語ることはできません。この国は考古学的証拠によ

り、紀元前6,000年、つまり今から8,000年前からワインを生産してきた「ワインの揺りかご」と

して認められています。

しかし、ジョージアワインの世界化は「美味しい」という事実だけでは説明されません。ジョージ

アが持つ最も強力な武器は「物語」と「形式」です。ワインは商品である以前に文化であり、その

文化が国際市場における差別化の刃となります。そしてその頂点に位置するのがクヴェヴリ方式で

す。
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(2) クヴェヴリの正体

クヴェヴリ（Qvevri）は、巨大な卵型の土壺です。内部に蜜蝋を塗った後、地面に埋めて使用しま

す。ヨーロッパ式の醸造法が果汁のみを発酵させるのに対し、ジョージアの伝統方式では、果皮、

種子、さらには茎までを丸ごとクヴェヴリに入れ、発酵させます。

地下の一定の温度は自然な冷却装置として機能します。ワインはゆっくりと、安定して発酵します。

この過程で、果皮と種子から抽出されるタンニンと色素のおかげで、白ワイン品種から作っても深

い琥珀色を呈します。これを「アンバーワイン」やオレンジワインと呼びます。

2013年、この独創的な醸造法はユネスコ無形文化遺産に登録されました。ユネスコは、この伝統が

地域共同体の生活様式とアイデンティティに深く結びついており、儀礼、歌、口承伝統とも関連し

ていると説明しています。これは単なるマーケティング文句ではありません。国際社会が「ジョー

ジアのワインは独自の文化的産物である」という枠組みを公式に認めたのです。

国際市場において「物語」はプレミアムを生み出します。フランスがAOCで、日本が日本酒文化で、

メキシコがテキーラの原産地によってプレミアムを築くように、ジョージアはクヴェヴリによって

「代替不可能な原形」を手に入れました。

(3) 輸出指標から見る躍進

ジョージア国家ワイン庁の発表によると、2024年のワインおよび蒸留酒の輸出額は5億6,500万ド

ルで、前年比24%増加しました。ワイン輸出のみを見れば、約9,500万リットル、売上高は2億

7,610万ドルです。数量は6%、売上高は7%増加しました。

この数字で注目すべき点は、「多く売ったが安く売った」わけではないということです。販売数量

と売上が連動して動きました。単なる薄利多売による成長ではなく、単価の維持と市場の多様化を

伴った成長です。

EU市場内部では、特定の国が「ハブ」として機能する構造が確認されます。2024年のEUにおける

ジョージアワイン輸出において、ポーランドの割合が際立っています。2020年から2024年の間に

一貫した増加傾向が見られます。この構造には両面性があります。安定した需要を吸収する「柱と

なる市場」ができたことは良いことですが、特定の市場に過度に依存すると、価格交渉力やブラン

ドのポジショニングが揺らぐ可能性があります。

過去のジョージアワイン輸出の大部分はロシア市場に依存していました。2006年のロシアによる禁

輸措置以降、ジョージアは輸出市場の多様化に命を賭けました。品質の向上と現代的なマーケティ

ングを通じて、中国、アメリカ、ドイツ、日本、韓国などへと市場を広げてきました。現在では、

全世界53カ国以上へ年間約1億リットル以上のワインを輸出しています。

(4) 「ナチュラルワイン」ブームとの邂逅

クベヴリワインがグローバル市場で注目されるようになった背景には、「ナチュラルワイン」との

出会いが決定的な役割を果たしました。
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ナチュラルワインとは、化学添加物を用いず天然酵母で発酵させたワインを指します。2010年代半

ば以降、この潮流は欧米のワイン愛好家やソムリエの間で広まりました。人為的な操作を最小限に

抑え、土壌とぶどう本来の味わいを引き出すという哲学が、現代の消費者の感性に響いたのです。

クヴェヴリワインは、このトレンドの源流ともいえる存在です。ジョージアの人々は8,000年前か

ら化学薬品を用いず、地下の壺の中でぶどうの皮ごと発酵させる方法を用いてきました。ナチュラ

ルワイン運動が「新しいもの」を求めた結果、「最も古いもの」に答えを見出したのです。

ニューヨーク、ロンドン、パリのミシュランレストランが、ジョージアのアンバーワインをリスト

に載せ始めました。ワイン評論家は「独特の風味」と「本物らしさ」を高く評価しました。イタリ

ア・フリウーリ地方の生産者たちまでがジョージアのクヴェヴリを導入する動きさえ見られます。

(5) 在来品種の復活

ソビエト時代、ジョージアのワイン産業は大量生産を主眼に再編成されました。品質よりも量を重

視し、多様な在来品種は姿を消していきました。主にロシア市場へ安価に大量販売する構造でした。

ソ連崩壊後、ジョージアのワイン産業は「量から質へ」という大転換を開始しました。ワイン生産

者は忘れ去られていた在来品種の復元に力を注ぎました。ジョージアには525種を超える固有のぶ

どう品種が存在します。この多様性は、世界のどの国とも比較できない資産です。

サペラヴィ（Saperavi）はジョージアを代表する赤ワイン用品種です。深い紫色を呈し、タンニン

が豊富で、熟成ポテンシャルに優れています。ルカチェテリ（Rkatsiteli）は最も広く栽培されてい

る白ワイン用品種で、クヴェヴリで発酵させると深い琥珀色のアンバーワインとなります。

キシ（Kisi）、ムツヴァネ（Mtsvane）、チヌリ（Chinuri）といった品種も、国際市場において独

自性を認められています。

これらの在来品種は、世界どこにも存在しないジョージア固有のものです。カベルネ・ソーヴィニ

ヨンやシャルドネでは競争になりません。なぜなら、フランス、イタリア、アメリカがすでに市場

を支配しているからです。しかし、サペラヴィやルカチェテリは異なります。ジョージアが唯一の

原産地であり、唯一の専門家です。

（6）ワインツーリズムの成長

ワイン輸出は、結局のところ生産地の「体験」と結びついた時に強固なものとなります。ワインを

飲んで終われば単なる飲料ですが、産地訪問の体験が伴えばブランドとなります。

ジョージア東部のカヘティ地域は「ワイン・ルート」の中心地です。ジョージアのワイン生産の

70%以上がここでなされています。テラビ、シグナギ、クヴァレリなどには多数のワイナリーが点

在しています。

シュミ、ハレバ、シャトー・ムフラニといったワイナリーは、試飲や宿泊、体験を組み合わせた複

合観光商品を展開しています。ハレバ・ワイナリーは7.7kmに及ぶトンネル貯蔵庫で有名です。11

世紀のアラベルディ修道院のワイン貯蔵庫を訪れたり、家族経営の小さなマラーニ（ワイン貯蔵庫）

で搾りたてのワインを味わったりする体験は、ジョージアでしかできません。
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秋のぶどう収穫祭「ルトヴェリ」は代表的な観光商品です。観光客が自らぶどうを収穫し、踏みつ

ぶしながらワイン文化を体験します。これは単なるイベントではなく、ジョージアの農村経済を支

える収入源です。

観光客が増えればワイン体験も増え、ワイン体験が増えれば瓶詰めによる輸出が増えるという好循

環が生まれます。ワインと観光はジョージア経済の二本柱ですが、実質的には一つに結びついてい

ます。

(7) 国家単位のプロモーション

民間の力だけで市場を切り開くのが難しい構造があります。ジョージアのワイン産業は小規模なワ

イナリーが多数を占めています。それぞれが海外市場を開拓するのは至難の業です。

ここで国家単位の「プロモーション・インフラ」が重要となります。2024年、ジョージア国家ワイ

ン庁はワインのプロモーションプログラム予算として1,600万ラリを投入しました。国際見本市、

試飲会、バイヤー・マッチングは、実質的に「輸出パイプライン」として機能しています。

「Wines Georgia」キャンペーンは、米国および欧州の高級レストランにジョージアワインを紹介

するプロジェクトです。韓国では、hy（旧・韓国ヤクルト）がテリアニ・バレー（Teliani Valley）

のようなプレミアムジョージアワインを独占輸入しています。日・ジョージア経済連携協定（EPA）

の推進により、ワインおよび蒸留酒（チャチャ）に対する関税が撤廃され、韓国市場におけるジョー

ジアワインの認知度が向上しています。

(8) 躍進の影

クヴェヴリは強力な差別化要因ですが、その分、標準化は困難です。壺の材質や微細な空隙、発酵

と熟成の方法、衛生管理、酸化管理は生産者によって異なります。

この多様性は魅力であると同時にリスクでもあります。輸出が増大するほど、バイヤーは「一貫性」

を求めます。大量購入先に対して「今度のヴィンテージは前回のものと少し異なります」と言うの

は、魅力ではなく不安材料です。しかし、伝統は本来「一貫性」よりも「共同体における多様性」

に近いものです。

伝統を産業化すれば伝統は弱まり、伝統をそのままにすれば産業規模は制限されます。ジョージア

のワインが次の段階へ進むためには、品質基準の「最低ライン」を合意しつつ、地域や生産者ごと

の個性を「上位の差別化要因」として残す二重構造が必要です。

もう一つの課題は、大量生産との競争です。フランス、チリ、オーストラリアのような大規模ワイ

ン生産国と価格で戦うことはできません。ジョージアの道はプレミアム市場です。量ではなく、物

語と品質で勝負しなければなりません。持続可能な農法とデジタルトレーサビリティによって「真

正性」を証明することが、次の課題です。

要するに、クヴェヴリワインのグローバルな飛躍は、ユネスコが保証する文化資産性、数量と売上

の同時成長という輸出実績、観光回復と国単位のプロモーションの結合によって成り立っています。

次の課題は「伝統の世界化」ではなく、「伝統の大衆市場への適応」という、はるかに過酷な宿題

です。
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3. バトゥミのカジノ経済の光と影

(1) 黒海のラスベガス

黒海沿岸の都市バトゥミは、ジョージアの新たな経済エンジンです。きらびやかなネオンサインが

瞬くこの都市は「黒海のラスベガス」と呼ばれています。観光とギャンブル産業が融合した独自の

経済モデルを示す場所です。

バトゥミはアジャラ自治共和国の首都です。ジョージアの南西端、トルコ国境からわずか20kmの

場所に位置しています。ソ連時代から保養地として名を馳せましたが、現在のきらびやかなスカイ

ラインは2000年代以降の急激な開発の産物です。

カジノは都市経済において常に同じ役割を果たします。短期的には資金が急速に循環し、外部から

の支出を誘発し、雇用を創出し、税収を増加させます。同時に、依存症、債務、犯罪、資金洗浄の

リスクを高め、地域のイメージを「ギャンブル都市」として固定化し、健全な産業を侵食する可能

性があります。バトゥミのカジノも、この典型的な二面性をそのまま示しています。

(2) 光：観光と結合した消費エンジン

バトゥミがカジノ都市として急成長した背景には、画期的な税制政策があります。ジョージア政府

はカジノ収益に対して10～15%という低税率を適用しています。アメリカやヨーロッパの30%以

上と比較すれば、非常に魅力的な条件です。

この恩恵は海外資本を大規模に引き寄せました。トルコ、イスラエル、中東地域からの投資が殺到

しました。バトゥミの海岸沿いには、シェラトン、ヒルトン、ラディソン ブルー、ウィンダム、マ

リオットなどのグローバルホテルチェーンが進出しました。これらのホテルのほとんどは大型カジ

ノを併設して運営されています。

バトゥミカジノの主な顧客層は近隣諸国から訪れます。トルコ、イラン、アゼルバイジャンでは、

宗教的または法的な理由によりギャンブルが禁止されているか、厳しく制限されています。バトゥ

ミは地理的に近く、ビザ政策も柔軟です。週末ごとに国境を越えて娯楽とギャンブルを楽しむ人々

にとって、完璧な解放区となっています。

カジノは、ビーチ、リゾート、都市観光と結びつくことで、「滞在型消費」を拡大する点に強みが

あります。宿泊、飲食、交通、公演、ショッピングが一体化し、「パッケージ支出」を形成しやす

くなります。カジノ自体の売上だけでなく、都市全体の消費総量を拡大させる仕組みで機能してい

ます。

観光の季節性を緩和する効果もあります。海辺の都市は閑散期が長引くと商業圏が衰退してしまい

ます。カジノは天候や季節の影響を受けにくく、夜間経済を支えることができます。Eclipseや

Otiumのような大型カジノはホテルやレストランと連携し、通年観光客を誘致しています。2022年

のホテル稼働率と収益率が2019年水準に回復したのは、カジノの役割が大きいものでした。

(3) 規制の進化：統制下での成長
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ジョージアはギャンブル産業を放置していません。産業が拡大するにつれ依存症や若年層への露出

といった問題が浮上し、規制を強化してきました。

代表的な措置として、ギャンブル可能年齢を25歳に引き上げました。外国人は例外としてより低い

年齢が認められています。これは「国内市民の保護」と「外国人観光客の誘致」を分離しようとす

る戦略です。

2023年にはギャンブル業界への課税が引き上げられました。利益税は10%から15%へ、当選金へ

の課税は2%から5%へ引き上げられました。政府は「産業をなくす」のではなく、「統制可能な範

囲で税収化」しようとするアプローチです。

2024 年 6 月，��面向外国人的在��博��者的税收改革�得通�，并于同年 12 月正式�施。

格�吉�不�将�博��「国内社会��」，更�示出将其���「从国外吸引�金的出口型服�」

的意�。

巴���正是在�一点上具有重大的��意�。它吸�外国游客的消�，并与当地酒店及度假村的投

�相�合，成�城市��中「立竿�影」的�本回收模式。

(4) �影：社会成本的��

��在于，社会成本往往「滞后于��数据��」。

�管之所以加强，是因�随着���模�大，成���与家庭破�也会随之加�。其�害通常分散于

个人�面，因而往往在后期才爆�。据 2025 年底的�道称，国家�博排除登�册（exclusion

register）已登� 157 万人。考�到格�吉�全国人口�� 370 万，�一数字相当�大。

もちろん、これらの数字がどの程度正確に集計されたものか、政策的なキャンペーンの性格が含ま

れているかどうかは検討する必要があります。しかし、「問題が十分に大きくなり、国家が大規模

な遮断装置を稼働させる」というシグナルとして解釈することは可能です。

もう一つのリスクはマネーロンダリングです。ギャンブル産業は、マネーロンダリングのような「

追跡困難な」行為と連動する危険性があります。カジノが都市経済にもたらす短期的な利益が大き

いとしても、国際的な金融規制（AML）の観点からリスクが高まれば、外国人投資や金融への信頼

に逆風が吹く可能性があります。カジノはお金を吸い込むと同時に、国家の信用を蝕むこともあり

ます。

(5) 都市の二重構造

華やかなカジノホテルの背後には、依然として貧困な旧ソ連時代のアパートやインフラが残ってい

ます。バトゥミは都市の二重性をありのままに示しています。

不動産価格の急騰により、地元住民が郊外へ押しやられる現象が発生しています。ジェントリフィ

ケーションです。観光客向けのインフラと一般住民の生活インフラの間に不均衡が生じています。

ギャンブル産業の成長は、保守的なジョージア正教会の文化とも衝突します。伝統的価値を重んじ

るジョージア人の間では、バトゥミの変容に対する違和感が存在します。ギャンブル依存症や社会
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的問題への懸念の声も上がっています。

カジノ経済は、周辺国の情勢や経済状況に非常に敏感です。トルコリラの価値が下落すれば、トル

コ人観光客の財布の紐は固くなります。ロシアとの関係が悪化すれば、ロシア人訪問者は減少しま

す。これは外部の衝撃に脆弱な構造的弱点です。

(6) バトゥミの戦略的選択肢

バトゥミが長期的に成功するためには、カジノを「都市のすべて」としてはいけません。カジノは

都市ブランドを単純化する力が強すぎます。

通常の都市戦略は通常、次のように進みます。第一に、カジノを観光消費の「副次的なエンジン」

として位置づけつつ、美食、文化、海洋レジャー、コンベンションなどの非ギャンブルコンテンツ

を拡大します。第二に、規制と責任あるギャンブル（年齢制限、広告規制、アクセス制限）を強く

維持します。第三に、税収を依存症治療、債務相談、若年層保護に再投資し、社会的受容性を高め

ます。

アジャラ観光局は、カジノへの依存度を低下させるため、スキー、エコツーリズム、ワインツアー

などにより観光商品を多角化しようとする努力を続けています。バトゥミの成否はカジノそのもの

ではなく、カジノ後の都市設計にかかっています。

要するに、バトゥミのカジノ経済における「光」は外部からの支出吸収と都市消費の拡大です。「

影」は依存症、債務、犯罪、金融リスクです。ジョージア政府は年齢制限の引き上げや課税強化な

どにより産業を統制し、税収化を図っています。バランスの鍵は、カジノで得た資金をどこに使う

かにかかっています。

ロ. 水力発電と再生可能エネルギーの潜在力

(1) 水の国

ジョージアは「水の国」と言っても過言ではありません。コーカサス山脈の万年雪が溶け出す数多

くの川や渓谷は、天恵のエネルギー源である水力発電の潜在力を授けてくれました。

国土内には26,000本の川が流れており、そのうち約300本がエネルギー生産に利用可能です。水力

発電の潜在能力は年間約50テラワット時（TWh）に達し、ヨーロッパではノルウェーに匹敵します。

ジョージアは、単位面積あたりの水力発電潜在能力においてノルウェーに次いでヨーロッパで最も

高い国です。

現在、ジョージアの電力生産の75～85%が水力発電によって賄われています。これは、ジョージア

が世界で最も環境に優しいエネルギーミックスを持つ国の一つであることを意味します。化石燃料

発電の割合が低いため、低炭素経済への移行に有利な立場にあります。

(2) 現在の構造における矛盾

しかし、エネルギー部門全体を眺めると話は異なります。
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ジョージアの一次エネルギー供給における化石燃料の割合は75%以上を占めています。中心はガス

と石油です。再生可能エネルギーは約20%程度であり、そのほとんどが水力発電です。「再生可能

エネルギー国家」というイメージとは異なり、エネルギー全体で見れば化石燃料輸入への依存度が

非常に高いことがわかります。

キーワードは「季節性」です。水量は豊富で落差も良好ですが、冬季には発電量が低下します。河

川が凍結したり水量が減少するためです。この時期には火力発電や輸入電力に依存する構造が繰り

返されます。

電力は主に水力で生産されますが、冬季に水力発電が低下するとガス火力発電や輸入に依存します。

夏季には余剰電力をトルコや周辺国へ輸出し、冬季には再び電力を輸入するパターンです。エネル

ギー安全保障の観点からは脆弱性と言えます。

(3) 主要施設と未開発の潜在力

ジョージアには複数の大型水力発電所が稼働しています。

エングゥリダムは世界で最も高いアーチ型ダムの一つです。高さ271.5mのこの巨大ダムは、ジョー

ジアのエネルギー安全保障の中核を担っています。興味深い点は、このダムがアブハジア紛争地域

と電力を共有していることです。ダムはジョージア領土にありますが、発電所は事実上分離された

アブハジア側に位置しています。政治的に対立しながらもエネルギーを共有するという独特な状況

です。

ジンヴァリ貯水池は、首都トビリシに水と電力を供給する重要なインフラです。1985年に完成した

このダムは、130MWの電力を生産しています。エメラルド色の湖の景観により、観光名所としても

愛されています。

驚くべきことに、ジョージアの水力資源のうち現在開発されているのは、全体の潜在能力の22.5%

に過ぎません。理論的な潜在能力の約4分の1しか活用されておらず、今後の開発余地は非常に大き

いです。

(4) 再生可能エネルギーの目標と制度の変化

ジョージア政府は、2030年までに最終エネルギー消費に占める再生可能エネルギーの割合を

27.4%とする目標を掲げています。セクター別には、電力が85%、運輸が10.45%を目標としてい

ます。

電力85%は野心的な数字のように見えますが、ジョージアがすでに水力に依存している点を考慮す

れば、「電力ミックス自体は再生可能エネルギー中心を維持しつつ、変動性と需給の不安定さを軽

減する方向」と解釈するのが妥当です。

電力市場の制度変更も進行中です。2024年7月に電力取引所市場が設立されました。2023年から

2024年にかけては、再生可能エネルギーの容量増強を目的とした入札が実施されました。こうした

制度は単なる行政上の変更ではありません。外部投資家にとって「収益回収の予測可能性」を高め

るための仕組みです。
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(5) 水力開発のジレンマ

水力はジョージアの最大の再生可能資源であると同時に、最大の対立要因でもあります。

世界銀行の戦略環境・社会評価（SESA）文書では、2040年までの電力需要を満たすための発電拡

大シナリオを検討しています。水力、太陽光、風力など再生可能エネルギープロジェクトを組み合

わせ、複数のシナリオを比較します。最終的なプロジェクトの選定は、環境・社会評価、投資誘致

の可能性、需要の変化など、多様な要因によって決定されます。

「水力こそが解決策である」という単純な結論ではありません。水力の規模が大きい場合でも、環

境、地域社会、投資リスクを同時に考慮する必要があります。

実際、水力発電プロジェクトは地域からの反発と結びつきやすいものです。渓谷の生態系の変化、

住民の移転、水質や堆積の問題、観光景観の損壊、そして「電力が地域に残るのか」といった分配

の問題までが絡み合います。

ジョージアで水力発電をめぐる対立が繰り返されるのは、技術的な問題というよりも社会契約の問

題に近いです。誰が利益を得て、誰がコストを負担するかという合意がなければ、開発は進みませ

ん。大規模なダム建設は、生態系の破壊と地域住民の反発という課題を伴っています。環境影響評

価（EIA）の強化と持続可能な開発基準（ESG）への準守が重要な課題として浮上しています。

(6) 風力と太陽光：季節を補う鍵

ジョージアにおける再生エネルギーへの転換において、風力と太陽光はまだ「未熟」と評価されて

います。しかし、まさにその点ゆえに成長の余地は大きいです。

国際エネルギー機関（IEA）は、ジョージアの風力ポテンシャルを約4テラワット時（TWh）、約

1,500メガワット（MW）と推定しています。他の報道では、未開発の風力が4ギガワット（GW）、

太陽光が4.5ギガワット（GW）のポテンシャルを持つと指摘されています。これらの数値は「技術

的ポテンシャル」の性格が強く、実際の開発可能量は送電網、土地、投資、社会的受容性によって

減少します。

核心は「季節補完」です。ジョージアでは冬季の水力発電が弱まる点が課題です。風力は地域によっ

て冬季や夜間の発電パターンが水力とは異なるため、系統安定に寄与します。太陽光は夏季のピー

ク需要や都市部の分散型電源に強みがあります。

風力と太陽光は「水力の代替」ではなく「水力の弱点を補うパートナー」です。冬季に水が不足す

る際に風と太陽が支える仕組みを構築することで、エネルギー自立が可能となります。

ゴリ（Gori）地域のカルトリ風力発電所（Qartli Wind Farm）は既に稼働しています。規模は

20.7MWです。中国企業などが参画する新たな風力・太陽光発電所の建設プロジェクトも進行中で

す。

(7) 緑のエネルギー回廊：欧州への野望



159

ジョージアの再生可能エネルギー戦略の核心は「緑のエネルギー回廊（Green Energy Corridor）」

プロジェクトです。

これは、アゼルバイジャンとジョージアで生産された再生可能エネルギーを黒海海底ケーブルを通

じてルーマニアやハンガリーなどヨーロッパへ直接送電する巨大インフラ事業です。このプロジェ

クトが実現すれば、ジョージアは単なるエネルギーの通過国を超え、ヨーロッパのエネルギー安全

保障を担う中核供給国として台頭します。

背景にはヨーロッパの戦略的必要性があります。ロシア・ウクライナ戦争以降、ヨーロッパはロシ

アへのエネルギー依存度を低下させようとしています。ジョージアはこの隙間を縫い、戦略的パー

トナーとしての地位を確立しようとしています。再生可能エネルギーの輸出は、莫大な経済的利益

だけでなく、地政学的な価値ももたらす可能性があります。

(8) 真の課題：発電所ではなくシステム

ジョージアの再生可能エネルギーの潜在力は確かに大きいです。しかし、次の段階は発電所をさら

に建設することではありません。

第一に、送電網への投資です。系統の受入能力を高める必要があります。いくら発電所を建てても、

電力を運ぶ線が不足していれば意味がありません。

第二に、市場制度です。価格シグナルが適切に機能しなければ投資は呼び込めません。2024年の電

力取引所の発足は、この方向への第一歩です。

第三に、貯蔵と柔軟性資源です。揚水発電、バッテリー、需要管理などの設備が必要です。再生可

能エネルギーは天候によって出力が変動するためです。

第四に、環境と社会の対立管理です。事前協議や利益共有の仕組みが必要です。地域住民が開発の

犠牲者ではなく受益者となることで、プロジェクトは持続可能となります。

現在の資料が共通して指摘するのは、結局この点です。水力中心の構造と冬の脆弱性、制度改革（

市場・入札）、そして環境・社会評価の重要性が、すべて言及されています。

ジョージアの再生可能エネルギーの未来は、「資源があるか否か」ではなく、「対立を管理しなが

らシステムをアップグレードする能力があるか否か」によって分かれるでしょう。水は十分にあり

ます。問題は、その水をどのように活用するかという合意と技術です。

ジョージアは豊富な水資源と戦略的な立地を基盤に、「コーカサスのバッテリー」であり欧州のグ

リーンエネルギー・ハブへと躍進しようとしています。これは観光やワインと並ぶ、ジョージア経

済を支える強力な将来の成長エンジンです。しかし、その道は発電所の建設と同様、あるいはそれ

以上に、社会的合意と制度設計にかかっています。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第16章 挑戦と亀裂

← 前の章

全章を見る

次の章 →

ジョージアは、ワインと雪に覆われた山々、そして5,000年にわたる文明の栄光を育む土地です。

観光客たちはトビリシの硫黄温泉で疲れを癒し、カヘティのクヴェヴリワインに酔い、コーカサス

の雄大な風景に感嘆します。しかし、この美しい風景の裏側には、ジョージア社会が直面する深い

亀裂が潜んでいます。若者たちは職を求めて故郷を離れ、宗教と人権の間で激しい衝突が繰り広げ

られ、過去の亡霊がなおも現在をさまよっています。本章では、ジョージア社会の深層に迫ります。

統計の向こう側にある人々、その声と悩みをともに見ていきましょう。

ア．若年層の失業と人口流出の危機

（1）成長するが雇用は増えないパラドックス

ジョージアの経済成長率は決して悪くありません。2023年と2024年、国内総生産（GDP）は着実

に増加しました。観光客が押し寄せ、外国からの投資が増え、都市のあちこちに新しい建物が立ち

上がっています。しかし、奇妙なことが起きています。経済は成長しているのに、若者の生活は改

善されないのです。経済学者たちはこれを「雇用を伴わない成長（ジョブレス・グロース）」と呼

んでいます。

2024年時点でのジョージアの完全失業率は13.9％です。この数字だけを見れば、前年より改善さ

れたように思えます。しかし、真の問題は別の場所にあります。15歳から29歳の若者のうち、教育

も受けず、職業訓練も受けておらず、仕事もしていない人の割合は24.1％に達します。これらは「

ニート（教育・雇用・訓練のいずれにも属さない人々）」と呼ばれています。欧州連合の平均が11％

であることと比較すれば、2倍以上の数値です。

数字が語る現実は冷徹です。ジョージアの若者四人に一人は、未来を準備する機会さえ得ていませ

ん。大学を卒業しても専攻と無関係な低賃金のサービス業に従事するか、あるいは職を見つけられ

ず親に依存して生活しています。このような状況が一年、二年と続けば、人は希望を失います。希

望を失った人は去っていきます。

(2) 技術と教育の不一致

なぜ経済は成長しているのに雇用は増えないのでしょうか。いくつかの原因がありますが、最も根

深い問題は「スキルミスマッチ」、つまり技術の不一致です。企業が求める能力と求職者が持つ能

力が一致していないという意味です。

トビリシのIT企業はプログラマーを探し求めて足踏みしています。バトゥミのホテルは外国語に堪

能なサービス人材を見つけることが困難です。しかし大学では依然として数十年も前の教科書を用

いて理論授業を行っています。
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産業界と教育機関の間には対話がありません。企業は「使える人材がいない」と不平を言い、卒業

生は「仕事がない」と嘆きます。どちらも正しい言葉ですが、両方とも問題の本質から外れていま

す。

ジョージア政府は、2024年から2030年まで適用する職業教育（VET）戦略を策定しました。技術

人材を育成し、産業現場と教育現場を結びつけるという計画です。しかし、現場の反応は冷ややか

です。民間企業は職業訓練プログラムへの参加を躊躇します。訓練施設は老朽化しており、教育カ

リキュラムは市場の変化に追いついていません。政策は紙の上にとどまり、若者たちは路上にいま

す。

(3) 去る人々、空になる村

仕事がないと、人は仕事がある場所へと移ります。まず、田舎から都市へ移ります。ジョージア人

口の3分の1以上が首都トビリシに集中しています。地方都市は衰退し、山岳地域の村々は空っぽに

なっていきます。スヴァネティやトゥシェティのような山間部を旅すると、美しい風景の中に放置

された家々を容易に見つけることができます。そこで育った若者たちは、都市へ、あるいは国境を

越えて去っていきました。

都市でも機会を見つけられない人々は、さらに遠くへ旅立ちます。ジョージア統計庁（Geostat）

の資料によると、2023年の出国者数は245,064人で、前年比でほぼ倍増しました。純流出、つま

り

去った人から戻った人を差し引いた数は71,584人です。そのうち生産年齢である15歳から64歳の

人口が62.2%を占めています。

さらに衝撃的な統計があります。0歳から19歳までの純流出は63,567人に達します。これは若者個

人が去るだけでなく、幼い子供を育てる家族全体がジョージアを離れることを意味しています。次

世代が丸ごと流出しているのです。

(4) 欧州への緊急出口

なぜ去るのでしょうか。最も直接的な理由は金銭です。ジョージアの平均月給は800ユーロから

900ユーロの間です。日本円に換算すると約120万円程度です。ドイツや英国で働けば、3倍から4

倍の収入を得ることができます。同じ労働でも報酬は異なります。

トビリシ国立大学経済学部を卒業した26歳の青年ダビトは、2024年にドイツへと旅立ちました。

彼が残した言葉は次の通りです。

「ジョージアでは月給で家賃を払うと手元に残るお金がありません。実家で暮らして貯金しようと

しても、貯めるお金さえありません。ドイツで3年間働けば、トビリシに小さなアパートを購入でき

るのです。故郷を離れたくはありませんでしたが、選択肢がなかったのです。」

ダビトのような若者たちにとって、欧州連合（EU）は単なる政治的な理想ではありません。生存の

ための緊急出口です。ジョージアがEUに加盟すれば、ビザなしで欧州のどこでも働くことができま

す。学位が認められ、機会の扉が開かれます。そのため、EU加盟の問題は政治的な議論に留まらず、

若者たちの切実な要求となるのです。
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(5) 送金経済の二面性

海外へ旅立ったジョージア人が故郷に送るお金、つまり海外送金（リミッタンス）は、ジョージア

経済の重要な支えとなっています。100万人を超えるジョージア人が海外で働き、家族にお金を送っ

ています。このお金で高齢の親が生活し、弟妹が学費を払い、家族が家を修繕します。

しかし、送金経済には暗い側面もあります。親がお金を稼ぐために海外へ去れば、子供は祖父母の

手で育ちます。家族の構造が崩壊します。送金に依存する家族は、自ら経済的な自立の意志を失う

こともあります。「外国からお金が来るから」という考えが、起業や就職への意欲を削ぎます。

国家レベルで見れば、より深刻な問題があります。高学歴で熟練した人材が流出すれば、国内産業

の革新能力が低下します。納税者が減れば政府の財政は弱体化します。生産年齢人口が減少すれば、

年金や福祉制度への負担が大きくなります。若者が去り高齢者だけが残る社会は、活力を失います。

(6) 政治的不安定に押しやられる若者たち

経済的な理由だけではありません。2024年以降、ジョージアの政治状況が急激に悪化し、若者の流

出はさらに加速しています。与党「ジョージアの夢」が「外国代理人法」を成立させ、EU加盟交渉

の中断を宣言したことで、ヨーロッパ的な未来を夢見ていた若者たちは衝撃を受けました。

「私たちの政府がヨーロッパの門を閉ざしてしまいました。それなら、私たちが自らその門を開く

しかありません。ビザを取得し、奨学金を得て、どうにかしてヨーロッパへ行くのです。」

22歳の大学生マリアムの言葉です。彼女はドイツ語を学んでいます。卒業後はドイツの大学院への

進学を計画しており、帰国するつもりはありません。

こうした若者が増えるほど、ジョージアは未来を失います。人口学者たちは、現在の傾向が続けば、

ジョージアの人口は2050年には300万人を下回る恐れがあると警告しています。小さな国が、さら

に小さくなっているのです。

(7) 韓国との比較：慣れ親しんだ課題、異なる文脈

韓国の読者の方々には、この物語が異様に感じられることはないでしょう。若年層の失業、首都圏

への集中、地方の消滅、少子化。韓国が直面している課題と驚くほど似通っています。ただし、そ

の文脈は異なります。

韓国の若者は大手企業や公務員試験に殺到します。ジョージアの若者は国境を越えていきます。韓

国の地方は人口をソウルに奪われます。ジョージアの地方は人口をトビリシに、そしてトビリシは

人口をヨーロッパに奪われます。韓国は分断国家ですが世界トップ10に入る経済大国です。ジョー

ジアは国土の20%をロシアに占領されたまま、生存のために必死に戦う小さな国です。

しかし、根本的な問いは同じです。若者が希望を抱けない国に未来はあるのでしょうか。ジョージ

アがこの問いにどのように答えるのか、韓国も注視する必要があります。

ナ LGBTQ+の権利と宗教保守主義の衝突

(1) 二つの旗が向き合う通り
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トビリシの中心部、ルスタヴェリ大通りはジョージアの歴史の現場です。1989年にソ連の戦車が市

民を踏み潰した場所であり、2003年にバラ革命が始まった場所、そして2024年に「外国代理人法」

反対のデモが行われた場所でもあります。この通りでは、時折二つの旗が向き合います。

一方では、虹色の旗が翻っています。性的少数者（LGBTQ+）の権利を要求する若き活動家たちが

「愛は愛である」「差別を止めよ」と叫んでいます。向かい側では、十字架や聖像を手にした人々

が「伝統を守れ」「家族を守れ」と叫んで対峙します。警察が両集団の間にバリケードを設け、緊

張感が張り詰めています。

この光景は、現代ジョージア社会における最も鋭い亀裂を示しています。LGBTQ+の権利問題は単

なる人権の議題ではありません。これは、ジョージアがどこへ向かうべきか、何を守り何を変える

べきかという根本的な葛藤なのです。

(2) 法は変わった：2024年「家族の価値」立法

2024年9月、ジョージア議会は「家族の価値と未成年者の保護に関する法律」パッケージを可決し

ました。賛成84票、反対0票。野党議員は投票に参加しませんでした。

この法律に盛り込まれた内容は以下の通りです。

同性カップルによる児童の養子縁組が禁止されます。性別変更、すなわち法的性別の変更も禁止さ

れます。教育現場やメディアにおけるLGBTQ+関連情報の配布が禁止されます。プライド行事、す

なわち性的マイノリティの誇り行進が事実上違法化されます。

与党「ジョージアの夢」は、この法案が「疑似リベラルイデオロギー」からジョージアの伝統と家

族を守るためのものだと主張しました。ビバリ総裁は「西側がLGBTQ+の宣伝をEU加盟の条件とし

て強要している」と述べました。政府官僚たちは「ジョージアのアイデンティティと正教会を守ら

なければならない」と強調しました。

欧州の法務諮問機関であるヴェネツィア委員会は、この法律が欧州および国際的な人権基準に適合

しないと警告しました。EUはこの立法が加盟交渉に深刻な障害となると表明しました。ジョージア

政府はこれらの批判を無視し、法案を強行しました。

(3) 正教会の影

ジョージアにおけるLGBTQ+の問題を理解するには、まずジョージア正教会の地位を知る必要があ

ります。

ジョージアは世界でキリスト教を国教とした国として2番目に歴史を持つ国です。4世紀初頭、聖女

ニノがジョージアにキリスト教を広めて以来、1,700年にわたり正教会はジョージア人のアイデン

ティティと切り離せない存在となってきました。モンゴルの侵略、ペルシアの支配、ソ連による宗

教弾圧の時代においても、正教会はジョージア民族を一つに結ぶ中心点でした。

今日でもジョージア国民の80%以上が正教会の信者です。世論調査では、正教会は大統領、議会、

軍隊よりもはるかに高い信頼を得ています。総主教イリア2世は「ジョージアの父」として絶大な尊

敬を集めています。
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問題は、正教会が社会的・政治的な問題に対しても強力な発言権を行使している点です。教会は同

性愛を罪と規定しています。性的少数者の権利拡大を「西洋による文化的侵略」と捉えています。

教会の立場は政治家に多大な影響を与えます。選挙で勝利するためには、教会の支持を得るか、少

なくとも教会の反対を避ける必要があります。

(4) 暴力の記憶：トビリシ・プライド

2021年7月5日、トビリシではプライド行進が予定されていました。性少数者の人権団体が平和的

な行進の準備を整えていました。

その朝、黒い服を着た数千人の人々が街に溢れ出しました。一部は聖職者の衣装を身にまとい、一

部は極右民族主義団体の旗を掲げていました。彼らは「我が子を守れ」「LGBTを阻止せよ」と叫び

ながら、プライド行進の会場へと向かいました。

暴力が勃発しました。虹色の旗を掲げた人々が襲撃を受け、取材にあたっていた記者50名余りが攻

撃されました。あるカメラマンは激しく殴打され、数日後に亡くなりました。警察は十分な保護を

提供しませんでした。プライド行進は中止となりました。

2023年も同様の出来事が繰り返されました。行進が計画されるたびに暴力の脅威が付きまとい、主

催側は参加者の安全を確保できず、行進を縮小または中止せざるを得ませんでした。

人権団体ヒューマン・ライツ・ウォッチは、ジョージア政府が性的少数者の安全を保障することに

失敗したと批判しました。暴力の加害者に対する捜査と処罰は不十分でした。高位の公職者が同性

愛嫌悪発言を行っても、制裁はありませんでした。

(5) 二つの世界に立つ若者たち

ジョージア社会では、世代によってこの問題に対する見方が異なります。

高齢層や農村地域では、同性愛に対する拒絶感が強いです。国民の84%が同性関係に反対するとい

う世論調査の結果もあります。彼らにとって性的少数者の権利は馴染みのない概念であり、「西洋

から持ち込まれた堕落」と見なされています。

一方、都市部の若者層の一部は異なる考えを持っています。インターネットを通じて世界とつながっ

た彼らは、多様性と人権を重視します。トビリシの大学街周辺には、性的少数者に優しいカフェや

クラブがあります。テクノクラブ「バシアニ」はその象徴です。ここでは若者が、性別や性的指向

に関わらず音楽と踊りを楽しんでいます。

しかし、このような空間はトビリシの一部に限定されています。地方へ行けば雰囲気は全く異なり

ます。農村部で同性愛者であることが知られれば、家族に見捨てられ、村から追放される可能性さ

えあります。多くの性的マイノリティが自身のアイデンティティを隠して生きています。結婚の圧

力に屈し、異性と結婚するケースもあります。

(6) 政治的道具と化した人権

悲しい現実として、性的マイノリティの問題が政治的道具へと転落している点です。



166

与党「ジョージアの夢」は、保守的な有権者を結集させるために反LGBTQ+のレトリックを積極的

に活用しています。「ジョージアの伝統を守る」「西洋の圧力に屈しない」というメッセージで選

挙で票を獲得します。EU加盟条件と性的マイノリティの権利を結びつけ、親西洋的市民社会を「外

国の代理人」かつ「伝統の破壊者」として烙印を押します。

野党もこの問題から自由ではありません。一部の野党政治家は選挙で不利になることを懸念し、性

的マイノリティの権利擁護に消極的です。「票を失うかもしれない」という計算が原則よりも優先

されます。

結局、実際に差別と暴力に苦しんでいるのは、性的少数者の市民たちです。彼らの人生は政治ゲー

ムの材料にされてしまいました。

(7) 欧州の門戸において

LGBTQ+の権利問題は、ジョージアの欧州統合にも影響を及ぼしています。

EUは加盟条件として、人権、民主主義、法の支配を求めています。性的少数者に対する差別の禁止

もその一部です。2024年の反LGBTQ+立法は、EUの価値観と真っ向から衝突しています。欧州委

員会は、この法案が加盟交渉に深刻な障害となると警告しました。

ジョージア政府は「内政問題」として対抗します。しかし、EUは内政という理由で人権問題を免除

しません。ポーランドやハンガリーが同様の立法を推進した際、EUは強く批判し制裁を加えました。

ジョージアは選択の岐路に立っています。欧州の一員となるには欧州の価値観を受け入れる必要が

あります。伝統を守るという名目で差別を正当化すれば、欧州の門は閉ざされます。問題は、その

選択が政府だけのものではなく、社会全体の合意を必要とする点にあります。

(8) 韓国との比較

韓国でも性的マイノリティの人権は熱い議論の的となっています。毎年、ソウルや複数の都市でクィ

ア・パレードが開催され、反対集会も同時に開催されます。包括的な差別禁止法の制定を巡る議論

は数年にわたり続いています。キリスト教保守勢力は強く反対し、人権団体は制定を促しています。

ジョージアとの共通点は、宗教と伝統がこの議論において大きな役割を果たしている点です。違い

は、韓国では暴力的な事態が相対的に少なく、法的制裁がまだ施行されていない点です。韓国の性

的マイノリティは差別を経験していますが、ジョージアのように議会が明示的な抑圧法案を通過さ

せたわけではありません。

両国において、この問題は世代間の対立、宗教と世俗の対立、そして社会変化の速度をめぐる対立

を反映しています。どのような社会を望むのか。この問いへの答えは、まだ進行中です。

3. スターリンに対するジョージア人の複雑な視線

(1) 独裁者の故郷、ゴリ

トビリシから西へ車で1時間ほどの場所に、ゴリという都市があります。人口約5万人の小さな町で

す。2008年の露ジョージア戦争の際にロシア軍に占領されたという、痛みを伴う歴史を持つ場所で



167

もあります。

ゴリを世界的に有名にしたのは、20世紀の歴史における巨人、あるいは怪物と呼ばれる人物です。

イオシフ・ビサリオノヴィチ・ジュガシヴィリ。世界では「スターリン」という名前でよりよく知

られています。

ゴリの中心部にはスターリン博物館があります。1957年に建てられたこの博物館には、スターリン

の生家、遺品、写真、そして彼が最後に使用した専用列車が展示されています。毎年数万人の観光

客がここを訪れます。お土産店では、スターリンの顔が描かれたTシャツ、マグカップ、ワインのラ

ベルなどが販売されています。

外国人観光客たちは困惑しています。数千万人を殺した独裁者の顔が商品として売られ、生家が聖

地のように保存されているのです。「これが可能なのか」という問いが自然と浮かびます。

(2) 英雄か、虐殺者か

ジョージアの人々にとってスターリンは複雑な感情の対象です。

一方、スターリンは誇りです。貧しい靴修理職人の息子として生まれ、世界最強の大国の指導者と

なりました。第二次世界大戦ではナチス・ドイツを打ち破りました。小さな国ジョージア出身者が

世界を支配したという事実は、一部のジョージア人に民族的な誇りをもたらしています。

2023年にコカサス研究資源センター（CRRC）とジンク・ネットワーク（Zinc Network）が共同で

行った調査では、回答者の37%が「すべてのジョージア愛国者はスターリンを誇りに思うべきだ」

という項目に同意しました。三人に一人以上がスターリンを誇りに思っているということです。

ゴリ地区の高齢者たちの声を聞いてみると、この認識がどこから来ているのかがわかります。

「スターリンはジョージアの子供です。悪いこともしましたが、偉大なこともしました。戦争に勝っ

たのです。ソ連を強大国にしたのです。」

82歳のバチュキおじいさんは博物館前のベンチに座り、こう話しました。彼にとってスターリン時

代は、ソ連が強力で、仕事があり、秩序があった時代として記憶されています。

（3）血の記憶

別の側面では、スターリンは悪夢です。

スターリンの統治期間中、数百万人が殺害され、あるいはグラーグ（強制労働収容所）へ送られま

した。大粛清が行われた1936年から1938年にかけて、恐怖は頂点に達しました。ジョージアも例

外ではありませんでした。ジョージアの知識人、芸術家、民族主義者たちが「人民の敵」というレッ

テルを貼られ、処刑されたりシベリアへ連行されたりしました。

スターリンは、同じジョージア人に対する弾圧にも躊躇しませんでした。むしろ疑いを避けるため

に、より厳しく扱ったという分析もあります。1920年代にジョージア民主共和国がソ連へ強制併合

された際、スターリンは積極的な役割を果たしました。ジョージアの独立を踏みにじった張本人こ

そが、ジョージア人その人だったのです。
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若者や知識人にとって、スターリンはこの歴史の象徴です。31歳の歴史学者ニノはこう語ります。

「スターリンを誇りに思うなんて？彼が私たちの祖先に何をしたのか知らないのです。私の曽祖父

はシベリアから戻ってきませんでした。スターリン博物館を見ると、吐き気がします。」

(4) 像を巡る戦い

記憶の戦争は、像を巡って物理的に表出されます。

ソ連時代、ジョージア各地にスターリン像が建立されました。ソ連崩壊後、ほとんどは撤去されま

したが、ゴリ市の中央広場には巨大なスターリン像が残っていました。2010年、サカシュヴィリ政

権はこの像を撤去しました。脱ソ連化の象徴的な措置でした。撤去は深夜に秘密裏に行われ、ゴリ

の市民たちは翌朝、空になった台座を発見しました。

地元住民の反応は賛否両論でした。一部は歓迎しましたが、一部は怒りを示しました。「外部から

私たちの歴史を無遠慮に扱うな」という反発もありました。

2012年の政権交代後、一部の農村部でスターリン像が再び建立され始めました。親ロシア的な世論

が台頭したのです。2024年1月には、ポーランド大使がゴリのスターリン博物館の閉鎖を求めたこ

とが論争を呼びました。「外国が私たちの歴史に干渉するな」という反発と、「独裁者を美化する

ことは恥ずべき行為だ」という批判が対立しました。

(5) デジタル世代のスターリン

記憶の戦いは博物館の中だけではありません。ソーシャルメディアにも広がっています。

デジタル・フォレンジック研究所（DFRLab）の分析によれば、ジョージアのTikTokではスターリ

ンを神話化するコンテンツが拡散しています。スターリンを宗教的で教養ある強力な指導者として

描いた動画が、若年層の利用者の間で共有されています。

なぜ21世紀の若者が20世紀の独裁者に惹かれるのでしょうか。分析家たちはいくつかの要因を指摘

しています。

第一に、現在の不安です。経済が不安定で政治が混乱しているとき、人々は「強い指導者」への郷

愁を感じます。「スターリン時代には秩序があった」という幻想が機能しています。

第二に、歴史教育の欠如です。ジョージアの学校ではスターリン時代の犯罪が十分に教えられてい

ません。若者の多くが大粛清やグラーグについてよく知りません。

第三に、ロシアの影響です。ロシア政府はスターリンに対する肯定的な物語を推進しています。第

二次世界大戦の勝利を強調し、スターリンを「勝利の総司令官」として浮き彫りにします。こうし

た物語がジョージアにも浸透しています。

(6) 博物館のジレンマ

ゴリにあるスターリン博物館は、ジョージアの歴史的ジレンマを凝縮して示しています。
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博物館はソ連時代の方式のまま、スターリンの業績を列挙しています。彼の功績は強調され、犯罪

は縮小されたり省略されたりします。犠牲者を追悼する展示は極めて限定的です。批評家たちはこ

れを歴史の歪曲であると批判しています。

2008年の露ジョージア戦争直後、当時の文化相は本博物館を「ロシア侵略博物館」に改めると宣言

しました。スターリンの犯罪を暴き、ロシアの脅威を警告する空間にしようとするものでした。入

口にはスターリンの犯罪を告げるバナーが設置されました。

しかし、この計画はむなしく終わりました。地元住民の反発、観光収入への懸念、政権交代などが

重なり、2017年にはバナーまで撤去されました。博物館はいまだに曖昧な状態のままです。

(7) 過去と未来の間で

スターリン問題は単に「歴史をどのように記憶するか」という問題ではありません。ジョージアが

どのような国になりたいとするかという問題です。

スターリンを英雄として記憶することは、ロシアとの共有された過去、ソ連の遺産、強い国家への

郷愁へとつながります。スターリンを犯罪者として記憶することは、ロシアとの断絶、独立の価値、

民主主義と人権の重要性へとつながります。

現在のジョージア社会は、この二つの方向の間で分断されています。与党は明確にスターリンを擁

護していませんが、博物館の閉鎖や包括的な歴史教育の改革にも乗り出しません。スターリンはガ

ラスケースの中に展示され、その亡霊はジョージア社会をさまよっています。

(8) 韓国との比較

韓国もまた、歴史の亡霊と格闘しています。親日派の清算問題、独裁時代の記憶、分断体制の遺産。

過去をどのように記憶し、評価するかをめぐり、韓国社会も対立しています。

ただし、韓国において朴正煕や李承晩のような人物への評価が分かれるとしても、公式な博物館で

彼らの犯罪を美化することはありません。歴史の教科書では民主化運動や人権侵害が取り上げられ

ています。もちろん、それが十分かどうかについては議論がありますが、少なくとも公的な議論に

おいて独裁の犯罪性は認められています。

ジョージアの場合、スターリンに対する公式評価さえも曖昧な状態です。これは、ジョージア社会

が過去の清算において韓国よりもさらに困難な立場にあることを示しています。

ラ 教育改革論争と大学の抵抗

(1) 高い識字率、低い雇用率

ジョージアの人々は教育熱心です。識字率は99%以上です。親たちは子女の教育に献身します。大

学進学率も高いです。しかし、この教育熱が良い結果につながっていません。

大学を卒業しても仕事がありません。仕事があっても専攻とは無関係です。経済学専攻のカフェで

働き、エンジニアリングを学んだ人がタクシーを運転しています。「大学卒業証書に何の役にも立

たない」という冷所が広がっています。
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問題の根源は教育の質と方向性です。ジョージアの教育システムは、ソ連時代の遺産からまだ脱却

していません。暗記中心の授業、批判的思考の訓練不足、産業現場とかけ離れたカリキュラム。世

界は変化したのに、教育はそのままです。

(2) 政治化された教育

より深刻な問題は、教育が政治化されている点です。

報告書によると、ジョージアの教育システムは社会の利益よりも与党の利益に依存しています。校

長、大学総長、幼稚園園長などの任命に政府が介入し、教育機関の自律性が侵害されています。選

挙期間中には、教師が与党の票を動員する道具として利用されているという指摘もあります。

2025年12月、ジョージア議会は高等教育法改正案を迅速手続きで可決しました。表面上は「公立

大学の授業料全額を国が支援する」という魅力的な内容です。しかし、大学側が反発したのはその

代償です。

新法では、政府が公立大学の年間定員と学部ごとの枠を設定します。財政支援の引き換えに自律性

を譲るというものです。政府が定員を掌握すれば、どの学部を育成し、どの学部を縮小するかを決

定できます。人事にも影響力を行使可能です。批判的な教員を排除し、従順な人物を据えることが

できるのです。

(3) 大学生たちの怒り

2025年末から2026年初めにかけて、トビリシ国立大学（TSU）とジョージア工科大学（GTU）を

軸に大規模なデモが発生しました。学生や教員が講義室を飛び出し、街へと溢れ出しました。

「104年の歴史を売らないで！」

1918年に設立されたトビリシ国立大学の歴史に言及するスローガンです。学生たちは、政府の改革

が大学の自律性を破壊し、批判的な知識人を粛清しようとする試みであると非難しました。

デモはルスタヴェリ大通りの議会議事堂前まで続きました。外国代理人法反対デモ、いわゆる「旗

の革命」と呼ばれる長期座り込みと合流し、大学の課題と民主主義の課題が一つに結びつきました。

21歳の法学部学生ギオルギはこう語りました。

「政府は私たちを従わせようとしています。批判すれば不利益を与え、服従すれば奨学金を与えま

す。そのようなやり方で大学を殺しているのです。大学が権力の従僕になれば、この国に未来はあ

りません。」

(4) ボローニャ・プロセスと欧州の基準

ジョージアの高等教育は、欧州高等教育空間（EHEA）、すなわちボローニャ・プロセスに参加して

います。ボローニャ・プロセスは、欧州各国の大学学位を相互に認め、学生や教員の移動を促進す

る協定です。ジョージアの学生が欧州で学び、欧州の学生がジョージアで学ぶための基盤となって

います。
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しかし、新たな教育改革が国家による統制の強化と受け取られるならば、それは欧州への道筋との

衝突を意味します。ボローニャ・プロセスは大学の自律性を核心的な原則としています。国家が大

学を直接統制することは、この原則に反します。

ドイツ東欧学会（Deutsche Gesellschaft für Osteuropakunde）は2026年1月に公開書簡を発表

し、ジョージアの高等教育改革が大学を国家統制下に置き、欧州高等教育体制から切り離そうとす

るものであると懸念を表明しました。欧州のパートナーたちはジョージアの教育の未来を心配して

います。

(5) Z世代、抵抗の世代

2024年に外国代理人法反対デモを主導したのは、18歳から34歳までの若者たちです。いわゆるZ

世代です。大学生たちがその中心でした。

彼らはインターネットと共に育ちました。ヨーロッパ映画を観て、英語のニュースを読み、エラス

ムス＋プログラムを通じてヨーロッパの大学へ交換留学生として渡ります。世界とつながっていま

す。親世代とは異なり、ソ連を記憶していません。ロシアへの郷愁もありません。

彼らにとってヨーロッパ統合は抽象的なイデオロギーではありません。具体的な機会です。ヨーロッ

パで学び、働き、暮らす可能性です。政府がEU交渉を中断し親露政策を推進すれば、彼らの未来が

閉ざされます。だからこそ、彼らは街頭へ繰り出します。

大学は、この世代の集結地です。キャンパスで議論し、組織し、行動します。政府が大学を支配し

ようとするのは、Z世代の抵抗の拠点を無力化しようとする試みと捉えられます。

(6) 言語学者の証言

2024 年の外国代理人法に関する憲法裁判所の公聴会において、言語学者のマリーナ・ベリゼ（

Marina Beridze）氏が証言台に立ちました。彼女は次のように述べました。

「この法律は、ソ連時代の抑圧的な慣行を連想させます。当時、『人民の敵』というレッテルを貼

られれば、それで終わりでした。現在、『外国の代理人』というレッテルが同じ役割を果たしてい

ます。批判すれば烙印を押され、活動ができなくなります。」

マリーナ・ベリゼ氏の証言は、知識人社会の声を代弁するものです。学者たちは、学問の自由が脅

かされていると感じています。国際的な学術交流が困難になることを懸念しています。海外の学会

への出席、共同研究、論文の出版に制限が生じる可能性があります。

(7) 国際化への取り組み

暗いニュースばかりではありません。ジョージアの大学たちは国際化を通じて突破口を見つけよう

としています。

ジョージアの医学部は、低廉な学費と英語での授業を武器に、インド、パキスタン、中東から留学

生を積極的に受け入れています。トビリシ医科大学（TSMU）には数千名の外国人学生が在籍してい

ます。韓国からの学生もいます。これは医学部留学ブームの一環です。
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エラスムス＋プログラムを通じた欧州諸大学との交流も活発です。ジョージアの学生たちはドイツ、

フランス、ポーランドで1学期を過ごして帰国します。また、欧州の学生たちがトビリシを訪れ、ジョ

ージア語を学ぶこともあります。

若手教授たちは変化を夢見ています。ソ連式の講義方式を捨て、討論と批判的思考を重視する授業

に挑戦しています。オンライン教材を活用し、英語の文献を教科書として採用しています。小さな

変化が積み重なっています。

(8) 韓国との比較

韓国の大学もまた、さまざまな挑戦に直面しています。学費の問題、就職率の低下、少子化に伴う

大学構造の再編。政府と大学との間の対立も存在します。

しかし、韓国の大学は制度的な自律性が比較的保証されています。政府が大学の定員を直接コント

ロールしようとすれば、激しい反発が生じます。大学総長の選出に政府が介入することは違法です。

学問の自由は憲法的価値として認められています。

ジョージアの場合、大学の自律性は制度的に脆弱であり、政治権力の介入にさらされています。こ

れは民主主義の成熟度と直結する問題です。大学が権力の批判者としての役割を果たせなければ、

社会全体の自己修正能力は弱まります。

ジョージアの若者たちはこの事実を知っています。だからこそ、大学を守るために戦います。彼ら

の戦いは単に教育政策を巡る争いではありません。ジョージアの未来、民主主義の未来をかけた戦

いなのです。

結びに代えて

ジョージア社会の亀裂は深いです。若者が去り、価値観が衝突し、過去の亡霊が徘徊し、学びの基

盤が揺らぎます。これらのすべての問題の根底には一つの問いがあります。ジョージアはどのよう

な国になりたいのでしょうか？

欧州の一員となるのか、ロシアの影響圏にとどまるのか。伝統を堅持するのか、変化を受け入れる

のか。過去を美化するのか、直視するのか。権力に順応するのか、自由を守るのか。

ジョージアの人々は毎日この問いと向き合います。街で、大学で、教会で、家庭で。答えはまだ決

まっていません。歴史は進行中です。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com
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第17章 韓国との接点

← 前の章

全章を見る

次の章 →

ア．韓・ジョージア経済パートナーシップ協定（EPA）の機会

（1）協定締結の歴史的経緯

2024年11月27日、ソウルの会議室で両国の通商官僚が握手を交わしました。大韓民国とジョージ

アが経済パートナーシップ協定（EPA）の交渉妥結を公式に宣言した瞬間でした。この協定は韓国

が締結した二十六番目の自由貿易協定であり、コーカサス地域諸国との間で結ばれた最初の通商条

約です。

交渉開始から妥結までにかかった時間は正確に1年でした。2023年11月に両国が交渉開始に合意し

た後、両国の実務陣は関税、原産地規則、サービス市場の開放、デジタル貿易、サプライチェーン

協力など広範な議題について集中的な議論を続けました。通商協定が数年から十数年を要すること

が多いことを考慮すれば、これは例外的に迅速な速度でした。

なぜこれほど急いだのでしょうか。答えは地図にあります。ジョージアは黒海東端、ヨーロッパと

アジアが交差する狭い回廊に位置しています。ロシア・ウクライナ戦争以降、ロシア領を迂回して

中国から欧州へ貨物を輸送する代替ルートが切実に求められました。その代替ルートこそが、カス

ピ海を越えてジョージアの黒海港湾へと至る「中間回廊（ミドル・コリドー）」です。韓国政府と

企業はこの新たな物流地形において先行効果を狙い、ジョージアもまたアジアの経済大国との制度

的な結びつきを確保しようとしていました。

協定の正式名称に「経済パートナーシップ」という表現が含まれている点にも注目すべきです。従

来の自由貿易協定（FTA）が関税撤廃に焦点を当てるのに対し、EPAは投資、サービス、技術協力、

人的交流までを含む包括的なパートナーシップ関係を志向します。単に物を売買する関係ではなく、

共に成長する構造を築こうとする意志が名称に込められています。

(2) 関税撤廃の構造と波及効果

協定の核心は関税障壁の撤廃です。交渉決着時に発表された内容によると、韓国は全品目の93.3パー

セントについて、ジョージアは91.6パーセントについて、10年以内に関税を撤廃することで合意し

ました。数字だけ見れば両国が同程度の水準で市場を開放しているように見えますが、実際の影響

は品目によって大きく異なります。

韓国の主力輸出品である乗用車がその代表例です。ジョージアは韓国産の新車、中古車、環境に優

しい車に課していた関税を協定発効と同時に撤廃することになりました。ジョージアの自動車関税

制度は独特で、排気量と製造年を基準に税金を課す仕組みとなっており、古い車ほど税率が高くな

る構造です。韓国の対ジョージア自動車輸出において中古車の割合が65パーセントを超えることを

考慮すれば、この関税撤廃の効果は甚大です。
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トビリシの街を歩けば、現代やキアのロゴが掲げられた自動車を容易に見つけることができます。

すでに韓国車に対する信頼が確立されている市場において、価格競争力まで備えればどのようなこ

とが起こるでしょうか。日本やドイツのブランドに対する優位性を確立する可能性が開かれます。

自動車一台が販売されれば、その後に整備、部品、保険、分割払い金融というサービス生態系が追

随します。関税撤廃は単なる価格引き下げではなく、産業チェーン全体への参入経路を開く行為な

のです。

K-フードやK-ビューティー製品も受益品目に含まれます。ラーメン、調味海苔、各種ソース類、化

粧品に対する関税が即時撤廃されます。トビリシ市内のスーパーマーケットにはすでに「Korean

Beauty」コーナーが設けられており、若いジョージア女性の間で韓国製スキンケア製品の認知度は

高いです。関税障壁が低くなれば輸入業者が挑戦する理由が生まれ、挑戦すれば生き残る製品が増

えることになります。

反対方向も見る必要があります。韓国はジョージア産のワイン、伝統的な蒸留酒であるチャチャ（

Chacha）、天然炭酸水に対する関税を即時撤廃します。8千年の歴史を誇るジョージアワインが韓

国消費者の食卓にさらに頻繁に並ぶ道が開かれたのです。クベブリの壺で醸造された琥珀色のワイ

ンを適正な価格で楽しめるなら、それだけでも両国関係の意義を実感できるでしょう。

(3) サービス市場の開放と物流拠点化

商品取引よりも大きな可能性はサービス分野にあります。ジョージアは今回の協定を通じて、輸送、

物流、海運、倉庫業などを幅広く開放しました。韓国企業がジョージアをユーラシアの物流拠点と

して活用できる制度的基盤が整ったのです。

ジョージアの黒海港湾であるポティ（Poti）とバトゥミ（Batumi）は、中間回廊の西端終着点です。

中国を出発した貨物がカザフスタンを経由してカスピ海を渡り、アゼルバイジャンを通過してジョー

ジアに到着します。ここで船に積まれて黒海を渡れば、ルーマニア、ブルガリア、トルコの港湾に

到達します。ロシアを経由せずにアジアとヨーロッパを結ぶこのルートは、地政学的緊張が高まる

ほどその価値を高めることになります。

韓国企業の立場からすれば、ジョージアに倉庫や組立施設を設けることで、中央アジアと東欧の市

場を同時に攻略することが可能になります。原産地規則の範囲内で軽微な加工や包装を施し、近隣

諸国へ再輸出する構造が実現します。機械、部品、電気電子製品、建設機器などをプロジェクト単

位で供給するB2B取引において、ジョージアは前線基地としての役割を果たすことができます。

レコード、視聴覚コンテンツ、出版、教育サービス市場が開放されている点にも注目すべきです。

K-POPアルバムや韓国ドラマのコンテンツが、ジョージアを介してコーカサス全域へ広がっていく

ことが可能になります。ジョージアの若年層はすでにNetflixやYouTubeを通じて韓国コンテンツに

親しんでいます。制度的な障壁が低くなれば公式な流通チャネルが拡大し、それに伴う付加価値が

韓国へ還流します。

(4) デジタル貿易とサプライチェーン協力

従来の関税協定を超える条項も盛り込まれています。デジタル貿易章において、両国は電子送付物

に対する無関税の恒久化で合意しました。ソフトウェア、ゲーム、音源、電子書籍などのデジタル
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コンテンツが国境を越える際、関税負担なく取引できることを意味します。

コンピューティング設備の現地化要求を禁止する条項も含まれています。一部の国々は、自国内で

サービスを提供するにはサーバーを現地に設置するよう要求します。この条項のおかげで、韓国の

IT企業やゲーム会社はサーバーをジョージアに置かずにサービスを提供できます。デジタルノマド

がジョージアで韓国のクライアントと業務を行ったり、韓国スタートアップがジョージア市場に進

出したりする際に、規制の障壁が低くなります。

サプライチェーン協力条項では、危機時に相互支援体制を構築することで合意しました。パンデミッ

クや地政学的ショックによりグローバルサプライチェーンが揺らぐ際、両国が情報を交換し代替案

を模索するチャネルを開放するという約束です。エネルギーと資源分野における共同研究と投資の

強化も条約文に明記されています。ジョージアが保有する水力発電の潜在能力と韓国の再生可能エ

ネルギー技術が出会う接点が生まれる可能性があります。

(5) 未だ残る課題

協定締結のニュースが伝わると、人々は「これで終わりだ」と考えがちです。しかし現実はそうで

はありません。締結は始まりに過ぎず、署名、国会の批准、発効に至るまで多くの段階が残されて

います。2025年末時点で韓国政府は協定文の草案を公開し、意見聴取手続きを進めています。法的

審査と翻訳作業が完了した後、正式な署名が行われ、両国議会の批准を経て初めて協定が実際に効

力を発揮します。

関税表に0が記載されたからといって、すべての障壁が消失するわけではありません。原産地基準、

検疫および認証要件、ラベルリング規定といった非関税障壁が、実際の貿易の成否を左右します。

韓国産として認められるためには、どの程度の付加価値が韓国で創出される必要があるのか、食品

や化粧品がジョージア市場に進出するにはどのような成分表示や安全認証を備える必要があるのか、

こうした詳細が実務の戦場です。

発効前の期間は、皮肉にも最も好ましい機会の窓です。流通網と現地パートナーを確保し、物流経

路を試験し、規制環境を学習するためにこの時間を活用すべきです。発効後に飛び込めば、すでに

先行した競合他社と戦わなければなりません。

(6) 韓国企業に開かれる3つの地図

この協定が現実において意味をなす点は、3つの地図に整理できます。

一つ目は「コーカサス・中央アジア調達地図」です。ジョージアを拠点にアルメニア、アゼルバイ

ジャン、さらにカスピ海を越えて中央アジアへと広がるB2Bネットワークです。建設、エネルギー、

インフラプロジェクトが進行する際、韓国企業はジョージア内の法人や倉庫を通じて納期と在庫を

現地で管理できます。

二つ目は「黒海沿岸消費財地図」です。ジョージアは観光客や在外居住者が消費を拡大する構造を

持っています。K-フードやK-ビューティが流行で終わらず、正規の流通チャネルに定着できる市場

です。ジョージアの食文化が漬物を好む点で韓国の副菜文化と類似しており、韓国料理に対する抵

抗感も低いです。
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三つ目は「規制およびデジタル協力地図」です。電子通関、原産地証明のデジタル化、中小企業に

よる共同展示、人材および教育協力といったソフトインフラを構築する領域です。ジョージアが外

国投資誘致のために整備した行政効率性と韓国の技術力が結びつけば、両国にとって利益となる実

験場となり得ます。

人口370万人の小さな国との協定に何の意味があるのかと問う人もいるでしょう。ジョージア自体

の消費市場は大きくありません。しかし、ジョージアを取り巻く地理的位置、46カ国とのFTAネッ

トワーク、欧州連合（EU）および独立国家共同体（CIS）との制度的なつながりを考慮すれば話は異

なります。韓・ジョージアEPAはジョージア市場への進出ではなく、ユーラシア回廊との接続なの

です。

ナ。ジョージア医科大学留学ブームの実態

(1) なぜたまたまジョージアなのか

ここ数年、韓国の一部の学生や保護者の間で、ジョージア医科大学への留学が新たな選択肢として

浮上しました。ハンガリー、チェコ、ポーランドなどの東欧諸国がすでに知られたルートであった

のに対し、ジョージアは比較的新しい名前でした。しかし、なぜ急にジョージアなのでしょうか。

まず第一に挙げられる理由は費用です。ジョージア医科大学の年間学費は約4,000ドルから8,000

ドルの間です。韓国ウォンに換算すると500万ウォンから1,000万ウォン程度です。米国医科大学

が年間6万ドル以上、ハンガリー医科大学が1万5,000ドルから2万ドルの水準であることと比較す

れば、半分以下です。韓国の私立大学医学部の授業料と比較しても安価です。

生活費も合理的です。トビリシでの月々の生活費は家賃を含め100万円から150万円程度で十分で

す。西欧や北米の医学部に通う場合、生活費だけでも月額300万円以上が必要なケースが少なくあ

りません。6年間の医学教育課程全体で見れば、総費用の差は数億円に達します。

二つ目の理由は、言語の壁が相対的に緩和されている点です。ジョージアの主要な医学部は、外国

人学生向けの英語コースプログラムを運営しています。ロシア語やジョージア語を話せなくても入

学し、卒業できる仕組みです。もちろん臨床実習では現地の患者とコミュニケーションを取るため

に、基本的なジョージア語やロシア語が必要ですが、学業自体は英語で行われます。

三つ目は入学のハードルです。韓国で医学部に入るには、大学入学共通試験で最上位の成績が必要

です。浪人、二浪、三浪を繰り返しても合格を確約できないほどの競争率です。一方、ジョージア

の医学部は高校卒業資格と基礎的な理科科目の履修、英語能力を備えていれば出願可能です。一部

の大学では、独自の入学試験なしに書類と面接のみで選抜しています。熾烈な韓国の入試競争を回

避したいという需要が、ジョージアへと向かっているのです。

四つ目は、ロシア・ウクライナ戦争の波及効果です。かつてロシアやウクライナの医学部へ留学し

ていた学生たちが、戦争勃発以降、安全な代替先を探しました。ジョージアは地理的に隣接しなが

ら治安が安定しているため、離脱需要の多くを吸収しました。

(2) 韓国での医師免許取得経路の現実
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ジョージアで医学部を卒業すれば、自動的に日本で医師になれるのでしょうか。答えは「いいえ」

です。外国の医学部を卒業した方が日本で医師免許を取得するには、複雑な手続きを踏む必要があ

ります。

最初の関門は厚生労働省による外国大学の認定です。日本で医師国家試験を受験するには、原則と

して厚生労働大臣が認定した外国の医学部を卒業している必要があります。どの大学が

認定対象となるかは、国立保健医療人国家試験院が管理する公開データで確認できます。ジョージ

アのすべての医学部が自動的に認定されるわけではなく、個別の大学ごとに審査を経て認定の有無

が決定されます。

認定審査が完了していない大学を卒業した場合、日本で免許を取得する道自体が閉ざされる可能性

があります。したがって、ジョージアへの留学を検討する学生は、「自分が行こうとしている大学

が現在、厚生労働省の認定リストに含まれているか、あるいは認定審査の申請が可能かどうか」を

まず確認する必要があります。学校名よりも認定状態が優先されます。

2つ目の関門は予備試験です。外国の医学部を卒業した方は、本試験に先立って予備試験を受験する

場合があります。予備試験は基礎医学知識を評価するもので、合格率は低い傾向にあります。予備

試験に合格して初めて、日本の医学部生と同じ国家試験を受験する資格が与えられます。

3つ目の関門は国家試験そのものです。試験は韓国語で出題されるため、6年間英語で医学を学んで

きた学生にとっては、言語の転換が新たな挑戦となります。韓国の医療現場の文脈や用語に慣れる

必要があります。

これらのすべての過程を経て免許を取得しても、インターンおよびレジデントの過程で再び競争を

迫られます。研修病院のマッチングにおいて、国内の医学部出身者と同等に評価されるためには、

実力と人脈の両面で努力が必要です。

(3) 米国および欧州経路における変数

韓国ではなく米国や欧州で医師として働こうとする計画であれば、別の要因を考慮する必要があり

ます。米国で外国の医学部卒業生が研修を受けるには、ECFMG（外国医学部卒業生教育委員会）の

認証を受ける必要があります。ECFMGは2024年から、世界医学教育連盟（WFME）が認定した機

関が認証した医学部出身者であるという要件を適用しています。

ジョージアの医学部がWFMEの認証基準に適合しているか、個別の大学が世界医学大学リスト（

World Directory of Medical Schools）に適切に登録されているかを確認する必要があります。この

体系は固定されたものではなく、絶えず変化しています。今日認められている大学が明日要件を満

たさなくなる可能性もあれば、その逆も起こり得ます。

「ジョージアで医学部を卒業すれば、世界中どこでも道が開ける」という単純な物語は危険です。

国際的な進路は、ディレクトリへの登録、WFME認定機関による認証の有無、各国の医師国家試験

受験資格などが複雑に絡み合っています。一つの条件でも外れれば、その経路全体が閉ざされてし

まう可能性があります。

(4) 留学市場における情報の非対称性
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ジョージアの医学部留学市場では、仲介業者が活発に活動しています。留学エージェントやコンサ

ルティング会社が、入学相談から現地での生活支援までをパッケージとして提供しています。問題

は情報の非対称性です。

広告文では利点が強調されます。「英語で学び、学費は安く、卒業すれば医師になれる」という、

簡潔で魅力的なメッセージです。しかし、厚生労働省の認定手続き、予備試験の合格率、臨床実習

の質、卒業後の進路といった難しい話題は、小さな文字で扱われるか、あるいは完全に省略されま

す。人間は簡単な言葉に引きつけられ、難しい言葉は避けようとする傾向があります。

学校ごとの差も大きいです。ジョージアという国全体をひとくくりにして評価することはできませ

ん。教員の質、附属病院の設備、臨床実習の機会、試験や留年基準、学務行政の透明性は、大学に

よって千差万別です。ある大学は留学生の獲得に積極的でありながら教育の質を維持している一方

で、ある大学は学費収入のみに関心を向けることもあります。リスクの単位は「国」ではなく「学

校」です。

卒業後の難易度も軽視してはなりません。入学は始まりに過ぎません。6 年間の学業を修了し卒業

し、帰国後に認定手続きを踏むこと、予備試験と国家試験に合格すること、研修病院にマッチング

すること、そして実際の臨床現場でその能力を発揮することまで、後半の難易度はむしろ高いもの

です。

(5) 現実的な評価と助言

ジョージアでの医学部留学が誰にとっても誤った選択であるという意味ではありません。一部の者

にとっては現実的な道となり得ます。しかしそれは「ジョージアの医学部だから」ではなく、私が

目指す免許の国における規定と、特定の大学の認定状況が整合する時です。

韓国の免許取得を目指すのであれば、少なくとも次の四点を確認する必要があります。第一に、当

該大学が保健福祉省の認定リストに含まれているか、あるいは認定審査の道が開かれているか。第

二に、予備試験の受験資格と準備方法。第三に、卒業後に臨床能力をどのように確保するか（言語、

実習、推薦状）。第四に、国際的な経路を考慮するならば、ECFMG および WFME の制度のいかな

る変化を追跡するかです。

「ブーム」の実体は、この複雑な体系を十分に理解しないまま「入学の容易さ」だけを見て参入す

る需要が増加した点にあります。甘い入口の背後には険しい出口が待っています。その出口を通過

する準備ができているかどうか、率直に自問する必要があります。

トビリシ国立医科大学近くのカフェで出会った一人の韓国人留学生は、こう語りました。「ここに

来るのは簡単です。問題はここを出ることです。韓国で医師になるには、ここで学んだ以上のこと

を再度学ぶ必要があるのです。」その言葉には、経験から滲み出る重みが込められていました。

三、一ヶ月滞在と定住ガイド

（一）365日間の無査証滞在の意味

韓国パスポート所持者は、ジョージアにビザなしで入国し、1年間滞在することができます。ジョー

ジア政府は、無査証を許可する国リストに大韓民国（Republic of Korea）を明記しており、当該国
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の国民に対して365日間の無査証滞在を認める規定が公式に存在します。

この一節の規定が、一ヶ月滞在のあらゆる可能性を開きます。別途ビザの申請も、複雑な書類の準

備も、手数料の納付も必要ありません。パスポート一つを持って飛行機に乗ればよいのです。入国

審査で簡単な質問に答え、スタンプを押されれば、その日から1年間、ジョージアのどこにでも住む

ことができます。

もし1年が経過したらどうなるでしょうか。隣国であるアルメニアやトルコに一時的に出国して再度

入国すれば、在留期間が更新されます。理論的にはこのプロセスを繰り返すことで無期限の在留が

可能ですが、もちろんこのパターンが長期化すれば入国審査官からの質問が増える可能性があるた

め、明確な在留目的を説明する準備をしておくことをお勧めします。

1ヶ月滞在であれば、ビザの心配なく宿泊先を確保するだけで十分です。3ヶ月から6ヶ月の滞在で

あれば、観光客としての身分でも問題ありません。それ以上滞在して経済活動を行ったり、税金の

問題が生じる場合は別の考慮が必要ですが、それは後の話です。

(2) 都市選択の技術

1ヶ月滞在の成否は、都市選択で80パーセントが決まります。

トビリシはジョージアの首都であり、すべての中心地です。行政、教育、医療、文化、交通が集中

しています。外国人コミュニティが最も大きく、英語が通じるレストランやカフェ、コワーキング

スペースも多数あります。初めてジョージアを訪れるのであれば、トビリシは失敗の可能性を低く

する安全な選択です。旧市街の曲がりくねった路地と近代的な新市街が共存し、地下鉄やバスで市

内全体を安価に移動できます。

バトゥミは黒海沿岸の保養都市です。海に面しており景観が美しく、冬でもトビリシより穏やかな

気候です。近年は高層アパートやホテルが急速に建設され、現代的な雰囲気が強まっています。カ

ジノ産業が発達しており、ナイトライフも活発です。ただし季節性が強く、夏の繁忙期には観光客

が殺到して宿泊費や物価が急騰し、閑散期には多くの店舗が閉店します。保養型の一月暮らしには

適していますが、一年中安定した生活基盤を求める場合は注意が必要です。

クタイシはジョージア第二の都市です。3,000年の歴史を持つ古都ですが、現在はトビリシに比べ

て規模が小さく静かです。物価が相対的に低く、生活リズムも緩やかです。

観光インフラは限られていますが、集中して働き、夕方には散歩をするようなシンプルな生活を望

む人にとってはむしろ利点です。ウィジェットエアのような格安航空会社がクタイシ国際空港をヨー

ロッパの複数の都市と結んでおり、ヨーロッパ移動の拠点としても悪くありません。

どの都市を選ぶにせよ、最初の週は短期宿泊施設（エアビーアンドビーやホテル）に滞在しながら

近隣を探索することをお勧めします。インターネット上の写真と実際の雰囲気は異なる可能性があ

ります。実際に歩いて歩き、スーパーマーケットや市場を確認し、騒音や日照時間をチェックした

上で長期宿泊先を決めても遅くありません。

（3）生活費の現実的な構造
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「ジョージアは物価が安い」という話をよく耳にします。概ね正しい言葉ですが、個人の生活様式

によってばらつきが大きいです。

最も大きな変動要因は住居費です。トビリシの中心部で清潔にリノベーションされたワンルームア

パートを借りれば、月額350ドルから600ドル程度です。郊外へ出たり、古い建物を選べば200ド

ル台も可能です。バトゥミの場合は、繁忙期と閑散期によって価格が2倍以上異なることもあります。

冬は暖房費も考慮する必要があります。ガス暖房か、電気暖房か、セントラルヒーティングかによっ

て、月々の光熱費が大きく異なります。

食費は比較的負担が少ないです。現地のレストランでハチャプリ（チーズパン）やヒンカリ（餃子）

で1食を済ませれば、5ドルから10ドルで十分です。市場で新鮮な野菜や果物を買えば、1週間の食

料品購入費は20ドルから40ドル程度です。ワインはスーパーで1本3ドルから10ドルの範囲で良質

な製品が購入できます。ただし、輸入食品や韓国食材は高価です。韓国ラーメンやキムチを現地で

買うには、本国価格の2倍から3倍を覚悟する必要があります。

公共交通機関は安価です。トビリシの地下鉄とバスは交通カード（メトロマネー）1枚で利用でき、

1回乗車あたり1ラリ（約500円）程度です。90分以内の乗り換えは無料なので、少し計画を立てれ

ば、1日の交通費を1,000円以内に抑えることができます。タクシーアプリ（ボルト、ヤンデックス）

を利用すれば、市内移動のほとんどが5,000円以内です。

通信費も合理的です。現地のSIMカードを購入すれば、月額15ドルから25ドル程度でデータ無制限

に近いプランを利用できます。宿泊施設やカフェのWi-Fi品質も概ね良好です。

これらをすべて合計すると、倹約して生活する場合は月額100万ウォンから130万ウォン、ゆとり

を持って暮らしても200万ウォンで十分です。ソウルで同程度の生活水準を維持するには、はるか

に多くの資金が必要です。

(4) デジタルノマドのための環境

ジョージアがデジタルノマドの間で人気を集めているのには理由があります。1年間の無査証滞在、

低廉な生活費に加え、リモートワークに必要なインフラが整っているからです。

トビリシにはコワーキングスペースが複数あります。インパクトハブやターミナルのようなスペー

スで机を借りれば、月額50ドルから100ドル程度です。高速Wi-Fi、会議室、プリンター、コーヒー

メーカーが提供され、同様の境遇のフリーランスやスタートアップ創業者とのネットワーキングの

機会も得られます。

カフェ文化も発達しています。ノートパソコンを広げて数時間作業しても気兼ねなく過ごせる場所

が多数あります。コーヒー1杯の価格は2ドルから4ドル程度なので、オフィス賃料の代わりにカフェ

で働くことも合理的な選択です。

税制の優遇措置も魅力的です。ジョージア政府は、ITおよび国際サービス分野の中小事業者に対し

て画期的な税率を適用しています。年間売上高50万ラリ（約2億5,000万ウォン）以下の個人事業

者は、売上の1パーセントのみを税金として納付すればよいのです。法人設立の手続きも簡素化され

ており、「公共サービスホール（Public Service Hall）」で1日以内に事業登録を完了させることが
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できます。

ただし、税務居住者の判定には注意が必要です。ジョージアの税法では、連続する12ヶ月間に183

日以上滞在すると税務居住者とみなされます。この基準を超えた瞬間、全世界の所得についてジョー

ジアへの申告義務が生じる可能性があります。韓国との二重課税の問題も考慮すべきです。単に「

税金が安い」という言葉だけを信じて飛びつくのではなく、会計士や税理士に相談し、自身の状況

に合った構造を設計すべきです。

(5) 日常の利便性と注意点

ジョージアでの日常生活の利便性は期待以上です。24時間営業のコンビニエンスストアはあまり見

かけませんが、大型スーパー（カルフール、オルビ、スマート）では日用品を入手するのは難しく

ありません。薬局も至る所にあり、基本的な医薬品は処方箋なしで購入できます。

タクシーアプリはよく機能しています。ボルト（Bolt）やヤンデックス（Yandex）のアプリをイン

ストールしておけば、言語の壁なく目的地を入力して車を呼ぶことができます。料金が事前に表示

されるため、ぼったくりを心配する必要もありません。深夜でも運行する車両があるため、遅い帰

宅も容易です。

治安は比較的良好です。トビリシの旧市街を夜遅く歩いても危険を感じることはほとんどありませ

ん。もちろん、どの国でも気をつけるべきことはあります。人通りの少ない路地を避け、所持品管

理に気をつけるという基本的な注意は必要です。

言語は障壁となり得ます。若い世代は比較的英語が上手ですが、年配の方や役所職員の中には英語

が通じないケースも多々あります。ロシア語が通じる場所もあります。基本的なジョージア語の挨

拶をいくつか覚えておくと、現地の人ははるかに好意的に対応してくれます。「ガマ

ルジョバ（Gamarjoba、こんにちは）」「マドロバ（Madloba、ありがとう）」程度でも雰囲気が

変わります。

2026年1月1日以降、ジョージアに入境するすべての外国人は、健康・傷害保険への加入が義務付

けられます。入境審査時に紙の保険証券を求められる可能性があるため、長期滞在を予定する方は

事前に準備が必要です。韓国で海外旅行保険に加入するか、現地の保険会社の商品を確認するか、

国際的なデジタルノマド保険を活用する方法があります。

(6) 1ヶ月滞在チェックリスト

入国前に準備すべきこと：パスポートの有効期限確認（6 ヶ月以上残っていることが安全）、海外

決済可能なカード 2 枚（メインと予備）、旅行保険への加入、宿泊先の初週分の予約、パスポート

のコピーと写真ファイルのクラウド保存。

到着後 1～3 日：現地の SIM カード開通、交通カード購入、近所を散策してスーパー・薬局・病院・

洗濯所の位置を把握、為替は分散して行う（一度に多額を交換しない）。

1 週目：長期滞在用の住居探しを開始、直接訪問して暖房方式・採光・騒音・インターネット速度

を確認、契約前に管理費と保証金の条件を明確にする。
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2 週目：生活リズムのテスト、通勤・通学時間帯の公共交通機関の混雑を実感、よく利用するカフェ

やコワーキングスペースを探し、食材調達のルーティンを確立する。

3～4 週目：1 ヶ月間の経験を総合評価、費用だけでなくストレス要因（言語、行政手続き、孤独感、

食文化）も点検し、「より長く住めるか」について率直な答えを見つける。

「一ヶ月滞在」の真の目的は、「ジョージアが良いか悪いか」という感想を得ることではありませ

ん。そこでの生活システムが維持できるかを検証することです。感想は一週間の旅行でも十分に得

られます。一ヶ月という時間は現実を覗き込むレンズです。

ロ。韓国への示唆：小さな国の生存戦略

（1）なぜジョージアを注視すべきか

ジョージアは人口370万人の小さな国です。韓国の慶尚南道の人口と似ています。国土面積は韓国

の3分の2程度です。GDP規模で見れば韓国の1パーセントにも及びません。そのような国で、韓国

が学ぶべきことがあるでしょうか。

あります。小さな国が大国の間にあって生存するために発展させた技術は、規模の大きな国でも有

用に活用できます。ジョージアは北側でロシア、南側でトルコとイラン、東側でアゼルバイジャン

と接しています。2008年にはロシアと戦争を戦い、現在も国土の20パーセントが事実上ロシアの

支配下にあります。このような環境で生き残るには、平凡な方法では足りません。

韓国もまた、強大国に囲まれています。中国、日本、ロシア、そして北朝鮮という特殊な隣人があ

ります。朝鮮半島の地政学的圧力はコーカサスと共通する点があります。規模は異なりますが、生

存の文法には共通点があるかもしれません。

(2) 接続性を武器とすること

ジョージアの生存戦略の核心は「接続性（コネクティビティ）」です。自らをヨーロッパとアジア

を結ぶ門戸として位置づけました。黒海港湾とカスピ海を結ぶ陸上回廊を活用し、両大陸を繋ぐ物

流拠点となろうとする構想です。

ロシア・ウクライナ戦争以降、この戦略の価値は急上昇しました。中国から欧州へ向かう貨物がロ

シアを経由しにくくなる中、カザフスタン・カスピ海・ジョージア・黒海を結ぶ中間回廊が代替手

段として浮上しました。ジョージアはこの回廊の西端終着点です。地政学的緊張が高まるほど、ジョ

ージアの位置は呪いではなく祝福となります。

韓国も同様の思考が可能です。東アジアの交差点、太平洋とユーラシア大陸の接点という位置をど

う活用するか。単なる輸出製造業の拠点にとどまるのか、それとも物流・金融・データのハブへと

進化するか。ジョージアが小規模な体躯で大きな回廊の門戸となろうとするように、韓国も規模以

上の接続価値を創出できるはずです。

(3) 大胆な開放が生存を保証する
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ジョージアは国内市場が小さく、370万人が消費しても経済を回すのは困難です。そのため、外に

向けて門を大きく開きました。

現在、ジョージアは46カ国以上と自由貿易協定を締結しています。欧州連合とは包括的かつ深い自

由貿易地域（DCFTA）を構築し、トルコ、中国、独立国家共同体（CIS）諸国

ともFTAを結んでいます。韓国との経済連携協定（EPA）を加えれば、ジョージアで生産された商

品やジョージアを経由する商品は、全世界の23億人の消費市場に無税または低関税でアクセスでき

ます。

外国人に対する開放も画期的です。98カ国の国民に1年間の無ビザ滞在と就労を許可しています。

世界銀行の「起業しやすい国」ランキングで上位を記録するほど、起業や投資の手続きは簡素化さ

れています。小規模事業者に対する1％の税率、一日で完了する法人設立、15分で処理される不動

産登記。これらすべてが「私たちの国に来て、働き、住み、投資してください」というメッセージ

です。

小さな国が生き残るためには、閉鎖性ではなく開放性が答えです。ジョージアはそのことを全身で

実践しています。韓国は規模は大きいものの、人口が減少しており、新たな成長の原動力が必要で

す。外国人の人材と資本を呼び込む開放政策において、ジョージアの試みは参考になるものです。

(4) 規則を単純化して誘引する

韓国は精巧な規制体系を備えています。細かな法令、緻密な施行令、複雑な行政手続き。こうした

精巧さが秩序を維持し不正を防ぐことに寄与しているのは事実です。しかし、新産業が芽生え、新

人材が流入し、新資本が動き出す局面では、速度が生命です。複雑な規則は速度の敵です。

ジョージアは規則を単純化することで競争力を築きました。税務申告が単純化されれば、グレー経

済（脱税、非公式取引）は減少します。手続きが簡素化されれば、外国人の参入が容易になります。

スタートアップの初期費用が低下し、行政負担が軽減されます。

韓国がフリーランス経済、一人企業、国境を越えたサービス取引が増加する時代に対応するために

は、税制、社会保険、申告体系の単純化を検討する必要があります。規則を複雑にして統制する能

力と同様に、規則を単純化して誘引する能力が必要です。

(5) 地政学を経済へ転換する

ジョージアは、地政学的な脆弱性を経済的な機会へと転換することに長けています。ロシアとの対

立が続く中でも西側諸国との連帯を維持しつつ、同時に中国、トルコ、湾岸諸国からの投資も受け

入れています。一つの方向にすべてを賭けるのではなく、多方面に門を開き続けています。

中間回廊がその典型例です。ロシアを迂回する物流経路が必要となる中で、ジョージアの地理的位

置が資産となりました。危機を機会に変えたのです。黒海海底ケーブルを通じた欧州への電力輸出

プロジェクトも推進中です。水力発電の潜在力を活用し、エネルギー輸出国へと成長するという構

想です。
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韓国もまた地政学的な緊張の中にあります。米中競争、北朝鮮核問題、日韓関係、日中関係。この

複雑な方程式の中で、韓国にできることは何でしょうか。地政学的な位置を嘆くのではなく、その

位置だからこそ果たせる役割を見つけるべきです。半導体サプライチェーンの要、防衛産業の輸出

拠点、アジアと世界を結ぶコンテンツ・ハブ。ジョージアが回廊の要衝となるように、韓国も技術

と文化の要衝となることができます。

(6) 歓待をソフトパワーへ昇華する

ジョージアの人々は「客人は神が送った贈り物である」と言います。スプーラと呼ばれる宴会文化

において、客人は最高のもてなしを受けます。タマダ（乾杯の司会者）が導く乾杯が次々と続き、

料理とワインが豊富に振る舞われます。見知らぬ異邦人もその席に座れば、すぐに友人となります。

このもてなしの文化は、かつては生存戦略でした。敵を友人に変えなければ生き残れなかったから

です。現在は強力な観光資源であり、ソフトパワーとなっています。ジョージアを訪れた旅行者た

ちは、その温かいもてなしに魅了され、自発的な広報大使となります。

韓国も「K-カルチャー」というソフトパワーを持っています。K-POP、K-ドラマ、K-ビューティー、

K-フードが世界中に広がりました。しかし、実際に韓国を訪れた外国人が感じるもてなしはどうで

しょうか。言語の壁、複雑な手続き、時には排他的な視線。コンテンツの魅力と現場の経験の間に

隔たりがあれば、ソフトパワーの持続性は弱まります。ジョージアのもてなしの文化から、韓国が

学ぶべき点があります。

(7) 小さな国の教訓、大きな国の適用

ジョージアを「小さな国」と言う瞬間、多くの人が「私たちとは無関係だ」と考えます。しかし、

小さな国は生存のために政策を実験し、規則を単純化し、外部資本と人材を引き寄せ、地政学を経

済に変える技術をまず発展させます。大きな国は、その実験の結果を観察し、自国の状況に合わせ

て適用することができます。

韓・ジョージアEPAは、単に小さな市場を一つ開くだけの協定ではありません。ユーラシア大陸の

両端に位置する二つの国が、互いの戦略的価値を認め、制度的なつながりを築いた出来事です。ジョ

ージアが示す生存の知恵は、人口減少と成長鈍化、そして地政学的圧力の増大に直面する韓国に、

考えるべき課題を投げかけています。

ルールを単純化すれば、何が動き出すのか。門を開けば、誰が訪れるのか。立地の脆弱性をいかに

資産へと転換できるのか。もてなしをいかに力に変えることができるのか。ジョージアという小さ

な鏡に映る日本の姿を、今こそ見つめる時です。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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付録1 ジョージア歴史年表

← 前の章

全章を見る

次の章 →

ア. 先史時代と古代：人類文明の夜明けと黄金の羊皮の地

ジョージアの地に人間の足跡が初めて刻まれたのは、驚くべきことに180万年前のことです。トビ

リシから南西へ約85キロメートル離れたドマニシ村で発見された頭蓋骨化石がこれを証明していま

す。アフリカを離れてユーラシアへと歩み出た初期人類の痕跡の中で最も古く、学者たちはこの化

石の持ち主を「ホモ・エレクス・ゲオルギクス（Homo erectus georgicus）」と命名しました。ジョ

ージアが単なる旅行先ではなく、人類の移動の十字路であったことを示す一節です。

紀元前6000年頃、ジョージア南部のクヴェモ・カルトリ地域で、世界最古のワイン醸造の痕跡が発

見されました。考古学者たちは土器の破片からブドウの種子と酒石酸を検出し、これによりジョー

ジアは「ワインの発祥地」という称号を得ることとなりました。8000年前、この土地の農夫たちが

ブドウを潰して粘土の壺に保存した時、彼らが人類の文明に何を贈ろうとしているかを知る由もな

かったでしょう。

紀元前13世紀頃、黒海沿岸の西部ジョージアにはコルキス王国が成立しました。ギリシア神話にお

いて英雄イアソンとアルゴ船団が黄金の羊皮を求めて旅立った先がまさにここです。神話は歴史的

な事実を反映するものです。当時コルキスの人々は、羊毛を川に浸けて金粉を濾し取る技術を持っ

ており、これが黄金の羊皮の伝説の起源と推測されています。コルキスの王宮にはワインが湧き出

る噴水があったと伝えられ、この土地とワインとの縁がいかに深いものか、その一端を窺い知るこ

とができます。

東部ジョージアでは紀元前4世紀頃、イベリア王国が繁栄しました。スペインのイベリア半島と同じ

名前ですが、全く異なる地域です。紀元前302年、ファルナバズ1世が王位に就きファルナバジド朝

が始まると、伝承によればこの時にジョージア文字が創始されたとされています。西部のコルキス

と東部のイベリア、この二つの王国の遺産は、後に統一ジョージア王国の礎となります。

紀元前65年、ローマのポンペイウスがコーカサス遠征に出ました。イベリアはローマに服属し、コ

ルキスはローマ属州ラジクムに編入されました。その後の数百年間、ジョージアはローマとペルシ

ア帝国の間に緩衝地帯として機能することになります。大国の狭間を生き延びるという運命は、ま

さにこの時に始まったのです。

ナ 基督教受容と中世の黄金時代：信仰によって築かれたアイデンティティ

西暦337年（あるいはその前後）、ジョージア歴史に決定的な転換点が訪れました。カッパドキア

出身の女性ニノがイベリア王国にキリスト教を伝えたのです。ミリアン3世が洗礼を受けキリスト教

を国教と宣言したことで、ジョージアはアルメニアに次いで世界で二番目にキリスト教を受け入れ

た国となりました。聖女ニノは、二つの葡萄の枝を十字架の形に編んで持ち歩いていたと伝えられ
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ており、ワインの国にキリスト教を伝えた者の象徴として、これほど適したものはありえません。

5世紀、バフタン・ゴルガサリ王がキジ狩りをしている際、熱い温泉を発見しました。彼はここに新

たな首都を建設することを決意し、ジョージア語で「温かい」を意味する「トビリ」にちなんで「

トビリシ」と命名しました。今日でも旧トビリシの硫黄温泉地区では、かつて王のキジが落ちたと

される熱い泉が湧き続けています。

11世紀から13世紀初頭にかけては、ジョージアの黄金期です。ダビデ4世（在位1089～1125年）

は「建設王（アハムシェネベリ）」という別名を得ました。彼はセルジュク・トルコ人の支配から

脱し、1121年にディドゴリ戦で大勝を収め、国土を再統一しました。ゲラティ・アカデミーを設立

して学問を奨励し、イカルト・アカデミーではワイン醸造学まで教授されました。

ダビデ4世の曾孫であるタマール女王（在位1184～1213年）の治世は、ジョージア史の頂点です。

彼女の治世下、ジョージア王国の領土は黒海からカスピ海まで広がり、文学と芸術が花開きました。

偉大な詩人ショタ・ルスタヴェリが『虎の皮をまとった勇士』を執筆したのもこの時期です。ヴァ

ルツィアの洞窟都市が建設されたのもタマール女王の時代です。現代のジョージア人がタマールを

「王」ではなく「女王」と呼ぶのは、その統治が男性君主に劣らないことを認めつつも、女性とし

てのアイデンティティを消去しないという敬意の表れです。

ダ．暗黒期と分裂：侵略者の列

1220年代、モンゴルの鉄騎隊がコーカサスを越えて到来しました。1226年にトビリシが陥落した

際、10万人のキリスト教徒が殉教したと伝えられています。黄金期は幕を閉じ、ジョージアはモン

ゴル帝国に貢ぎ物を捧げる身となりました。

14世紀末にはティムールの軍隊が7回にわたりジョージアを侵攻しました。その破壊はモンゴルよ

りも徹底したものでした。15世紀に入ると、ジョージア王国は複数の小王国や公国に分裂しました。

1490年に統一王国が公式に解体された後、西部と東部はそれぞれオスマン帝国とペルシア帝国の影

響下に入りました。

16世紀から18世紀にかけて、ジョージアは二つのイスラム大国の間で綱渡りのような外交を余儀な

くされました。西部地域はオスマン帝国の影響を受け、一部の貴族がイスラム教に改宗しましたが、

東部はペルシアの圧力下に置かれました。しかし、大多数のジョージア人は正教会の信仰を捨てま

せんでした。山岳地帯へ逃れ、教会を要塞のように築いて耐え抜いたのです。今日、スヴァネティ

の塔群がその時代の遺産となっています。

ロ。ロシア帝国の影とソビエト時代

1783年、東部ジョージアのエラクレ2世王はロシア帝国と『ゲオルギエフスク条約』を締結しまし

た。オスマンとペルシアからの保護を求める選択でした。しかし1801年、ロシアは条約を破棄し、

ジョージアを強制的に併合しました。バグラティオニ王家は廃位され、ジョージア正教会の独立さ

えも奪われました。

19世紀、ロシア支配下でジョージアは近代化の光と影の両方を経験しました。道路や鉄道が敷設さ

れ、トビリシは帝国の辺境の行政中心地へと成長しました。ヨーロッパ風の建物が立ち並び、劇場
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やオペラハウスが開館しました。しかし、ロシア語の使用が強制され、ジョージアの文化は抑圧さ

れました。これに対抗し、イリア・チャヴチャワゼのような知識人たちが民族のアイデンティティ

回復運動を主導しました。

1918年、ロシア革命の混乱の中でジョージアは一時、独立を回復しました。ジョージア民主共和国

が宣言され、女性の参政権を保障する進歩的な憲法が制定されました。しかし、この夢は3年しか続

きませんでした。1921年、赤軍が侵攻し、ジョージアはソビエト連邦への強制編入を余儀なくされ

ました。

ソ連時代（1921～1991年）は複雑な遺産を残しました。一方では識字率の向上、産業化、教育の

拡大が実現しました。他方ではスターリン時代の粛清、宗教弾圧、グルジア語の使用制限がありま

した。皮肉なことに、スターリン自身グルジアのゴリ出身でした。これが現代のグルジア人がこの

独裁者に対して複雑な感情を抱く理由です。

マ 独立と現代：バラ革命から今日まで

1991年4月9日、ソ連崩壊に伴いグルジアは再び独立を宣言しました。しかし、独立直後の道は険

しいものでした。アブハジアと南オセチアで分離主義の内戦が勃発し、経済は崩壊の瀬戸際まで追

い込まれました。1990年代のトビリシでは、一日に数時間しか電気が供給されませんでした。

2003年11月、不正選挙に抗議する市民がバラを持って議会議事堂を占拠しました。一滴の血も流

さずに政権交代が実現したこの出来事は「バラ革命（Rose Revolution）」と呼ばれています。新政

府は大胆な反腐敗改革を断行し、警察組織を全面再編しました。今日、グルジアが旅行者にとって

安全な国として認識される背景には、この時の変化があります。

2008年8月、ロシアとの5日間の戦争が勃発しました。南オセチア問題を巡るこの衝突により、グ

ルジアは国土の約20%に対する支配権を失いました。アブハジアと南オセチアには現在もロシア軍

が駐留しており、占領線は徐々に移動する「クリーピング・ボーダー（creeping border）」現象が

続いています。

2024 年、ジョージアは欧州連合（EU）の加盟候補国となりました。しかし、「外国代理人法」の

成立を巡る論争と大規模なデモが続いています。欧州への熱望とロシアの影の間で、ジョージアの

選択はなお進行中です。5000 年の歴史の中で常に大国の狭間で生存を模索してきたこの小さな国

の物語は、今日もなお書き継がれています。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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付録2 ワイナリーマップ

← 前の章

全章を見る

次の章 →

ア. カヘティ：ワインの心臓部を散策する

ジョージアのワイン旅のスタート地点は、間違いなくカヘティです。トビリシから東へ約100キロ、

コーカサス山脈とアラザニ渓谷の間に広がるこの地域では、ジョージア全体のワイン生産量の70%

以上が生産されています。ブドウ畑の面積だけで4万5千ヘクタールに達します。秋になると、アラ

ザニ渓谷全体がブドウの香りで満たされます。

カヘティ旅行の拠点となるのは、テラビとシグナギの2都市です。テラビはカヘティの行政の中心地

であり、大規模なワイナリーが集まっています。シグナギは「愛の街」と呼ばれる小さな城壁の町

で、路地裏にはブティックワイナリーやゲストハウスが点在しています。両都市を行き来しながら、

1日に3～4箇所のワイナリーを訪れるスケジュールが最も効率的です。

ツナンダリ・エステートは、カヘティのワインツアーに欠かせないコースです。19世紀の貴族であ

り詩人でもあったアレクサンドル・チャヴチャワゼの領地であったこの地で、ジョージア初のヨー

ロッパ式瓶詰めワインが誕生しました。美しい庭園を散策していると、19世紀のワイン貯蔵庫へと

続く階段が現れます。涼しい地下セラーには、1814年産のワインを含む数千本のヴィンテージコレ

クションが眠っています。試飲後は、邸宅内の博物館でジョージアの貴族文化の姿を垣間見ること

ができます。

ハレバ・ワイナリーは、少し異なる体験を提供します。クヴァレリ村の近く、ソ連時代に軍事目的

で掘られたトンネルをワイン貯蔵庫として改修した場所です。「グヴィラビ」と呼ばれるこのトン

ネルは全長7.7キロに及びます。年間を通じて温度が摂氏12～14度を維持しており、ワインの熟成

に最適な環境を提供しています。果てしない暗いトンネルの中を歩きながらワインを味わう体験は、

カヘティでしか味わえません。

アラベディ修道院ワイナリーは、精神的なワイン巡礼を望む方々におすすめです。11世紀に建てら

れた大聖堂の隣には、千年近く続く修道僧たちの醸造の伝統が息づいています。ここのワインは商

業目的での大量生産は行われず、修道院共同体のため、そして神への捧げ物として醸造されます。

50メートルの高さを誇る大聖堂の下で味わうサペラヴィの一杯は、単なる試飲以上の意味を有して

います。

家族経営の小さなワイナリーもカヘティの魅力です。ツインズ・ワイン・セラーは、ナパレウリ村

で3代にわたりワインを醸造する家族が運営しています。クヴェヴリ内部を直接見学できる小さな博

物館があり、主人の家族が自ら試飲を案内します。ワインと共に手作りのチュルチュヘラ（ぶどう

果汁にクルミをまぶしたお菓子）を振る舞いますが、これがジョージア式のもてなしです。

ナ。カルトリ：トビリシ近郊の隠れた宝石たち
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時間が限られている旅行者にとって、カルトリ地域は最善の選択です。トビリシから車で30分～1

時間の距離に、品格あるワイナリーが点在しています。移動時間を短縮しながら、さまざまなスタ

イルのワインを楽しむことができます。

シャトー・ムフラニはムツヘタ近郊に位置する王族のワイナリーです。19世紀、バグラティオン王

家のイヴァネ公がフランス・ボルドーの建築に着想を得て建設しました。復元された宮殿の建物と

フランス式庭園、そして地下セラーが調和し、まるでヨーロッパのシャトーを訪れたかのような感

覚を与えます。乗馬ツアーと高級ダイニングを組み合わせたプレミアムパッケージも運営していま

す。ジョージアの在来品種を現代的なヨーロッパスタイルで解釈したワインが特徴です。

イアゴのワイナリーはシャトー・ムフラーニとは正反対の性格を持っています。ムツヘタ郊外の小

さな村チャルダヒで、イアゴ・ビタリシュビリという農家が営む小規模なワイナリーです。化学肥

料や添加物を使わず、伝統的なクヴェヴリ方式のみを堅持しています。彼の親ヌリ種ワインは、世

界中のナチュラルワイン愛好家の間で伝説的な名声を博しています。生産量が極めて少ないため、

現地に直接訪れてこそ味わえるのです。イアゴ氏ご自身がブドウ畑を案内し、自身の醸造哲学を語っ

てくれます。

カルトリ地方の代表的な品種は、親ヌリとゴウリ・ムツヴァネです。カヘティの重厚なサペラヴィ

とは異なり、軽やかで爽やかな味わいが特徴です。スパークリングワインの生産にも適しており、

近年はジョージア産スパークリングワインの可能性を示す地域として注目されています。

イメレティとラチャ＝レチフミ：西部の隠れた宝

クタイシを拠点とする西部ジョージアのワインは、カヘティとは全く異なる個性を持っています。

イメレティ地方のワインはより軽やかで、酸味が生き生きとしており、花の香りが豊かです。カヘ

ティのクヴェヴリワインが果皮と共に6ヶ月以上発酵するのに対し、イメレティでは接触時間をはる

かに短く設定します。そのため、同じクヴェヴリ醸造法であっても、出来上がったワインの色と味

わいは全く異なります。

バイアのワイナリーは、イメレティのナチュラルワインを代表する存在です。若い女性ワイナメー

カー、バイア・アベリアニが率いるこの場所は国際的な名声を得て、ジョージアワインの新たな可

能性を示しています。ツォリコウリやツィツカといったイメレティの在来品種で造られるワインは、

「クヴェヴリワインは必ず濃く力強い」という先入観を打ち破ります。

ラチャ＝レチフミ地域は生産量は少ないものの、特別なワインで知られています。フヴァンチカラ

は、スターリンが最も好んだと伝えられる天然のセミスイートレッドワインです。砂糖を添加せず、

ぶどう自体の糖分のみで作られます。山岳地帯の特殊な微気候がぶどうの糖分を高め、涼しい気温

が発酵を遅らせることで、自然な甘みが残るのです。冬の山間の村で暖炉の前で飲むフヴァンチカ

ラ一杯は、ジョージアのワイン旅行の白眉と言えるでしょう。

ラ. ワイン旅行実戦ガイド：選択と集中の技術

ワイナリートアを計画する際、最も多い失敗は一日にあまりにも多くの場所を欲張ることです。五

箇所回ると、すべてのワインが「どれも美味しかった」という記憶に混同されてしまいます。人間

の味覚は思ったより単純です。一日に二～三箇所、多くても四箇所を超えないようにするのが良い
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でしょう。

旅行日程に応じた推奨コースは以下の通りです。一日しかない場合は、カヘティのシグナギまたは

テラビを選びましょう。トビリシから日帰りで行け、選択肢も最も豊富です。二日ある場合は、初

日にカヘティの大規模ワイナリー（ハレバ、ツナンダリ）を、二日目に家族経営の小規模ワイナリー

と修道院ワイナリーを組み合わせるのがおすすめです。三日以上ある場合は、クタイシまで移動し

てイメレティのナチュラルワインを体験するか、ラチャまで上ってフヴァンチカラを味わう日程を

追加できます。

ワイナリーの予約は事前に行うのが良いでしょう。英語でのツアー可否、試飲の有無、食事オプショ

ンなどを確認してください。大規模ワイナリーは当日訪問も可能ですが、小規模ワイナリーでは主

人が不在の場合もあります。秋の収穫期（九月末～十月初め）に訪れると、ルトベリ（ぶどう収穫

祭）に参加できる幸運に恵まれるかもしれません。村の人々と一緒にぶどうを収穫し、足で踏んで

果汁を絞り、焼きたてのパンとバーベキューを添えてワインを飲む体験は、一生忘れられないもの

となるでしょう。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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付録3 緊急連絡先

← 前の章

全章を見る

次の章 →

ア. 緊急事態への対応：112を覚えておきましょう

ジョージアで緊急事態が発生した場合は、112に電話してください。警察、消防、救急車をすべて

呼び出せる統合緊急番号です。24時間無料で接続でき、英語での相談も可能です。電話がつながっ

たら、3つのことを伝える必要があります。何が起きたか（What）、どこにいるか（Where）、そ

してあなたの名前（Name）です。

位置の伝達が最も難しい部分です。ジョージア語の住所がわからない場合は、地図アプリの現在地

ピンをスクリーンショットしておきましょう。スマートフォンの翻訳機能を使って「私の位置をジョ

ージア語の住所に変換してください」と入力すれば、緊急時でも動揺せず、正確な位置を伝えるこ

とができます。112へのSMS送信やビデオ通話も可能です。

在ジョージア大韓民国大使館の連絡先は必ず保存しておいてください。

住所：トビリシ・チャヴチャワゼ大通り64b号 15階

代表電話：+995-32-297-0318 / +995-32-297-0320

緊急連絡先（24時間）：+995-599-096-791

メールアドレス：georgia@mofa.go.kr

旅券の紛失、事件・事故、緊急帰国などの状況において、領事援助を受けることができます。大使

館が閉まっている夜間や週末でも、緊急連絡先に電話いただければ、当直職員が対応いたします。

大韓民国外交部の領事コールセンターも覚えておいてください。海外からの無料接続番号は

+800-2100-0404 です。年中無休 24 時間運営されており、各種領事相談や緊急状況の案内を受

けることができます。

ナ。入国とビザ：韓国人の特権

韓国パスポート所持者は、ジョージアにビザなしで入国し、最長1年（365日）まで滞在することが

できます。これは世界的にも極めて稀な破格の恩恵です。多くの国が無ビザで90日、長くても180

日しか認めないのと比較すれば、ジョージアがいかに外国人訪問者を歓迎しているかがわかります。

入国審査は簡素です。パスポートの有効期限が6ヶ月以上残っている必要がありますが、往復航空券

や宿泊予約確認書の提示を求められることはほとんどありません。ただし、2026年1月1日から新

たな規定が施行されます。すべての外国人観光客は、健康・傷害保険への加入が義務付けられます。

入国審査時に英語の保険証券の提示を求められる可能性があるため、旅行前に旅行保険に加入し、
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証明書類を印刷して持参してください。

トビリシ国際空港（TBS）に到着後、入国審査を通過して手荷物を受け取ります。空港は規模が小

さく、移動も簡単です。入国場を出れば、すぐに両替所、SIMカード販売店、タクシー呼び出しアプ

リの案内窓口が見えます。

ニ。通貨と決済：ラリの世界へ

ジョージアの公式通貨はラリ（GEL）です。1ラリは約500円程度ですが、為替レートは常に変動し

ますので出発前にご確認ください。ラリは100テトリに細分化されており、硬貨は1、2、5、10、

20、50テトリと1、2ラリ、紙幣は5、10、20、50、100、200ラリがあります。

両替は、韓国で米ドルまたはユーロを持って行き、現地でラリに両替するのが最も有利です。トビ

リシ市内には至る所に両替所があり、競争が激しいため為替レートも良好です。空港の両替所はレー

トが悪いため、到着当日は最小限の金額のみ両替し、市内で追加の両替をお勧めします。

クレジットカード（ビザ、マスターカード）は、トビリシやバトゥミなどの大都市のレストラン、

スーパー、ホテルで広く利用されています。しかし、田舎のゲストハウス、伝統市場、小規模なレ

ストランでは現金のみ対応の場合が多々あります。ミニバス（マシュルートカ）の運賃も現金での

支払いが必要です。少額紙幣（5～20ラリ）を多めに用意しておきましょう。100ラリ紙幣を出す

と、お釣りがなく困る店舗が少なくありません。

ラ。交通手段：移動の技術

トビリシ市内では、地下鉄、バス、ミニバス（マシュルートカ）が主要な交通手段です。地下鉄は2

路線あり、運賃は1ラリ（約500円）です。メトロカードを購入してチャージすれば、バスと地下鉄

の両方で利用可能です。カードは地下鉄駅の窓口または券売機で購入できます。

タクシーは必ず呼び出しアプリを利用してください。ボルト（Bolt）とヤンデックス・ゴー（

Yandex Go）が最も広く使われています。アプリで呼べば料金が事前に確定するため、ぼったくら

れる心配がありません。市内中心部への移動は5～15ラリ（約2,500～7,500円）程度です。路上

で手を振って捕まえるタクシーは料金の交渉が必要で、観光客にぼったくられるケースもあるため、

避けるのが良いでしょう。

都市間の移動には複数の選択肢があります。トビリシからバトゥミへの区間は現代的な高速列車が

運行されており、所要時間は約5時間です。座席は広く快適で、食堂車での食事も可能です。オンラ

インで事前に予約すれば座席を選択できます。ジョージア鉄道公式ウェブサイト（railway.ge）か

ら予約が可能です。

マシュルートカ（Marshrutka）は地元の人々の主要な移動手段であるミニバスです。安価で路線が

多彩ですが、運行間隔が不規則で、満員にならないと出発しないことが多いです。目的地がジョー

ジア語のみで表示されているため、外国人には難易度が高いです。スマートフォンの翻訳アプリで

看板を撮影して目的地を確認しましょう。夏場はエアコンのない車両もあるため注意が必要です。

レンタカーでの旅行は自由を与えてくれますが、いくつかの注意点があります。ジョージアの運転

文化はやや荒々しく、道路上に家畜が突然現れることもあります。山岳道路には未舗装区間が多く、
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4輪駆動車が必要となる場合もあります。冬場は雪で道路が閉鎖されることもあるため、日程に余裕

を持たせてください。

マ．通信とインターネット：つながりの生命線

ジョージアでは、地図アプリ、翻訳アプリ、タクシー配車アプリのためにデータ通信が不可欠です。

空港の到着場には、マグティ、シルクネット、セルなどの通信会社店舗があります。パスポートを

提示すれば、観光客向けのプリペイドSIMをその場で購入できます。5～10ラリ（約2,500～5,000

円）程度で、十分なデータ容量を含むパッケージを利用できます。

山間部では、マグティの電波受信状況が最も良いという評価が一般的です。カズベギやスヴァネティ

のような僻地を旅行される場合は、参考にしてください。eSIM対応のスマートフォンをお持ちであ

れば、出国前にジョージア用のeSIMを事前に購入してアクティブ化しておくのも一つの方法です。

ほとんどのホテル、ゲストハウス、カフェで無料Wi-Fiが利用できます。速度も悪くなく、日常的な

用途には十分です。

バ. 健康と安全：知っておくと便利なこと

飲料水については、トビリシのような大都市では水道水が概ね安全であるとされています。しかし、

配管が老朽化した建物も存在し、旅行者の胃腸は敏感になりがちなので、ミネラルウォーターを購

入して飲むのが無難です。ジョージアはミネラルウォーターで有名な国です。ボルジョミの炭酸水

は塩気のある味が特徴で、ナベグラーヴィはまろやかな味わいです。スーパーマーケットで簡単に

手に入りますので、お好みのものをお選びください。

薬局チェーンには「Aversi」や「PSP」などがあり、24時間営業の店舗も存在します。一般的な風

邪薬、鎮痛剤、消化剤は処方箋なしで購入可能です。薬剤師が英語を話せないケースが多いため、

必要な薬の成分名（アセトアミノフェン、イブプロフェンなど）をメモしておくと、コミュニケー

ションがスムーズになります。

野犬が街のあちこちにいます。大半の犬には耳に黄色いタグが付いており、これは予防接種と避妊

手術を受けたことを示しています。基本的に温和ですが、群れで行動する際には脅威となる可能性

があります。刺激せず、静かに通り過ぎるのが賢明です。

四、文化的エチケット：敬意の言葉

ジョージア正教会の聖堂や修道院を訪問する際は、服装に注意してください。男性は長ズボンを着

用し、女性は頭を覆うスカーフと膝下まで届くスカートまたは長ズボンが必要です。ノースリーブ

や短いショートパンツは入場を拒否される可能性があります。入口に共用のスカーフやラップスカー

トが用意されている場所もありますが、事前に用意しておくとより安心です。

スプーラ（Supra）に招待されたのであれば、おめでとうございます。ジョージア式の宴会に参加す

ることになります。スプーラにはタマダ（Tamada）と呼ばれる進行役がいます。タマダが乾杯の

挨拶を提案すると、全員が揃って杯を掲げて応答します。乾杯後は杯を空けるのが礼儀です。ワイ

ンを飲めない事情がある場合は、事前に事情を説明しておきましょう。ジョージアの人々は客人に

絶えず勧めることをもてなしの表現と捉えていますが、事情を説明すれば大半の人が理解してくれ
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ます。

レストランでのチップは義務ではありませんが、サービスが良かった場合は10%程度を残すのが一

般的です。一部の高級レストランでは、請求書にサービス料が含まれている場合もありますので、

ご確認ください。

ア. 安全上の注意：行くべきではない場所

ジョージア旅行において、絶対に避けるべき場所があります。それはアブハジアと南オセチアです。

これらの地域はロシア軍によって占領されており、ジョージア政府の管理下にはありません。ジョー

ジアの領土を通過して無許可でこれらの地域に入ることはジョージア法違反であり、安全は保証さ

れません。

占領線付近では「 creeping border（ creeping border）」と呼ばれる現象が起きています。ロシア

軍が設置した境界線が少しずつジョージア側へ移動しているのです。トビリシからゴリ方面へ旅行

する際は、南オセチアの占領線付近に近づかないよう注意してください。現地の住民やガイドの助

言に従うことが安全です。

それ以外の地域では、ジョージアは旅行者にとって非常に安全な国です。夜遅くに人通りの少ない

場所を一人で歩かない、貴重品を分散して保管する、飲酒後に値引き交渉をしないといった基本的

な旅行常識を守るだけで、不快な経験なく旅を終えることができます。トビリシの観光名所や繁華

街では、深夜でも旅行者が自由に歩き回っています。

最後に、緊急連絡先と大使館の住所は携帯電話に保存し、紙に書き込んでパスポートと一緒に保管

してください。インターネットが切断され、バッテリーが切れた場合、結局のところ紙一枚が最も

信頼できるバックアップです。用意周到な旅行者はどこでも生き残ります。カマールジョバ（

���������）、安全なジョージア旅行を願います。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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付録4 AI、旅の頼もしいパートナー

← 前の章

全章を見る

次の章 →

トビリシの旧市街の細い路地を歩いていると、ふと壁に刻まれた見知らぬ文字と出会います。まる

でぶどうのつるのように丸みを帯びた曲線で巻き付いたこれらの文字こそが、ジョージア語のムヘ

ドゥルリ文字です。世界で14種類しかない独自の文字体系の一つであり、ユネスコ無形文化遺産に

登録されているこのアルファベットは美しいものの、旅行者にとっては暗号に等しいものです。

レストランのメニューを開きます。ヒンカリかハチャプリか区別がつきません。バス停の時刻表を

見ても、数字だけが目に飛び込んできます。薬局で頭痛薬を買ったものの、飲み方がわかりません。

わずか5年前であれば、こうした状況で旅行者は身振り手振りや翻訳アプリの不器用な機械音に頼る

しかなかったのです。

2020年代の人工知能は異なります。スマートフォンで写真を撮ってアップロードするだけで、

ChatGPTやClaude、GeminiといったAIチャットボットがジョージア語を読み取り、翻訳し、文脈を

把握して旅行者に必要なアドバイスまで追加してくれます。単なる翻訳機ではありません。現場で

共に悩み、判断してくれる旅の参謀がポケットの中に入ったようなものです。

出国前に、AIを旅の仲間として設定する

ジョージア旅行でAIを効果的に活用するには、いくつかの準備が必要です。まず、メインとして使

用するAIアプリを一つ、あるいは二つに絞っておくのが良いでしょう。ChatGPT、Claude、Gemini

はいずれも優れていますが、旅先でこれらのアプリを次々と切り替えて実験する余裕はありません。

人間のバッテリーと集中力は有限の資源だからです。

次に、「ジョージア専用プロンプト」を事前に用意しておくと、現地で時間を節約できます。複雑

な文章を毎回入力する代わりに、よく使う質問形式をメモ帳に保存し、コピーして使用する方式で

す。

メニュー翻訳には、このような文が便利です。「このメニューでジョージアの伝統料理を説明し、

ベジタリアン中心で推薦してください。」交通時刻表の解釈には、「この時刻表から、今日午後3時

以降のトビリシ市内行きのオプションを、出発時間、料金、注意事項の順で整理してください」と

依頼できます。薬の説明書には、「この薬の効能、服用法、副作用を韓国語で要約してください」

というプロンプトが効果的です。

インターネット接続の確保は、AI活用の大前提です。ジョージア空港に到着したら、マグティ（

Magti）やジオセル（Geocell）などの現地通信社のSIMカードを購入できます。トビリシ・ショタ・

ルスタヴェリ国際空港には通信社のブースがあり、5～10ラリ（約2,000～4,000円）程度で十分

なデータ量を確保できます。
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最近はeSIMの方が便利です。韓国出国前にQRコードでインストールしておき、ジョージア到着後に

アクティブ化すれば、空港での列に並ぶ時間を節約できます。iPhone XS以降のモデルやSamsung

Galaxy S23以降のモデルであればeSIMに対応しています。ダイヤル画面で#06#を入力してEID情報

が表示されれば使用可能です。

一つ注意すべき点があります。スヴァネティのウシュグリやカズベギのジュタ・バレーのような深

い山間部では、データ接続が不安定になる可能性があります。Google翻訳アプリのオフライン言語

パック（韓国語-英語、英語-ジョージア語）を事前にダウンロードしておき、AIとの重要な会話はス

クリーンショットで保存しておくのが賢明です。AIはインターネットがあれば天才ですが、なけれ

ばただのアプリに過ぎません。

レストランで：メニューを解読から戦略へ

ジョージアの料理は美味しいです。チーズが溢れるアジャル式ハチャプリ（Khachapuri Acharuli）、

拳ほどの大きさのマンデュ・ヒンカリ（Khinkali）、胡桃ソースをかけたナス料理バドリジャニ（

Badrijani）。問題は、メニューが旅行者に親切である義務がないという事実です。

メニューの写真を撮って AI にアップロードし、こう依頼します。「このメニューを翻訳し、ジョー

ジアの名物料理の中から日本人の口に合いそうな組み合わせを推薦してください。1 人分の分量も

推定してください。」AI は単に文字を韓国語に置き換えるだけでなく、どの料理がチーズの爆弾な

のか、どの料理がスパイスが効いているのか、どの料理がジョージアワインと相性が良いのかといっ

た情報も追加してくれます。

アレルギーや食事制限のある旅行者にとって、AI はさらに有用です。ジョージア料理には乳製品、

ナッツ類、小麦粉が頻繁に含まれています。「私は乳製品アレルギーがあります。このメニューか

らチーズやバターが含まれていない料理を選んでください」と依頼すると、AI が安全な選択肢を絞

り込んでくれます。

さらに一歩進んで、AI に「この文をジョージア語で自然な表現に変換してください」と頼めば、現

地のスタッフに見せるための文章が作成されます。身振り手振りなしでも、自分の条件を正確に伝

えることができます。

ワイン選びにおいても、AI のサポートを受けることができます。ジョージアは 8,000 年にわたる

ワインの歴史を持つ、ワイン発祥の地です。マートやワイナリーで複雑なラベルのワイン写真を撮

り、「このワインの品種と甘度、そして相性の良いおつまみについて教えてください」と尋ねれば、

専門家にも劣らない情報を得ることができます。サペラヴィ（Saperavi）はジョージアを代表する

赤ブドウ品種で、タンニンが強く肉料理とよく合います。ルカツィテリ（Rkatsiteli）は白ブドウ品

種で、クヴェヴリ醸造により琥珀色のワインとなります。こうした背景知識まで AI が解説してくれ

ます。

交通において：複雑な時刻表と標識を整理する

ジョージア旅行において移動は核心です。トビリシからカズベギへ、クタイシからバトゥミへ、テ

ラビからシグナギへ。これらのルートを結ぶ、マシュルートカ（Marshrutka）と呼ばれるミニバス

と列車が主要な交通手段です。
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ディドゥベ（Didube）バスターミナルに到着すると、ジョージア語とロシア語で書かれた時刻表が

壁に掲示されています。数字は読めますが、目的地名はわかりません。その際、時刻表の写真を撮っ

て AI にアップロードし、「明日の午前 9 時以降、カズベギ行きのマシュルートカの出発時刻、料金、

所要時間、座席予約の要否を表に整理してください」と依頼します。

切符を購入した場合は、「この切符から座席番号、車両番号、出発ホーム、出発時刻を正確に抽出

してください。私が今すぐ行うべき行動を順序立てて教えてください」と尋ねればよいのです。旅

行者に必要なのは情報そのものではなく、次に取るべき行動だからです。

トビリシ市内の移動には、BoltやYandexなどの配車アプリが便利です。メトロマネー（

Metromoney）カードを購入すれば、地下鉄とバスを0.50ラリ（約200円）で利用できます。空港

から市内へ運行する37番バスは24時間運行しており、コストパフォーマンスに優れています。AIに

「トビリシ空港から自由広場までの最も合理的な方法3つを、費用、所要時間、利便性の順で比較し

てください」と頼めば、選択肢がすっきりと整理されます。

タクシーの値引き交渉が必要な際にも、AIが役立ちます。「自由広場まで行きます。メーターを起

動してください。メーターがない場合は、アプリの基準料金のみでお願いします」という文を、ジョ

ージア語またはロシア語に変換してほしいと頼めば、現地の運転手に見せることができます。丁寧

ながらも毅然とした口調で依頼すれば、AIが適切なニュアンスまで反映してくれます。

観光地において：AIを現地のガイドとして活用する

トビリシのナリカラ要塞（Narikala Fortress）の前に立っています。4世紀に初めて建設され、ペル

シャ、アラブ、モンゴル、オスマン帝国の攻撃に耐え抜いたこの城壁は、トビリシの歴史そのもの

です。しかし、現場の案内板はジョージア語のみで記されており、ガイドを雇わなければ、単なる

古いレンガの山にしか見えないかもしれません。

建物の写真を撮影し、AIにアップロードして「この場所は何ですか？ジョージアの歴史と正教会文

化の文脈における核心ポイント5つを教えてください。撮影時のマナーや禁忌についても教えてくだ

さい」と依頼します。AIは要塞の建築時期、再建の歴史、聖ニコラス教会との関係、ケーブルカー

の利用方法まで整理してくれます。

ジョージアの教会には服装規定がある場所が多くあります。女性は頭を覆い、短いパンツやノース

リーブは控える必要があります。ゲルゲティ三位一体教会やスヴァネティのラマリア教会では写真

撮影が制限されることもあります。事前にAIに尋ねれば、「知らなくて失礼な状況」を避けること

ができます。

ジョージア国立博物館で遺物横の説明板が現地語のみである場合は、写真を撮って翻訳を依頼しま

しょう。単なる翻訳に留まらず、「この遺物を見る際に注目すべき要素と時代背景を5行で要約して

ください」と頼めば、鑑賞の深さが異なります。

ショッピングと日常で：成分表示と操作ボタンの解釈

デゼーターバザールはトビリシの伝統市場です。スパイス、ドライフルーツ、ジョージアの伝統菓

子が溢れるこの場所で、チュルチュヘラを発見します。ぶどう果汁にクルミを串刺しにして乾燥さ
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せたこのお菓子は、見た目にはソーセージのようですが、甘やかなエナジーバーです。

見知らぬ食材や菓子の写真を撮って、「これは何で、どのように保存し、賞味期限はどのように確

認すればよいか教えてください」と尋ねればよいのです。現地の化粧品や生活用品の成分表示も、

同じ方法で解釈できます。

宿泊先の洗濯機や暖房器具の操作パネルがジョージア語のみで表示されていても、慌てないでくだ

さい。操作パネルの写真をアップロードし、「各ボタンの機能を推測して日本語で説明してくださ

い。洗濯物を最も安全に洗う標準設定を推奨してください」と依頼すれば解決します。エアコンや

暖房の調整についても、「このリモコンで暖房と冷房の切り替え方法、温度設定方法を段階的に教

えてください」と依頼すればよいのです。

薬局や医療の場面において：安全が最優先です

旅行中に軽い頭痛や消化不良で薬局（�������、アプティアキ）を訪れることもあるでしょ

う。ジョージアの薬局で購入した薬の説明書を撮影し、「この薬の効能、服用方法、注意事項、一

般的な副作用を要約してください。他の薬との併用時に危険性があるかも教えてください」と依頼

すればよいのです。

一つ、心に留めておくべき原則があります。AIは参考用であり、医療専門家ではありません。AIが

どれだけ自信を持って回答しても、それはAIの得意分野に過ぎず、責任は負いません。必ず現地の

薬剤師に確認し、AIが提示した情報をもとに「この内容が正しいか確認するための質問リストを作

成してください」と依頼することが安全です。

病院で診察を受けた場合は、診断書や処方箋の写真を撮影し、「この文書を日本語に翻訳し、診断

名、処方薬、服用方法、再受診の条件を項目別に整理してください」と依頼できます。ただし、最

終的な判断は常に医療陣の役割です。

緊急事態や行政手続きにおいて

稀なケースですが、警察署や役所から書類を受け取ることもあります。その書類の写真をアップロー

ドし、「主要な義務事項、署名の要否、提出期限、罰則、次回訪問先を抽出してください。見落と

すと重大な事態になる箇所だけを別に表示してください」と依頼すればよいのです。

米国国務省は2025年3月現在、ジョージアに対してレベル1の旅行注意報（通常の注意を払う）を

発令しています。大半の地域は安全ですが、ロシアが占領する南オセチアとアブハジアへの立ち入

りは避けるべきです。トビリシのルスタヴェリ大通りや英雄広場周辺では政治デモが頻繁に開催さ

れるため、大勢が集合する場所は避けるのが無難です。

Smart Traveler Enrollment Program（STEP）に登録しておけば、米国大使館から緊急情報を入手

できます。韓国政府の海外安全旅行アプリも有用です。

写真の画質がAIの精度を左右します

AIが正しく読み取れない理由の80%は「AIが愚かだから」ではなく「写真が愚かしく撮られている

から」です。ジョージア文字は丸みを帯びた曲線が多いため、焦点がぼけると誤認識率が上昇しま
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す。

文字に焦点を正確に合わせ、影ができる場合は角度を変えて再撮影します。斜めから撮影すると認

識率が低下するため、正面から水平を保ちます。長い文書は数枚に分けて撮影し、「1/3、2/3、

3/3」の順序を示します。小さな文字は近くから、ブレずに、可能であれば拡大撮影します。

個人情報保護に注意してください

メニュー表や時刻表は問題ありませんが、パスポート、搭乗券、予約番号、住所、カード情報が写っ

た写真には注意が必要です。AIにアップロードする前に、機密情報は隠すか切り取ってください。

「個人情報はそのまま公開せず、一部をマスキングして見せてください」とAIに依頼する方法もあ

ります。QRコードは予想以上に多くの情報を含んでいるため、アップロード前に必ず再確認してく

ださい。

AI は翻訳機ではなく、現場の参謀です

ジョージアは見知らぬ国です。だからこそ、より興味深いのです。しかし、見知らぬがゆえに、失

敗する確率も高まります。間違ったバスに乗ったり、アレルギーを引き起こす食べ物を食べたり、

服用法がわからない薬を飲み込んだりすることもあるでしょう。

AI はその失敗を減らしてくれます。写真一枚でメニューを選び、交通を整理し、看板を読み、歴史

的文脈を得て、書類を理解します。旅行を「耐えること」から「楽しむこと」へと変えてくれるの

です。

もちろん、AI にも限界があります。インターネットがなければ無力であり、医療や法律の判断を代

行することはできず、時には自信を持って間違った情報を伝えることもあります。しかし、その限

界を認識し、適切に活用すれば、AI はジョージア旅行の最も頼もしいパートナーとなります。

トビリシの硫黄温泉で疲れを癒し、カヘティのワイナリーでクヴェヴリワインを味わい、ゲルゲティ

教会の前でカズベック山の万年雪を眺める時、スマートフォンの中の AI は静かに次の旅の準備をし

ていることでしょう。

ガウマルジョス（���������）！これはジョージア式の乾杯の言葉です。AIと共に楽しい

旅となりますよう願っております。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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エピローグ: 甕の中のホテルで過ごした夜

← 前の章

全章を見る

カヘティの某ワイナリーでは、クヴェヴリ型の部屋で一晩を過ごしました。

巨大な葡萄酒の甕を模した宿泊施設です。丸い天井は葡萄酒の色に染まり、窓の向こうには果てし

ないブドウ畑が広がっていました。8,000年前、この土地の誰かがブドウを踏み潰して甕に詰めた

時、人類初の葡萄酒が誕生しました。私はその時間の延長線上に横たわっていました。

夜が更けると、コーカサスの星々が降り注ぎました。都市の明かりのないこの地で、天の川は実際

に川のように流れていました。ワインを手にテラスに座りました。涼しい風が吹き抜けてきます。

昼間は30度を超えていた気温も、夜には15度まで下がります。この日中の温度差がブドウに糖分を

贈るのです。自然が葡萄酒を醸す方法です。

ジョージアは小さな国です。朝鮮半島の3分の1にも満たない国です。

しかし、この狭い土地には12の気候帯が共存しています。黒海沿岸のバトゥミでは亜熱帯の湿気が

肌に染み込み、カズベキの高山地帯では万年雪が輝いています。カヘティの乾燥した平原ではブド

ウが熟し、スヴァネティの深い谷間では霧が村を包み込みます。飛行機で1時間の距離の中に、四季

すべてが収まっています。

この豊かさは祝福であり、同時に呪いでもありました。

肥沃な大地、温和な気候、東西を結ぶ要衝。誰もが憧れる条件です。ペルシャが訪れ、モンゴルが

訪れ、オスマンが訪れ、ロシアが訪れました。ジョージアの人々は戦いました。敗北し、立ち上が

り、再び戦いました。スプラーの宴で捧げる乾杯の言葉には、必ず祖国のために命を捧げた人々を

偲ぶ順序があります。杯を空ける指先には、数千年にわたる抵抗が染み込んでいます。

トビリシを発つ朝、硫黄温泉地帯を最後に歩きました。

アバノトゥバニのドーム型浴場から立ち上る硫黄の匂い。紀元前からこの水に身を浸してきた人々。

ロシアの詩人プーシキンも、フランスの小説家デュマもこの温泉を愛したといいます。私は熱い湯

の中で、2週間の旅を振り返りました。

バトゥミのヤシの木とカジノの明かり。軍事道路の絶壁と雲上の教会。シガナギの丘から望むアラ

ザニ渓谷のブドウ畑。ゴリのスターリン生家前で感じた複雑な感情。トビリシの旧市街の路地から

聞こえてきた多声合唱の残響。

そして、あちこちで出会った人々。

「ジョージアへようこそ」とワインを注いでくれたワイナリーの主人。「ロシアは嫌いだが、ロシ

ア語は話しやすい」と率直に話してくれたタクシー運転手。「ヨーロッパに行きたい」と言い、デ

モの写真を示してくれた大学生。彼らの顔が浮かびます。
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ジョージアの人々は、客人を神が送った贈り物だと考えています。

「スツマリ・ギヴスティア・アリス（������� �������� ����）」。客人は神か

ら来たのだ。この言葉を旅の終始、何度も聞きました。見知らぬ異邦人のために家を開き、食卓を

設け、杯を満たす人々。そのもてなしの重みが胸に残りました。

帰りの飛行機の中で、窓の外を眺めました。

コーカサス山脈が雲の下に消えていました。万年雪を被った峰々、その間を走る軍事道路、そして

その向こうのどこかでワインを醸造している人々。私は再び来ると独り言のように呟きました。

写真として残る旅先もあれば、心に残る旅先もあります。

ジョージアは後者でした。8,000年のワインの香り、33文字のアルファベットの曲線、多声音楽の

和音、スプラーの宴の乾杯の言葉、そして大国の狭間で自尊心を保ちながら生きる人々。これらす

べてが混ざり合い、一つの感情となりました。それは「恋しい」と呼ぶべきものかもしれません。

甕の中で過ごしたあの夜、私は星空を見上げながら考えました。

ワインは時間を収める器です。クヴェヴリの中でブドウはゆっくりと発酵し、年月を経てようやく

ワインとなります。ジョージアという国も同じです。5,000年の歴史が土の中で熟成され、今この

瞬間もゆっくりと熟成され続けています。

いつか再びあの壺の部屋に戻りたいと思います。

コーカサスの星の下、一杯のワインと共に

← 前の章

全章を見る
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